
はじめに

本誌は､港北ニュータウンの中心地区に当たるタウンセンター

地区の基盤整備工事を完成するにあたり､計画､設計及び工事の

各段階における都市整備の技術について､実際に実務に携わった

技術者の方々にご協力していただき編集したものです｡

横浜の副都心として,今後ますます発展していくことが期待さ

れる多様能複合都市の基盤整備について､計画論や技術論を記録

することにより､今後､新たに計画される類似のセンター計画等

における設計 ･施工資料として､また､熟成をしていくタウンセ

ンタ-の維持 ･管理の資料として使用することを目的としていま

す｡

平成9年4月
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編集 ･構成について

本誌は､第Ⅰ章から第XI華で構成されています｡第

I章から第vl章は､タウンセンターづくりの全体像を

とりまとめ､第vII華以降､各論での計画 ･設計施工

について､関係された各位にご執筆をいただき､そ

の内容を編集してあります｡

なお､全体像のご理解を高めるため､第vll章以降

の各論における図 ･写真等が再載となっているもの

があります｡

また､港北ニュータウンは､事業計画上､第1地

区､第2地区として事業が進められており､本誌の

構成にあたっては､第1地区 .北地区､第2地区 .

南地区として整理します｡



タウンセンター基盤整備のプロローグ

港北ニュータウン タウンセンタ 位置図

-区域を含む横浜国際港都建設事

業 ･横浜北部新都市第一地区 ･第二

地区土地区画整理事業 (港北ニュー

タウン事業)は､1974年 (昭和49年)

8月の事業認可以来､22年目の1996

午 (平成8年)9月30日の換地処分

公告をもって基盤整備事業を完了し

ました｡

全体計画人口30万人､全体計画面

積2,530ヘクタール､内公団施行区域

の計画人口22万人､施行面積1,317ヘ

クタール､権利者数約】0,200人に及

ぶ港北ニュータウンは､多摩ニュー

タウンなどと屑を並べる国内最大級

のニュータウンです｡

港北ニュータウンは､横浜北部地

域のスプロ-ル防止として､また都

市農業の確立を目指して､昭和40年

に横浜市の6大事業の一つとしてス

ター トしました｡以来市民参加の街

づくりをモ ノトーに､港北ニュータ

ウン事業推進協議会を組織 し住民と

共に進めてまいりました｡

計画面積約76ヘクタールに及ぶタ

ウンセンタ-整備に当たっては､タ

ウンセンターの地権者約400名で構成

される ｢タウンセンター開発促進協

議会｣を平成3年6月に結成し､市

民と一体的に街づ くりを進めてまい

りました｡

ベ ットタウン型都市開発として計

画した港北ニュータウンは､昭和56

年の ｢横浜21世紀プラン｣により､

横浜を補完する副都心としての要請

を受けて､新 しい展開を迎えること

になり､研究所などの誘致を含め､

副都心としてふさわしい､将来を見

据えた高度な都市基盤整備を実施 し

てまいりましたO

そして､平成5年には､横浜市営

地下鉄3号線 (あざみ野線)の開通

により､横浜と東京を結ぶ都市交通
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港北ニュータウン全体地区区分図

地区名 +IlrlIj=地区画包埋gt兼 施行主体 ■十Jla-11.317ha‡十画人口220.000人

既隅発地区 市及び民間 67haー80.000人300.000人

JR池井用地区土地改良事恭 土地改良和合 23Oha

そのtthlも区Et 916ha2.530ha

機能が完成し､平成7年4月の横浜 ●公団卸テ地区の計画人口

市都筑区総合庁舎の開設を経て､平

成8年3月にはニュータウン全域の

宅地を供用開始する事ができました｡

1

項El 茶1戸数(戸)地区人口(人) 荊2戸致(戸)地区人口(人)戸故(戸)計人口(人)
計画i*投用地 5.800 22.000 7,900 29.900 13.700 51.900
分lft宅地用地 1.200 5.200 1,500 6,BOO 2.700 ll.500

100 500 300 1.一oo 400 1.600



今後は横浜環状鉄道 (シティルー

プ)の実施により､より充実した都

市交通横能の強化とともに,タウン

センターのビル トアップが最大の課

題となっています｡

現在､平成10年春の開業に向けて､

センター北地区のブラザビル､セン

ター南地区の東急百貨店が工事を進

めております｡また､これに合わせ

残された最後の基触整備を完了すべ

く努めております.

港北ニュータウンは､現在人口約

8万人弱であり､最終計画人口22万

人達成のためには今後のビル トアッ

プに期待するところがありますが､

その一役を担うのがタウンセンター

地区の飛躍的な発展であります｡

港北ニュータウン土地利用吉†南国

港北ニュータウン･タウンセンタ

ーは誕生の時代から成長の時代に入

ってきました｡今後どのような街に

成長していくか､これからが最も大

切な時代であることは間違いありま

せん｡

そして､なによりも大事なことは､

公E司と行政そして市民を含めた官民

一致の体制で街づくりにあたること

です｡

本技術資料集は､タウンセンター

基盤整備工事における郡市整備の技

術を後世に伝え､今後のタウンセン

ター事業における技術資料として活

用するために編集しました｡

今後の同様な業務において役立て

ば幸いと考えております｡



第 Ⅰ章 タウンセンター開発理念と全体計画

はじめに

1996年9月､牡紀の大事業､港北ニ

ュータウン区画整理事業は認可以来

22年をもって無事竣工したO数ある

大規模開発事業の中ではかなりのハ

イスピートの進捗であるo

港北ニュータウンタウンセンター

は､その規模､機能性､交通アクセ

ス､整備水難の高さ等いずれをとっ

ても首都圏の中でもひけをとらず,

かつてない好条件を有していると云

えるO

このようなニュータウンの収束段

階の記念すべき時期に､しかもその

要となるタウンセンターの基盤整備

にたずさわることができたことは非

常に喜ばしいことであり､思い出の

残る経験となった｡

ここに､タウンセンターの基鮭整

備のメモリアルとして､計画から工

事竣工に至るまでの断片をひとつづ

りする機会を得た｡

ものづくりに大切なのは､そのコ

ンセプ トでありアイデンティティで

ある｡それは､もの (街)に活力を

与え､魂を入れ込むものであると云

えよう｡そのような意味で特にタウ

ンセンターの基飴づくりにとっては､

この理念と計画論を抜きには語れな

いものであるo以下､プロローグと

して､開発理念と全体計画を記すこ

ととする｡

1.タウンセンターの開発理念

前述のように,横浜市の副都心と

して､世界的な規模をもつ商業､業

務集積地区として､2]世紀を見すえ

た個性豊かな自己主張をもつ街づく

りを目指すため､次の4つの開発理念

が掲げられた｡

域拠 点 の形 成

ニュータウン内の事業化も近い横

浜環状鉄道 (シティループ日吉-中

山間)をはじめとし､東京都まで含
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めた都心との交通アクセスが更に充

実することにより､今後､確実に発

展性が期待される拠点的地域である

ことoこのことから､当地区は横浜

市北部の拠点となるだけでなく､首

都圏域全体を視野に入れた広域的な

拠点地区の形成を目指す｡

広域拠点形成の目的により､商業

施設のみの単一機能のセンターでな

く､更に業務施設 ･文化施設 ･住宅

等､多機能がコンプレノクスするセ

ンターであることが必要である｡

(買う食べる軟も)
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拠点の形成

住環境が整っているニュータウン

をかかえていることから､業務機能

に重点をおいているMM21地区や新

横浜地区とは異なった､あくまで生

活に根ざした人間味豊かなセンター

づ くりとする｡また､当地区は首都

圏の中でも文化 レベルの高い土地柄

であり､文化教養志向が強いことを

踏まえ､将来のあるべき生活､文化

を提案するような情報発信性の高い

洗練されたセンターを目指す｡(歴史

公園､歴史博物館の設置､仮想都市

ハ-チャルモールの整備)

CATVの導入で情報機能も強化

タウンセンターまちなみイメージ団

を備 え た センターの形成
歩行者空間等都市基盤施設の整備

水準の質を高めると共に､情報系の

ソフトシステムを充実 しハー ド･ソ

フト両面でハランスのとれた､全体

に整備水準の高い都心的魅力のある

センターを目指すo(都市型cATV､

双方向マルチメディアの整備)

更に､ニュータウンの緑の骨格を

形成するグリーンマ トリノクスとな

っている公園 緑道等の豊かな自然

環境を活用 し､都市的アメニティと

自然的アメニティの両方を栄ね備え

た､今までの都心にないゆったりと

した自然が息づ く快適なセンターを

目指す｡(｢人と自然の共生｣｢歴史と

文化の煎るまち｣｢人とまちとの共鳴｣

といったテーマ性をもつ南北シンボ

ル広場､総合公園等の整備)

もつセンターの形成

他のセンターにはない高水準な都

市サービス､計画的施設立地等を通

じて都市空間 ･機能等あらゆる面で､

ニュータウン居住者が誇 りに思うよ

うな個性豊かなセンタ-を目指す｡

また､他の広域拠点に対 し､セン

ターの存在を広 くアピールし､広域

的な来街者を吸引するような自己主

張をもつセンターを目指す｡(南北シ

ンボル広場､シンボル道路等の整備､

高級専門店街やビジネスコアの立地)

以上4つの開発理念に基づきそれぞ

れの施設整備方針が具体的に示され､

地区の固有な施設の基本設計 (もの

づくり)がスター トすることになる｡

(工事部 植村正)

歴史博物荘官から歴史公園



2.タウンセンターの計画概要

タウンセ ンターは､大規模 な商 タウンセンタ-の概要

菜 業務施設 を核 に､人々が集い､

生活 ･文化の情報発信拠点 となる都

市機能が トータルに集積 した街｡首

都圏全域を視野に入れ,想定100万人

という広大な商圏をハ ノクグラウン

ドに､総面積73ha､就業人口5万人を

見込む都市づ くりの計画が進められ

ています｡

1)地区面積 :728ha

センター北地区 センター北駅周辺

地区面積 278ha､地区スケール 南北約700m 東西約400rn

センター南地区 ･センター南駅周辺

地区面積 450ha､地区スケール 南北約700m 東西約650m

2)面積内訳

公共用地(30.1ha) 道路 (駅広等を含む) .都市緑地 .公的駐車場用地

宅 地 鉄道用地(2.8ha) 横浜市営地下鉄3号線､横浜4号線用地公共施設用地 歴史博物館､市民文化ホール､区総合庁舎､

(42.7ha) (8.9ha) 総合病院､督察署､郵便局等

[=ヨ中央地区
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.÷i:ド._､ 主 車 i 十√i.闇 封.. 音_軌 慧 二/I.]

蕪 1_I. ≡. ､顧 -i-'喜-

- 50.CO 2m 500M々 子

センター南地区
①駅前広場 地下駐車場
(むシンボル広場
③シンボル道路
(む区結合庁舎
⑤住宅 都市整備公団
港北開発局

⑧核的複合施設
(共同化兼務街区)
⑨核的複合施設 (公Efr用地)
⑲総合病院
⑪郵便局
⑫警察署

⑥港北ニュータウンまちづくり絹 ⑬広場 (公的駐車場)
⑦港北ニュータウン熱供給(株)

センター北地区
(‡塙尺前広場 地下駐車場
(多シンボル広場
③シンボル通路
在)追跡公園
E頼浜市歴史博物館
⑥ブラザビル (仮称)
(夏)核的校合施設

(共同化兼務街区
(参モ亥的複合施設 (公団用地)
(釘市民文化ホール (仮称)
⑲広場 (公的駐車場)

(土地利用計画表)･ ■ コこ壬岨凶 南某邑凶 省~訂 備 考

公 共 用 地 ⊥∠,15 ⊥pl,8 JU,⊥ - iX遇』■皇室重遊 覧l

;I. 十円. ⊥⊥,9""3て6-- ⊥9,⊥"-甘,7- J⊥,U"/LhTl器常設用■地~ 1 ""-課冨2-.甘r公団襖班r2｢rキ頂顎 沌72.-6---





第ⅠⅠ章 整備事業の歴史

タウンセンター計画の経緯

1965年 (昭和40年)横浜市の六大

事業の一つとしてスター トして以来

1989年 (平成元年)には横浜の都心

機能を補完する副都心の一つとして

位置づけられ､タウンセンターは商

業､業務､文化機能の立地や高速鉄

道3､4号線の整備等の施策の方向が

示された｡

1993年 (平成5年)規在の長期ビジ

ョンである ｢ゆめはま2010プラン｣

においても､業務核都市形成基本構

想の国の承認を受け､副都心拠点地

港北ニュータウ

港北ニュータウン計画 横浜

としてスタート

一大ヘッドタウンから職住一体型の多機能複合

都市整備に政策変更

･多摩ニュータウンと並ぶ代表的事業

･多摩ニュータウンは全面買収方式､港北ニュー

タウンは土地区画整理事業

1,317ヘクタールE]本最大の土地区画整理事業

◆施工区域都市計画決定､用地買収着手

◆事業計画認可 】,3166ha 22万人

◆タウンセンター当初マスタープランの策定

◆ r新しい生活像に求められる新しいアクティビティの

場の創設｣を開発E]標としてセンターシステムを策定

◆r横浜21世紀プラン策定｣ 横浜を補完する副都心と
して位置づける

◆第二地区街びらき

区として多機能が複合する業務､商

業､文化の集積地区 (機浜市におけ

る6地区の1つ)として指定がされ､

具体の施設整備促進策が明示された｡

(工事部 植村正)

(丑都心部強化事業
(む金沢地区先埋立事業
(罫港北ニュータウン建設事業
④高速鉄道建設事業
(9高速道路網建設事業
(む横浜ベイブリノジ建設事業

沖縄県本土復帰､浅間山荘事件

第1次石油ショック

第1回先進国首脳会議(サミット)開催

ロノキード事件

新東京国際空港 (成田空港)開港

第2次石油ショック

イランイラク戟争勃発

日本住宅公団と宅地開発公団が住宅

･都市整備公Eflとなる

東京ディズニーランド開園

ロス疑惑､グリコ森永事件

男女雇用機会均等法施行



62-H元 ◆タウンセンターマスタープランの見直し 62,国鉄分割民営化

･社会情勢の変化､将来-の新たな展望 63.リクル-ト疑惑事件

･住宅都市から - 多機能複合都市への変革･商業施設だけでなく､業務､文化等多様な機能が複合する個性あるタウンセンターへ(∋車対応の道路ネットワークの強化(診駐車場の計画的確保(参大規模街区 (共同化義務街区､核的複合施設用地等)の設定(む多様な歩行者空間の創設(シンボル広場､シンボル道路､歩行者専用道路)の確保6)高度な新都市施設整備ー地域冷暖房･共同満一駅前地下駐車場･CATV 平成元.昭和天皇没

H元.2.2.3. ◆㈱港北都市開発センターの設立 ベルリンの壁崩壊

2.3.6.6 ◆港北ニュータウン.タウンセンター開発推進協議会設置

4.8. ◆港北ニュータウン熱供給会社㈱の設立

4.9.17 ◆第1回大規模工事総裁承認 S4工区､S5工区 中国天安門事件

5.2.5.3.5.ll. ◆横浜市が業務核都市に指定され､港北ニュータウンが 湾岸戦争勃発

業務施設集横地区に指定される ソ連邦の解体

◆横浜市高速鉄道3号線開業(センター北駅､南駅開設) バブル崩壊

◆一部民有地の供用開始 (建築着工可能)◆地域冷暖房施設の都市計画決定 佐川疑惑

6. 4.18 ◆公田港北開発局､港北NTまちづくり館開設 阪神淡路大震災

6.ll. 1 ◆港北NTを中心とする区域が都筑として分区

7. 1.31 ◆横浜市歴史博物館開館

7. 4. ◆第三京浜都筑ⅠC開設

7. 4.14 ◆センター北駅広オープン (センター北地区)

7, 4.23 ◆都筑区役所オープン

8. 2.29 ◆港北中央地区事業計画認可

8. 3.31 ◆全宅地全面供用開始

8.4.26 ◆センタ一雨駅広開設

8.ll. 18. 9.29 ◆港北中央地区起工式◆第16回緑の都市賞の内閣総理大臣賞受賞 a◆換地処分公告

◆センター南 .北 地下駐車場開設予定

◆ブラザビル､西南東急百貨店オープン予定

◆阪急百貨店オープン予定



第III章 基 盤 整 備 計 画 港北ニュータウン,ウンセンターの整備方針と基盤鮒 計画

はじめに

港北ニュータウン･タウンセンター

は､港北ニュータウン事業 (I,317ha､

土地区画整理事業)の中心地区とし

て平成4年度から平成9年にかけて､

都市基盤整備を実施したO

本編は､この基盤整備の内容につ

いての概要を記録したものである｡

港北ニュータウン タウンセンタ

ーは､センター北地区が28ha､セン

ター南地区が45haであ り､合計で

73haの施工面積を有しており､セン

ター北地区とセンター南地区との問

に計画している,新規計画地区であ

る港北中央地区 (事業相川'1平成7年

皮-L8年度)の24haを含めると､

97haにおよぶ､容積率400-600パー

セントの商業 ･業務施設用地の整備

である.(参考 .多摩ニュータウノタウンセンター

は､約76haである)

タウンセンター計画は､昭和49年

の土地区画整理事業認可をうけて､

昭和51年に壕初の基本計画 (マスター

プラン)を策定した｡その後､昭和56

年に横浜市により ｢横浜21世紀プラ

ン｣が策定され､横浜の副都心とし

ての位置づけがなされた｡

あざみ野～ニュータウン～横浜～戸塚を綻ぶfl浜

市高速鉄道3号披

現在の計画は､これを受けて昭和

62年から平成元年にかけて､当初の

マスタープランを全面的に見直しし

たものが基本となっている｡

見直しは､構想段階からの社会情

勢の変化や将来への新たな展望と､

新たな社会の要請を受けて､住宅供

給を主とした ｢住宅団地｣から､研

究所等の誘致を行うことにより､職

場と住宅を一体的に整備 していく､

織住一体型の ｢多機能複合都市｣へ

の変革を遂げるものであった｡

また､タウンセンターは､居住者

のみの物的消饗の場から､単なる商

業活動だけでなく､周辺地域を含め

た横浜副都心として､商業 ･業務

文化などの多様な都市活動の場とし

ての整備を計画することとした｡

タウンセンター整備は､この計

画を受けて地権者への説明､関係

センター北駅

機関との協議を行いながら､具体的

な設計作業に入ったO

そして､平成4年度には､大規模工

事として全体を10工区に分けて､第

1期工事に着手した｡

その後､平成5年3月には､横浜市

高速鉄道3号線 (あざみの線)の開業

(センター北駅､両駅開設)に合わせ
順次供用開始を始め､平成7年1月に

は,横浜市歴史博物館開館､平成7年

4月には都筑区捻合庁舎オープン､そ

して平成8年3月末には､タウンセン

ター全域の仝宅地の供用を開始する

事ができた｡

横浜市歴史T8物館



マスタープランの見直しにおいては､次の開発理念を掲げたO

(タウンセンター開発理念)

(1)多機能複合都市､広域拠点形成

｢高水準な都市基盤整備｣

公共施設の整備

新都市施設の整備

(2)生活文化の情報発信拠点整備

ほβ市型CATVの整備』多様な情報サービス機能の集約

(3)高度の都心性と自然性の具備

F都市の快適空間｣､F都市と緑の共存j

(4)個性豊かで自己主張のあるセンター地区

『斬新なコンセプトによる都市づくり』

第一に､横浜市の副都心としてふ

さわしく､首都圏で最も魅力ある都

市として ｢広域拠点､多機能複合都

市｣を目指す｡

第二に､単なる物的消費拠点では

なく､文化イメージの高い土地柄に

ふさわしい､知的 文化的消費を支

える､高度な情報サービス機能を持

つ ｢情報発信拠点整備｣を行う｡

第三に､｢都心性と自然性｣をかね

あわせた ｢環境共生型の基盤整備｣

とすること｡

第四に世界に誇れる ｢個性豊かな

タウンセンター｣を目指すO

以上を開発の理念とした｡

そして､基盤整備の計画立案に当

たって､次の具体的方針を掲げたo

(タウンセンター基鰻整備方針)

(1)横浜副都心にふさわしい､また首都圏を含めた広域的

拠点にふさわしい r高水準な都市基盤整備｣

(2)高度な情報サービス網の基盤整備として r都市型ケ-

ブルテレビ(CATV)の整備J

(3)都心性と自然性を備えた､都市の快適空間として

r安全で､やさしい都市空間の整備jr都市と緑の共存｣
(4)個性豊かな街づくりとして r斬新なコンセプトによる

タウンセンターイメージ回
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2.高水準な都市基盤整備

都市施設の整備計画立案に当たっ

ては､将来を見据えた高水準で､高

規格な施設整備を目指 し､次の整備

計画を立てた｡

(1)広域拠点としてふさわしい

r車対応型広域ネットワークの整備｣

(2)大1な自動車交通に対応する

r大Aな駐車場の計画的確保J

(3)地域冷暖房､共同溝等の

ほ拓市機能高度化施設(新都市

施設)の導入｣

(4)高度な都市運営を支える

r電線類地中化J

(5)多様なアクティビティに対応する

r多様な歩行者空間整備1

ワークの整備

横浜副都心のタウンセンターとして､

将来大蒜に発生する自動車交通に対

応するため､また広範囲な謹済活動

が自由に行えるように､東名高速道

路や第三京浜道などの広域幹線網に

接続した､完全な車対応型の都市と

して広幅貝道路による､段階的道路

ネyトワークシステムを採用した｡

また､センター北及びセンター南の

道路ネソトワーク構成Eg]

各駅前には､港北ニュータウンの玄

関口としてふさわしいハイクラスな

駅前交通広場を設置した｡

(道路施設)

センター北駅前広場 約1.8ha

センター南駅前広場 約1.4ha

幹線道路網

タウンセンタ̀ 外周の広域幹埠道路

幅JR28m

■補助幹線道路

タウンセンタ｣句の自動車交通の大動脈

帽月22m

シンボル道路A

商業､レクリエーション､コミュニ

ティ機能を担う

幅員22-18.5m

シンボル道路B

ダウンタウンを特徴づける道路

幅貞16m

歩車軸含道路

歩行者B]遊軸を受け持つ道路

幅員12m

区画道路

各施設へのサービス道路

幅貞)7-14m

歩行者専用道路

都心型ショッピングモ-ルを目指す道路

シンボル広場

歩行者専用道路の結束点､ニュー

タウンのシンボル

タウンセンター内歩道橋 22橋

タウンセンターの将来(2.005年予想)

における鹿車場需要は､Il,100台と予

想される｡この駐車場需要に対応す

るため､計画的な駐車場の大量確保

を計画し､車で快適にタウンセンター

の都市サービスが受けられるシステム

とした｡

全体必要胤車場台数日,100台の内､

公的駐車場としてセンター北駅前広場

地下駐車場に516台､センター南駅前

広場地下駐車場に591台の合計約1,I10

台の公的#.車場を整備 した｡また今

後､横浜市において､1,290台の立体

戯三車場を計画している｡

駅前地下駐車場は,平成4年l月に

｢駐車場整イ揃地区及び施設の都市計画

決定｣を行い､平成5年3月から本体

(躯体)工事に若手し､平成8年L2月よ

り設備工事を実施して､センター北の

ブラザビル(仮称)及びセンター南の

西南東急百貨店 (共同化薙務街区)

がオープンする平成10年春に同時に

開設を予定している｡

(タウンセンターの駐車場整備計画)
洗車場詔輩 ll,loo(単位:台)
寸挺'ほ,4,500
整備指呼 2,)00

民間駐車場2,leo
公的駐氷塊2,400(駅広下目10､立矧 m )
(計画目標年次 秋成時2JXk5年)

､ F ' ?＼ 1- Ji7 ,.1 - ) ≠ 幹線道路 巨≡〕シ ポル道路A

J翫 二 % J3% gg,5'. t童∃区画道路 E∃ 歩弦融合道路∩

＼k - iLJ センタ-荊帆盲 i乳.､ノ守 連鉄3r3状玖革-.蘇.'.:.P.( 冒:亡⊃ (1"mltンタ-]-【18_5n)Jr■一一- I---■- ttR三[∃ l己

巨 ⊇.. tR前広iI

-羊驚 ∵ J-1一二一でン_

日 .■ % M々 子

ll



(新都市施設)の導入

タウンセンターの高度な都市機能

を支える施設として､タウンセンタ

ーに新たに ｢地域冷暖房システム｣､

｢共同溝ネノトワーク｣そして ｢地下

駐車場｣の新都市施設を導入した｡

｢地域冷暖房システム｣は､都市の

省エネルギ-効果､環境保全効果､

防災効果､経済効果そして都市景観

効果の観点から､平成4年4月導入

を決定した｡平成4年8月6日には､

｢港北ニュータウン熱供給会社(樵)｣

が ｢(秩)港北都市開発センター｣,

｢東京碓力 (株)｣､｢東京ガス(秩)｣及

び金融機関の出資により設立された｡

平成5年には熱供給事業の許可を受

けて､平成7年4月より､センター

南の都筑区役所の開設と同時に第 1

プラン ト殻仰 (供給予定エ リア

129ha)を開設し熱供給を開始した｡

センター北の第1プラント設備 (供

給予定エリア26ha)については､プ

ラザビル内に建設中であり､平成10

年度からの開設を予定している｡

｢共同溝ネノトワーク｣とは､幹線

道路の地下に ｢共同離｣を設置し､

ライフラインの幹線を収容し､区画

道路には ｢電線共同収容溝 (情報ポ

yクス)｣を設置し､共同溝から分岐

した供給ラインにより各宅地-供給

駅前広場地下牡牛鳩完成予想Eg)(センタ-南地区)

する共同柵と電線共同収容所による

地中線のネノトワーク化のことであ

る｡

｢共同沸｣は､発展するタウンセン

ターのライフラインを道路下に収納

することにより､電線類を地上から

排除し､都市景観の向上や道路の掘

削の減少や都市防災模能強化を目的

に絵延長2km (総事業費62億､310

万円/m)にわたり施工した｡

また､共同溝の集中管理と屋外エ

スカレーターや橋梁付属のエレベー

ターなどの機械類の集中監視を目的

として､中央監視システムを設置し､

タウンセンター内の新都市施設を総

合的に監視制御するシステムとした｡

｢地下駐車場｣については､各駅前

広場に合計1,100台設置した｡また､

これらの新都市施設を含め､タウン

センター全体の総合的な管理 ･運営

(アーバンマネージメント)を行うた

めに､主に横浜市と公団が出資して､

平成元年2月に ｢(秩)港北都市開発

センター｣を設立した｡

タウンセンターは､｢安全で快適な

都市環境｣と ｢効率的な都市運営｣

を行えるよう､都市の生命線とも言

える電気や砿話､CATVケーブル
などの電線類を道路下の共同溝と電

線共同収容離または直接埋設する方

法により地中化した｡これにより､

地上は軽電柱化され､都市景観上か

ら､また地震などの都市災害に強い､

快適な郡市運営が行われる都市とな

った｡

共同溝への収容物件は､｢地域冷暖

房の熟供給管｣｢上水道｣｢電気｣｢電
話｣｢cATVJ｢通信回線｣｢有線放送｣
の7種類であり､｢ガス｣と ｢下水道｣

は共同離外とし,歩道に直接埋設し

た｡

また､他地区にみられる ｢廃棄物

管路収炎システム (共空集塵システ

ム)｣については､主としてコスト面

の問題は り､今回の計画から除外し

た｡

電線共同収容珊 (情報ボノクス)

は､電話線などの情報ケーブルの地

中化を目的として港北ニュータウン

内の各駅前センターなどの5箇所に

合計162km (総事業費48億,30万

円/m)にわたり導入した.土地区画

整理事業の特徴として､数多くの′ト

規模な民有宅地を含んでいることよ

り (タウンセンターにおいては､約

400名の地権者が存在する)換地変更

が多く生じること.また,建築時期

が不確定であり､各種ライフライン

の需要時期が長期にわたる｡商業 ･

電は共同収零,1 (f一斗ポソクス)完成予想パ-ス
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業務地区として､宅地の細分化にも

フレキシブルに対応する必要がある

ことから､共同溝から各宅地への引

き込みは､蓋掛け方式の構造とした｡

これによりとtの場所からでも､歩道

掘削なしで､いつでもケーブルの引

き込み可能なシステムが完成した｡

収容物件は ｢電話｣ ｢cATVJ｢有線

放送｣を収容した｡｢電気｣について

はケーブルを収容すると構造が大き

くなり下水取付管とのクリアランス

がとれないことから､歩道内にケー

ブルを直接埋設する方式とした｡

共同溝､電線共同収容満とも､工

事に先立ち横浜市､公Eil､入港予定

者間で協定を締結し､公団と各企業

者の建設負担金により建設し､平成

9年度末に竣工した｡

共同,1複断面タイプ

電線共同収容′薫津入箇所

共同J#敷設ルート図

⊂さ 腰 師 盛 運 闘 鳳 至＼し-:/-I-:～

喜 6 弧 M ＼.. 慕 編 ′慧

l 垂L-那//+iTふLW/ 轡

電線共同収容J#敷設イメージ断面図



タウンセンター内の歩行者専用道

路計画 (将来はショッピングストリ

ー トを形成)の策定に当たっては､

従来の都市に見られるような､駅前

姫中型ではなく､拭遊分散型の歩行

者ネットワークとし､街の広がりを

形成させた｡

また､郡市における多様なアクテ

ィビイティに対応するよう､要所要

所に変化の富んだシンボル的な都市

空間を配置した｡

歩行者の動線計画においては､歩

行者専用道路を r都市軸｣と r回遊

軸Jに分けてネットワーク化を計る

と共に､その結束点に rシンボル広

場｣を配置した｡

シンボル広場 (センター北地区)

･センターを象徴するシンボルス トリート

･シンボル道路A､B

･都市景観 (アーバンデザイン)軸を形成

･質が高く､品格があり､フォーマルな空間構成とする｡

･歩行者骨格動線

･車椅子対応とする｡(バリアフリー)

･車動線との立体

･歩行者デッキの設置

センター北A.C.Dデッキ
センター南駅前デッキ

r回遊軸｣(買い物軸)ショッピングス トリー ト
･安全に買い物が出来る魅力的な道路

･車と歩行者の共存 (歩車融合道路)

変化に富んだ賑わい性の高い空間とする｡

rシンボル広場)
･都市軸と回遊軸の結束点

グリーンマトリックスシステムを完結する結束点

･人と人との出会いの広場

･常に販わいと活気のあるイベント広場

シンボル広場の持つ意味

日常性を超えた高度な象徴性

街づくりポリシーをシンボライズ

市民の共有財産

市民の誇りの広場とする

･道路施設としての広場に水施設 (沌)を導入する｡
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3.情報発信拠点づくり
高庇な情報サービス網の基盤整備

としての r都市型CATVの整備j

迫りくる高度情報化社会に向けて､

都市基盤の一部としてニュータウン

全域において､双方向型のケーブル

テレビジョン網 (CATV)を設置

し､平成2年より再送信事業を公団

により開始した｡

平成 9年度からは､主に横浜市と

公EElが出資して設立した ｢(樵)港北

都市開発センター｣により､｢モアサ

ービス (都市型多チャンネルサービ

ス)｣の本格的適用を開始した｡

これにより.地域の生活関連情報､

行政情報などの高度な都市サービス

を提供する郡市基盤が完成した｡(ケ

ーブルネットつづきの森)

また､都市型CATVの将来像の

モデルとして,他地域に先がけて公

団とNTTデーター通信 (秩)の共同実

験である､｢仮想のまちサービス｣

｢バーチャルn一タウン｣を平成9年

度より約1,000世帯対象に試験運用開

始した｡

利用者は､家庭のテレビを通じて､

仮想の街を散歩 しなから､ショッピ

ング､宅配､電子決済､気象情報な

どのサービスや､モニター間で音声

による会話が可能である｡

また､都市景観的にもCATV網

の設置により､アンテナの乱立のな

い美しい街なみとすることが出来た｡

CATV実用実妹の茶内

｣苧_tT無 比 削 軌

CATVでr手ちつくLL生活づくり.ものつくLhG)
生活情報サービス実削l日割 lSGO.I

(肌 PvE,1"uT貢TT言wiLnTbicAAF蒜諾 諾完≡芸芸~ビス)
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4都市の快適空間づくり
都市の快適空間として r安全で,優しい都市空間の整備J

r都市と緑の共存｣

これから訪れようとする老齢化社

会に適応するよう､また､都市の快

適空間として､駅前を中心に､主要

な公共公益施設と駅前広場を結ぶ歩

行者の骨格動線である ｢都市軸｣に

おいては､スロープやエレベーター

(3基)､屋外エスカレーター (8基)

などを設置することにより､高齢者

や障害者のスムーズな移動が可能な､

｢バリ7フリーな生活動線ネノトワー

ク｣を形成した｡

また,渉車融合道路においては､歩

行者動線と車動線の部分的な融合を

はかり､従来の画一的な歩車道分離

と異なり､変化に富んだ商店街の景

観を形成すると共に､階段や段差､

斜路の少ない安全で､優しい都市空

間とした｡

クリーンマ トリノクス･システム

クリーンマトリノクス .システムの概念

I

.PT

;

.

i

設計に当たっては､｢横浜市福祉の

都市環境づくり推進指針｣の設計基

準に基づき実施した｡

そしてまた､港北ニュータウンの

全体計画である､緑道をネノトワー

クした ｢グリーンマ トリノクスシス

テム｣の起点であり､終点でもある

籍合公園整備に合わせて､都市施設

の中に積極的に緑を取り入れ､都市

と緑の共存する ｢環境共生型の基盤

整備｣を行った｡

そして､平成8年11月には､｢緑の

郡市慾｣として ｢内閣総理大臣質｣を

授'Eした｡

リーン･マ トリノクスシステム
開発の基本方針のlつである｢投の環境をJI大
隈に保存する砺づくり｣を実現するため､港北ニ
ュータウンでは旧来の★Iな接の資源を､抜道や
歩行者専用道指と結びつけながら体系化する｢グ
リ-ン.マ トリックス ･システム｣を採用してい

る｡



5.個性豊かな街づくりとして

基盤整備計画の濃後の目標である

｢先見性､アピール性に富んだ個性豊

かで魅力のある街づくり｣を実践す

るために､都市空間をデザイン (ア

ーバンデザイン)するに当たり､先

鋭的な感覚と理論と､卓越した技術

力を持つプランナーを多 く活用 し､

都市空間ごとに個性的で斬新的なコ

ンセプトを設定し､魅力ある都市空

間を創設した｡

これにより､将来､魅力的で個性的

な商店街の形成のための都市基盤が

できあがった｡

センター北
■地区アーバンテサインコンセプト

r人と自然の共生～歴史と文化の

薫るまち｣

･イメージ 丸の内 新宿西口 山の

手 表参道 渋谷公園通り

･歴史文化の中心､｢国指定大塚 ･

歳勝土遺跡｣､｢歴史博物館｣､

｢市民ホール｣
･アッパータウンとダウンタウン

との斜面 南斜面 代官山

･西洋的シンボル性､秩序､スペ

シャル､自然石舗装､色､グレ

■シンボル広場

r知の広場J自然と都市の共生す

る広場

･エコ ･システム (環境共生シス

テム)､エコ デザイン (環境

要素デザイン)

●歩行者専用道路

rセンター北地区を象徴するヨー

ロッパ風のシックな通り｣

･阪急百貨店とシンボル広場に隣

接 し､ブティックやカフェ等の

ハイグレードな店舗が面 し､ミ

ュンヘンのノイハイザ通 りや､

ウィーンのケルントナー通りに

匹敵する通りを形成

F斬新なコンセプトによる都市づくり』●● ● ●
センタ-北地区 (第1地区)土地利用Ea

■シンボル道路 A

rセンター北地区を代表する文化

性､芸術性豊かな道路J

･シンボル広場から歴史博物館ま

で視界 (ビスタ)が通 り､極め

て象徴的な都空間を形成､核的

複合施設用地に隣接 し､ハイセ

ンスな建物が連続 し､表参道､

渋谷公園通りに匹敵する通りを

形成

イメージパース

■シンボル道路 B

rエンターテーメント性豊かな都

筑のブロードウェイ｣

･南端の市民ホール予定地側にビ

スタが開け､細長い郡市広場的

空間を形成｡チネチッタ通 り､

渋谷センター街に匹敵

■駅前広場

r光奏でるステーションパークJ

光によるデザイン

センタ-北シンボル道路A
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センター南地区 (第2地区)土地利用国

凡例 第2地区
公共施設用地 0駅前広悩 地下LtiF甥

l l歩行者iTi用退路 ○ン′ンポルiZ.指

I l公Ei]絹地 招述 ○区総合庁舎

公益的編ĥ用地 ○住等 都市鞍瑞公En湾北FLr悦FJ

I l行政編ĥ ○拙北ニュークウノ争点(耗捻書力
L l1福祉 文化施設 0線m土合施1号し共rWt:苑事克t'5区:
I l市汲 光稚編h～J一幸 0仏的視全施設 (公団用地)

琶 竺 ] …書芸軍仰 瑞,

◎ピソネスコ77(恨7,I)
(Bだ合公【丑

■地区アーハンデサインコンセプト

r人とまちとの共鳴～躍動感あふ

れるまちなみ1

･イメージ 新宿東口 下町

アッパ ー タ ウ ン と ダ ウ ン タ ウ ン

との斜面 北斜面 新大久保

･アジア的混沌､躍動感､ジェネ

ラル､レンガ舗装､色 茶系

■シンボル広場

r情の広場｣自然の豊かさを五感

で感じる広場

■シンボル道路 A

『センター南地区を代表するファ

ッション性豊かなフールバール』
･駅前から全体を見渡せ､極めて

象徴性の高い道路空間を構成o

西南東急百貨店とシンボル道路

に隣接し､流行の最先端をいく｡

■シンボル道路 B

｢リフレッシュ通り』

･南のシンボル広場から北のスポ

ーツ文化施設予定地までビスタ

が通り､極めて象徴的な道路空

間を形成

■駅前広場

r緑あふれるステーションパーク｣

自然豊かな､都筑区総合公園へ

の玄関
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センタ-南シンボル道路A

センター南駅前広場

センター雨シンボル道路B



6.基盤整備の経緯

昭和40年に横浜市よりニュータウ

ン計画が発表されてから､平成8年

の換地処分まで約30年間､地元地権

者が待ちわびていた全面供用開始は

平成3年7月のタウンセンター工事

着手から数えて4年9ケ月､昭和62

年のマスタープランの変更から数え

て9年目の平成8年3月31日の仮換

地指定をもって全面的に実施した｡

この間､平成元年度にはタウンセン

ター内の地権者約400人に対して､共

同化毅務街区 (西南東急百貨店､阪

急百貨店)への希望申し出換地の実

施という､区画整理事葉としても今

までにない事業手法を駆使 して大規

模街区を計画し､駅前広場地下駐車

場や熱供給施設の都市計画決定､新

マスタープランへの事業計画変更な

どの諸手続きを完了させた｡また､

将来の都市運営を行う第三セクター

である ｢(秩)港北都市開発センター｣

と ｢港北ニュータウン熱供給会社

(秩)｣が設立された｡

一方,基盤整備については､最終

管理者である横浜市と基本設計協議

及び実施設計協議を同時並行的に進

めながら､平成4年9月17Elにタウ

ンセンター地区を10工区に分けて､

大規模工事として発注するため絵裁

承認を受け､工事を発注した｡

そして､平成5年3月18Elに横浜市

営地下鉄3号線あざみの線の開業に

合わせて初期整備エリアとして､仮

設駅前広場を中心とする区域の第一

期供用をI;J始 した.その後､平成6

年4月のまちづ くり館､公団局舎､

平成7年1月の横浜歴史博物館開設､

そして平成7年4月の都筑区役所の

開設を始めとし､民有地の建築につ

いてもビル トアップの促進の観点か

ら随時希望により供用開始を行った｡

マスタープラン修正の

地権者合意

lL ↓
修正マスタープランの ljt剛 ヒ申し出調査l

詳細横言寸 l

1 ｣

管理者協講 共同化義務街区

1 換地調整 ■ ■ ■

実施設計 (基盤施設) l ■ ■ ■

中英計画変更 I

1 組織づくり(共同化担保)1 一般街区換地調整

｢三哀這京王可 ∵ (グループ調整)1ブロック組織化
1

L些塑 埋 封l 盟 l

公益用地 ･公田取得地
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平成8年度には残工事である､橋

梁上部工､駅前テ ノキを完成させ､

仝道路について横浜市に引継ぎ､平

成9年3月5日佃で全道路について

道路認定がなされた｡

また平成9年度には､南北､駅前

広場地下駐車場の設備工事とセンタ

ー北駅駅前テ ノキ及びこれに附属す

る屋外エスカレーター及び､センタ

ー南のシンボル広場工事を予定 して

おり､センター北地区のブラザビル

(仮称)とセンター南の西南東急百貨

店のオープン時期に開設する予定で

ある｡

タウンセンターの基鯉整備は最終段

階を迎えようとしているが､今後は

この高度に整備された都市基盤をど

のように管理運営 していくか､資金

面も含めた ｢管理運営手法｣の計画

策定が求められているDまた､｢街な

み｣においては､計画 したデザイン

コンセプ トによる公共空間､と今後

建築されるであろう私的空間が有機

的に連携されたものである必要があ

り､そこに建てられる建築物のデザ

インとの一貫性が求められ､建築誘

導方法がポイントとなる｡このよう

に､2】世紀を包括 したタウンセンタ

-整備は､都市基盤整備の時代から

｢都市成長の時代｣に向けて歩みだそ

うとしている｡

また､南北タウンセンターを結束す

る ｢港北中央地区｣も平成8年2月

29日に事共認可を得て､平成14年 3

月の換地処分に向けていよいよ歩み

だそうとしている｡

この大事業に運良く参画でき竣工時

に居合わせたことは光栄の誉れであ

り､ご協力いただいた数多 くの方々

や諸先輩方にこの場を侶 りてお礼を

申し上げると共に､近い将来､横浜

市の副都心として､また首都圏で壕
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も魅力ある都市として､飛躍するこ (工事部 枝広茂樹)

とを願ってやまない｡

壷 Ff.:_!撃 琴 等

__=一 二 一 .--~lLT - '･+

街づくりの考え方とデザイン

タウンセンタ-が首都圏を意識し

た､横浜市北部に位班する広域拠点を

形成するためには､魅力的で調和

のとれた街づくりを推進する必要があ

ります｡そこで､地権者､市､公団の

関係者のIZ与Jで ｢タウンセンター開発推

進協講会｣という街づくり組縦を発足

させ､さまざまな観点から魅力ある街

づくりの検討が続けられています｡

タウンセンタ-の建設は､地権者の

申し合わせにより取り決められた ｢街

づくり協定｣というガイドラインに沿

って行われます｡この基本的な考え方

に基づいて､街の公共デザインは機浜

の "新たな山の手"の創造をコンセプ

トに､人の交狂を育み､販わいと活気

に満ちた空間づくりを心がけていま

す｡

街づくり協定の基本的な考え方
(D共同化､強調化による一体的な街
づくり
②脹わいの連続した街づくり
(勤奥行き･発見のある街づくり
(彰建物の個性と通りのイメージが共
鳴する街づくり
⑤小さな魅力のちりばめられた街づ
くり
⑥利便性の高い街づくり
これらの考え方基づいて.具体的な協
定項目がそれぞれ定められています｡
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第ⅠⅤ章 高度な都市施設づくり

1.駅前広場整備計画

1)タウンセンター北地区

港北ニュータウンのタウンセンタ

-は､センター北地区､センター南

地区合わせて約73haありニュータウ

ン及び周辺地域を含めた広域的核と

して､また横浜市の副都心として､

商業 ･紫務 ･文化等の多様な施設を

集積 した多様能複合型のセンター形

成をEl指している｡

当該タウンセンターを南北にi'lく
横丁兵軒首地下鉄3号線のセンター北

駅にこの駅前広場が計画されている｡

この駅前広場は､都市計画道路

3322.中山 ･北山田線の交通広場と

して都市計画決定 (昭62227.)され､

共同化荻務街区の南面についても､

都市計画道路 【歩行者専用道路】
8610港北ニュータウン7号線支線

1号楓 として都市計画決定 (辛

4_日4.)がされている｡

またプラザビル前は､区画整理串

センター北IR駅前広場

業の歩行者専用道路として計画して

おり駅前広場としては､都市計画決

定された交通広場､歩行者専用道路､

それに区画整理事業としての歩行者

専用道路の3つから成っている｡

またセンター北駅と駅前広場との

間には公団用地を挟み､そこには駅

前商業ビルとしてブラザビルが平成

10年番完成をE]指し現在,建設中で

センター北地区土地 利用国

ある｡

駅広デ ノキは､歩行者専用道路上

に位置しア ノバ-タウンとダウンタ

ウンの高低差を解消する歩行者動線

の確保等により計画され一部を残 し

ブラザビル完成に合わせ現在､建設

中である｡

T ､..十や⊂:===⊃8Jtld.京JSiJ中州R【::===⊃訂!l蛙EZ〇一lF十十1 / ) # 』 ㊥

午｢臼醍国覇トl側 A'': +~≠ 二･tLEヨ "

+ ーこ=▲一一.;====ミ====こ==



(a)基本方針

｢交通の結節点として機能的かつ安全性の高い計画｣

･交差をなくし､短く明解な車柄動線を計画するo

･駅広利用者の利便を配慮した交通施設配慮とする○

･公共交通の円滑な運行を確保するo

･地下駐車場及びデッキとの連絡を考慮した計画とするo

r港北ニュータウンの表玄関としての環境空間の創造｣

･北駅,シンボル広場等のポイントからの景観を重視した計画とする○

rまちの玄関としての施設整備｣

･センター地区の核施設のひとつとして､シンボル性をもつ施設を

藍備する｡

･交通の結節点及びアノバータウンとダウンタウンの歩行者の出会

いの場として､街の活性化を担う施設を整備する｡

r周辺施設のコモンスペースとしての整備J

･回遊性を確保し､周辺施設と整合した広がりのある空間づくりを

行う｡

r魅力的な周辺ネットワーク軸の整備]

･北駅の東側と西側を結ぶ歩行者専用道路の-部として魅力的な空

間にする｡

･アッパータウンとダウンタウンを魅力的につなぐ空間を整備する｡

r駅施設としての機能的整備｣

わかりやすく､利用しやすい施設構成とする｡

･利用者に対する安全性､サービス性及び管理しやすい施設構成と

する｡

*工前状況 地下弓主宰鳩構築完了 駅前広壌施工中

(緑 と水 と光 が 織 りな す

ステーション ･パーク)

緑 -港北の田園風景のイメージ

水 ･･･港北の2他 紀へ向けての

躍動のイメージ

光 -港北の21世紀へ向けての

新しい情報 ･文化の発信

と都市のイメージ

臣 こ こ コ ∴ 二 一 七 二 : ､.;:

転 :三 麺 :i .蒜
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②施設概要

(a)駅前広場両横

交通広場面積 10,320m2

歩行者専用道路 (都計道 )面杭 4,352m2

歩行者専用道路 (区画整理)面横 2,990mz

gt I7,662m2

(b)交通施設

バスバース 7 (乗車5 降車2)

待機バース 3

タクシーバース 2 (乗車1 降車1)

タクシープール 17

-般バース 6

(C)道路施設

車道 W-6.5m-10m 約4,300m2(アスコン舗装､反たわみ性舗装)
歩道 W-7m-12m 約7,000rn2(インターロッキング､洗い出し平板､

自然石)

街路照明 52基 (H-4.5m～8m ポール式照明)

エスカレーター 6基

デノキ (A､C､D) 3ヶ所 (鉄骨造+外装アルミパネル)
バスシェルター W-3.2m

L-】80m 柱 (スチール)､屋根 (テフロン膜)

カスケード (水施設) 1ヶ所

アイランド(植栽幣) 約6,400m2(けやき､ツツジ､シラカシ)

(d)道路占用施設

地下駐車場関連施設 (躯体完了 設備工事平成9年度完了予定 :公EfI施工)

公衆 トイレ 1棟 (完了 :横浜市施工)

公衆電話 2ヶ所 (完了:NTT施工)
交番 1棟 (未整備 .県普施工)

③駅前広場の特徴

駅前広場上物施設をビラミノドモ

チーフで統一し､地下鹿車場の地上

構造物やカスケード (水施設)､また

バスシェルターを光により演出して

いる｡
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④駅前広場の設計

駅前広場関連端末交通手段別交通量

菊琴客数 徒歩 バス タクシー マイカー 二篇

センター北 1日当たり 50,320 43,430 16,980 503 3,Ol9 3,550

ピーク時 10,064 8,686 3,396 101 604 7】0

センター南 1日当たり 55,388 45,504 23,711 554 3,323 2,186

両横及び交通施設内容

広場面標(m2) 施設内等

ノヾス タクシー タクシー 自家用事

ノヾ-ス ノヾ-ス プール バース

センター北 .10,320 7 2 17 6

⑤駅前広場の建設

施工は､地下監事場の埋戻し工事

が完了した平成6年9月から着手し､

補助事業 (街路補助)を導入し横浜

市からの受託工事 (道路舗装､歩道

舗装)と公団単独工事 (大階段､ハ

スシェルター､石横工､街路照明､

植栽工等々)に分け平成7年3月未

に完了し､同年4月14日に駅前広場

の一部供用開始を行うことが出来た｡

またデッキ工事については､駅前広

場に隣接するブラザビル及び共同化

義務街区の阪急百貨店の建設スケジ

ュールに合わせ､C､Dデノキは平

成10年春完成 (ブラザビル開業と同

時)予定,さらにAデノキについて

は平成11年秋完成 (阪急百貨店開業

と同時)予定である｡

(9駅前広場の管理

管理については道路施設として道

路管理者が､また道路占用施設につ

いてはその維持管理者が行うことと

している｡

(工事部 古賀孝信)
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2)タウンセンター南地区

タウンセンター北地区駅前広場と

ともに､ニュータウン及び周辺地域

を含めた広域的核として､横浜市営

地下鉄3号線のセンター南駅に駅前広

場が計画されている｡

この駅前広場は､都市計画道路3･

4 31佐江戸 北山田線の交通広場と

して都市計画決定 (昭62･2･27)さ

れている｡地形は､センター北駅と

同様に)Orn以上の高低差があり､ア

ッパータウンとダウンタウン･駅前

広場を結ぶ動線の確保が必要であり､

その結果､地下鑑車場から､パス､

タクシー利用時,2階地下駐車場利

(D計画概要

用時､シンボル広場への多層な都市 広場は､グリーンマ トリノクスの拠

空間として形成された｡ 点である総合公園の玄関口ともなっ

また､駅前広場下には､地下足車 ていることから ｢緑｣をメインテー

場が整備され､センター地区の交通 マとして修景計画等が提案されてい

ネノトワークの基幹施設となってい る｡

る｡さらに､センター南地区の駅前

センター南地区土地利用国

′_A'､-.ノ○

FLR a!2雌 慮 ○.書 メ′

岩竺 ⊃ …書芸買,洲 車粘,Ot5台公ti) ○ ○せ. 〆 7l

憤 0 .,0鼠 .Agfi... ;#一柳

(a)&*ES+

r交通の結節点として機能的かつ安全性の商い計画J

･交差をなくし､短く明解な車柄動線を計画する.

一駅広利用者の利便を配慮した交通施設配慮とする○

･公共交通の円滑な運行を確保する○

･地下駐車場及びデッキとの連絡を考慮した計画とする○

r港北ニュータウンの表玄関としての環境空間の創造j

･北駅､シンボル広場等のポイントからの景観を重視した計画とするo

(b)修景計画方針

rグリーンマ トリックスの拠点を連携する施設整備J

･総合公園の玄関口としての役割

･グリーンマトリックスのネットワークづくり

r自然と都市活動が融合する躍動的な緑濃いゾーンj

一都市と自然の融合したアメニティー空間づくり

･庭園的駅前広場としてアメニティーの向上を図る.

r駅施設としての機能的整備｣

一わかりやすく､利用しやすい施設構成とするo

(C)デザインコンセプト

<自然の ｢緑｣を基調と

した都市と自然が融合し

た グ リー ン ･ブ リ ッ ト ･

プラザ>

両横 13,900m2 舗装材 草道 半たわみ舗装､アスコ

バスパース 乗車7､降車2､待機3 ン舗装

歩道 レンガ舗装 (アースカ

バス .タクシーシェルター (屋根付照明施設 : ラー :オーストラリア

構造 ポリカーボネート) ンレンガ色)

ハイポ-ル照明 4基 高20m平均.I!年度 20ルクス デッキ施設 (昇降機2基)
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③整備概要

センター北駅と同様に､センター

南駅も高低差のある地形で､駅前広

場はTP+210､7 yバータウンは

TP+335と計画されている｡そのため

デノキやU橋が計画されているが､

動線が複雑になるため､明快なデザ

イン計画が必要となる｡また､タウ

ンセンターには､シンボル広場､シ

ンボル道路等多様な空間が配置され

ており,これらと修景計画上調和 し

た空間となるよう配慮されている｡

さらに､地下駐車場の計画がある

ため､その構造物との調和をも図っ

た修景計画がなされており､以下の

様なコンセプトを設定している｡

(a)センター南地区の駅前広場はグ

リーンマトリノクスの拠点でも

ある ｢総合公園｣の玄関でもあ

ることから､｢緑｣をメインテ

ーマとして修栄の提案をするo

(b)自然的アメニティーの最も基本

である ｢緑 (-植栽)｣を用い

て､駅前広場もタウンセンター

の都市と自然の融合したアメニ

ティーの1つとなるように計画

する｡即ち､｢グリーンプリy
トプラザ｣(緑が融合された広

場)とも呼ぶべき庭園的駅前広

場を計画し､駅前広場のアメニ

ティーを高めた提案をする｡

(C)修景施設のイメージは､｢庭園

内の温室｣のイメージをモチ-

7として､ガラスなどの材料を

用いた透明なパビリオン風に計

画することを提案する｡

(d)ヨーロッパ的イメージを付与す

るような提案をする｡

また､駅前広場の主な施設として

は次のようなものが挙げられる｡

施設内容 施設内容

交 修J=I_ ･シンボルツリー他植栽

過設 一トップライト･タクシープール 19 方も紘
･自家用車パース 7

設 設

管施 ･照明灯 設備 ー排気塔･給気塔埋設 ･エスカレーター･公衆 トイレ

･等便 ーサインボード･交番 施 F) 一コー昇降階段

JjT鮎川日日lll t…tr -≡.... -.-I

i .

il

覇 . ■

- /

.. ◇.㍗ E E

l ‖ t.ぐ -
←--

■ ■■■-■ ■■
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④駅前広場の特徴

駅前広場内の車道線の分離車線方

式をとり､安全で円滑な交通処理を

図り､歩行者を自動車の平面交差を

避けることとし､バス､タクシー発

着所へのアクセスを平面処理してい

る｡

また､駅前広場と周辺地域及びセ

ンター施設は､駅前広場西端に設置

されたデノキによって､次の施設と

有機的につなぐ動線としている｡

0倍

駅ビル内自由通路

駅前広場西側

(ブラザビル､地下鉄駅に面する)

駅前広場の南側

(センター南停車場線に面する)

地下駐車場

広場照明施設は､空港等で多く使

われるハイボール方式を採用 してい

る｡広い面積を省スペースで高い位

置へ光源を置き､効率良く全体を明

るくする方法をとっている｡

20mのポール4基に投光器を各々

8灯､1基のみ4灯を配置した｡光

源にはハイカライト250Wを使用｡こ

の光源は､演色性に優れ,色温度も

高い特性をもっており､ハイボール

の機構については､ポール頂上部に

投光器を取り付けている架台があり､

ランプ交換の際は､ポール下部にあ

るモーター部の制御盤を駆動 して地

上2m迄約2分で下降する｡(インバ

ーター制御によりモーターの回転数

を制御する自動管理する機能付)

(9駅前広場の建設

施工は､地下駐車場の埋戻 し工事

が完了した平成7年3月から着手し､

補助事業 (街路事業)を導入し横浜

市からの受託工事 (駅前広場の舗装､

停車場線の街路工事)と公団単独工

事 (階段､ハスシェルター､街路照

明等)に分け平成8年度末に広場開

きを行った｡

都市軸と回遊軸の構成

⑥駅前広場の管理

管理については､道路施設として

道路管理者が行い､道路占用施設

(地下駐車場)については､その占用

者が行うこととしている｡

(工事部 佐々木卓)
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横浜市の副都心として､商業 ･業

務 ･文化等の多様な施設を集積する

タウンセンターには､その発展が期

待されており､将来は､ニュータウ

ン内外から多数の自動車流入が予想

される｡タウンセンター完成後の総

駐車場需要は約11,000台と見込まれ､

そのうち公的駐車場は約2,400台の整

備を目標としている｡特に自動車の

流入が集中するセンター北駅及び南

新では路上駐車の解消､交通渋滞の

緩和を図るため､駅前広場の整備に

先行して地下駐車場計画を進めてき

た｡

タウンセンター駅前広場の地下劇三

車場は､センター北駅広に516台､セ

ンター南駅広に59】台の合わせて約

1,日0台の地下駐車場軽僻を土地区画

豊理法第2粂2項施設として公団が

韮備を行う.またセンター北駅駅前

広場地下駐車場においては隣接 して

ブラザビルと阪急百貨店の計画があ

り本地下盤車場と接続可能となって

おり,さらに現在建設中であるブラ

ザビル地下駐車場と北駅駅前広場地

下姓車場は一体的管理運営を ｢(秩)

港北都市開発センター｣で行うこと

となっている｡

地下駐車場は快適な都市空間の創

造をテーマに､機能的な駅前広場の

形成及び環境保全と良好な景観形成

に資する一方､安全で利用者 (身障

者含む)にやさしい設計となってい

る｡なお北駅及び南駅駅前広場地下

巌車場は平成4年 1月14日に都市計

画決定がなされている｡

(a)地下駐車場の導入El的

r車の駅前広場侵入排除による交通の混雑緩和J

r公共空間における都市横能の高度化J

r楼能的な駅前広場の形成及び環境保全J

r地下部の良好な景観形成J

r歩車分離による安全性の向上]

(b)基本方針

｢車の出し入れが容易｣

車重､車路はゆとりあるレイアウトとし､高齢者や初心

者でも容易に駐車できるようにする｡

rわかりやすい車､歩行者動線]

場内は一方通行とし､明解な動線とする｡

r駐車位置確認が容易j

一般に､地下においては自分の位置を確言...77.することが杜

しく､駐車場では自分がどこに監事したかわからなくなる

ことがある｡そこで位置の確認が容易に出来るように､区

画間の閉鎖を少なく見通しよくしたり､自然光を採り入れ

たり､サイン計画等を有効に活用する｡

r地上､地下を含めた周辺環境との調和｣

地上の駅前広場に階段､給排気塔､排煙塔を設けること

となるため､地上の駅前広場施設との整合をとる必要があ

る｡

また､給排気塔等に駅前広場のモニュメントとしての演

出も考える｡

r従業員の居住環境も重視｣

地下従菜貝の作菜環境は一般にあまり良くない｡自然光

をfl'f極的に探り入れて､地下に居ながら少しでも自然な光

に触れられるような工夫をすることで､心理的なやすらぎ

を与えるように剖画する｡

(C)基本計画

横浜市の副都心としてふさわしいインフラストラクチャーを目指

し､車社会に対応した道路ネットワークの採用と駐車場需要に対応

する計画的な駐車場の大量確保を計画し車で快適にタウンセンター

の都市サービスが受けられるシステムとするQ
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(d)タウンセンター監事場全体計画 丁子'号.ー ■耕 一-∴⊂コ 抑G:,J地T糾明

【将来駐車場需要台数 11,100台】 G .5,1＼←＼. .盲Jy, - 公的立rH王や鳩･駅前広場地下駐車場

(北地区､南地区) I,110台･立体鹿車 ム I-'顎 ､.:クへ一.ー ＼ !/..

I 場 l,290⊂コ･公的駐車場 計 2,400台･その他の計画センタープラザビル 113台 予定北地区阪急百貨店 約1,200台 ,/ I.≡_誠一llt uL-/

･J -､t,3

60 ≡壷 国 E E巨-1｢Efl

②地下駐車場の特徴 ③地下駐車場の設計

駐車場に到着した利用者が満車の 設計概要

ため入場出来ず､入口付近に待ち行 (a)建築計画

列が生じる事を予想して､駐車場内

に210m (35台分)の滞留車路を確保

しており沿道交通の円滑を図ってい

る｡

また場内の照明及び換気設備の運

転は､閑散時の利用を考慮してゾー

ンに分けて中央監視室より自動発停

できるようになっている｡

換気設備の運転は､場内のC02セ
ンサーでの制御と走行事柄台数によ

りCOz濃度を判別し､その濃度が設
定値以下になるよう送風機の回転数

削御を行い換気効率を上げると同時

にランニングコストの節減を図って

いるO
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イ設計方針

r車の出し入れが容易J

Fわかり易い車 ･歩行者動線｣

r位置確認が容易J
r地上 ･地下を含めた周辺環境との調和j

r従業員の居住環境も重視｣

ロ設計条件

･関連法規及び指針

･建築基準法 ･同施行令

･横浜市条例

･消防法･同施行令 .同規則

横浜市 ｢福祉のまちづくり｣
･公害防止条例

･駐車形式 自走式

対象車両､車重､畢路対象車両

車重スペ-ス

車いす利用者スペース

車路

駐車バターン

場内歩道有効幅

発券所 ･料金所数

国産の3ナンバ一事

I8m帽×50m長以下

25m帽×60m長 (標準タイプ)

37m幅×60m長

一方通行の場合幅員3.5m､対面通行場合

幅員55m､車重前面車路幅は60m以上

直角駐車

I25m以上

発券所 2ヶ所

料金所 2ヶ所

エレベーター 1ヶ所

出入口階段 6ヶ所 (非常階段1ヶ所含む)



土被り I.0m-2.Om

階高 地下1階 4.0m (荷捌き車路部5.3m)

地下2階 3.85m

(C)構造計画

主体構造 鉄筋コンクリート造

材料､許容応力度 コンクリ-ト

Fc=240kgf/cm2

qc=80kgf/cmZ

鉄筋

DIO-D29 SD295A

ors=2,000kgf/cm2

柱割 り (標準部) 56m､70mX85m

基礎 直接基礎

地下水位 TP+230と設定

載荷重 自動車荷重 T-20荷重

活荷重 自動車荷重範囲以外 10t/m2

デッキ柱脚荷重 共同化範務街区側Pi-150t

ブラザビル側 P2-1201

柵造形式 一般部 プラyトスラブ

特殊部 (デッキ戟荷部､機械室) 梁
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基盤整備工事躯体立ち上がりまでの工事の流れ (センター北地区)

④地下駐車場の建設

施工は､平成5年3月から鮭車場

躯体工事に着手 し地下 1階､2階

各々12ブロックに分け地上構造物

(給排気塔､排煙塔等)含め平成7年

3月末で完成した｡

また､設備工事及び附帯工事 (場

内コンクリート舗装､諸室内仕上げ

工等々)は平成】0年春にブラザビル

(センタ-北)と東急百貨店 (センタ

ー南)のオープンに合わせ､現在工

事中であるo

⑤地下駐車場の管理

管理については､地下駐車場の維

持管理者が行うこととしている｡

(工事部 古賀孝信)
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日 夕ウンセンター北地区

センター北地区地下駐車場施設概要

名称 (仮称) 港北第1地区タウンセンター地下駐車場

駅前広場面横 約17,662m2

(歩行者専用道面積 7,342m2を含む)

用途地域 ･商業地域､防火地域､第5種高度地域

･答柿率600%､建ぺい率80%

形式 自走式地下2層駐車場

躯体構造 鉄筋コンクリート追

敷地面桜 15,290469m2

規模

建築面fl'i 245935m2

床面枕及び 床面積 台数

駐車台数 地上部分 55899

Bl 12,068194 218台

B2 12,023533 298台

計 24,147626 516台

駐車の用に 25mX50mX520台-6,500m2

供する而概 (>6,000m2)

階高

土被り 平均 150m (10-2.0m)

B1 400m (防水層を含む)

B2 385m

ピソト等 155m (ビットについては別途考慮)

計 )0,90m

出入口 ･南側道路 (200m)から)4m道路を

介して行う｡

･出入口は1箇所とする

｣ ニ ｣ 摘 草 ≠ j t 一一 -

＼｢B

優雅 i･Ih＼良師 .ニー｣腰 二t丁≡ r

i こ .: p竿 ､_こコ .7.こ こ
蔓 一.I =1.二===二二二
___ 妻三E≡∃三三車重 出入口''RJ..捕..d塙)
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建物名称 (仮称)港北第1地区タウンセンター

地下駐車場

地域 ･地区 商業地域 ･防火地区

敷地面積 15,290469mZ

建築面積 245935m2

延床面積 24,147626m2

規模 地下2階､地上1階建

構造 鉄筋コンクリート造フラノトスラブ形式

用途 駐車場 自走式5L6台 (うち身障着用

6台)

出入口 車両入口1ヶ所,車両出口1ヶ所､

歩行者出入口(駅前広場への階段)6ヶ所

主要重 中央監視室､管理事務室,便所､機械室

電気量､倉席

事業 土地区画整理法雛2粂2項の事業

事業主 躯体整備 住宅 ･都市整備公団

管理運営 未定

設計者 日本技術開発株式会社

工期 コンクリート本体工事 平成5.3-73

設備工事 平成91-103

総工費 約55億円



(a)電気引込 三相 3線 66kVA 地中引込

(b)受変電 屋内キュービクル､3≠TR

850kVA､1≠TR150kVA

契約電力 5CK)kW

(C)発電横 三相 3線 350kVA デ ィー

ゼルエンジン､防災兼保安用

(d)蓄電池 鉛蓄電池 54セル150Ah､

非常照明用

(e)幹線動力 電灯盤8両､動力盤12両

(f)中央監視 照明動力発停監視､計測

(g)電灯コンセント 蛍光灯主体､基準照度 100)x

(h)屯話配管 地中引込 受口10ヶ所

(1)TV共聴 (CATV)受口2ヶ所

(J)インターホン 相互式8ヶ所

(k)非常放送 業務兼用ラノク式

360W 10+10系統

(1)自火報 R型 1級 113回線

(m)防排煙制御 224回線

(n)無線通信補助 端子画3ヶ所､漏洩同軸ケー

ブル (自動車無線兼用)

(o)ITV カメラ35台､モニター14インチ

×10台

(p)ラジオ再送信 AM6波対応

(q)自動車無線 無線通信補助兼用 (設置時に

NTT中央移動通信 (秩)が

改めて設計)

937m B2F足場支保工組立

(a)給水 加圧給水

(b)排水 汚水槽2ヶ所､湧水 ･雨水槽3ヶ所､

雑排水槽3ヶ所､排水ポンプ各2台

設置,公共地下道へ放流

(C)衛生器具 大便器11個､′ト便器8個､洗面器13個､

掃除流し5台､身障者便器2個

(d)駐車場換気デイリベント換気システム､

給気フアン

80,000CMHX2台 30kW

IOl,000CMHX2台 30kW

93,000CMHX2台 22kW

78,500CMHX2台 30kW

排気フアン

80,000CMHX2台 30kW

101,000CMHX2台 30kW

93,000CMHX2台 22kW

78,500CMHX2台 30kW

デイリベントフアン 22kW 28台

デイリベントノズル 740個

(e)一般換気 1種換気

(i)排煙 排煙フアン

40,800CMH､37,800CMH

37,800CMH､42,500CMH

(g)自動制御 入出庫台数を演井⊥可変周波インバータ
により駐車場給排気フアンを回転数制御

(同時にCO2センサ-でもモニター)
(h)冷暖房 ヒー トポンプエアコン9台

(中央監視室､休憩室､EVホール)

93928 B1F寸主型枠轟且立 9422881F支保工組立 94810 BR地下駐連掩口 給気口･排気口 防水工
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(9消火設備

16項イ対応

(a)消火器 (建築主設置)

(b)補助散水設備 本駐車場全体に設置

(C)スプリンクラ- 駐車場部分以外に設位

(d)泡消火設備 駐車場部分に設置

(e)連結送水管 本駐車場全体に設置

(f)消防用水 地下2階部分に設置

(g)非常コンセント 駐車場部分に設置

地下耳主車堤イメージバ-ス

(釦姓軍管制設備

(a)料金管理 人ロ :発券機4台､カーゲー ト2台

出口 :全自動料金精井機 .事前料金

精fil機各4台､カーゲート､

半自動料金精解機 .料金表示

器各2台

(b)駐車管理 籍合管理盤 (地図式)､屋外満空車表

示灯､集合満車灯 (地図式)

(C)入場管理 インターホン5ヶ所､侵入軍報装置

(か昇降機設備

(a)エレベーター 油圧式､ll人乗､4停止､
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2)タウンセンター南地区

センター南地区地下駐車場施設概要

名称 (仮称) 港北第2地区タウンセンター地下駐車場

駅前広場面概 13,913m2

用途地域 商業地域､防火地域､第5種高度地域

･容積率600%､建ぺい率80%

形式 自走式地下2層駐車場

躯体構造 鉄筋コンクリ-ト進

数地面樵 13,91312m2

規模

建築両横 35150m2

床面積及び 床面横 台数

駐車台数 地上部分 250

Bl 12,186 259台

B2 12,165 332台

計 24,601 591台

駐車の用に 2.5mX60mX591台-8,865m2

供する面租 (>6,000m2)

階高

土被り 平均 20m (1.3-27m)

ち1 420m (防水層を含む)

B2 385m

ビット等 155m (ビyトについては別途考慮)

計 1160m

出入口 ･北側道路 (185m)から12m道路を

介して行う｡

･出入口は2ヶ所とする

C .… .. l lll Cい+lLJl r-.芝. -..=..J覇 冒乙遥ここ__j=苧濫Er皇t…ま認諾JE,卿= ==D●_=:- 利用捌l人口tLR前u-切)

建物名称 (仮称)港北第2地区タウンセンター

地下駐車場

地域 ･地区 商業地域 ･防火地区

敷地面積 13,91312m2

建築面積 368.74m2

延床面積 24,60065m2

規模 地下2階､地上1階建

構造 鉄筋コンクリート造フラノトスラブ形式

用途 駐車場 自走式591台 (うち身障着用

6台)

出入口 車両入口1ヶ所､車両出口1ヶ所､

歩行者出入口(駅前広場への階段)6ヶ所

主要室 中央監視室､管理事務量､便所､機械室

電気室､倉庫

事業 土地区画整理法第2粂2項の事業

事業主 躯体整備 住宅 ･都市整備公B]

管理運営 未定

設計者 日本技術開発株式会社

工期 コンクリート本体工事 平成5.3-73

設備工事 平成9.5-103

絵工数 約55億円
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(a)電気引込 三相3線 66kV 地中引込 (高圧)

(b)受変電 屋内キュービクル

3≠TR500kVA､300kVA､100kVA

l≠TR50kVA 2台

スコットTR50kVA

(C)発電機 三相3線 66kV 350kVA

ディーゼルエンジン防災用 (自家発電)

(d)蕃電池

(e)幹線動力

(f)中央監視

(g)電灯コンセント

(h)電話配管

(1)TV共聴

(J)インターホン

(k)非常放送

(1)自火報

(m)防排煙制御

(n)無線通信補助

HSE 54セル 150Ah

電灯盤7面､動力盤9面

照明動力発停監視､計測

蛍光灯主体 (場内)

地中引込 端子盤3面

有線ケーブルTV

相互式24回線

身障者WC呼出表示
業務兼用ラック式 723W 23系統

P型 1級受信機

連動制御盤

端子盤3両

漏洩同軸ケーブル､自動車電話

30,000 (消防からの要望である)

(o)工TV カメラ33台､

モニター12インチ×10台

(p)場内再放送 AM再送信用 20,000

(q)機械整備 空配管

(a)給水 市営水道より受水､受水槽24トン､

給水ポンプ37kW

(b)排水 汚水槽2ヶ所､雑排水槽2ヶ所､

湧水槽 1ヶ所に排水ポンプ各2台設置､

公共地下道へ放流

(C)衛生器具 (供用) 大便器10個､小便器1個､

洗面器 1個､掃除流し1個､

身障者大便器2個､身障者洗面器2個

(管理用)大便器 1個､小便器 1佃､

洗面器 1個､掃除流し1個

(d)駐車場換気 デイリベント換気システム

給気フアン 62,000CMHX12台 22kW
排気フアン 62,000CMHX】2台 22kW

デイリベントフアン 22kW 9台､

同15kW 31台､同075kW 2台

デイリベントノスル 672個

(e)一般換気 給排気フアン19台

(f)排煙 排煙フアン 60,000CMH排煙口59ヶ所

(ど)自動制御 CO2濃度測定し､可変周波インハ一

夕一により駐車場給排気フアンを回転

数制御

(h)冷暖房 ヒートポンプ6台

(中央監視室､ホール､管理室､会談

室､休憩室)



(a)泡消火 泡消火ポンプ8,401/m 22kW

】2警戒区域

(b)連結送水管 送水口6ヶ所､放水口6ヶ所

(C)スプリンクラー スプリンクラーポンプ

9,Ooユ/m 185kW

車路車重以外の部分

(d)CO2消火 電気室､発電樺室､中央監視室

水気での消火は出来ないので

CO2消火としている

也)駐車管制設備

(a)料金管理 入口 :発券機4台､カーゲート2台

出口 ニ全自動料金精算機 一事前科金

精算機各4台､カーゲート2.台

(b)駐車管制 総合監視盤 (地図式)､屋外満空車

表示灯､駐車状況案内盤2台､満車

(か昇降機設備

(a)エレベーター 油圧式､11人乗､4停止､

上床版コンクリ打
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2.歩行者空間整備

歩行者空間整備は､日本の郡市空

間にはなかった都市広場 (シンボル

広場)を中心として都市軸と回遊軸

からなるネットワークを形成し､歩

行者専用道路だけでなく､広幅員歩

道をもつシンボル道路､歩車融合道

路､宅地内通りぬけペアによってき

めの細かい構成となっている｡

1)タウンセンター北地区

タウンセンター北地区のシンボル

広場は､21世紀に向けた環境に対し

てやさしい都市空間づくりの ｢和

(新技術 ･情報 提案等)｣を発信す

る ｢知の広場｣として,4つの広場

テーマで計画され､南地区の ｢憎の

広場｣とともにタウンセンターのシ

ンボル性の高い公共空間として樺能

している｡

シンボル広場は､南北に奥行きの

深いストイックな空間を中心に据

シンボル広場大儀段

え､東西に立体的な広場からなる梯 けになって多様な顔を見せ､エコロ

成で空間の相互買入と分節化の仕掛 ジカルな空間となっている｡

①基本理念

･港北ニユ-タウン全体のポテンシャルアップを図り､山の手横浜のイメ

-ジを新たに創出し､横浜全体の魅力度を高める空間○

一首都圏域も視野に置いた広域拠点として､イベント等の多様な活動の場､
人々が自由に交流する場､休息の場､くつろぎの場として機能する豊か
な空間

･自然性と都市性の調和をめざし､新しい都市環境のあり方を提案する空
間

ほrS市 と自然の調和 を象徴 し､人の活動 .交流をはぐくむ

(診設計テーマと空間構成

(設計テーマ)
r都市の中で自然のリズムを感じるシンボル広場｣
ー知の広場｣水と緑､エコロジーとエネルギー
自然のもつ鼓動､エネルギーを現代技術の力を借りて形を変え
て表現し､自然の存在を感じさせ､21世紀に向けた環境に対して
やさしい都市空間づくりの ｢知｣を発信する広場

(空間構成)
･中心部の奥行きのある空間に芝生広場と水盤を配置◆し,有軸性
の広場空間を構成
･東西と南北の軸線構造を設計意図として明確に打ち出し､さらに
南北 (南向き)の高低差のある空間も軸線の象徴として設計する○
(イベント空間的な大階段)
r知の広場1水と緑､エコロジーとエネルギー
自然のもつ鼓動､エネルギーを現代技術の力を借りて形を変えて
表現し､自然の存在を感じさせ､21世紀に向けた環境に対してやさ

ーワ 一式 喜 喜 衰
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③広場の特徴

タウンセンター北地区のシンボル

広場は ｢水と緑､エコロジーとエネ

ルギー､環境に共存する都市空間｣

をテーマとして新たなとりくみが施

され,各都市のデザインから広場全

体の トータルデザインとしてソフト

面からハー ト面に至る空間の仕掛け

によって多様で魅力的な広場となっ

ている｡

④施設概要

デザインコンセプ ト

･芝生広場へ雨水地

下還元

環境を映す水鏡

･太陽電池発電シ

ステム

･都市徴気象交換

装置

･環境としてのイチ

シンボル広場施設平面EP)

シンボル広蟻の計商テーマ

芝生広場

シンボル広場に静的空間

の中心となる場所で､イ

ベント時にはハレの舞台

として機能

大階段

シンボル広場にシンボル道

路空間が大きくrf人する大

シェルターパーゴラ

太陽の

I
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(a)舗装

シンボル広場の舗装は､タウンセン

ター内で最もグレードの高い公共空

間であり､また､歴史博物館-シン

ボル広場A-センター北駅を結ぶ重

要な動線軸であることから､その空

間に相応しい舗装材として自然石舗

装を行った｡

(b)大水面 (都市緑地)

･人々に心配な快適性を与え､かつ

周辺の微気象も破和する大きな水面

を配置する｡

･噴水､霧などが周辺の音､風向き､

風力等の自然環境に反応して変化す

る｡

※地下鉄4号線の工事ヤードとなる

ことから､現在は､暫定的に芝生広

場として仕上げました｡なお､本設

については､横浜市交通局において､

平成15年度ごろから工事を施工する

予定である｡

(C)大階段

･シンボル広場とシンボル道路を視

覚的､物理的につなぐ水の流れ｡

高低差10m､幅員20-60mの南を

向いた象徴的空FとTl

･中央にカスケード (幅員2m､延

長30m)と沌 (幅8m)を設置

･下部に水上ステージ (9mXIOm)

を配置

･上部の東西軸には､流れ (幅員

15m､延長50m)と壁泉を配置

･各地部に水中.El.Ti明

舗装詳細t2)

I IL+¶ーH.HtH｣I .′†/ ポ y 打

r-_.'llIAIJI-Ll-JI･lI■I.'k
十H｣十H十1十H十1十H-H十

ヰ A...軒I

+ †H+HH+1I l

Il l IH+1IH+1l l 1 I

自然石GG洋12白虎石仏栖-1(ポー7-41)(一般JB)グL,-ピンク8鉄石A諾-1(-A2れ)l

讐警諾子宝蓋芦((T.5,
,,ハ±迎1.iEBB7L#

詔書(グー, 芳竺雪空,〟

慨設舗装､撤去復旧エリア 境界石詳細図 舗装端部詳細図
舗装断面図

水施設の一部ポンプ動力源は､フ 大階段水施設 フE,-チ.,- ト回

オーリー屋根の太陽電池である｡

イメージパース図
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(d)フォーリー

シンボル広場のエコデザインを表

現した太陽のフォーリーと月のフォ

ーリー

太陽と月の ｢受光部｣(太陽電池

パネル)は太陽の光を効率的に捉え

るために東南西の3方向に対して面

を持っている｡

この特徴的な変形6角錐を胴体と

し､支える柱を足に見立てて､2つ

のフォ-1)-に ｢抽象的なヒト型｣

のイメージを持たせ､シンボルして

の分かり易さをつくる｡

･太陽は､隠しさを持ち､月は穏や

かさを持つ｡

細身で鋭角な面構成を持つものは

｢ビビノトな舷しさを持つ｣太l馴こ

ふさわしく､おおらかな面構成を持

つものは､｢ソフトな穏やかさを持

つ｣月にふさわしい｡

(e)シェルター

駅から商業施設へのアクセスとな

る屋根施設であり､シンボル広場の

中心空間と大階段 ･駅前広場の各空

間を分節する仕切る

･幅員4m､高さ48m､延長45m

2カ所

コンクリート柱上に鉄骨道のフレ

ームをのせる｡屋根材は､ポ.)カー (f)パーゴラ .コンクリート柱上に溶接金網 (sUs)

ポネ-ト板 ･デノキ上の空間と大階段の空間を をのせ､つた類を絡ませるo

･ブラケノト照明 柔らかく分けるO大階段上の重要な ･ブラケノト照明

アイス トノブとなる (工事部 小山宏光)

･幅員4m､高さ3m､延長97rn

パーゴラ

口… ×l茸, 蜘 ｢n pLohmI.2TWX二符9莞禁.帥榊 75

l l伽PD-】0●100均しモルタ/i,辛720

38850L｣ヨ

l l.95 . 相鵬 的SuS6'100×■00 l .一肌50】LnT/ ■■十Jt■33LGS

il 喜 - ＼ 喜:雪孝三 .L:三 一.き.. -g翁

B-6×65( _I"幽 1JH O' / L00盛 型 .御 斡-DLこ']: '̀ii 三 Jも' 四 ヨミンカ_プレ_ドTOO
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2)タウンセンター南地区

タウンセンター南地区の公共空間

のデザインテーマは､｢人とまちの
共鳴へ躍動感溢れるまち｣として具

体化され､その一つにはシンボル広

場の大胆かつダイナミノクなデザイ

ンとして表現されている｡

シンボル広場は､タウンセンター

北地区の ｢知の広場｣に対して ｢梢

の広場｣として五感を通じて自然を

郡市の融合する空間の整備を行って

いる｡

広場は､多様な5つの場によって構

成され､整備の中心となる施設とし

て､｢フォーリー｣｢シェルタ-｣
｢ガゼポ｣が設起され魅力的な都市

施設の起終点となっているo

O計画概要

5つの広場空間づくり

階段広場

ウノドランド

バンプーテラス

円形階段広場

緑陰広場

②広場の特徴

タウンセンター南地区のシンボル

広場は､グリーンマトリノクスの拠

点として機能し,タウンセンター構

成の中で結配車となることから､デ

ザインコンセプト｢情の広場｣を具

体化するための,各主要施設デザイ

ン､センター南地区全体のアースカ

ラーを基調としたカラーコーディネ

ート及びエコロジカルな発想にもと

づいて舗装材を採用している｡

③広場の建設

広場整備は､センター南駅と都筑

区役所の開設に合わせ平成6年度末

に一部完成､平成9年度末全体完成

予定へ向けて､関係機関との協議､

工事が進められている｡
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シンボル広場平面図

シンボル性の表現重要な施設

フォリj r -

シェルター

ガゼポ

フレーム

ライトハウス

水路等施設

シンポJL,広堤イメージバース図



④施設計画

●舗装 (主体となる舗装材)

■補専道部 浸透型レンガ (一部有

礼レンガ+砂目次)

花コウ岩板石 (t=60)

階段部 陶板 (マンガン色)+花

コウ岩 (蹴上部)

■緑陰広場 石灰岩ダスト

■階段広場 桧間伐材デノキ (100

角､EDS処理+砕石基礎)

■サンクン広場 磁気広場 (石肌､

緑灰色) 打込平板

(工事部 佐々木卓)

了

/
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1)全体概要

タウンセンターの街路空間は､歩

行者､車利用に対 して明確な4段階

のヒエラルキーをもって構成 され､

各道路の個性出かな空間づ くりを行

っているOタウンセンター内の道路

は､ゆとりある道路幅貝の確保と豊

かな植栽帯を設置し､車と歩行者の

両者の融和 した空間として機能 した

ものとなっているC

①道路ネットワーク

(a)道路計画の方針

修正マスタープランでの検討課題

を踏まえ､以下のように道路計画の

方針を設定する｡

･わかり易い､明解な道路ネットワ

ーク･システムの構築

･広域拠点としてのタウンセンター

を形成 してゆくためには､車利用の

不特定多数の来街者にとってわかり

易 く､使い易い道路ネノトワーク .

システムの構築が必要である｡

･車両の通行,利用形態によって衷

道路ネ ソトワーク偶成図

ランク別道路ネットワークシステム

ランク 内 容

ランク1幹線道路 ○タウンセンターアクセス道路 呈士盆地･新羽托M枚

ランク2 ○タウンセンタ-進入ルート 出藍艶鎧

ランク3 ○地元サ-ビスル-ト 出藍塩鋭

liに-†◆

ラ 39ン行ク 者4 傑先近紘 -ンク4-1
ランク4-2 †るo旋削し/Jい○

iきるよう.汁

のように4つの道路ヒエラルキーを

設定 し､車利用者にとって明解に道

路の性格が理解できるようにする｡

･豊かで多様な歩行者空間の形成

･前マスタープランでは歩行者空間

を歩行者専用道路主体で考えていた

が､修正マスタープランでは､タウ

ンセンター内の道路は歩行者のため

の空間としての機能すべきとしてい

る｡そのためにゆとりある歩道幅員

の確保 と植栽帯を設置した快適な道

路計画が必要としている｡

･歩行者対応の道路として､表のラ

ンク4の道路にその機能を持たせ､

その様能をさらに2つのランクに分

類する｡
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逆精機別 車線牡 逝路lifI(∩) 堆適評 (帆) 歩道部 (m)片fI-植栽含走行帝 分社帯 例常等 小 計

lf.*系追柿 幹線iEi路 中北枚.佐北強 6 28.0 3.25 1.5 l.0 2l.0 3.0

4 20_0 3,00 2.0 l.0 l5_0 2_5

4 22_0 3.∝l 2.0 l_0 l5.0 3.5

-他部 2 20_0 3.00 0 5_0 ll.0 4.5

2 ]8_5 3.OO 0 5.0 FLO 4.5/3.0

一般部 2 】4.0 3.00 0 L0 7.0 3.5

2 】7.0 3.00 0 3.0 9.0 4.5/3.0

道路唖別 非叔畝 iELL粍l苗n(m) JF-退部 (m)走行滞 分社K.= 8N帯等 /ト 朴

2 22.0 3.(氾 0 1.0 7.0 7.5

少秤者も追路 ン′ン日､/

l L6.0 3.50 0 L.0 4.5 6,5/5,0

l l2.0 3.50 0 l.0 4.5 3.75

断面叫成団
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(∋歩行者ネットワーク

歩行者空間計画の方針

(a)シンボル広場を中心とした歩行

者ネノトワークの形成

･修正マスタープランでは,現計画

の歩行者専用道路による画一的なネ

ノトワークの考え方を改め,センタ

ー北地区センター南地区それぞれの

シンボル広場を中心として､都市軸,

回遊軸を設定し､多様な歩行者空間

の形成を提案している｡

･本計画でも､この基本的な骨格を

irJE.Kまえて計画する｡

【都市軸】

タウンセンターの基幹歩行者軸

として､シンボル広場を中心にフ

ォーマルな空間づくりを目指すo

･都市計画J,歩行者専用道路-

1S.噂迫の骨格

･シンボル道路A､B･-

センターの景観軸として

も機能する広幅巾道路

【回遊軸】

都市軸を補完する歩行者軸で､

ヒューマンな宥閣気を醸す空間形

成を目指す｡

･一般歩行者専用道路･･-･

幅員6m程度の歩専道

歩車融合退路･.-.

主に歩行者空間として接

能する道路

･宅内ペデ･-･

蛙某と一体となった歩行

者空間

(b)変化に豊んだ快適な歩行者空間

の形成

歩行者空間を構成する以下の様

な様々な要紫の相違点を活かし

て多様な歩行者空間を構成する｡

･都市軸と回遊軸の相違

･道路の機能による相違

沿道土地利用による相違

舗装 植栽 ･SF等による相違
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一般道路における歩行者系楼能の

充実を図るため､以下の点に考慮す

る.

1幹線道路における歩行者系権能

を見直し､歩道幅貝を30mに拡幅

する｡

･緑豊かでゆったりとした歩行者

系空問を形成するため､全ての道

路に植栽を施す｡

(C)高低差を活かした空間処理

タウンセンターは早淵川を最低レ

ベルとして大きな高低差を持った地

区である｡そのため､地区内に以下

の様な様々立体交差処理部が生じる｡

･幹線道路を横断する横断歩道橋

とその取付き部の処理｡

･都市広場から駅前広場 シンボ

ル広場へのレベル差の処手堅

都市軸及び回遊軸の投定

･幹線道路の梯Wr歩道橋は都計道上

部の動線とは別に郡計道レベルから

の動線も確保する｡さらに､り4階段

付スロープの設班で自転車の通行可

能な横断歩道をより多く設けるo

･高低差の大きいタウンセンター地

区内での移動に際して､負担を出来

るだけ軽減するような空間処理を行

う｡

原則としてスロープを設置するC

高低差の大きい箇所はスロープ

に変えてエレベーター ･エスカレ

ーターを設置する｡

◆/lI- 芦■市NI⊂二一■■lA午蔓p,.i.F,-i .近I

ーe2 U.-_≡ JL書■■11弼 'gJ- 萱一驚
歩行香道指及び歩行者系ネyトワ-クEg]



2)設計方針

(松 共空間の役割とデザインテーマ

(a)公共空間の役割

港北ニュータウンのタウンセン

ターにおける公共空間の役割及び

位置づけは､以下のように設定さ

れる｡

臨海部横浜のイメージに対し

て､山の手横浜のイメージを

新たに創出し､横浜全体の魅

力度をさらに高める個性的な

空間であること｡

広域拠点として､イベント等

の多様な活動の場､休息の場､

人々が自由に交流する場とし

て,十分機能できる豊かな空

間であること.

港北ニュータウンのグリーン
マトリックスシステムのテー

マである自然性と都市性の両

方を有する空FuJであること｡
公共空間が上物延設 (街並み

形成)を訴沓するデザイン1)

-ダーとしての役割を果たす
べきものであることO

(b)公共空間のデザインテーマ

公共空間の役割とタウンセンタ

-の個性を考慮 してデザインテー

マを以下のように設定する｡

イベント空rii7､休息のための
空間､日常的な交流の効果な

どを確保し､シンポリノクな

デザインを行う｡

水､緑､光などをデザインモ

チーフとし､自然性と都市性

を有するデザインを行う｡

自雛性と都市性の各区間を単

位としてメリハリのあるデザ

インを行うとともに,高低差

を生かした見上げ 見下ろし

のデザイン演出を行う｡

渉行者に快適なきめの細かい

デザイン (高低差処理､舗装､

サイン､照明等)を行う｡

(診各地区のデザインテーマ

センター北地区 ･センター南地

区それぞれの土地利用及び公益施

設の特徴等を生かした公共空間の

デザインテーマを以下のように設

定する｡

センター北地区

｢人と自然の調和

-歴史と文化の薫る街-｣
～街のイメージ～

コン′iクトなまとまりの中に､

シンボル広場 ･駅前広場とい

った大きな空FuJがダイナミッ
クにネノトワークする街｡

遺跡を抱く歴史公園に隣潰し､

歴史博物館､市民ホールなど

の施設が予定される｡市北部

の歴史 ･文化の中心としての

穿開気の深う街｡

人間と自然との関わりをメイ

ンテーマに､秩序感のある静

的な空fL"イメージを持つ街o

センター南地区

｢人とまちの共鳴

-躍動感あふれる街～｣
～街のイメージ～

街がいくつかのまとまりで構

成され､様々な特徴が複合､

離合する可能性を持つ広がり

のある街｡

シンボル広場から拡がる歩行

者空IHHこ沿って､大規模な絵
合公園､区の稔合庁舎等の行

政施設､ビジネスコアを始め

として様々な施設が予定され､

多種多様の活動が交流し発展

する躍動感のみなぎる街｡

変化のある動的な空間のイメ

ージを持つ街C

ダウンタウンは′ト規模宅地が

殆どであり､比較的雑然とな

る可能性を持つ街.

③タウンセンター公共空間のテザ

インの考え方

○アッパータウンエリア

シンボル広場の大空間を中心

として広がるエリアで､歩車

融合退路の回遊動線が全体を

ネットワークしている｡

･回遊軸を中心に店舗が張り付

き､元町のようなショッピン

グ街を形成する華やかなイメ

ージを持つ街づ くりをめざ

す｡

･歩非融合道路は回遊軸として

の/レー ト性が明確に演出す

る｡

○ダウンタウン東エリア

シンボル広域と歴史博物鯖を

結ぶシンボル退路Aを中心軸

として､地下鉄満梨の束側に

謝掻く南北に広がるエリアで

ある｡

･歴史fl,[/L物館 ･歴史公園の歴史

性と､シンボル退路Aのシン

ポリノクな空間を大切にし

て､落ちIrTさと風格のある街

づくりをめざす｡

○ダウンタウン初期エリア
十字に交差するシンボル道路

B･歩咋融合道路を中心とし
て､駅前広場の南側に広がる

エリアである｡

･比較的′トさくまとまったエリ

アであり,中小規模の宅地も

多いため､面的に賑わいが拡

がる都市的イメージを持った

街づくりをめざす｡

十字を中心に両的な等質性を

考慮する｡
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3)街路整備の概要

(D舗装計画

(a)甜菜計画の基本的考え方

質の高い街路空間を創出するため､

歩道舗装はインターロ ノキング以上

で整備を行 う｡

各地区で個性的な空間づ くりの素

材､色彩計画を行い､高質なものと

する｡

歩 きやす さ､落ち着 きのあるテク

スチャー､自然素材 を活か した シ ッ

クな素材､El地の′トさな舗装材等の

選択によるきめの細かい配慮を行 う｡

(b)道路別の舗薬の考え方

道路 ランクの違いによる道路の使

われ方､性格の違いに応 じて､概ね

以下のように舗装材を設定する｡

歩畢融合道路

歩道舗装は､非行者系の道路 とし

ての性格の強い道路からランクを設

定 して舗装材の グレー ドを分ける｡

シンボル道路のAのみ自然石を用い､

他の道路はプロ ノクや平板 による舗

装 とする｡

舗装計画概要表

車道舗装は､歩行者優先的性格の

強い一方通行道路 をインターロ ノキ

ングプロ ノク舗装､次に歩行者系の

性格の強い道路 をホ ノトロール ドア

スファル ト舗装 として車両に対 して

歩行者系道路であることをアピール

して不要な交通の流入を抑制する｡

道 路 種 別 整備水準(歩道/車道) 歩道の表層材 車道の表層材道路照明設定照度(lx)

幹線道路 中山.北山Efl簸佐江戸 .北山EB叔新羽ー荏田線牛久保 .中川線 低/低 7ス77い-#拭lLB 7ス77い 設置する(]5.0)

幹線道路 - 般 部 中/低 ーLB平頼 7ス77い
道 路 れんが (Ⅰ0.5)

区画道路 一 般 部 中/低- ⅠLB平板 7スフい 汝占坐:のみ

シ ンボ ル道 路 A *.Jトロ-い'7nTA,i

シ ンボ ル道 路 B ⅠLB ⅠL8

歩 車 融 合 道 路 ⅠLB ⅠL8

歩 行 者 専 用 道 路 Tス77い -

※ILB-インターロノキングブロック

崖 ..て:'讃 r-三竃H ,.ら.ヒンJL- -≧_-､『&1-,._ーf-..て '1..trfTb′ ⊂=コアスファルト- ホットロード

i

-一句3..1,.T.∫

令ノ= ＼,汀∫pか.I .紹

七会公Ig◆ _ L戦 .
I.I...I,'r!l 午久

早Ill&*

Tl一h : -諏 --日-.-.7生き■..tよ▼中LLJ.北LLJE∃A声J-Tヽ℃̀揚--塾一一rLl 一言后==-帆<> 由t, 七シ夕

a ■R前広場 十一日
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(C)整備目株について

道路整備が建築工事に先行して行

われているため､工事による損傷の

影響の少ない素利､修復の行い易い

素材 (強度 ･市場性の高いもの)を

用いて設計する｡

シンボル道路Bを中心とした初期

整備エリアでは､既に平成4年度工

事として歩車道共にアスファル ト舗

装で工事済みではあるが､最終的に

は上記の整備水準で再整備する｡(既

に平成4年度工事としてアスファル

ト舗装で工事済み)

車道舗装については､全て将来形

で整備する｡

(d)歩行者専用道路の舗装の考え方

･ランクによるグレ-ド分け

ランク 道路 舗裳

193JI

(幹線JL,-ト) ブロック

(一般ルート) 7 ロ̀ック

シンボル広場の整備目標について

(都市緑地部分)

･都市緑地は､概ね平成10年を

目途にして整備を行う｡

･共同化義務街区の商業施設の

計画内容の検討が進むと想定

され,これら施設と連動 ･協

調した整備も考慮する｡

(歩行者専用道路)

･歩行者専用道路部分･について

は､原則として平成7年度末

までに整備する｡

･ただし､核的複合施設と接す

る部分については､核的複合

施設の建設に合わせた整備を

検討する｡

(e)地区別の舗装の考え方

センター北地区 センター南地区

素材 ･コンクリート､洗い出し､擬石 ･コンクリート､レンガ等素材感

等の自然の風合いを感じさせるものを基本とする○ がシックなものを基本とするo

色彩 ･グレーを基調に､自然素材の色 ･コンクリート系舗装材は､素地
彩を感じさせる淡い色彩を使用す 仕上げ.グレー系の擬石仕上げを

(f)センター北地区の吉松妄計画の考え方考え方

素材材質 ･自然の舗装材､或いは自然の素材感を生かした舗装材を使用するo

表面の ･表面のテクスチャーはツルツルした光沢をもつ素材ではなく､シヨツ

テクスチ トブラスト仕上L_デや小叩き仕上けなと襲面を荒らした仕上げとして､
ヤー しっとりとした質感を持たせるよっにするo

色 彩 ･グレ-叉は淡いパステル調の自然素材の色彩を用い､色自体が強く主
張しないようにするo
･地区のエリアごとにテーマカラーを設定する○

収容離蓋 ･洗い出し又は擬石の工場プレコンとするoまたエリア毎に仕上げを捕
の仕上げ えて､それぞれのエリアのまとまりを出すo

縁 石 ･歩車道境界縁石は､収容港等と同様､エリ7毎に仕上げを統一する○

舗装平面図(センター北地区)

,,/ ~一~~些 ≡｣⊥一里的 些｣ し

｢L

･i,遇 県 毎

"5Jを1i
L守誌こ冒言i.I .忠 ;.,鞍 運 用 ㍑ 汎 R)N3 ¢･]+7トE7-んri

≡.(諺妻t ILE

l

T- I l

｢~,T.し既.雪で諾T,歴 萱純l】 絹~~ gi:----A--チ▼ト仕上J17ううンA詔FlHi

F,

i･接一一--~~肌LJ 】( N1-F芦 -十 腔 i;:㌔- -q _ー_ ､ 屈A

自tt9己 ーN2

丘#石シJ
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(f)エリア別の考え方

3つのエリア毎に個性を創 り出す

ため､街路空間を構成するそれぞれ

の素材の個性を以下のように設定す

る｡(センター北地区)

○アッパータウンエリア ○ダウンタウン東エリア ○ ダウンタウン初期エリア

エリアの ー ∠ゝ -1二r ム ー -'J-i
性格 であ る○

中′ト規模の宅地も多いため,面的に賑
やかなイメージを持つ街づくりをめざ
す｡

づくりをめざす.

舗装材の

イメージ 丁 ㌧′ ーているような舗装材を使用する○ /ユ､ 糸 /まとめる○

の考え方 る○L & 教のイ/タ ブ ノグ ノク) r'DO

衣而 :舗装材の 表 面はショット仕上げ以 稚いものとする○

縁石

収容淋菰 枕斬:洗い出しプレコン整 (今後施工)○菰 枕斬:洗い出しプレコン整 (今後施工)○

(g)歩駐道段差の設計

タウンセンター内の歩車道段差に

ついては､タウンセンターが商業業

務用のまちであることから､以下の

卓に配賭 して区間を決めて設定され
た｡

･自由な非行者動線の確保

ショノビング空間として人

が自由に歩けるよう､歩車道

境界を強調 しない｡

車の乗 り入れ箇所を自由に設定

民地換地 となることから､

乗 り入れ箇所が未確定であ

り､フレキシブルな対応が必

r安｡

･歩行者の安全確保

畔軸系の通過道路では､明

確な歩車分離 を行 う｡ また､

歩車道段差の′トさい区域につ

いては､車止め､照明､植栽

等により､歩行者の安全確保

を行う｡
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歩車道段差の考え方

i2cm:歩行者系道路について車 ･20cm.車両系道路のうち､明

両の時間規則等を考慮 し歩車道 確な歩車分離を目指すための

境界を強調 しない｡ 基本的段差｡

5cm:車両系道路のうち､間口

の狭い宅地が連坦する区間につ

いては両側を設定｡

段差別設正iZl所図



(h)車椅子動線ネノトワーク

各施設へのアクセスが可能な棟に､

設計勾配を都市軸67%､回遊軸80%

とした｡また､立体処理部のうち幹

線道路のハス停上のものにはスロー

プを設置した｡

機械昇降施設 (エレベーター)

駅舎､駅前広場とアノバ-タウン､

ダウンタウン間の初期動線として必

要箇所については各 1基を､また､

地下駐車場から駅前広場及び駅前広

場デノキを連絡する箇所について､

土地区画整理事業により整備した｡

･高齢者対応

高低差の大きいタウンセンター内

の移動に対 して,駅前広場にとア ノ

バ-タウン､駅前広場デノキを連絡

する箇所については､特に高齢者の

負担に配慮 してエスカレーターを設

置したOエスカレーターは将来計画

として14ヶ所計画されているが､現

時点においては､公Eflにより4ヶ所

設置することとした｡残 りのエスカ

レーター設置箇所については､街の

成熟に合わせて道路管理者が整備す

る｡

(l)視覚障害者誘導プロノク

点状ブロック ■停止､注意を表わ

す｡

線状プロノク .方向､進めを表わ

す｡

･視覚障害者誘導ブロック連続敷設

箇所

センター北地区 二北駅舎

-北駅前広場

北駅舎

～歴史博物館

センター南地区 :南駅舎

～南駅前広場

南駅前広場～南駅舎

-区総合庁舎

同一の連続敷設ルー トには一つの

色を用いる｡

交差点当における視覚障害者誘導

プロノクの敷設パターンは横浜市

道路局通知(H4121)によるO

車椅子動線ネソトワーク図

姫諾t.P...-; 莞 …三三三;至丁エレ力レ小

I+ ..公. M ..汐I/

〟 ,:,. 闇紺 監 題詞堅J,1 .7...

･諾 .p≡ 節 .■~ ■ 喜 ≡ 1===茸 i 1而 p
.萎

- センター北･r4 .... ?

視覚障害者誘導プロノクの線状タ

イプの大きさは30cmX30cmタイプ

を用いる｡

視覚障害者プロノクの線状タイプ

は4本のラインタイプを用いる｡

色彩については､視覚障害者団体

の代表メンバー立会の上､舗装朋

との色の対比により決定する｡
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(J)植栽計画

自然環境豊かな碓北ニュータウン

のセンターとして街路空間も多様な

緑を残し配置し緑溢れる街を創造す

るために街路の個性や役割に応 じた

ゲー ト部､車両系､歩行者系､シン

ボル植栽等の植栽を実施しているD

(工事部 小山宏光)

シンボル道路B(南地区)

i)ニュータウンの骨格としての緑 (幹線道路)

･二ユ-タウン内をネットワークする幹線道路の個性を創り出す街路樹.

･タウンセンター隣接区間も道路ごとの特徴を連続させる○

ii)タウンセンターの拠点となる緑

･シンボル広場 ,駅前広場等タウンセンターの中核となる大空間の個性を

創り出す緑○

iii)タウンセンターをネットワークする緑

･タウンセンター内をネットワークする車両系道路の個性を創り出す街路

樹○

iv)シンボリックな軸を形成する緑

･シンボル道路や主要ペデ空間の個性を創り出す緑○

V)ヒューマンスケールで個性的な界隈を形成する緑
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基調色に溶け込んだ色彩を基本と

し､街路の個性や役割に応じた形状､

形態によって街路空間の昼間時､夜

間時の魅力度を向上している｡

巧みな光源の選定､級杏な照明機

器のレイアウト､光学性能にこだわ

った照明器具のディティールに置き

換えられ､さらに丁寧につくられた

RF.明施設となっている｡

1)タウンセンターの照明コンセプト

タウンセンターの照明テーマは､

｢安全で美しい夜の景観をつくる｣と

設定している｡

24時間化する都市生活の中で､夜

間の屋外環境の高度な安全性の確保

と歩行者の視点に立った視覚的な快

適性が強く求められている0

2)道路照明計画の原則

5つの光のコンセプト

1.地球に優しい21世紀照明 (エコロジカル一ライティング)

2_人間尺度にあった照明 (ヒューマンスケールーライティング)

3,絵になる夜の街並 (ビクチェアレスク.ライティング)

4.時のデザイン (シークエンス.ライティング)

5.印象に残る光のデザイン (アイデンティティ.ライティング)

基本方針

①適切な明るさの分布 (適光適所の照明)

(さ街全体に渡る色温度計画 (暖かさの感 じられる低い色温度)

③不快なグレアの除去 (まぶしさのない服にやさしい照明)

①演色性に対する桁極的な配慮 (歩行者及び運転者にとつての快適性)

①設計照度の原則 ･道路照明
･幹線道路こう)5 )x
一補助幹線道路=〉10.5 1x
･シンボル道路=〉7_5 lx
(区画道路/歩車融合道路は交差
点 .角のみ照明する○)
ー歩道照明
･シンボル道路のみ行い､5-10lxを

センター北地区シンボル道路B

(診光源の選定 考え方
･長寿命で高効率なものを選択する○
･歩行者にとつての快適性を考慮し､
温かみがあり (色温度3500k以下)
かつ演色性の高い光源を使用する○

(参光源の高さ ･補助幹線:直蹄以下の草jatl.R明はJ泉別として5m台とする○
･歩道用照明は1m前後の高さのも

センター北地区シンボル道指A
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3)道路ランク別照明計画の考え方

照明の考え方 設定照度(輝度) ポール灯方式 光源 (演色性) 配 置

(丑幹線道路 ･車道を均等に照らす連続照明を行 15.01x H-10.0m 高圧ナトリウム 片側 1列 2組35

う○ (1cd/m2) ランプNT180W mピッチ

②補助幹線道路 ･車道を均等に照らす連続照明を行 10.51x H-5.5m (Ra25)〃 NH250W 千鳥配置25mピ

うo (0.7cd/mZ) (高演色型) ツナ

(丑区画道路 一車道の連続照明は行わず､交差 10.51x H-10.OmH-5.5m // NH250W(高演色型) 交差点4隅又は
卓.曲がり角の局所照明を行う○ (0.7cd/mZ)10.5Lx 2 // NHI50W(高演色型) 2隅 信号を共ロ●

④シンボル道路A⑤シンボル道路B(参歩車融合道路(丑歩行者専用道路 ･車道の連続照明と､歩道面を照らすフロアウオッシャーライトを併用する○=〉車道照明 架できるよっに対応する○千鳥配置l2mピI.チ

⇒歩道照明 (堅牢なボラード型フロアウオッシャーライト)･車道の連続照明と､フロアウオッシャーライトの一体型照明を設けるo･⇒車道照明 (0.7cd/m )5.01x10.5lx(0.7cd/m2) H-0.7mH-5.5m y NH150W(高演色型)I/NH(T)70W高圧ナトリウムランプNHl50WL也一.1 う刊 ノ6mピッチ千鳥配置12mピッチ

⇒歩道照明 (フロアウオッシャーライト) 5.Olx H-0.7m (r.引寅色岩)〃NH(T)70W(掛91rL,色型) ｣

･草道の連続照明は行わず､交差 10.51x H-5.5mH-5.5m '' Nl1250W 交差点4隅又は
秦.曲がり角の局所照明を行う〇･立地位置及び隣接公共空間との関f昭F J{-I (0.7cd/m2)5--10lx (高演色型)ク NH150W音治 lJ 2隅 信号を共架できるように対応するo千鳥配置12mビ

センタ-南地区シンボル道路A センター南地区シンボル道路B
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(a)幹線道路 (TYPE-Al)の照明

計画

幹線道路では道路照明設置基準

(約8tx)に基づき必要照度を確保

する｡道路照明には高さ約10mの

配光制御されたポール灯を約10m

ピノチで配置するo

(b)幹線道路､補助幹線道路､区画

道路 (TYPE-A2)の照明計画

幹線道路､補助幹線道路では道

路照明設置基準 (約 81x)に基づ

き必要照度を確保する｡道路照明

には高さ8mの配光制御されたポ

ール灯を約301mピッチで配置する｡

(C)区画道路､歩車融合道路

(TYPE-Bり の照明計画

区画道路､歩車融合道路では道

路面に対 して基本的な照度は確保

しないが､交差部などに関しては､

常夜灯的に光として車道照明が配

置される｡

(d)歩行者専用道路､ペデストリア

ンデノキ(TYPE-B2)の照明計画

歩行者専用道路､ペデス トリア

ンデッキでの照明計画は幾つかの

手法が､その歩道の性格によって

決定する｡基本的には､約3 5m

以下の配光制御された照明器具を

使用する｡TYPE-A】､A2､Blの道

路と連続性がある所では高さ約3

5mのポール灯を使用する｡また

シンボル道路､シンボル広場と空

間的に一体として考えられる場所

ではフロアウカシヤーライトを配

置する｡
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(丑シンボル道路A及びB

(a)各シンボル道路の照明計画

シンボル道路では人を中心とした

照明計画が必要である｡車の為の照

明は必要最低限にとどめ､歩道面､

また景観上の照明が行われる｡

シンボル道路Aでは歩道面に対し

て､約 5-10m間隔にフロアウオシ

ヤー型器具を配置する｡これは､不

快グレアの発生を制御 した構造を持

ち､色温度の低く演色性のよい高演

色型高圧ナ トリュウムランプを使用

する｡

シンボル道路Bでは光源高さ35

mの歩道用照明器具を約20m間隔で配

置される｡

シンボル道路A照明器具Eg](センター北南地区共通)

シンボル道路照明計画全体配置図

i 転 で p 塾

.2' L..I lR荊広LA(t,ンクー北駅) k∫

,r;:閲 -,-､7- 芦 慧 /., 一､--警莞

iL u l1シンボルiX28---1- ---_ー_
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(C)センタ-南地区

シンボル道路A

シンボル道路A照明器具配3(国

シンボル道路A照度分布図

シンボル道路B

シンポJL,道路B照明器具配al固

シンボル道路B照度分布EZa

岬tl:t■

J O.5 Ⅰ lS5.I 1lfll｣

1 1

2LD O 】00.

｣ 山.__.___I __J_BL__.ー__"_～._一日_______｣
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シンボル造指A照明率曲提

使用ランプ :高演色形高圧ナトリウム

ランプ70W

ランプ光束 :3500ルーメン
器具取り付け高さ●0.65m

器具取り付け間隔 一6m (平均)
歩道幅員 ●75m

(幅員)/ (灯具高さ)
-75/065-115
よってグラフより

U (照明率)-o】9
E(平均照度)
-35CD 1･0190Li5/ (75･6)
-95

よって平均照度は約95lx

シンボル道路8照明率曲技

条件

使用ランプ :高演色形高圧ナトリウム

ランプ7oW

ランプ光束 3500ルーメン

器具取り付け高さ:35m
器具取り付け間隔 .12m (平均)
歩道幅員 :62m

(幅員)/ (灯具高さ)
-6.2/35-177
よってグラフより

U (照明率)-015
E(平均照度)
-3500 ･1015 065/(62 12)
=46

よって平均照度は約46lx



③シンボル広場

(a)センター北地区シンボル広場の

照明計画

このシンボル広場の空間構成上の

特徴は､整然とデザインされたスク

エアな広場を中心に明確な軸線を持

つことであるO照明デザインは広場

のデザイン上の意図を充分に把握し､

光のデザイン構成も同様に簡明でな

ければならない｡

広場の東西軸は､様々な空間形態､

空間機能を持つゾーンとそれに結び

つく､幾つかの南北軸や軸にそって

レイアウトされたフォリーなどを置

いているo照明デザイン上の解釈は

フォリーのライトアノブを行い､シ

ンボル広場の空間にメリハリをつけ

ている｡

北側からのアプローチする二本の軸

にはフロアウオシュ塑器具が約 5m

間隔で配置 し､落ち着いた雰囲気を

もった南北軸をつくる｡

広場北側の二列の並木に挟まれた､

広場のまわりに配置されたへンチに

光を仕込み､広場を囲む境界に光の

帯をつくるp

連続して･配置されたパーゴラはラ

イトアップされるのと同時に床面に

対しても光の帯をつくる｡

シンボル広場照明計画全体配aE図

yLJ.I ＼L._37=J:p…∴ 宍二竺 l

∫ーー′汚-- Lモlこ正4-北一尺) 玩ALJレ広l占

-ド- --ゴ鮎 ≡=:_3.≧三_H -:､.-′ ≡ 一顧

｣ _ I

ノ一.二一 〔=コ ･1 ..㌔∫

x. Iニ ∴ 抗ニ旭(七ン ･→--=｣一一- ---___

シンボル道路につながる大階段は

シンボル道路を受けるように計画さ

れる｡ここでイベントが行われる場

合を想定して予備電源が用意される｡

広場には幾つかの水の要素が計画

されている｡水の要素が滝や噴水の

場合はそのしぶきなどを美 しくアノ

ブライトし､またせせらぎのような

場合には､その水面のゆらぎをまわ

りに映すように水中照明を配置する｡

華打1甑 ｢

ヰP50蔓 口,.荒:班吐■ 上.E)T

･l

F豆雪 ＼ ､.臥 *ーJL山 =zEJA

辛
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(b)センター南地区シンボル広場の

照明計画

このシンボル広場の空間構成上の

特徴は､広場の中心の ドライゾーン

に東西側と南側からは樹木の配置バ

ターンの違うゾーンが投入し､広場

の中央には階段広場を中心としたイ

ベントスペースが設けられている｡

照明デザインは各ゾーンを特徴ある

光琳境として討画する必要があるO

広場の光環境の構成は周辺のショッ

プフロント､大階段､樹木の寄集し

たゾーンなどに対しそれぞれ色温度

や照度レベルの異なるBl有の光を与

える｡これにより大きな広場に夜間

も幾つかの特徴的なゾーンが築かれ

ることを意図する｡

ショノブフロント部分はややもす

ると繁雑になりがちな看板やネオン

サインを整理 し､広場周辺として統

-のとれた光をtIりづくり協定ガイド

ラインによって規制する必要がある｡

西側より浸入する樹木のゾーンで

は樹木照明は行わず､高さ15mのボ

ラー ドライトによって地表の芝を面

として演出する｡

南側の列に配置された樹木に対し

て､シンボル道路に使用されている､

床鑑型フロアウオッシャーを約 5m

間隔で配置した｡

モニュメントなどはライトアップ

し､この広場のフォーカルポイント

をつくる｡

･歩道橋珊干

歩行者系デザインポールIT

I義 1EP+ ? r ヨ｢:''-守AtrAヽー 囲-1㌻ ｢-中 一

≡

tNtdr)I
=_定

m 7i 1｢ Ej+

讃.室t T ｢ _JnLJ

撃垂墾/㍗千.毒芸芸. 日管

L i; ∵｣｣L I



地区 色彩イメ-ジ等 ポール状のものの色彩 箱状のものの色彩

(照明 一信号柱 .車止め等) (東電バットマウント等)

センター北地区 ･街路空間の基調色:グレーを中心とした淡い色彩 色彩 :ダークグレー 色彩:ライトグレ-

･基本的考え方 :基調色に溶け込むような色彩を基 ･Ⅰx 日本の伝統色5版 ･DにEI本の伝統色5版

本とし､ポール状のものと箱状のものとの明度に差をつけるo 914鳩羽紫 913藤鼠

センター南地区 ･街路空間の基調色 :ブラウンとグレーの組合せ 色彩:ダークブラウン 色彩:ライトグレー

･基本的考え方 :基調色に溶け込むような色彩を基 ･日本塗料工業会標準色見本帳 ･El本塗料ここ茶会席鍵色見本帳
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3.歩道橋等整備計画

港北ニュータウン内の橋梁は､"安

全性､高水準サーヒス"による計画

的な都市整備を指向し計画された｡

タウンセンターは22橋の歩行者専用

の橋梁が設計され､橋梁の架設位置､

利用形態により構造の選択､デザイ

ン等が行われているが､そのデザイ

ンは､タウンセンター全体で ■̀空間

を分節する目立つ橋'‥ 連̀続空間と馴

染む椅"として トータルデザインさ

れたものである｡

橋梁整備にあたっては､平成 7年

1月に発生 した兵庫県南部地震によ

って構造上の見直し､改良等を行い､

高齢者対策等を重視 し､安全性に配

慮した付帯施設を行っている｡

点字ブロックは､試験の上､色弱

者の最も識別 しやすい色を設定 し､

階段の設計は､通常の道路基準に比

べ､ 4倍の明るさの照度を設定 し､

平均照度20ルクスとした｡

( Qく〉

① トータルテサインコンセプト

タウンセンター共通の橋梁景観イメージ

『シンプルで､スレンダーな軽快感のある橋』

全体の景観イメージは､スレンダーで軽快感のあるものとし､タウ

ンセンターの都市的街並みイメージと調和させる｡

車両や歩行者からの見上げ景観を配慮し､出来る限り圧迫感を軽減

する｡

桁の形態､ディテールも出来るだけシンプルなものとし､施工性を

高める事で､仕上がりの質をたかめる｡

具体的なデザインは､立地特性に応じた個々の橋梁の性格を反映し

たものとする｡

･立地特性による個々の橋梁の景観イメージ

基本的なイメージ 駅前広場に隣接する檎 シンボル広場に隣接する棉 公園に陣指する棉 その他の橋

タウンセンターの外周 空間の分節 タウンセンター側のイメージを C橋 G橋 A橋 E､Lに位置する 橋梁部にとりこ 橋

棉 を目立たせる橋 む橋
タウンセンターの内部に タウンセンター外側のイメージ N､P J橋

位置する梼 を橋梁部にとりこむ橋 棉

タウンセンターの外周に位置する橋

『空間の分節を目立たせる橋』

タウンセンター外周に位置する橋は､タウンセンターと住区及び公

園の接点であり､各々の空間への出入り口である｡このため､タウ

ンセンターと他の地区との分節を明確に演出し歩行者にタウンセン

ター地区に入ったことを意識させる工夫を施すO

･タウンセンターと他の地区との境界は､舗装､親柱､高欄等エレメ

ントレヘルでの強い見きりにより分節をはかる｡

･駅前広場の入口に位置する橋については､サイン橋としての機能に

も配慮する｡

タウンセンターの内部に位置する橋

『空間を連続させ､なじませる橋』

･タウンセンターの内部に位置する橋は､基本的にゾーンを一体化す

るよう､r橋上空間｣とその前後の連続性を演出する｡

･周辺の都市的､ハイテク的ビル景観､にぎわいのある商業空間への

調和､一体化を図る｡

･タウンセンター内の幹線道路にかかる中心的橋梁については､その

シンボル性にも配慮する｡



②橋梁整備内容

港北ニュータウンのタウンセンタ

ーに設置された橋梁の架橋位置は､

図に示すとおりである.

タウンセンター梼梁IJ造表 (22様)

A .今◆● -J篤 ..' EijIFTLIZSのル- トtl

:し N / 1■J一tLtEilも

橋 名 構造形式(上部構造形式) 構造形式(下部構造形式) 横長 (支間) 幅員 設計荷重 櫓下種別

北也区 A 迫跡公威歩道橋 T型ラーメン箱桁橋 逆T式橋台､ラーメン式橋脚 42,70(36.97) 4.25 群集荷重 都計道

C センター北歩道橋 PC単純中空床版橋 逆T式橋台,ラ-メン式橋脚 35,75(34,60) 5.(×) 群集荷重 郡計道

E 並 木歩道棉 PC単純中空床版橋､RC単純版桁橋 逆T式橋台,壁式橋脚 32.60(24.20+7.95) 5.00 群躯荷重 郡計道

G ほのか歩道橋 PC単純中空床版橋 A1緒式橋台､A2逆T式橋台 38_30(37.40) 5_α) 群雄荷重 郡計道

南也区 H 茅ヶ崎束歩道橋 PC単純U桁橋 逆T式橋台 32.50(3).60) 3.00 群集荷重 郡計道

Ⅰ 中 丸歩道橋 PC単純U桁橋 逆T式橋台 24.40(23.50) 3.00 TL-14 都計道

∫ 開 成歩道橋 PC単純T桁橋 逆T式橋台 23.90(23,10) 5.50 TL-14 都計道

Jt はなやぎ歩道橋 銅単純鋼床版薮桁橋 L型橋台､T型式橋脚 20_31(19_50) 3_60 群集荷重 区画道路

K 中 村歩道橋 PC単純中空床版橋 L型橋台 33_90(33,04) 3_00 辞典荷韮 都計道

L まちづくり歩道橋 PC単純中空床版橋 箱式橋台 25_10(24.32) 4_20 群躯荷韮 区画道路

M 春 風歩道橋 PC単純中空床版橋 逆T式橋台 24.90(24.10) 5_00 TLーl4 区画道路

N 緑 門歩道橋 鋼単純鋼取版飯桁橋 逆T式橋台､壁式橋脚 L9.00(l8.54)4.60--5.20 群銀荷盃 区画道路

0 そよ風歩道橋 RC単純中空床版橋 逆T式橋台 17.70(16.85) 5.(X) 群集荷韮 区画道路

P 見哨らし歩道橋 舗単純鋼床版鮫桁橋 箱式橋台､壁式橋脚 22.LO(2).64) 4.60 群集荷重 区画道路

Q みちい歩道橋 PC単純中空床版橋 逆T式橋台 42.00(4l.00)5.00 辞典荷重 都計道

R 焚 明歩道橋 PC単純中空床版橋 - 22.5 5.(X) - 区画道路

S 都筑ふるさと歩道橋 PC中空床版橋 逆T式橋台 38.50(37.50) 6.00 TL-l4 都計道

T つどい歩道橋 PC単純箱桁橋 A1箱式橋台､A2進で式橋台 34.80(33.92) 3.50 群集荷韮 都計道

U センター南.歩道橋 PC単純中空床版椅 逆T式橋台､壁式橋脚 29.00(28.225) 4.00 群躯荷重 郡計道

∨ 茅ヶ崎城址歩道橋 銅単純鋼床版飯桁橋 逆T式橋台 33.20(32.50) 4.50 TL-】4 那計道

W 桜 山歩道橋 単純鋼床版鮫桁橋 壁式橋脚 33_50(32,lO) 5_00 群炎荷重 都計道
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③整備の特徴

先にも述べた地震対策として ｢兵

庫県南部地震により被災 した道路橋

の復旧に係る仕様｣により将に､緑

端拡幅とアンカーボル トの強化の落

橋対策を施 した｡

橋梁名称

④歩道橋の名称 E橋 (駅からE偶に向かう歩専道の並木)

歩道橋梁の計画､施工にあたって

は､各橋梁に記号を附し実施された

が､管理者となる横浜市と協談の上､

立地､形態､機能から別表の様な名

称として名称が決定され､地域に馴

染んだ歩道橋梁となっている｡

橋梁位置 名 称 命 名 の 理 由 等

北也区 A 逮跡公園 歩道橋 いせきこうえん 歴史博物館から退跡公園-渡る橋であることから

C センター北 歩道橋 センターきた センター北駅前に位置していることから

E 並木 歩道橋 なみき 橋から駅へ向かう歩専道が並木道であることから

G ほのか 歩道橋 ほのか 親柱からもれる､ほのかな光をイメージ

南也区 = 茅ヶ崎東 歩道橋 ちがさきひがし 地域名o茅ヶ崎東方面-の橋であることから

1 中 丸 歩道橋 なかまる 字名O(以前この名称で事業対に図った経緯があるo)

∫ 開 成 歩道橋 かいせい 地区の中央､タウンセンターの南端 ( ,, )※人の知識を開き､世の中の事業を達成させるという意味

J' はなやぎ 歩道橋 はなやぎ センタ-の中心やシンボル広場の華やいだ空間を見通せる位置にあることから

K 中 村 歩道橋 なかむら 字名○中村交差点の近くに位置することから

T つどい 歩道橋 つどい シンボル広場とシンホサル道路を結び､多くの人々が行き交うから

U センタ一両 歩道橋 センターみなみ センター南駅前に位置していることから

V 茅ヶ崎城祉 歩道橋 ちがさきじようし 付近の茅ヶ崎城虻にちなんで

L まちづくり 歩道橋 まちづくり 付近のまちづくり館にちなんで

M 春 風 歩道橋 はるかぜ 総合公園から業務集概地区に吹く爽快な風をイメ-シ'して

0 そよ風 歩道橋 そよかぜ 総合公園から業務集積地区に吹く爽快な風をイメ-シーして

Q みらい 歩道橋 みらい 業務集積地区の将来像をイメ-ジして

S 都築ふるさと 歩道橋 つづきふるさと 都筑区の長期ヒ'ブヨンである ｢ふるさとと呼べる街｣から

N 緑 門 歩道橋 みどりもん 総合公園へ入る緑のゲートをイメージして

P 見晴らし 歩道橋 みはらし 総合公園の展望棟へ向かう橋であることから

W 桜 山 歩道橋 さくらやま 総合公園の正面にある桜山にちなんで

R 葬 明 歩道橋 れいめい 中央地区-の新しい展開をイメージして
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エスカレーター､

エレベーター整備計画

リンクライ ト ′くネルライ トステップてここ .完 ′､ンドレール . nb炉 三

内 l内側デッキか -ヾ ′TG-=----_:.=≡灸 堅
J ∈ /メ

1)エスカレーター整備

①エスカレーター基本仕様

タウンセンターにおいては､高齢

者､身障者等に対 して人にやさしい

施設として昇降横付橋梁やエスカレ

ーター､エレベータ-を設置 し､タウ

ンセンターの利便向上を図っている｡

エスカレーターは､都市軸動線及

び回遊軸動線の結節の要所に配置さ

れ､全体で8基が計画 されている｡

エレベーターは､平成9年末に3基

が完了する予定である｡

(工事部 佐々木卓)

屋外型仕棟

形式

欄干有効幅 1200以上

輸送能力 9000人/ドR

傾斜角度 30o

速度 30m/mln

制御方式

可逆式キイースイッチコントロール方式

光電装置による自動運転

照明

屋根直付け 蛍光ランプ 20ルクス

アナウンス

音声合成自動放送

オイル廃油処理

オイル トラノブ式

ステノブは､3枚ステップを基本としている｡

エスカレーター位alEg](センター北地区)

-

一三 ±..〔

19-棚:二:_I -..---,//

･.h./ 相≡ヨL一一■--一日.-㌔ ･闇
捕.し -
々ネ
エスカレーター位置図(センター南地区)
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エスカレーター仕様 (センター北地区)

エスカレ-タ-任侠 大 R5 枚 C デ ッ キ

鹿本仕体 形 式

■干有効 巾 12h LrL )ZOOTnn T3CUtTtlE)

l哲 段 巾 1004nrn lONmn 1恥lTrtlTI

嶋 送 能 力 9000人ル宇 9tXD人/喝 ㈹ 0人/1才

速 度 30TTIJrrlirl 30TrVmirl 30m/rrLil1

傾 斜 角 LSl 3O皮 30L荘 30度

制 御 方 式

助 力 TE痕

照 明 7正好

lI千 内 側 坂

アウターデッキ

スタートガイ ド

移 動 手 摺 合成ゴム 合成ゴム 合成ゴム

描段 FF を

床i ク シ

千の也 運 転

放 iA

照 明

廃 油 処 理

設 Zi 階 ◆27_800-35_Oa) +27r800-33380

肝 苗(TnJn) 7,2【刀 5380 5,580

号 裁 名 株 NO.lj MOS NO.4

エスカレ-クー仕様 (センター南地区)

仕 牡

項ト ーヱ 尽 NO_lニ NO_3.4

義*t=快 形 式

≠干 有効 巾 12tX)rnm L2伽 血l

階 段 巾 l恥 EnJn l(伽 EnLEl

絵 送 能 力 90OO人僻 9tXX)人/時

遠 沈 30dTtlizl 30dm】E)

傾 斜 角 皮 BO腔 SO鑑

W aJ方 式

動 力 苛 政

照 明 78淵

■千 rL1 + 也

7ウタ-T-7キ

スタートガイ ド

移 動 手 tZ! 合成ゴム 合成ゴム

貯良 符 駐

床玩 ク シ

カバープレー ト

そめ他 Jr ti

放 送

,q 明

庚 油 処 理 淡泊港 策油菜

設 置 l哲 +=7B00-35.000

階 許(znJn) 7,5m 3号 L1号6660 67CK)

号 哉 名 称 川)_1,2 NOD.4
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形式用途 油圧式乗用

定格稗載丑 750kg 11人乗

定格速度 45m/min

運転方式 油圧式コレクナブコントロ-ル

停止階 3箇所 正面側 1階 背面側2､3階 (かご出入口2カ所)

かご内径 間口 1350mm 出入口幅 900mm

奥行き 1400mm 出入口高 2100mm

電動機 AC30Kw

特記仕様 光電管 ドア-セ-フティ-付

遠隔監視用TVカメラ付

車椅子対応

地震時管制運転

高音声検知装置
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第Ⅴ章 情報発信拠点づくり｢都市型情報サービスの整備｣

1.都市型CATV整備

社会意識が変化 し､人々のニーズ

の多様化､高度化に対応する要請が

出ている一方で､産業分野において

情報技術がめざましい発展を遂げて

おり､情報技術は､21世紀における

社会のどへイビヤ､ひいては都市の

構成をも変容させるものとして考え

られる｡

このような流れの中で､都市計画

においても情報システムを都市基盤

として位置づける考え方が普及して

きており､ニュータウンにおいても､

良好な環境を形成する手段 として､

情報通信基盤､情報システムは軽視

し得ないものとなってきている｡

建設省においては､高度情報化に

対応する市街地整備を推進する主旨

から､昭和62年3月に区画整理事業

の中で高度情報通信基盤等整備モデ

ル事業 (コスモタウンモデル事業)

を実施することを決定した｡

港北ニュータウンにおいでは､昨

今の高度情報化社会への対応として

ケーブルテレビジョン網 (CATV)

を設造し､単方向再送信を行ってい

る状況である｡今後は､都市生活の

多様化､高度情報処理技術等によっ

てライフスタイルの中に､より多く

の情報サービス､情報交換が望まれ､

その様能が充実されることが必要と

なってくるものと考えられる｡

その指向の-1frとして､港北ニュ
ータウンにおいては､双方向楼能に

ついて回線機碓及びサービスの検証､

試行を目的として､CATV回線の

設置 ･管理者である住宅 ･都市整備

公団とサービス ･システムの開発者

であるNTTデータ通信株式会社に

おいて､各種の実験が進められ､各
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任サービスシステム､仮想都市空間

システム (ハーチャルモール)等の

試行がされている｡

施設整備は､道路交通､道路景観

等の良好な街路空間を創り出す要素

として､ライフラインの共同埋設方

式によって幹線的横能を有する路線

及び沿道需要が明確な路線について

共同辞整備を行い､共同構以外の路

線について､ケーブル類の地中化を

促進し､道路空間を有効に活用する

ため電線共同収容柵整価を行ってい

る｡

1)計画概要

21世紀に向けた複合多機能都市

として位置付けられている港北ニュ

ータウンは､横浜市におけるインテ

リジェント シティ整備計画におけ

⊂○
る重点整備地区に指定されており,

市民や企業に対 して高度で多様な情

報サービスの展開が期待されている｡

CATVは､都市基盤施設の一つ

として,平成元年8月土地区画整理

法第2粂2項施設に位駐付け､公団

により整備されている｡

港北ニュータウンにおけるCAT

V導入の必要性は以下の観点である｡

①都市生活関連サービスの高度化

港北ニュータウンは､横浜市にお

けるインテリジェント シティ整備

計画における重点整偶地区の一つと

なっているなど､横浜市だけでなく､

全国における情報化のモデル都市と

して位置付けられる｡

この様な21世紀に向けた情報都市

である港北ニュータウンにおいては､

市民や企業に対 して高度で多様な情



報サービスを展開することが求めら

れてお り､そのためには､ニュータ

ウン全域の地域メディアとして双方

向､多チャンネルCATVを整備 し､

多チャンネルを活用 した教育 文

化 ･娯楽等の多様な情報､行政情報､

地域の生活関連情報などの提供や､

双方向機能と合わせてさらに高度な

都市サービスを実施 し､利便性,安

全性の高い都市環境を形成 していく

必輩があるo

②良好な電波受信環境の確保

区画整理事業では､計画的に建設

される中高層住宅 ･商業 業務施設､

高架鉄道,高圧鉄塔などの建設に伴

い､これらの原因が複合 した電波受

信障害が生 じ､電波受信障害の原因

者を特定することが嫌 しい状況にな

る｡

また､区画整理部業では､土地の

供用開始が段階的に進み､土地が供

給開始 される段階によって先住者,

後任者の違いが生 じるため､電波障

CATVシステム

書に対 し個別に対応 していくことが

難 しいことが想定される｡

これらを勘案すると､ニュータウ

ン全域の生活環境を確保するために

は､地区内屈･住着に対 し良好な電波

受信環境を提供することができるC

ATV施設を整備する必貨があるo

③都市美観の向上

CATVを導入することにより､

少なくともアンテナの乱立を無 くす

ることができ､地域の美観向上に資

することができる｡

⑥市街化の促進

CATVを活用 して良好なテレビ

放送受信環境 を形成するとともに､

高度な都市サービスを提供すること

により､CATVの導入されていな

い地域 と比べ､優れた生活環境 を形

成 し､市民にとってより魅力あるま

ちづ くりが可能となり､住宅などの

立地を促進するものと考えられ､ニ

ュータウン建設事業椎進上の効果が

期待される｡

⑤コミュニティ形成の推進

新住民によって形成されるニュー

タウンにおいては､住民の地域への

定着を促進 し､新たなコミュニティ

活動を活発化することが必要であり､

そのためには､CATVで､地域の

情報を提供 した り､地域独 自の番組

を放送することにより､住民の地域

に対する関心､住民間の交流を強め

ることが効果的である｡

⑥ニュータウン周辺におけるCATV

展開への対応

東急ケーブルテレビなど周辺の地

域で都市型CATVが展開されてい

る中で､港北ニュータウンが将来､

情報の谷間にならず､情報楼能を備

えた魅力あるニュータウンとなるた

めには､CATVを整備することは

必要不可欠な条件である｡また､周

辺地城と同程度の情報を提供 してい

くため､周辺のCATV施設とのネ

ットワーク化が必要である｡

サービス内容

放送開始時期 平成2年12月

･NHK患合 NHX教育 日本テレビ

･TBSテレビ･フジテレビ

･テレビ朝日 テレビ東京

◇UHF 2波
･TVKテレビ･放送大学

◇FMラジオ放送

放送大学 ･TOKYO-FMI∫-WAVE

･FMNHK 横浜 FMNHK 東京

FM横浜

◇NHl(衛星放送 2披

NHK衛星第一 ･NHK衛星第二

3)施設整備の概要

港北ニュータウンのCATVは大

規模施設になることから､伝送品質

の向上､システムの信頼性の向上､

上 り回線の確保の点から概ね 1万端

子ごとにサブセンターを設けること

としサービスエリアを6プロノクに

分割 し､メインセンター 1カ所､サ

ブセンター5カ所を設'&することで
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計画 している｡

そのシステムは､メインセンター

とサブセンター間を光ファイバーケ

ーフルで結び､メインセンターにお

いて集中管理や自主放送等をおこな

う発進点の整備を行うものであるO

①メインセンター

港北ニュータウンCATVの外部

との接続点となるメインのセンター｡

(メインセンターの機能)

電波の受信

･映像制作

情報処理

･サブセンターの機能 も併せ持って

お り､サブすセンターから送られてき

た情報等を集中管理及び処理

②サブセンター

分担地区内のネ ノトワークの収束

点であ り､その情報をメインセンタ

ーへ送る発進点になるセンターo

(サブセンターの機能)

･電波受信のハックアップ

･情報処理の発信

中心 となる地区に受信装置のある

メインセンターを設置 し,そこから

ヘ ノドエ ン ドより幹線 を経由 して､

他地区のサブセンターへ送信 された

後各戸に再送信サービスが行われて

いる｡

CATVシステムは､周辺の都市

型CATVサービス区域 との情報格

差をなくし､将来の高度サービスに

対応できる10-450MHz,双方向対応

型である｡

CATVネソトワ-ク図

CATV施設数量総括表

受信点設備 受信アンテナ ヶ所// 3アンテナ鉄塔整備 2

センター設備 ヘッドエンド装置 I/式//////////// 6

撫停電電源装置 7
CATV施設管理装置 1
CATVネットワーク監視装 1
置 1
加入者管理装置 1
番組編集装置 1
天気情報受信装置 1
16面マルチフレーム装置 1

建築物 建築 (サブセンター) ヶ所 4

主幹線及び 光ファイバーケーブル ‖ー 27,973

光速受信器 式 7
増幅器 ム｢1 1,163
タップオフ 価 4,957

幹線等設備 電源供給器(無停電電源装置) Aロ 708
同軸ケーブル m 356,209
自立柱 本 342

m 190,460

引き込み線 ヶ所〟 2,84574
その他 モニターテレビ装置 式 2



3)整備エリア (b)整備手順 を結ぶ光ケーブルが救設され､目指

(a)CATV導入エリア 港北ニュータウンの基盤整備に合 すCATVシステムが完成された｡

CATV導入エリアは,郵政省の

｢1行政区1施設｣の原則に従い都筑

区全域が望まれたが､当面の整備エ

リアは公Ef]土地区画生理事業区域内

となった｡

港北ニュ-タウン周辺のCATV

施設としては､｢架台.ケーブルテレビ

ジョン｣､｢′｣､田急情報サ-ビス｣､

｢横浜ケーブルビジョン｣がある｡

施設整備が終了した地域から逐次

再送信サービスを始め､平成 7年度

末に全地区についての再送信サービ

スが開始されている｡

港北ニュータウンCATVは､当

初'TE波障害を主目的に設置されたも

のであり､地域の情報化を図り､市

民の福祉の増大に寄与するためにも､

これから､ニュータウン地区外の電

波節書エリアや都筑区への整備エリ

ア拡大が望まれる｡

CATV使用機器等A?TJtEZ)

わせてCATV整備が若手されてお

り,メインセンターとサブセンター

CATV事入エリア
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4)管理 ･運営

- ｢ケープルネットつづきの森｣

開局一

管理 運営業務は､(秩)港北都市

開発センター (平成9年3月31[】付

施設)に譲渡された｡平成9年4月

1日に ｢ケーブルネノトつづきの

森｣が開局され､(樵)港北都市開

発センターにより運営を行っている｡

(工事部 古賀孝信)

つづきチャンネル番組案内

･aB7篭 舞 ｡づ宴会芸遥

遠 轟 豪 君 麺二
時間 月火 水 木 金 土 日

7 -8㌔9 -10TL つつ--.bT YIウTHll 加入2m(≡琵琶;:要望ル12'㌫ ここ一十
14 つつ亡SccTn15｢盲~17巧も 帆. 芦野181907520 つづミWeJA～3g.;21 つつ亡ty叫 つづ亡22 - ､

つつきScenElry6リiZ3LTZl茶と,Tにa抗E内つつきWeeklyrJ
ォメーンヨンの̂i且l加工でa)Llリす
る｢ケ-ブルネットつつさの茄｣rLI
らでlこLのIh坤石油, め

'■.1･†い＼ ･丁･~ -●＼叫 .t
∴.(_ヽLi･/さいrllq7 '1rl
Bl))らのお和らtr拓を文77∧琴で
1･ir..㌔.IT, p.

払出ちやいました Il ぢ

て ZZS現区内 ErJらゆる場所へJ)
じゃ課してインタビュー. C

令 .I. ‥ I.: I. 品占.2..344.2291
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2バ ーチャルモールへの取りくみ (仮想都市空間の具体化)

港北ニュータウンのCATVは

｢高度情報化社会対応｣として整備さ

れているが､単方向再送信のみを行

っている状況である｡このため､双

方向性能について検証を行う必要が

あるほか､450MHzでどこまでのサー

ビスが可能かを試行する必要がある｡

実験は､CATV回線の設置 ･管

理者である住宅 ･都市整備公Efl港北

開発局と､サービス ･システムの開

発者であるNTTデータの共同で実

施を行っている｡

ハ-チャルモ-ルは､これまで利

用されてきた情報サービスを統合し

て双方向に運用されるマルチメデイ

7ネノトワークサ-ビスであり､今

後の都市としての魅力を向上するも

のである｡

ここで,現在試行しているVlrtUal

∩-Townの概要を示し､今後の発展を

期待するものである｡

(工事部 古賀孝信)

バーチャルモ-ルの特徴

●3次元r街Jインタフェースの採用

-ーチャル モールの仕入(こTJ.るのは間中で10--チi･ル モールのlPでは 普段と同じI'iq党 同L'方法で色々な
サーヒスが芝目L,れよ｢L 維 しいコマンドやぎ̀稚な操作を党Lる必要がありませんOノ､-チャル モールは.人l:やさしい

/ステムです｡

+インタラクティブな1反想空間の実現

バーチャルモールの人LL汁 るオyトr7-クJ)アリティのHlyiは､ほんとうに人 が々'd.水するアクティブ7J.flTで1.人と人との

コミュニケー/∃/が親しめるilテJ鞘だ丈や賑わいのろる街｡アクセスの度l:いつも新鮮/.確兄の3)る術｡バ-チャル

モールは.‡斤しいコミュニティを育成しま七

●電子決,Sや暗号技術による商#利用支援

バーチャル モールは ^/トワークビ/'ォスのインフラとして.信輔性と利便性を同時に提供しよ1ojtyトワークでの

決済や溌金指臥 tCカードを利岡LT=セキュリティの確保､マーケテイング情報の収姓.分析IJ.どが可能｡-ーチャル

千-ルほど/'朴スの新しいST能性を即はよ~㌔

●クライ7ント/サー,(モデルによるスケーラビリティの確保

バーチャル モールはクライ7/ト′/サー-をペースに構築されていまも 新しいサービスを追加Lたり､街と街とをつTL

い11りlAど自由自在.-ーチャルモールは､成長していくノステムです｡

+分散処理によ引氏コスト､低免荷なシステム

'{-チャルモールは高価1..ワークステー/ヨ/や専用の-ードゥェ7を必要としょせんo軌画Tiどの大容il'LLチークは

端末仰のCD-ROMへ｡ZrJ々と安わるリアルタイム情報のふi･ォ､′トワークで配信することで､フレキ/フ'/レな/ステムが
肺焚できますQノ､-チャル モ-ルは オ-プ/ンステムですB

システム構成
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●お店が､ヒルが､施設がサービスメニューです｡

映画を見るなら､映画館へ｡ショノビングなら､デパー トへ｡街の中を自

由に歩きまわり､建物の中に入れば､好きなサービスを受けることができま

す｡

●看板やポスター､店内放送などから新しい情報が得られますo

映画蛇へ向かう途中に偶然見つけた靴のセールで､欲 しい靴を買ったり､

CDを選んでいるときにたまたま目に入ったボスタ-でコンサ-トチケット
を予約したり｡街にはこんなうれしい出会いがいっぱい｡バーチャルモール

が ｢街インターフェース｣を採用した大きな理由が､この偶然型の情報提供

にあります｡

●道行く人と気軽に会話が楽しめま

す｡

バーチャルモールにアクセスする

と､そこにはあなた以外にもたくさ

んの人が､街を歩いていて買い物を

したり､行列を作ったりしていますく

その人達と自由に会話し､情報を交

換できる｡そうしたコミュニケーシ

ョンが楽しめることもバーチャルモ

ールの大きな特徴なのですO

バーチャルモールまちグランドデザインイメージ図

バーチャルモールの利用イメージ

バーチャルモールの利用イメージを='紹介します.

岳 l三豊丑
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第ⅤⅠ章 都市の快適空間づくり琵砦完 妄詣 £蒜 も誓 ∴TP~

1.電線類地中化整備計画

日本における共同溝の歴史は､今

から70余年前の大正12年の関東大震

災後の帝都復興計画に始まる｡当時

の東京市長であった後藤新平が計画

した､東京共同溝2,000キロ計画 (過

称8億円計画)である｡復興予算全

体の4分の 1を共同溝整備とし震災

復興の柱とした｡最終的にはケープ

ル分岐､変圧などの地中化の技術的

困難性より規模が縮小されて､大正

15年九段坂ほか3箇所､ 2キロに試

験施工したのみであった｡

(日本猿初の共同riyl 大正15年)

九段坂 (幹線共同溝)

カス､水道､電話､電気を1溝

収容

八重洲通り (供給管共同溝)

ガス､水道､電話と電気の3状

収容 歩道下

清洲橋通り (電線共同溝)

電話､電気の2溝

秤 (幹線共同滞)枝 (供給共同溝)

枝葉 (電線共同溝)に当たる3

タイプを施工

(共同溝の目的)

路面掘閲に起因する交通障害の

除去

路面維持饗の低下

路面耐久力の増加

路上工作物除去による路面利用

の増加

埋設物敷設饗の低下

埋設物耐久力の増加と維持費の

低下

その後都市の発展に伴い､交通渋

滞問題が重要視されると共に､昭和

33年道路掘り返し規制対策要綱に於

いて､その対策として共同溝整備を

推進する方針が出され､昭和37年閉

講了解､そして､昭和38年4月1El

｢共同溝の整備等に関する特別措置

法｣により､共同溝は道路付属物と

して位置づけられ､また建設費や管

理費の負担方法も規定され,平成8

年度までに全国で約 360キロ､東京

圏で必要な道路360キロ中約 115キロ

整備されたO

1)共同溝の種類

共同溝の種類はおおよそ次のよう

に分類される｡

① ｢幹線共同溝｣

各ライフラインの幹線系の収容施設

昭和38年4月1日制定の ｢共同溝

の整備等に関する特別措置法｣を適

用して整備する道路付属物である｡

収容する公益物件は､電気､電話､

上水道､下水道､カス､工業用水の

6種類に限定されており､この公益

物件のうち2種頬以上の公益物件を

共同して道路下に収容する施設であ

る｡整備主体は､道路管理者自らと

なり､公益事業者が単独又は共同で

設ける施設の単独洞道や共同洞道と

は区別される｡主に建設省において､

国道で実施されている｡

② ｢供給管共同溝｣

沿道への供給系の収容施設

共同溝法の非法上物件である地域

冷暖房管路や廃棄物管路､cATVケ

ーブル､有線放送ケーブル等の通信

ケ-フルを同時に収納するo供給管

共同溝の整備法は硯在のところなく､

幹線共同溝法を適用して実施するか､

法律の適用なしで整備されている｡

港北ニュータウン (法適用なし)､

埼玉副都心 (法適用なし)､東京都臨

海副都心 (法適用なし)､立川北口再

開発 (法適用なし)､横浜みなとみら

い21地区 (法を適用)､多摩センター

(法を適用)､千葉ニュータウンセン

タ- (法を適用)､篠路拓北 (法を適

用)

③ ｢電線共同溝｣(C･Cボ ックス)

平成7年3月に制定された ｢電線

共同溝の整備に関する特別措置法｣

により道路管理者が整備する道路付

属物である｡電気や電話などの電線

の設置及び管理を行う2以上の者の

電線を収容する｡必要本数の管路を

一体とした管路部と分岐部等のハン

ドホールからなるoキャブシステム

に比べ構造がコンパクトであり､約

1/3程度の費用で設置できる｡今後の

主流として期待されている｡

④ ｢キヤフシステム｣

構造は蓋掛け構造のU型コンクリ

ー ト構造 (キャブ)標準部と特殊部

からなる｡宅地の供給箇所等の分岐

部も標準部から直接分岐するO電気

や電話などの電線の設置及び管理を

行う2以上の者の電線を収容する｡

整備法はなく､道路本体として整

備し､今までは主流であった｡



多摩稲城地区キャブ､馬喰町キャ

ブ､元町ケープルポ /クス､赤坂-

ツ木通りミニ共同溝､新横浜､相鉄

緑風都市､公団奈良地区共同管路な

どで実施例がある｡

多摩ニュータウン稲城地区 キャブシステム設3E指繰地下理絵物占用状況

向 電線類地中化の範囲と地中化方式 東京都キャブ設3L路 線 の 道 路 占 用配置標準

2)共同溝の目的

また､共同潤̀の怒備El的は､次の

ように整理される｡

①円滑な道路交通の確保

共同港整備道路に指定されると車

道部分 (歩道を除く)の地下占用は

原則禁止され､道路の掘削が制限さ

れる｡これにより公益物件の維持修

律等のための道路の掘り返 しによる

交通障害や占用=串に伴う生活環境

の阻害がなくなる｡

②道路構造の保全

道路の掘り返 しが難くなり舗装の

耐久力が増す｡

③ライフラインの安定供給

長期需要に合わせて比較的容易に

公益物件の増設が可能となり､維持

管理においても容易に巡視点検が可

能となり.安定供給が行える｡

(彰都 市 防 災 の 向 上

構 造 物 の 安 全 性 が 高 く､都市災害

時にお け る ラ イ フ ラ イ ンの碓保がで

き､都市防 災 上 有 効 な施設である｡

⑤都市景観の 向 上

屯親類の地中化により都市景観の

向上に貢献する｡

3) 港北ニュータウンへの導入

港北ニュータウンにおいては､昭

和53年7月に ｢電柱間道研究部会｣

が開催され､無電柱エリアについて

方針検討なされたOそして､タウン

センター及び駅前センターなど7つ

のエリアについて軽電柱とする事を

決定した｡続いて昭和55年6月30日

には､榔浜市､住宅 ･都市盤佃公団

及び東京電力(榊間で ｢配花線路に関

する淀む｣を締結し､配電線路計画

の基本方針として､上記の場所の架

空配電線路は施設しないこととした｡

タウンセンターにおいては､これ

を受けて昭和56年に横浜市に於いて

策定された ｢横浜2)世紀プラン｣に

基づき､昭和62年にはマスタープラン

(基本計画)の全面見直しを実施し,

横浜の副都心としての益虫箆並偏を行

うこととした｡

当初は電線類の地中化を目的とし

たが､副都心として ｢安全で快適な

都市環境｣と ｢効率的な都市運営｣

を行えるよう､電線類にとどまらず､

副都心を地下から支える大動脈とな

る､地域冷暖房の熱供給管や水道管

などのライフラインの供給管を一括

して収容する ｢共同溝 (供給管共同

捕)｣を幹線道路に計画した｡

そしてそれ以外の′ト現株な民有地に

而 した道路には､｢混線共同収容満

(情報ボックス)｣を剖画した｡ここ

に幹となる共同鞘と枝に当たる電線

共同収容溝 (情報ボックス)による

｢共同満ネットワーク｣が完成した｡

7亡l
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(共同満施設概要)

対象面積 73ha､センタ-北28ha､センター南45ha

延長 2,000m

(内訳)センター北 約 700m

センター南 約 1,300m

特殊部75箇所､出入り口】3箇所､搬入孔37箇所､

給気口9箇所､排気口5箇所

構造 鉄筋コンクリー トホノクス (箱形)

③電力ケーブル (東京電力(棉)

幹線15万4千ボルト､

大規模街区 6万6千ボルト､

中期横幕街区6千ボルト､

小規模街区200/100ボルト

(む電力保安通信ケーブル (㈱東京通信ネノトワーク)

⑤電話ケーブル ((棚NTT)

附帯設備一式,中央監視設備一式 ⑥cATVケ-フル ((柵港北都市開発センタ-)

収容物件 (む有線放送ケーブル ((槻大阪有線)

①上水道管 (横浜市水道局)≠300-≠400ミリ ･総事業費 62億円 (310万円/m)

②熱供給管 (港北ニュータウン熱供給会社付*)

冷水管 (往 ･還)2本≠700ミリ
温水管 (往 ･還)2本≠350ミリ
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共同溝の埋設ルート

タウンセンターは､センター北地

区が28ha(約50の街区)､センター南

地区が45ha(約70の街区)､合計73ha(

120の街区)の施工両横を有 しており､

容積率400-600パーセントとしてい

る｡

タウンセンターの共同溝は､全長

約 2krrrF､大 きなところの標準断面

は､横 68m縦 31mの大きさである｡

共同満には､共同溝法上物件 3種類

(上水道､電気､電話)と非法上物件

4種籾 (地域冷暖房管路､cATV､

情報ケ-フル､有線放送ケーブル)

の合計 7種類の公益物件を収容 した｡

また､法上物件である下水道につ

いては､自然流下勾配を確保する必

要があ り制約条件が大きいこと､カ

スについては別室収容 となりコス ト

的な問題より計画から除外 して､歩

道内への単独地下埋設としたo

また､他地区にみられる ｢廃棄物

管路収集システム(真空集塵システム)｣

については､収集区域の限定による

不公平性 と過大な初期投資が必要な

ことなどから､計画から除外 した｡

共同溝標準断面tg) 単断面タイプ

昌 ≡ l

5,巴氾 It,,一両:I U ㌔＼こ＼r七も
立 亨 一 .. ∈丘∃~..□二 相 と等3官｢⊂⊃顔 /Iu

__洩 …崇芸 ー竪/'建言1彩㌔ /｢′≠毒盟 ;,/ゝ!J

共同溝の埋設位王E事例

共同溝標準位置図

W 上水道(画 底戻.面 xi
E 電力ケープル 4段

E 電力ケーブル 8段
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5)共同溝整備の手続き

共同離整備法に基づく幹線共同溝

の整備においては､一般的に次の手

続きが必要となる｡

① (道路言忍定)道路法に基づき道路

管理者を定める｡

② (指定告示)共同溝整備道路の指

定 (法3条1項)

建設大臣は､公益事業者に意見紹

介 (法5条 1項)し､共同構整備道

路を指定する｡

これにより､草道部分の地下占用

は原則禁止となる｡(歩道は可能)し

たがって､非法上物件である地域冷

暖房管やCATV､音楽事業者のケー

ブルなどは､道路法32条の占用物件

となり､指定告示以前に占用許可を

とる必要がある｡

③ (建設工事)共同溝の建設

道路管理者から公益事業者に意見

紹介し､公益事業者は希望を申し出

る｡

㊨ (占用の申請)

建設公告の翌日から30日以内に占

用申請をする｡

⑤ (整備計画書)共同溝整備計画法

(6粂1項)

位置､名称､構造､占用予定者､

建設日､費用負担､年度計画

⑥ (建設費用)

⑦ (共同溝の管理)

共同溝管理規定の制定､管理費用

は各公益事業者負担

二

LJ
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6)共同溝の事業化

港北ニュータウンにおいては､平

成3年8月9日に事業化について将

来道路篭理者である横浜TrTと協議 し

た結果､街路補助で行うためには､

道路の都市計画決定が必㌍となり相

当な期間が必要なこと､また共同溝

法の適用_については､事業主体が71ri

終道路管理者である械浜市となり､

公団で事業を受託するためには､工

事前に道路認定や事前の調整が相当

期間必要となること､また非法上物

件を収容する供給管共同柵であり適

用法がないことの理由などにより､

東京都の臨海副都心と同じ様に共同

溝整備道路の指定告示を受けずに土

地区画整PJi事業者である住宅 都市

整備公EEがZJi業主体となり､土地区

画整理法軒2条1項施設 (公共施設

の新設)として､街路補助を受けず

に実施し､完成後道路管理者である

横浜市に引き継ぐこととした｡

その際､共同溝法の建設､建設に

関する費用負担方法やその他事項に

ついては､昭和38年制定の ｢共同満

の整備等に関する特別摺位法｣を準

用することとし､｢難用兆同港｣と称

して実施することとした｡

同法は､第 1章総則､策2章共同

溝整備道路､第3章共同鵜の建設及

び管理､第4草共同溝の占用､第5

章共同i削二関する費用､第6章雑則

から成り立っているが､第2草にお

ける共同満整備道路の指定や第3章

の道路管理者による共同満の建設及

び､節5車の国の負担又は補助の項

目を適用しないこととし､それ以外

の項目については ｢共同構法｣を壁

用した｡
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7)覚晋及び協定の締結

平成4年7月1日には､｢地中化覚

A.Jt｣として､(丑整備範囲 (タウンセ
ンター､駅前センター等)､②整備手

法 (準用共同柵と電線共同収容溝等)､

③整備主体 (公団)､径)費用負担 (負

a)の費用及び入横着負担金により整

備)､(9施設の帰属先 (横浜市に移管

する)などを定め､横浜市､公団､

水道局,熱供給事業者､東電､NT

T､CATV､有線TV事業者の入溝

予定串菜者と締結した｡

平成6年3月loHには,｢準用共同

溝と芯線共同収容俳の建設に関する

協定｣として､占用許可の制限､建

設及び管理､盤備計画書の作成､意

見円学会､事業幣の分担､管理費の負

担､占用料の徴収､管理規定の作成､

靴用負担挺約の締結等の内容を定め

た｡唱硯共同収容満については,建

設及び管理の主体､占用の申請､事

#J7iuEの負担､管理規定の作成､費用

負担契約の締結等の内容を定めた｡

そして､平成7年 1月31日には､

平成6年度の入満者負担金の支払い

時jglや方法等を定めた ｢平成6年度

焚用負担契約｣を締結し､平成6年

度から平成8年度にかけて負担金を

受け入れた｡

8)建設に関する費用負担

建設繁用の負担は､共同溝本体に

ついては,共同構法第20条に基づき

公団において建設負担金算定条件を

策定した後､各企業にて負担金 (指

定投資額)を弟:走し､負担金を徴収

した｡

共同溝本体の負担金は,推定投資

額-単独埋設繁用一新規入満経費

(ケーブルのラノク､水道管の基礎土

台など)である｡但し､単独埋設費

用に含まれる占用料については､通

常は75年分を一括支払うこととなる

が､非法上物件の地域冷暖房管やC

ATVケーブル等を含むことと､事

薬主体が公田であり､寵終の道路管

理者でないことより､共同油を道路

管理者である枕浜市に引き継いだ時

卓 (道路認定後)に道路法第32条の

占用中筋,第39糸に基づき占用料を

道路管理者である械浜市に支払うこ

ととした｡

附帯設輔については､利用度を勘

案して定めることとなっており､各

者均等負担としたO(有線放送事業者

には占用両横に応じた減額摺道を講

じた｡)

共同,1出入口部 (センター北地区)

共同J書出入口部 (センター北地区)

9)共同溝の設言十

設計は､昭和6L年3月に制定され

た ｢共同碓設計指針｣(道路協会)ド

基づきおこなった｡共同溝は､一般

部,特秩部,及び換気口と出入り口

で構成される｡一般部は標準断面部

を指し､特殊部は敷設物件が分岐す

る部分や接続部､敷設物件の搬入部

を指す｡構造は､プレキャストコン

クリートと鉄筋コンクリート構造を

比較した結果､雀溝的な鉄筋コンク

リート構造とした｡換気口には､給

気口と排気口があり､構内の温度､

湿度､有毒ガスを排出する目的で各

特殊部に設けた｡構内保守点検用と

して出入り口を13箇所設匪したo

共同;書出入口書6(センター南地区)
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①構内断面

構内断面は構内巡視や作業を考慮

して高さ2_1mとし､幅は各占用収容

物の必要幅に085m (管理用通路)

を加えた幅とした｡

また,収容断面は､一企業一断面

が管理や防災上の観点からは望まし

いとされるが､多くの公益物件を収

容するため､緯柳生､施工性､管理

面を総合的に判断して､地域冷暖房

管路以外は同一断面に収容した｡

②各宅地への取り出し

共同溝から各地区への供給管の取

出しは､各供給管の分岐のためのス

共同,7標準断面図

ペースとして､標準部より-回り大 むと共に､上水道については直接共

きな断面の特殊部を設置して行うこ

ととなるが､タウンセンターには約

400筆の′ト規模な民有地があり､各宅

地の間口が狭いため､共同溝から直

接各宅地へ供給するためには取出し

位班が極端に短くなることとなる｡

そこで,基本設計時の検討におい

て､取 り出し部の延長が短くなるよ

うに火同港を宅地側の渉市道境界付

近に寄せ､連続 した特殊郡を設置す

る検討を行った｡

また､その際通常は歩道内に埋設

する低圧ケーブルを共同溝に取 り込

同紙からの耽 り出しが困難なため､

歩道内に配水枝管を埋設する検討を

行った｡ しかし､共同状より小規模

宅地へ直接供給管を取出す構造にす

ると､歩道側の車道の一部について､

土被り】5mがとれない箇所が生じる

ことにより､将来道路,73FJ!者である

械浜市と協議 した結果､叔終的には

小規模宅地の連担部については共同

縦から直接取出しとせず､共同溝は

道路センターとし､電線共同収容溝

を同じ路線に設置して､そこから各

宅地に取出す方式に変更した｡



③線形計画

縦断線形については､土被り15m

以上を確保 した｡また､排水のため

02パーセントの勾配を確保した｡

④附帯設備

共同滞設計指針に基づき､排水設

梢､換気設備､照明設備､受電設備､

共同溝はit断面図

通報設備､水位感知設備､温度感知

設備､酸素濃度感知設備､照明灯消

し忘れ感知設備､消化設備､避難誘

導設備､非接触カー ド式電子錠 (入

溝管理用)とこれらの制御盤を集中

して監視制御するためにワークステ

ーション2台で並列処理を行う中央

rTl.

tit

平 倉 tJ†
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管理システムの附帯設備を設監した.

また､このシステムはタウンセンタ

ーに設置した屋外エレベーター (追

路施設)や橋梁付属のエレベータ-

等タウンセンター内の新都市施設の

監視制御を総合的に行うシステムと

した｡

10)共同溝の施工

施工は､平成4年LO月から共同溝

及び地域冷暖房洞道の工事に新手し

平成7年4月の都筑区役所開設と同

時に一部の区間について地域冷暖房

の運転を開始した｡そして､平成8

年3月3日]には,中央監視設備を除

いて完成し､平成9年には全面的に

完成する予定である｡

工事は,大半が開削工法によるが､

供用開始清の幹線道路の横断部と地

下鉄横断部については､フロンテジ

ャッキング工法を採用した｡

ll)共同溝の管理

管理に当たっては､｢共同礁管理規

定｣と ｢共同7粒管理,Wl則｣を策定し
適用している｡各占用企業者は管理

規定に基づき管理費を負担する｡

また､共同伴やエスカレ-クー等

の新都市施設を一元管理するために､

平成元年2月に横浜市と公団等によ

り ｢(秩)港北都市開発センター｣を
設立した｡

現在中央監視 システムを用いた

｢共同満管理マニュアル｣の作成中で

あり､都市災害時においても安全な

ライフラインを保てるよう､ トータ

ルな管理システムを検討中である｡
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②監視項目 ･情報伝達項目一覧

監視項目 等 分類 エスカレーター

a,携械系の稼働状況把握 ･駆動装置､';E動機等の稼働 一カゴ､その他設備類の稼働 ･付帯設備の稼働状況

状況 状況 (対象付帯設備)一排水ポンプ ー排風機･動力制御盤 .入出柵扉

b.異常事態多色生の ･lTVによる酷税 ･伴昭､放rq3-､異常温度検知 ･韻常浸水､輿′,;;T;fLillL度上昇,醍･非常停止ボタン信号の受信 信号の受信 欠信号の受侶

検知 ･集青紫澱による安倍 ーカゴ内インターホンボタンに ･不正入出純､不正解錠野報の
よる呼び出し 受信

C.利用状況の確認 ･ⅠTVによる階段監視 一ⅠTVによるカゴ内監視 ･不正入出満､不正解錠警報の

(停止時の来客の有無) 受信

d.横様系の遠隔制御 ･緊急停止 ･緊急停止 (管制運転) I-異常時の排水ポンプ､排風横

･停'i:E後の復;L往時の運転再F期 の運転

e.施設利用者との ･インタ-ホンによる通話 ･インターホンによる通話 ･インターホンによる通話

連結 ･放送装置による呼びかけ ･スピーカーによる呼びかけ

(.関連機関への通報 ･花話による保守サービス会 ･花諮 (又はインタ-ホン)に ･';旺話による土木-軒難所､警察､

杜.若紫､消防等への通報 よる保守サ-ビス会社､懲寮､消防等への油報 (保守サービス会社-は自動通報も可碓) 消防等-の通報

g.データの計測 . ･運転､消懲花力Li:等記録 ･遜臆､消牡碓力鉱等記録 ･入出満記事集

記録 .分析 .関連 ･事故､故僻等の処理結果 ･平政､故願等の処理結果 ー運転､消費電力-1uii-等記掃

資料作成 ･業務内容El報 ー兼務内容El報 ･事故､故障等の処理結果

③監視システム計画

(a)監視対象施設

共同満:4路線 (センター北地区､
センター南地区､各2路線)

エスカレーター .14基 (センター

北地区 :8基､センター南地区､

6基､左記は殺終的吾l画基数)

エレベーター :1基 (2地区Q橋)

(b)センター系施設

中央監視センター (熱供給プラン

ト監視室内)

現場要員配置所 (1地区 ･2地区

の駅前広場地下駐車場監視室内)

(C)センター系機能

中央監視センター .共同溝 ･エス

カレータ- ･エ レベータ-の集中

監視 ･制御 ･通話 ･記録及び現場

要員配置所 ･警察 ･消防 ･エレベ

ーターエスカレーター保守会社

土木事務所等への指示 ･通報

･現場要員配置所 :lIコ央監視センタ

ーから指示があった場合とエスカ

レータ-の稼働開始 終了時に現

場対応 (監視機能は持たないため､

ITV等の監視用機器は設置 しな

い)

(d)設置接器類

･中央監視センター

中央監視装置 (ディスク､CRT､

プリンター等)

･ITVモニター

･放送 .インターホン装置

･伝送変換装置

･軸停電電源装駐

･監視対象施設

･共同満 .共同満の付帯施設と

して整備

･エスカレーター:ITVカメラ､

放送受信 インターホン装置は

エレベ-夕-の標難設備として

設置)

(e)伝送系ルー ト

伝送系のルー トは可能な限 り共

同緋 ･電線共同収容柵 を利桐 し､

それ以外は単独管路倣設ルー トと

する｡
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④中央監視室内容 (DHC内)

(a)共同溝 .港北ニュータウン共同

溝暫定管理規定及び暫定保安細則に

よる

設備監視 ●

･仝点数 (状態 ･異常)

･排水ポンプ･排風機 停電 ･故障 運転回数 運転時間

設置時期 ･更新時期

･動力制御盤 停電 故障 設置時期

･排水ピノト 異常浸水

･温度検出器 異常温度

･酸素検出器 酸欠

･排風機運転指令 (排風機毎手動 .スケジュール)

･電力使用量 (占用者別の電力使用量の算出及び請求寄発行)

･照明及び排風機の消し忘れ確認 (在溝者有無の比較による)

人溝監視 :カード方式による入港監視システム

･出入口扉の施開錠 (出入口毎) .入溝の人力

･出入口扉の開閉 :開閉回数 ･開閉時刻 ･在溝時間

連絡通報

･インターホンより､中央監視センターと共同港内の呼び出し通話

グラフィックパネルによる､故障信号等の警報ランプ表示

(b)エレへ一夕-及びエスカレーター監視

昇降機設備において想定される遠隔監視項目

監視項目 監視内容 速筆エレベーター エスカレーター

設備監視 ･状況監視 ･状況監視 共同溝附帯設備の
(運転/停止/故障) (過振/停止/故障)

･遠隔操作 ･カゴ内監視 中央監視ラインを

(迎転/停止) (屋内タイプ) 使用

ⅠTV監視 ･カゴ内監視 同上監視ラインの(屋内タイプ) 通話
予備ケーブルを便
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⑤現場管理 (KTC対応)
(a)共同溝

･入溝の受付

･工事等の立合

･異′削寺の対応

･定期点検

･構内の清掃

(b)エレベーター エスカレーター

･連行管理 :毎日､

朝､夜の運転 ･停止

･異常時の対応

･定期点検 (機械点検)

･清掃

⑥管理体制

(a)中央監視センタ-監視員

(DHC内配置)

･当面､常駐 1名 (派遣会社)

:昼間のみ対応 (夜間は､電話転

送装置で対応)

状況を見ながら､増員予定

(b)現場管理員 (KTC内配置)

常駐 (技術員)1名 :昼間対応

常駐 (作業員)1名 :昼間対応

･常駐(アルハイト)1名 '昼間対応



<iE路管理者> <中央監視>

届出

巡視点検年間計画書 (仮称)I】

カ ー ド 受 理

巡視点検施行 承粗相

(入構 承 艶 額 仮 称)

入状の安全碓醒 (酸欠等)

点 検 等 構 内 作 業

中央監視装置に入構

音と大柿日を入力

人情殊班顧 (仮称)

と王正合後自動解錠

*1人捕承柁願を提出する着の写実入身分証明音

のコピー及び連絡先を 1年に 1回提出させる｡

*2緊急時の電話及び77yクス等による承醒願

に対して､本人かどうかの確執 ま､管理者側

から迎絡先-電話することによって行 う｡

日日････1 自 動 施 錠 l

13)あわりに

共同溝は､阪神 ･淡路大震災にお

いでも被害は極めて軽傷であり､そ

の有効性が確認された｡共同溝は道

路の掘り返し防止のために位置づけ

られたものであるが､今日では､都

市機能の集積 高度化に伴い､道路

下の区画整理として､道路の地下空

間の有効利用､都市の景観の向上ま

た都市防災の観点からもその役割に

対する期待がいっそう高まっている｡

平成9年3月5日には､建設省内

に ｢共同溝制度改善検討協議会｣が

発足し､今後､短期間で指針をまと

めることとなった｡後藤新平の提唱

から70余年､共同溝にようやく本腰

を入れて取り組むとして､今後注目

されている｡

今回港北ニュータウンにおいては､

共同構法を適用せず供給管共同溝を

整備 したが､阪神 ･淡路大震災後興

をはじめ､市街整備においては供給

管共同溝の整備が期待されている.

また､地域冷暖房管路や都市廃物処

理管路など新たな共同鵜への収容が

要請されている｡

現在の共同溝法は先に述べたよう

に､幹線共同満の整備法であり､公

益事業者は､6事業者に限定されて

おり､これ以外の事業者は別途通常

の道路法による手続きが必要となるO

供給管共同溝は､法的位置づけがな

されてないため､占用許可の制限

(法第4粂)は適用されない｡また､

入柵者決定までのプロセスにおいて

トラフルが生 じる可能性が大きい｡

また､近年情報分野で経営母体の弱

小な企業の進出が著しいが､建設負

担金の算定ルールに特別の配慮が必

要である｡今回の事業においても､

協定書締結まで進んだ有線放送事業

者のうちのl者が最終的に辞退した｡

今後､供給管共同溝が発展するため

には､公団等の道路管理者以外の都

市開発事業者も適用できる ｢供給管

共同溝整備法｣の制定が望まれる｡

そして､設計に当たっては､幹線

共同収容鵜と異なり､供給管共同溝

としての設計上の特別な配慮が必要

となる｡特に､土地区画整理事業に

おいて､共同溝を整備する場合には,

連担 した小規模民有地を多く含んで

いることから､共同満から各宅地へ

の直接供給には特別の構造とする必

要が生じる｡また､道路の土被り等

に対する特別の配慮 も必要になる｡

いずれにしても供給管共同溝として

経済的な構造についてCCポ ノクス
や情報ポノクスとのネノトワーク化

を含め､ トータルに検討 していくこ

とが重要である｡

また､共同溝は極めて重要な公益

物件を収容 しており､高度な防災性

とセキュリティが要求されている｡

今回は中央監視システムを導入し､

集中的な監視体制がとれる構造とし

たが､今後､供給管共同溝のため､

頻繁に各企業による施設増設作業が

想定される｡管理体制を含めた､｢安

全でかつ効率的 ･経済的な管理方法｣

の検討が当面の重要課題である｡

(工事部 枝広茂樹)
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(情報ボックス)

港北ニュータウンにおいでは､都

市景観上の観点より､昭和49年の土

地区画整理事業計画策走時より配冠

練の重臣電柱化の検討が進めらhてき

たが､昭和53年7月には関係校閲に

より ｢電柱聞損研究部会｣が開催さ

れ､撫電柱エリアについて方針決定

がなされた｡

その結巣①幹線道路(参歩行者専用

道路③緑逝④公園⑤学校等の公益施

読(む集合住宅(カタウンセンター及び

駅前センターの7つのエリアについ

て無電柱とする事を決定した｡そし

て､昭和55年6月30日には､横浜市､

住宅 .都市整備公団及び東京電力

(秩)問で､｢配電線路に関する覚書｣

を締結し､配褐線路計画の基本方針

として､上記の場所の架空配電線路

は設置 しないこととした｡そして､

タウンセンターをはじめとし､中川､

北山田､仲町台の各駅前センターと

茅ヶ崎近隣センターの合計約162キ

ロにおいて電線共同収容経を設置し､

電線類を地中化 した｡それ以外の近

隣センターについては,配電線を袈

面から架設し無電柱化した｡

1)電線類地中化の歴史

日本における電線類地中化の歴史

は､共同満の歴史と同様に､大正12

年の関東大震災の復興計画に始まる｡

1タウンセンター北4.115m 嘗

#5,460m

2中川駅前センター り72m

3日二山川駅前センター l.382m

l,'Tt'JQl:J跳IJ7日′､/少 1,801m

5仲町台駅前センタ- 2,257m

合計 16,187m

籍恥薬焚48低円 (30万円/m)
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当時の東京市長の後藤新平のビジョ

ンである ｢束京共同溝2,0mキロ計画｣
において､共同溝整備をr&災複興の

柱とした｡そして､大正15年には､

括洲栢通りにおいて,電線共同溝を

試験施工した｡収容物件は､電話と

電気の2維構造であった｡そして､

本格的に地中化の動きが見られるよ

うになったのは､昭和30年代綾半か

ら､大規模団地における地中配電方

式が取り入れられてからである｡

その後､二期にわたる地中化5箇

年計画において円高還元対策として

実施された経緯もあり､全国で平成

6年度末までに約2,000キロ実施され

た｡

昭和60年には､｢キャブシステム研

究委員会｣が設置され､地中化理念､

地中化範囲､進め方､賛用負担のあ

り方､技術的対応などの枠組みを定

めた｡そして､平成7年3月 ｢電線

共同溝の整備に関する桐別措置法｣

により､電線共同溝は道路付属物と

して位置づけられ､また､建設費や

管理費の負担方法も規定された｡

電線共同鵜は､平成8年 1月16日

に規定された､第三期地中化5箇年

計画において､全国で2.000キロ程度

電揺頬共同収零,暮事入箇所

の地中化を実施日標とし､従来のキ

ヤ7'システムに変わって';'i線共同溝

を主流となる地中化方式として位置

づけている｡

また､平成9年度の建設省重点施

策によると､2,010年を目標に全国で

光7アイノー 網30万Kmを情報ポノク

ス､CCボックス､共同柵等に収容
することにより整備 し､マルチメデ

ィア社会を支える ｢情報ハイウェイ｣
の実現を目指すこととしている｡

2)地中化方式

電線類の地中化方式は､共同鵜ま

で含めると､次のように分准!されるo

① ｢幹線共同溝｣

各ライフラインの幹線系の収容施設

昭和38年制定の ｢共同溝の整備等

に関する特別措置法｣を適用して､

雅備する道路イ勺原物である｡

収容する公益物件は､電気､電話､

上水道､下水迫､ガス､工!J‡用水､

の6種類であり､このうち2種類以

上の公益物件を共同して道路下に収

容し､道路管理者自らが施工する｡

元来､道路の掘 り返しによる交通

障害の脈梢を日的とし計画された｡



② ｢供給管共同溝｣

沿道への供給系への収容施設

共同溝法の非法上物件である地域

冷暖房管路や廃棄物管路､CATV

ケーブル､その他ケ-ブルを同時に

収納 し沿道に供給する｡供給管共同

鱗の整備法は現在のところなく､幹

線共同溝法を適用 して実施するか､

法律の適用なしで整備されている｡

港北ニュータウン (法適用なし)､

東京都臨海副都心 (法適用なし)､立

川北口再開発 (法適用なし)､横浜み

なとみらい21地区 (法を適用)､多摩

センター (法を適用)､千葉ニュータ

ウンセンター (法を適用)

③ ｢電線共同溝｣(C･Cボックス)
平成7年 3月に制定された ｢電線

共同溝の整備に関する特別措置法｣

により道路管理者が整備する道路付

属物である｡電気や電話などの電線

の設雀及び管理を行う2以上の者の

屯線を収容する｡必要本数の管路を

一体とした管路部と分岐部等のハン

ドホ-ルからなる｡キャブシステム

に比べ構造がコンパク トであり､の

約1/3程度の費用で設置で きる｡

従来はキャブシステムとして実施さ

れてきたが､CCホ ノクスはこれよ

り本体がコンパク トで土に埋める深

さが浅いので､既設のライフライン

管の移設が少なくてすむ｡今後の主

流として期待されている｡

電線持共同設aE方式の例

④ ｢キヤフシステム｣
構造は整掛け構造のU型コンクリ

ー ト構造 (キャブ)標準部と特殊部

からなる｡宅地の供給箇所等の分岐

部も標準部から直接分岐する｡電気

や電話などの電線の設置及び管理を

行 う2以上の者の電線を収容する｡

整備法はなく､道路本体として整備

する｡今までは主流であったが構造

が大きいことより､CCホ ノクスに

移行 しつつある｡多摩稲城地区キャ

ブ､馬喰町キャブ､元町ケープルポ

ノクス､赤坂- ノ木通 りミニ共同構､

新横浜､相鉄緑園都市,公団奈良地

区共同管路などで実施例がある｡

⑤ ｢電線共同収容溝｣(情報ボックス)

電気事業者を除く電線を収容する

′｣､規模な豊掛け式のキャブシステム

惰弱ポソクス(通信､CATV等)

電線共同溝 (CCホソクス)
(電力ケーブル､通信､CATV等)

である｡一般的に情報ホ ノクスと称

する｡比較的狭い歩道上に設置する｡

電気は別にケーブルを埋設する｡

整備法はなく道路本体として整備

する｡港北ニュータウンに於いて採

用した｡

⑥ ｢経線類共同収容溝｣

(情報ボ ンクス)

電気事業者を除 く通信線を収容す

る管路式の収容満である｡整備法は

なく道路本体として整備する｡港北

ニュータウンにおいて､交差点部に

おけるCATV(ケーブルテレビ)と

有線放送ケーブルの横断において採

用した｡

⑦ ｢自治体管路｣

地方自治体が管路整備 し､電線管

理者がケーブル設備を整備する｡各

電線毎の管路となり､設置される管

路は､道路法上は占用物件となる｡

⑧ ｢単独地中化｣

各電力､通信事業者が単独で管路

を敷設する地中化方式であり､道路

法上占用物件となる｡

共同,#(電力ケーブル､通信､ガス､上水道､
工其用水､下水道等)

共同設JH方式収容物件 キャブシステム等 (花組共同収容満) 共同7L#多孔式 ミニキャブ キャブシステム

配級類 瓶詰線 T 相鉄線緑園郡市% 奈箇 ;路 キャブ構造基堆 久留米キャブ∴ MM21共同沸キャブ二 十

情報線 I

街灯用 1 単独地中化

低圧電力線 E1

SL.1庄碓力線 E

■屯-)3線 Eh
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E = = 二

3)電線類地中化の目的

地中化の目的は､次のように整理

される｡

(D安全で快適な通行空間の確保

電柱の除去により､通行障害の解

消､植栽の拡充,眺望や都市景観が

向上し､特に商店街などにおいては､

地区イメージの向上により集客力向

上が期待できる｡

(診都市景観の向上

電線類の地中化により眺望や開放

感が向上し､都市景観の向上に貢献

する｡

③都市災害の防止

電柱の除去により､交差点等にお

ける車両交通障害の脈消､消防活動

の円滑化､大地張の際の電柱倒壊､

姓設工事等における感電事故が防止

できるO

④都市機能の向上

術策に合わせた公結物件の増設が

容易に行え､'芯力の安全供給､通信

の信紙性が向上する｡新規の通信ケ

ーブル等の設位もIai柱の設置制約が

なく､設毘可能となり､高度情報化

の促進につながる｡電柱や電線によ

る建築の制限がなくなる.

(タウンセンター電線共同収容溝

施設概要)

対象面積73ha

延長 約9,575m

(内訳)セント北 約4,115m

セント南 約5,460m

構造 鉄筋コンクリートボックス

(2断面､藍掛け方式)

収容物件 (現時点)

･髄話ケーブル ((秩)NTT)

･CATVケーブル

((秩)港北都市開発センター)

･有線放送ケーブル (㈱ 大阪有線)

･総工事Tiq28億円 (30万円/m)
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4)タウンセンターへの導入

タウンセンターにおいては､昭和

l 55年6月の ｢配電線路に関する覚副
を受け､地中化の検討に入り幹線道

路には､供給管共同満を討画し､小

規模な民有地に面した区画道路には､

｢電気事業者を含めた電線共同溝 (キ

ャブシステム)｣を計画し調整に入っ

た｡

その操電気業者である東京電力

(株)と意見調整した結果､

①電気事業者のキャブシステムへの

参画の定義としては､地中化 5箇年

計画において､地中化対象範囲と地

中化方式が設定されていること｡(当

時は設定されていなかった｡)

②キャブシステムの構造からは､歩

道幅員が45メー トル以上必要である

キャブンステム設定上の課呈色

(歩道部への設定の場合)

が､植栽帯や他の下水道やカスの占

用を考慮すると､相互離隔が取れな

いこと｡

③電線を収容するキャブシステムは､

収容スペ-スが大きく､大断面とな

る｡したがって､下水道の雨水宅地

桝とキャブシステムの高さが同じ高

さとなり､下水耳帥J管の施工が困難

となる｡

以上の理由により電気事業者を含

めた形のキヤフシステムの設置は断

念した｡そして､電気事業者は歩道

内にケ-プルによる単独地中化とし､

それ以外の ｢電話｣､｢CATV｣､

｢有線放送事業者｣のケーブルを収納

する蓋掛キャブ方式の ｢電線共同収

容満 (情報ホノクス)｣方式に決定し

た｡
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5)電線共同収容溝

(情報ボックス)の構造

港北ニュータウンのタウンセンター

は ｢土地区画整理郡兼｣であるため

地権者が約400人有り､民有地を多く

含んでいる｡また､間口の比較的狭

い宅地が多いDそのため宅地への引

き込みは直接共同満からは構造的に

純理があり､区画道路には共同溝か

ら分岐した小規模な柵道の ｢情報ボ

ックス｣を計画し､共同状と情報ポ

ノクスにより､全体をネノトワーク

化した｡

管路型式の電線共同礁(C Cボッ

クス)と異なり､港北ニュータウンの

電線共同溝は､U字型構造であり､

宅地への供給のための分岐にハンド

ホ-ルの設置を必要とせず､標堆部

より直接分岐でき自由度が高いOま

た､蓋型式のため歩道摘捕り等を必要

とせず､供給管の分岐等作業が容易

に行えることなとのメリノトがあるo

Lたがって､民有地を多く含み需

要時期や宅地の細分化等による､需

要条件の不確定要素に対して柔軟に

対応出来る構造を採用することとし

た｡そして,タウンセンターでは約

10キロメー トル絵工事費約28倍円を

施工した｡

6)事業化の検討

港北ニュータウンにおいては,平

成3年8月9日に節米化について将

来道路管理者と協試した結果､現時

I.5'J二おいては､情報ポ /クスについ

ての整備法がないことにより､別途

事業とはなりえないこと｡ したがっ

て､土地区画整理串菓者である住

宅 都市整備公Eflが事業主体となり､

土地区画整理法第2粂1項施設 (負

共施設)として,道路本体として整

備し､完成後道路管理者である横浜

市に引き継ぐこととした｡

その際､建設や卦用負担方法等に

ついては､昭和38年制定の ｢共同溝

の整備等に関する特別措進法｣の規

定を準用し定めた｡
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7)覚書及び協定の締結

そして､平成4年7月 1Elには､

｢地中化覚書｣として､(∋整備範囲

(タウンセンター､駅前センター等),

②整備手法 (準用共同満と電線共同

収容柿等)､③整備主体 (公団)④費

用負担 (公団の費用及び入溝者負担

金により整備),⑤施設の帰属先 (樵

浜市に移管する)を定め､横浜市､

公団､水道局､熱共給事業者､東電､

NTT､有線TV事業者等の入満予

定公益事業者と締結したO

平成6年3月10日には､｢準用共同

離と電線共同収容満の建設に関する

協定｣として､占用許可の制限､建

設及び管理､整備計画書の作成,普

見照会,事業費の負担､管理費の負

担､占用料の徴収､管理規定の作成,

焚用負担契約の締結等の内等を定め

た｡電線共同収容溝については､建

設及び管理の主体､占用の申請､事

英資の負担､管理規定の作成､費用

負担契約の締結等の内容を定めた｡

そして､平成7年 1月31日には､

平成6年度の建設負担金の支払い時

期や方法等を定めた ｢平成6年度費

用負担契約｣を締結し､電話事業者､

有線放送事業者より負担金を徴収し

た｡

8)建設に関する費用負担

建設費用の負担は,共同構法第20

条を準用して､公団において負担金

算定条件を策定し各企業にて負担金

(推定投資額)を算定し､公Eflが受領

新規入港経費 (ケーブルのラックな

ど)となる｡但し､単独埋設費用に

含まれる占用料については､通常は

75年分を一括支払うこととなるが､

事業主体が公団であり､道路管理者

でないことより､共同溝を道路管理

者である横浜市に引き継いだ時点で

各企紫者において､道路法32条の占

用申請､および占用料について道路

管理者である横浜市に支払うことと

した｡

推挽美頁共同収容′沖縄造図

経線頬共同収容潮位荘園

9)電線共同収容溝の設計

設計に当たっては､｢キャブ構造基

準 (第三次案)昭和63年 3月建設省

関東地方建設局｣を準用しておこな

･.､ノ∴

(丑収容物件

(a)NTT電気通信線として､き線

3条 (予備1条含む)､配線2条,引

き込み線5粂

(b)CATVケ-フルとして､幹線 .

分配線用3条､引込維5粂

(C)音楽放送事業着用

(d)その他情報練 (信号連携線等)､

将来の新規用

(診基本形状

本体は､標輩部と特殊部に分けら

れ,施工性､経済性,品質性を考慮

して､工場製作 (プレキャストコン

クリート製)とした｡

標輩部は､ケーブル切断等の事故
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J lr r

を予防するために､電話とそれ以外

の通信線を分ける構造とした｡そし

て､共通支持架台 (ラノク)により､

上下2段に分け､主線は下段の管路

部に収納 し､宅地への取 り出しケー

ブルは､ラック上とした｡車道側に

電話を､宅地側にCATVやその他

の通信線を設配した｡そして､共通

支持台l三はスペーサーを設けて､管

理区分を明確にした｡

蓋は､二辿蓋掛け構造とし､セキ

ュリティー保持のために､人力では

開閉不可能なように長さl,600ミリ､

一枚の韮JElili約100キロとして､インサ

ー ト部2箇所を用いて､専用道具に

て開閉する柄遇とした｡また､商業

施設の貨物軒両のLIJl入りを想定して､

蓋は,T-20の活荷重を考慮 して設

計 し､均一牡鹿が関られ､割れや欠

けが比較的少ない､SFRC構造

(高繊維袖轍コンクリ-ト)を採用し

た.表面は舗装糊と同じ糊料が張れ

る俳道とした｡

収り出し部は､将来需要に対応す

るため､傍輩部全てにおいて引込線

が引き込めるように､宅地側40セン

チ篠に厚さ3センチのノノクアウト

部を設けたO必要に応じてこのノノ

クアウト部を壊して引き込みが可能

となる｡

特殊部は､交差点等に設置し､ケ

ーブル分岐装置､増幅器等設置する｡

大きさは,ケーブル付属設備の種類

や敷設作業を考慮 した大きさとし､

配水ピノトを聴ねる｡排水は､入札

接続として市に協議 したが､下水道

局の志向が得られず､街渠桝に直接

接続する方法とした.構造型式は8

種類として､適宜配置することとし

た｡

③設置位置

歩道部官民境界部とし､歩道表面

に高さをそろえ､官民境界石を兼ね

た｡上下水道管やガス管の単独地下

埋設物については､下越 しさせたO

車道横断郡は､途中の取 り出しの必

要が蝕いため､ポ1)エチレンライニ
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ング厚鯛花組管8本による､最も統 10)電線共同収容溝の施工

便な管路方式とした○ 施工は､平成6年3月工事に着手

し平成 7年 4月の都筑区役所開設と

同時に一部の区間について併用を開

始した○そして､平成8年3月31EI

には､全面的に完成したO
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ll)電線共同収容溝の管理

タウンセンター内の電線共同収容

液は､平成 9年3月31日をもって､

全面的に道路管理者である横浜市に

管理を引継いだ｡今後は,市の出先

Tfp務所である都筑土木事務所におい

て､道路施設として､管理 していく

こととなる｡また､入維者である電

話､CATV､有線放送事業者は､

4月1巨は もって道路占用申請を横

浜市に行うことになる｡

12)おわりに

今回､港北ニュータウン ･タウン

センターにおいては､電線類の地中

化方法として蓋掛け方式の情報ポ ノ

クスによるネットワ-クを採用したo

一般的に､土地区画整理事業にお

いては､民有地が多数存在するため､

換地の変更が随時行われ､ケーブル

の引き込み位置の確定など､沿道の

需要条件が､基盤整備時点において

は確定できない｡そのため､自由度

の高い構造を要求される｡

また一方では､センター系の歩道

舗装は当初の基盤整備時期より,グ

レードの高い舗装が求められている｡

したがって,地中化方法の決定時点

において､将来にわたって歩道の掘

り超しについて理解が得られないこ

とが多い｡そこで､歩道掘削の必要

がない方法を採用することとなる｡

また,蓋准トけ方式は､藍が連続する

ため景観的にも､また歩行者の通行

からも問題は残る.センター系の整

備においては､一般住宅地と異なり､

舗道上にも荷さばき用車両交通の過

重を考慮する必要があり､また基盤

整備の時期においては車両の進入箇

所の特定ができない｡今回の構造に

おいても､車両対応の主構造とした

ため蓋にコス トがかかった｡

以上のように乾式の情報ポ ノクス

は自由度が高い反面､多 くの欠点も

併せ持っている.今後建設省におい

ては､電線地中化事業の柱 として､

先に法制度化された花隷共同溝 (C

Cポノクス)を進めようとしている｡

この構造方式によると宅地へのケ

ーブルの引き込みは､管路構造のた

め､分岐用ハンドホールを設置 し各

宅地に引込むことになり,ケーブル

設置後の分筆による新たな引込みに

対 しては多少問題が残るが､埋設深

さが浅く (約30cm)また､電気まで

収容する構造としては､経済的でか

つ､共同洗等に比べ自由度は格段に

高い｡

それ以上に建設コス トや狭院な区

画道路上での整備や設JB位置が浅い

ことより､既設ライフライン管の移

設が少なくてすむなど,数々のメリ

ノトが大きい｡

先進諸国においては､バリ市など

電頒頒(配電損)地中化率の都市別比較

磁練類が100パーセント地中化されて

いる都市もあるが､横浜市において

は12%弱とまだまだ低 く,今後に期

待するところが大きい｡

建設省は､今縁の電線類の地中化

事業においては､道路管理者の理解

を得て,キャブシステムに替わる､

小断面でローコス トな方法として､

この管路方式の電線共同珊 (C･C

ボックス)や情報ポノクスをもって､

法光稲を行う事を考えている｡今回

港北ニュータウンで実施 した､蓋掛

け方式の情報ボ ックスも地中化方式

の一例として､地中化の事業の一翼

を担うことを期待する｡

(工事部 枝広茂樹)

1(れLーX)卜■J99.295.7朋._179J)7三.150月n13R-RZh,nB伽 と
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(電線煩地中化の経緯)

港北ニュータウン計画発表

土地区画整理事業認可

タウンセンター当初基本計画策定
電柱問題研究会部会開催

｢横浜北部新都市土地区画整理中井第-地区及び第二地区の配電線
路計画に関する寛恕｣の締結

･市,公団､東電3着による無電柱区域等の決定
タウンセンター及び駅前センター等は原則として架空
配電線路は設置しない

｢第二地区の電気供給設備に関する工事卦負担金契約｣東京電力
(樵)と締結

キャブシステム
62- H元 年 度

H 211
212
21018

21019

3 5 1
3 8 9

3I216

4 228
4 310

4.415

4.611
4. 7 1
6.310

7 131

8 123
8 228
8 329

8 3.31
9 3 5
9 331

タウンセンタ-マスタープラン (悲本計画)の変更
共同離､花組共同収容柵､地域冷暖房を導入

タウンセンター､駅前センター地中化方針決定 (局謙)
タウンセンター地区共同jll!殻システム遊本設計実施

横浜市関係課長会
･タウンセンタ-に共同満と';混線共同収容経を導入する

･各企業に供給処理計画の策定を依探する
市と公団共催により公益司i菜者脱明会を開催

･東電､NTT､水道､ガス各企井に供給処理計画の策定
を依頼 (市退路局長,公団港北朋発局長による)

CATVの地中化エリアについて横浜市協放
横浜市関係課長会

).主要幹線道路に供給管共同緋を導入する

2その他の道路に'p電線共同収容経を導入する
3.共同溝の整備手法､整備主体については土地区画整理法
第2粂第1項の施設とする

横浜市関係係長会

).共同溝は準用共同鵜として整備する
2事務手続きを進めるにあたって方針決裁をとることとした

CATVの地中化構造 ｢雑親類共剛 又客礁｣について横浜市協議
横浜市関係課長会

･準用共同洗､電線共同収容淋方式の決定､市担担当課の
決定

地中化連絡調整会議

･参加企菜に軽備方針と並備スケジュールを説明
横浜市方針決敦 ｢電線類の地中化に関する整備方針｣
地中化覚沓締結 (整備方針､整備主体､施設の帰属先等の決定)

艶用共同決の建設に関する協定む締結 (事業費及負@_金決)

屯線共同収容溝の建設に関する協定里芋締結 (事英資及負担金決)
平成6年度焚用負担契約

堆用共同離協定変更(可磯 gJfiq延伸､平成8年度束､草葉牡及乙唄担金決)
付帯施設費用の軽減措fFBの安望 (キャンシステム)
｢号E線共同淑法の整備に関する特別摺肥法｣制定
裾線共剛 又容離協定変更 (事業7mの変更)
弘隻用共同柵協定変更横浜市協放
論線放送事業者のキャンシステム辞退届け提出

雑用共同捕協完変更(キャンシステムの削除､事業期間延伸､平成

8年度､事業戟及び負担金の変rE)
電線共同収容溝平楽完了
道路認定 (電線共同収容柵械浜市引継)

共同株事業完了

Jlll
f

杜芯背勢

東京オリンピック開催

沖縄県本土復帰､浅間山荘事件

第1次石油ショノク

第1回先進国首脳会議(サミット)脚監

ロッキード事件
新東京国際空港 (成田空港)開港

第2次石油ショック
イランイラク戦争勃発

日本住宅公EZlと宅地開発公団が

住宅 ･都市整備公EZlとなる
東京ディズニーランド開園

ロス疑惑､グリコ森永事件

62E劃鉄分割民営化
63リクルート様態串件
平成元昭和天皇没
ベルリンの壁jbi懐

中国天安門郡件

措岸拙争勃発
ソ連邦の解体

バブル崩壊

佐川･疑惑

阪神淡路大震災



(地域冷暖房の導入について)

｢地域冷暖房システム｣は､都市

の省エネルギ-効果､環境保全効果､

防災効果､経済効果､都市景観効果

の観点から昭和62年のマスタープラ

ンの変更に合わせて検討を進め､平

成2年12月に基本構想に入り､平成

4年4月導入を正式決定したO

そして平成4年8月6日には､地

域冷暖房の道営を目的とする､｢港北

ニュータウン熱供給会社㈱｣が港北

都市開発センター (公団出資)､東京

電力(榊､東京カス㈱及び金融機関の

出資により設立され､平成5年には

熱供給事業の許可を受け､工事に着

手し平成7年4月より､センター南

地区の都筑区総合庁舎の開設と同時

に第-プラント設備 (供給予定エリ

ア129ha)を開設し,延床約3万m2

に対して､熱供給事業を開始した｡

センター北地区の第-プラント設

備 (供給予定エリア 26ha)について

は､平成9年度末に完成予定である

ブラザビル (公団において建築)内

に建設中であり､平成10年度から熱

供給事業を開始する予定である0

1)整備計画

①地域冷暖房の必要性

近年の大都市圏を中心とする新市

街地開発や再開発等に於いて､地域

冷暖房の導入が急増 しているが､こ

れらの地区の年間熱需要と比較した

のが別図である｡(次頁)

港北ニュータウン･タウンセンターの

熟需要否度(難需要量/対象地区両校)

は基本区域で435-475Mcal/m2/

年､拡大区域で52-79Mca]/mZ/

年となり､他地区と比較しても同等以

上の秋需要密度を有する地区である｡

地域冷暖房は､地球的規模として

の自然環境保全に貢献すること,導

入により都市防災上の効果､省エネ

ルギー､省資源効果なと数多くの効

昭和53年 4月 横浜 整備公団は､旧日本住宅公団法第36粂

協談に擬し事業計画に対する党番を交換した｡その節29条に

｢地域冷暖房の導入について検討を行うことo｣とした｡

平成3年度 桝浜市､住宅 .都市紫備公団､通産省､荘設省で構成する

｢地域冷暖房検討委員会 (委員長 :浅野光行)｣を設懲し､

港北ニュータウンのタウンセンタ-地区への地域冷暖房番人

平成4年 4月 導入方針決定O(本社役員懇談会)

平成4年 8月 港北ニュータウン熱供給 (秩)が設立された｡
平成5年 1月 センタ-南地区プラント建屋の建築確認申請をしたO
平成5年 2月 横浜市が業務核都市に指定された｡

(タウンセンターは業務施設炎区に指定)

(市長利長の意見む添付)による照会をしたO

(平成5年3月29El市より｢基本的に了解｣の回答があった｡)

平成5年 6月 センター南地区の熱供給事業が認可されたQ
平成5年 10月 センター北地区の熱供給事業が認可されたo

平成6年 2月 区画整理野菜の施行に伴い､公共用地における l地下埋設物

占用位JE協議｣の一環として､Tq.用洞道の位JEについても公

団が枕浜市と協試し平成6年2月に市の回答を得て､工事が

平成6年 11月 横浜市 ゆめはま2010プラン｣において､

ウンタウンセンター地区では市街地整備にあわせて地域冷暖
房を推進することO｣と位JHづけられたo

列の施設として､

供給について ｢難解給に関する基本協定TLI｣の締結がなされ
た｡(市⇔港北ニュータウン熱供給 (秩))

平成7年 3月 センター南地区熱供給規程が認可されたO

平成7年4月 )も給について､

され､熱供給が開始されたo(市t)港北ニュータウン熱供給 (樵))

枕浜市環境の保全及び創造に関する基本条例｣が制定され

平成8年 2月 センタ-北地区節ユプラント工事話手O(プラザビル内)

平定8年 4月 f浜 地放冷畷房1fr;進 E'l針｣が制疋された｡

平成10年 4月 センター北地区第1プラント供給開始o

某が期待出来る｡

また､多機能複合都市として高度

に郡市機能が集積され､安定した高

水#.なサーヒスが求められることか

ら平成3年には､通産省､建設省､

横浜市と公団で構成する地域冷暖房

検討委員会を設置し､検討 した結果

環境制御性や先進技術 を適用 した

｢地域冷暖房システム｣の導入を決定

した｡

整備課題としては､タウンセンタ

ー内に民有地が数多く含まれるため

ビルトアノブが不確定となり､熱需

要の時が確定出来ないため､段階的

な整備を計画し､柔軟性の高い計画

とした｡

(塾供給エリアの設定

供給エリアの設定に当たっては､

小規模民有地を多く含むため､エリ

アを公団用地､横浜市用地､保留地

など引画的にヒルとア ノブのできる

施設用地を中心に ｢基本区域｣とし

当面の整備エリアとした｡対象延床

でセンタ-北地区で約14万m･'､セン

ター南地区で約31万mz､合計約45万

m2を基本区域とした｡
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また､民有地についても一定の条

件の上 ｢拡大区域｣ として熱需要に

合わせて整備の予定である｡

③熟需要の想定

(a)熱需要量原単位

当地区全域での熱需要はピーク時に

おいて冷熱954Gcal爪と推定される｡

地域冷暖房対象範囲のピーク時最

終秋需要は､地区全域に対 し､｢基本

区域｣で冷熱44%､温熱48%であり､｣

｢拡大区域｣で冷熱70%､温熱67%で

ある｡既存知見から以下のように設

定 したO

建物用途別熱需要量原単位

恨大館安立
(Kcal/m2･日)

地域冷暖房対象範囲の設定

基本区域
基本的な考え方 比較的早期の串;化が見込 地区の韮枢施設として､基本地

まれる公共用地等を対象と 域に連担し､または大規模な民

するo 地を加えた区域を対象とするo

(D熟需要密度 ･原則としてCL1W rrf.h以上 ･原則として0.1Mca1/m2.h以上

◎敷地規模/容椛率 ･容柿率400%以上 ･香椎率400%以上

(丑土地利用 ･公共施設核的複合施設､STL.(施設計画) 莱 .業務施設､公共施設

(少所有形態

地､保JJAJ地 ･左記の地区に連担しまたは大規模施設が計画されている民有地

(封プラント.

地域冷暖房導入･計画地区における年間熟需要の比較

(Mcal/m21年)

")住宅の原単位は､l戸あたり熱fJF.質量をへ-スに､75地
区全域地区仝城戸として推計した｡
◆2)文化施設は､業務地紋の原単位で雅言iしたO

(b)熱需要量想定

街区別建物用途別延床面積及び熟

需要量原単位から当地区の熱需要想

定結果は表のようになった｡

熱需要想定結果 (最終需要)

叫 ダ +∫ヽ+､

沖71--(7-クヒルズ乏MZ･% 了◆+L,+

nlh+'∵ +ク /

偉大需要達 (Gca1/h) 年間需要量 (Tea)/午) 延床面積(rTf)暖房 給湯 冷房 暖房 給湯 冷房

也区全域 1地区 23.7 2.7 36.7 =ー 4.2 33.5 421,980

2地区 44,5 10,8 58_7 23,2 20_2 49A 705,】60

合計 68.2 13.5 95.4 33.4 24.4 82.9 ),127,140
81.7 57.8

蓋蓋 1地区 8,2 0,5 13,9 3,2 0,5 12.9 】36,510

2也区 北 18.9 7.2 20.0 ll.9 14.1 14.1 232,910
南 4,8 0,3 8.2 1,8 0.3 7.7 79,280

′｣､計 23.7 7.5 28.2 13.7 14.4 21.8 312,190

合計 31.9 8.0 42.1(0,44) 】6.9 14.9 34.7(0.42) 448,700(0,40)39.0(0,48) 31.8(0.55)

凍壷i 1地区 15.6 1.0 26.7 6.0 1.0 24.9 259,170

2也区 北 19_3 7,2 20,7 12,I 14,1 14.8 239,790
南 10.9 0.7 19.1 4.l 0.7 18.1 181,720

小計 30.2 7.9 39.8 16.2 14.8 32.9 421,510

合計 45.8 8.9 66,5(0.70) 22.2 15,8 57.8(0.70) 680,680(0.60)

( )内は､地区全域に対する比率を示す｡(注)Tca1-1,000Gcal
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④熱供給プラントの位置

プラント位置の選定に当たっては､

地区の地形特性や道路条件また､熱

需要の規模や供給年度なとを総合的

に検討した結果､センター北地区 1

箇所,センター南2箇所を計画した｡

また､立地位置については､それ

ぞれ熱需要の重心位置に近く､初期

供給街区に近接した場所とした｡

基本設計ではセンター北地区の北

プラントはヒシネスコア用地 (6-3

街区)に計画したが､建築スケジュ

ールの関係より5-5街区の一部に専

用プラントを設けた｡また､センタ

ー北は1412街区のプラザビル内に設

置した｡

⑤熱供給プラントシステムと地域配

管網の設計

設計にあたり､熱需要晶の想定を

した結果最終需要として､ピーク時

において冷熱9540:抑t､温熱817Gcal/ll
と推計した｡

熱源は､エネルギー分散による安

定供給と防災上の危険性に配慮 し､

電気とガスを併用する ｢ペストミノ

クス方式｣とした｡

センター北地区プラントは､電気

主体 (カスも使用)とし､主要熱源

機器は､ヒ-ティングタワー式ヒー

トポンプとし､冷房廃熱利用が可能

な水熱源回収型電動ヒー トポンプと

した｡

センター南地区プラントは､都市

カス主体 (電気も使用)とし主要熱

源樺器は､蒸気ボイラーと蒸気吸収

式冷凍機と冷房排熱吸収ポンプとし

た｡

温熱媒は､排熱が有効に利用でき､

給湯需要にも効果的な温水供給方式

とした｡また､冷熱需要と電力のピ

ークをカノトするためそれぞれ深夜

電力を利用した冷水蓄熱槽を設けた｡

このシステムにより､センター北

地区プラントでは､7℃の冷水と

47℃の温水を供給予定であり､セン

ター南では7℃の冷水と80℃の温水

を供給中である｡

導管は冷水､温水それぞれ往 ･還

の4管式とし､共同構内収容とし､

共同満のない部分について専用洞道

を設け収容する計画とした｡

センター北地区で≠50-750ミリ､

延長 110m､センター南地区で≠200

-650ミリ､延長1280rrlを計画した｡

専用洞道としては､センター北地

区で4882m､センター南地区で394

m､合計で8822m設置した｡

また,専用の出入口については,

センター北地区で3ヶ所､センター

南地区で2ヶ所について､共同満と

は別に設置した｡
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2)事業化の棉討

平成4年4月の事業方針の決定に

当たっては､当面の熱需要として､

平成11年度までに延床面積にして約

30万m2を当面の事業のフレームとし

た｡主な対象施設としては､センタ

ー南地区で都筑区役所､百貨店､総

合病院､ビジネスコア､センター北

地区でブラザビル､百貨店を計画し

た｡

また､事業シュミレーションの結

果､熱需要が長期に渡ることから､

経営体力を付けるために､各種公的

助成制度や融資制度を活用した｡

3)施設の建設

平成4年の事業フレ-ムに基づき､

平成4年度からセンター内の道路工

事に先立ち､専用洞道の工事に着手

した｡

そして､平成5年度からは､セン

ター南地区のプラント建屋工事に着

手し､平成 6年度にはプラント設備

と共同溝及び､専用洞道内の地域導

管工事に着手した｡そして､平成7

年4月23日に新しく開設した､都筑

区総合庁舎､公団局舎､及び､まち

づくり館の合計延床面積約3万mZに

ついて供給を開始した｡

そして､平成8年2月には､セン

ター北地区ブラザビル (仮称)内の

プラント設備工事と､平成9年度に

は､センター南地区の西南東急百貨

店への導管工事を行い平成10年4月

からプラザヒル及び西南東急百貨店

への供給を開始する｡



4)おわりに

地域冷暖房の熱源として､既設の

横浜市北部清掃工場からの廃熱B]収

を検討したが各種の制約条件により､

実施には至らなかった｡平成元年度

の北部工場の熟利用としては､発生

蒸気丑の約 1パーセン トに当たる

6956トンにより 11500KWの復水蒸気

タービン発電機により発電 し､電力

会社に買電の他､近接の温水プール

などの公益施設に熱供給を行ってい

る｡今後新規に計画をする場合にお

いては､可能であれば都市に於ける

エネルギーのリサイクルの観点から

も一体的な計画策走が望まれる｡

また,事業としては､平成7年度

4月より供給を開始 した港北ニュー

タウン熱供給事業の置かれている現

状は決して楽観視出来る状態ではな

い｡串紫の平成4年度の導入を決定

した直後､バブルの崩壊 という社会

情勢の変動が生 じ､当初予定 した企

業立地が大幅に遅れてきているOこ

のため､全体事業規模の見直 しや事

菜フレームの見直 しなど､社会変化

に柔軟に対応 していく必要が生 じて

いる｡

現在全体フレームについて再構築

中である｡

港北ニュータウンのタウンセンタ

ーは謀生したばかりである｡これか

らますます成長 していく過程で､安

定し高度化された高品質な都市エネ

ルギーとしての地域冷暖房は業務核

帯市の基盤を支える重大な使命をま

すます担ってくるものと期待 してい

る｡

(工事部 枝広茂樹)

(熱供給召喋 の概要)

7.0
800

総合病院には蒸気を供給

7,360
204

炉筒煙管式蒸気ボイラ-

4台 (2台)
水熱源ヒー トポンプ

1台 (1台)
蒸気吸収ヒー トポンプ

2台
蒸気吸収冷凍機

4台 (1台)
※ ()は当初の設置のもの

4管式

¢80-750 I,280m
¢50--400 I,280m

RC造 (地上2階､地下2階)

3,430
4,110
950

平成4年8月6日 資本金118円

(通産省5資庁第7108号)
平成5年11月5日
(横浜市告示第321号)
平成7年 月 日
平成7年4月 1日 (予定)

(センター北第1プラント設備施設枚要)

熱供給区域 2.6ha供給方式 冷水 温水4管方式冷水 (荏) 7度℃(還) 14度℃琵莞句 読

誌顎 蒜娘 温水 (往) 47度℃(港) 40度℃

-⊥=三三三三､ -..i プラント建物 地下2階地上2階延べ床2.640nf

(センター南第1プラント設備施設概要)

熱供給区域 12.9ha供給方式 冷水 温水4管方式(一部蒸気区間は6管)冷水 (往) 7度℃(過) 14度℃温水 (往) 80度℃(過) 60度℃プラント建物 地下2借地上2階延べ床4,100㌦ 卿 ,'Tt空言 ヲ習 字 耶･ll一一一ト
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供給区域両横

供給対象延床面株

事業認可された主

な供給対象施設

営兼開始の時期

_平成 5年10月29日

(平成8年 6月21日期間延長)

(平成8年 7月28日

-平成11年 7月28日)

26ha

132ha

ブラザ ビル

共同化義務街区 (阪急百貨店)

ブラザビルへの供給開始

平成10年4月

温熱 84Gcalル1

ブラザビルの地下4階に設置する

プラント延床面秩2,636m2

熱源蓄熱水槽 約2,400m2を地

下4階床に設置

主要熱源をヒーティングタワー式

ヒートポンプとする電気主体の方

式とする

冷水 7Co (還水14Co)

冷水 ≠650-250
温水 47Co (還水40C )

温水 ≠500-200

軌

扶
給
施
設

空気熱源 ヒー トポンプ 2台

(ヒーティングタワー)

水熱源ヒートポンプ (熱回収型)

1台

ガス焚冷吸収冷温水機 1台

蓄熱槽 冷水槽 400m2

温水槽 400m2

冷温水槽 1,600m2

計 2,400m2

冷却塔 1基

熱回収型 ヒート

ポンプ 1台

カス焚冷温水発

生機 1台

蓄熱槽

2,400m2

己ー廿串労l 串筋やヲ l i l

童詔千liT7.1lぎ∃…●l._｣__L.r上土H芦 I -Tk .

ロー【≡∈一杏i I～..!-

蔓市 河-トポンプF.~｢｢_…厨 lHI 一~∵＼< ヨiI｢ヽ5i ら

夢rilIi∃iIILL⊂こ‥+l @ポ､@プー_♭JI,二I.A-a*@*タ-電気室 巨l≡lポ,A義.81室 (:'pトー+-LきH--H｣-｣l･+一丁.÷｣｣【｣1 川■L｣
eF㊤＼竺･n ㊨ 【i,.｣_｣
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センター南地区概要

センター南地区DHC覆要 ;;‡( )内はrf東萩終千束

難事業認可

都市計画決定

供給開始予定

熱供給区域

熱供給建物

供給条件

･供給方式

･供給温度､圧力

供給期間

プラント建物

熱源楼器

平成5年6月11日
通産省 5資庁第7108号

平成 5年日月5日

横浜市告示第321号
平成7年4月1日

横浜市都筑区 約 129ha
第1期-10街区 (将来】9街区)

延べ 35,200m2(将来227,00)m2)
平成7年度予定 都筑区総合庁舎

住宅都市整備公団局舎

港北まちづ くり飽

冷水､温水4管式 (一部6管式､蒸気有)

冷水 (往)7Co9-10kg/cm=
(還)14C'6-7

温水 (荏)80C'9-10kg/cm2
(還)60C 6-7

通年24時間供給

地下2階､地上2階建延面積4.]00rnZ

l熟回収型電動ターボ冷凍機

640RT 1台

･吸収式冷凍機 (蒸気) ｢
1,500RT 1台 2,】40RT

1,500RT 3台 (将来7,500RT)

4',訳書 及収ヒ完 ボン二 ･･.｣

･屯熱槽

･冷却塔

搬送馳係

(合計水iii)

･ポンプ

･配管

･共同構内地域

配管長 (往き)

･専用稚内地域

配管艮 (往き)

電気設備

･受変屯設備

･自家発電設備

･ボイラー (8kg/crnl)

48ton什･ 1台 ｢
15.Oton/h l台 198ton/ll
)501onn1 1台 (将来5281onnl)

18010n什1 1台 l

地下 2階床下ビット
冷水糟 l,150-2.300m2 500RT
熱源水槽 1,】50m?(将来)

2,149CT 2台 (将来2.149CT 4台)

1台白煙防止対策仕様

冷水ポンプ 1,142m2nl(3,458m-'nl)
混水ポンプ 313m2什l(9日m2nl)

冷却ポンプ 1,839m2/ll(6,985m2nl)
冷水 プラント主管 700A

地域*_管 3C0-700A
温水 プラント主管 400A
地域導管 200-400A

約L20m (約640m)

約 80m (約390m)

受屯方式 66kv3相3線式 本線､

予備繰受電 60kvガス維緑開閉装置

主変圧器 sF6 ガス自冷式

4,500kvA 66kv/366kv-2台
120kvA 415V 3相3線式
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熱源 システム侭鞄 フロー図 (センター南地区)

熱供給串#Lこ対する公的助成策一覧

■TT1-T,山 ℃̀′l'℃ E互コ-JL [::コ..zu -こコ.- -

; = '頭 喜;N..7′-

rJJJJJJJJ-[

-iTGrL-i二芸 聖

や ■ Lq 岐 ■ tB h 法 事 公 的 肋 成 の 内 容

枚 N 面 法人税法♯45集 ら.

地方税法第349集の3

地方税法事586先

旬)畦油引取税の免煉 地方税法事700集の6

租税特別榊 注

Ll + 特別利脚 Ll
特別fll串捌 LL

特別利申出榊 FE

(tt紙.荒tl畔 以内中小金井看.地方公共大企集者 Lその他28年以内伏正)

出 宍 面 - (北海

-

そ の 他 法

蚊 :特利 5蚊 :特利 5

(昏客稚q_捷和

対及施設 .中水;緊ガス ･地祇相似 施設也 か■
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2)公共空間計画の基本方針

タウンセンター修正マスタープラ

ンを受けて､公共空間計画の考え方

が整理 された.先ず､来街者の約 6

割が車利用 と予想 されることから､

周辺幹線道路からの動線を確保する

と共に､センター内でのネットワー

クの段階構成を明確にして､車によ

る来街着がスムーズ且つ快適にセン

ターを利用する事ができるようにす

内では歩行活動が主体 となるが､車

両動線とも融合させるなど､歩行者

の安全性だけでなく､歩行者にとっ

てわか り易 く且つ快適に利用できる

ようネ ットワークを形成する｡歩行

者空間は､センターの高低差のある

地形を活か して､眺望やビスタを楽

しめ､21世紀の都市空間として､自

然と共存する空間づ くりを目指す.

これらの方針をまとめると､表の

る必要がある｡ また､センター地区 ようになる｡

公共空間計画の基本方針

1.車でアクセス し易い

公共空間 ヒエ ラルキ

ー体系

3シンボル広場 を中心
とした構成

眺望や ビス タのある

奥行 きを持 った空 間

づくり

6立体利用により､公共

空間の高度利用を図る

｢
｣
-
-
-
-
-

-

｣
-

公共空間計画の設計方針

明確な段階構成による道路ネノトワークシステムの構築によっ
て､車利用への横棒的な対応を図り､使いやすいタウンセンター
づくりを目指す｡
また､渉車融合道路の導入により､歩行者とiriが安全に共存出来
る道路づくりを目す旨す｡

･シンボル広場を中心として､タウンセンタ-内を巡る歩行者ネッ
トワークを形成するo

i)歩守一緒ネット ･高低差を活かした空間づくり

ワークシステム ー高低差が苦にならない施設づくり･水と緑を活かした安全で快適な歩行者空桝づくりをEl指すo

･道路ネノトワークシステムを混乱なく機能させるための交通
管理システムの構築と､タウンセンター利用者の利便性を向

日)交通管理 上させる駐車場 ･駐輪場の設置､及びタウンセンター内にお
けるサブ トラフイノクシステムの検討を行い､利便性の高い
タウンセンターを目指す｡

･鹿車場 .鹿絵場をタウンセンタ-内の適切な位社に配置し､センタ

iy)脚 嘉.鱗 -内の不要な交通を排除して､センター利用者の利便性向上を図るo

･上記各計画を補完し､わかり易く､正確に目的の施設まで到達でき

V)サイン.案内システム るよう,サイン.案内を整備する〇･タウンセンターの快適性を向上し､タウンセンターのデザインテーマである光 .普 .風を表現するストリートファーニチャーを整備す

･タウンセンター公共空間の利便性 .快適性を補完するために､公共
空間だけでなく､沿道建築物に対して､-37.-観的誘導､利便施設設置
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3) 道 路 ネ ッ トワ ー ク シス テ ム

車 利 用 来 街 着 にわ か り易 い ､ 明確

に道 路 の性 格 が 理 解 で き る よ うな 4

段 階 の ヒエ ラ ル キ ー と しっ らえ を設

定 す る｡

タウ ンセ ン ター 内 の全 て の 道 路 は

非 行 者 の た め の 空 間 と して も機 能 す

べ きで あ りそ の ため に ゆ と りの あ る

道 路 幅 員 の確 保 と､柏 栽 帯 を設 置 す

る｡

車 対 応 を図 る道 路 につ い て は ､駐

車 場 へ の待 ち行 列 デ リバ リーサ ー

ビス の停 車 処 理 - の対 応 と して ､停

車帯 を原 則 的 に設置 す る｡

道路ネノトワーク構成図

ラ ンク別 道路 ネ ッ トワー クシステ ム

ランク 内 容

ランク1幹線道路 ○タウンセンターアクセス追給 出盈畠盈

ランク2 ○タウンセンター進入JL,- ト ii曳払組

ランク3 ○地元サ-ビスルート 主土姐 鎚

･jll二だ･鵜本的

ラ 歩ン 行ク 者4 使先追紘 ランク4-1

一泊廿宅Li主人へのIH

ランク4-2

4 i芸 ./pf..:.:讃 .一三鞄 野 :.L..'i::L誓 in./固 棚 舶 団 シンボル湘 AEZj補助幹線遠路 E∃い ポル連絡B
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4)歩行者空間ネットワークシステム

タウンセンターの歩行者空間は､

これまでの日本の都市空間には撫か

ったスケールの都市広場 (シンボル

広場)を中心として､都市軸及び回

遊軸から成るネノトワークを形成す

る｡

都市軸と回遊軸の構成

歩行者空間ネノトワークは歩行者 に､広幅員のフォーマルな空間とし

専用路だけでなく､広幅貞歩道をも て計画され､回遊軸はセンター空間

つシンボル道路 ･歩車融合道路 ･宅 の隅々まで人々を導く歩行者空間で､

地内通り抜けペデなとによって構成 ヒューマンな穿開気を醸 しだす空間

されるO として計画しているo

都市軸は､タウンセンターの基幹

歩行者軸としてシンボル広場を中心

羊芸,'7Z -Y1..-~~-′ -tj.f7! 匡弓都市軸

卑% 1,範令顔--持 出公■ [豆コ街角広q,.##
■rL午久

甑 . ++

- _11 十 早川

# 7
匡 ≡ ∋匠 ~ - .- i苅r一一J花

佐Ⅱ戸.二化 .過当字 』 !! E i /

また､一般道路部における歩行者

機能の充実を図るため､歩道幅員は

30m以上とし,全ての道路に植栽を

施すこととした｡

歩行者ネットワ-ク図

113

また､高低差の大きいタウンセン 所では原則としてスロープを設置す
タ-内での移動に際して､自転車 ･ ると共に､高低差 の大きい箇所はエ
乳母車 ･高齢者などの負担をできる レヘ一夕一 ･エス カレーターの設置
だけ軽減するよう､高低差のある箇 も計画した｡



5)交通管理システム

歩行者対応を主とする道路の一部

(歩車融合道路 ･シンボル道路B)に

ついては､交通量が相対的に少ない

と予想されるため､一方通行路とし

て設定する｡

タウンセンター内道路交差点には､

タウンセンターの熟成に伴って信号

等の交通管理機器が設置されるが､

そのシステムを十分検討 して､工事

による掘削を萩小限にするようにし

ている｡

また､道路ランクの相違による道

路交通の滞留を防ぐため､交差点で

の右折レ-ンの設置を図った｡

また､歩行者専用路広場等の､通

常車両の通行 しない公共空間に対す

る管理車両の進入経路についても設

定し､橋梁や路盤等の設計に反映さ

せている｡

信号交差点の設定

管理車両動線ネソトワーク画

-rl表-I-.衣 ･没饗′L.Th'二､ [:亘 ] 進 入 口[:E ] 通 過H ..:L..;.p= ､ふ声1ー ノ_､

や や pLjL-6A Eq.ヽJJ.LLr7i.i/ ㌶増合公■挺 r

' g r J ー 辛久

tFP川

ut-CD+ ㌔.≡--く I -

i ,S .召1 - 弼 轟 - ≡ ====== 毒 表書

LLILLl l l 墓 室 J I- 弓 5 /'L-
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6)馬主車場 ･馬主輪場ネッ トワ-ク

システム

公的戯iJuBとして､センター北地

区に2カ所 ()J)Oo台)､センター南

地区に3カ所 (1.POO缶)の合音12000
台が､民間駐車場として,核的複合

施設4カ所各500台ずつ､合計2,000

駐車堤配t因

台が計画されている｡さらに民間施

設内に横浜市風車城川虻義務条例に

よる脱三車協が設II-rlLされることになるo

これらの鑑平場をネノトワークし､

rTl心市街地における交通滞留の原因

の 1つになっている駐車場待ち行列

を拙.来る限り軽減するために､将来

は駅卓場案内システムの導入を行い

たい｡

駅利用辿勤 ･地学用/It共雛鳥場に

ついても､アクセス動線等の利用勝

手を検討 して､城所と規模を設定し

ている｡

･基本的考え方 ･整備方針

えようとしている現在.現時点でtJ川Jして 耽設
いる鉄道ltIJ柴下の魁偉機も含め∴A,一挺に対 鉄道.t3,架下 約8CUh 白+I沖 ､バイク
し可能な範囲において.今縁以卜のノブ針に 話l画
より.W集掛 れ地の確保をT･'jiiする｡(那持場 へ◆デスH7'テ'7キ下 約45Oh ljかJL
設I'rI'者は横浜市) センター両地拝
①鉄道 .i,柴のある駅については..I.1･.架卜を 既設
活川け る. 鉄道(I"JJ架下 約530h l;∫+,T:･い､パイク
@駅川ifJLIE,lJlの｣こ利川地空JrJJ(橋姥 卜､デ .ir両
ノキ下笥)を前Frlす る ｡ 公rTllIJ地 約5OOfT 自frT:LIL
③駅に近接した公Fn川地等を那垢城川地と .7F所
して予定する｡(市がJtr地収ilさする) 駅IIiE広場Jtl地 7=uJ4tl0台 自転iE己

ペデストリアンデッキ下利用
的450台(自転車)

鉄道高架下利用

約800台(自転車､バイク)

鉄 i旦高架 下 利用

的 580台 (自転 車.Jくイク)
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7)道路システムと設計条件

①一般部の設計内容

暮鳥淵 TuIB xE:q +11 11 事ZJIERJ 桝柵(事U 暮1】 ■■巾Hltt 一一ハAl叫 JIIIIl丘屯Et tlt1 ーth その一A:f了モすI÷■G● 小計 片1--4>

I■AJI+" 中上.柑 I 331) 1三lLj -I =lL) Lr■諌rJ事一分tをEJ刑~tIわ.事q桝 さLL3h一書とする但し… LrtJb)5IfgするRIはーtともJqと†る ■O 氏/位 -TエフTA'トI-hJl.a ･717TA,ト Z>-1もlJrDh ll)上本111日十

†托-錠中一 310 1(■ LO l♪ 110 ヱj
r1 丑山 1【p2b lD ーヽD lJ

" +加 一 山 九〇 1【町 ○ 51)小一 一3 小/ft ･LJI･ft･LL人hl ･7スフTんト i}A†もlDjll鉄∬#tかLI IL5 JLD ○ 5D りt 一5/10

ドーAFL一浪妬 Z l一D 1船 0 l♪丁♪ j5 ･W･'rLだ･lLんが ･TスフTんト JIt†与lWIAulと -rb.)書X脚 い lTJ) 十ll q 9D 一J/30

tflk■■I+●■JJA事tr古I用追払 2 ZZJ) i【l) 0 ‖) 7D 7｣! 叫 ItサIL.…It淵 LrJい1=棚 tZchとする_ +ll仏EE′小 ･rl焦TL ･7XTTルナ Z}hiも TJII野明と併用

I lW tJL) 0 lJ 45 bj/iO A/Jl･uJ]･LB 殺■する 75l▲ ー1-1†FT-i._
lZA l∫一 0 1+ 45 175 A/A･B月LB 文花丘のふ投一 中上4:

②舗装計画 ために､舗装材はグレー ドの高い 道路のランク 性格に応 じて整備

(a)舗装計画の考え方 ものを使用する｡特に歩道舗装は 水盤のグレー ド分けを行いメリハ

港北ニュータウンのセンターとし タウンセンター内ではインターロ リのある整備を行う｡

て､質の高い街路空間を創出する ノキングブロ ック以上で整備する｡

+述舗装 (交差点含む)Eg]

農∵ 一､.1.* 捜合公領 /..-て:-7m 三.'ht 'I.ii-I, [::コ アスフ7ルト■■ ホットロード

･..払ノ.■ rL. -5 ..･'ヽ†1j.ド

.野 ＼.二- 搾

∫′.,;a:TmL:-;JI′■ーノ.■プ-

牛A

早州247(
■-仁 J三一;==ー

前広

IJ】-. 七ンtR-1血h 〔センター北tR ー

a ='r)I 前広場
〟■.T>L 0 501(X)=召;i /帥Ma
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(b)道路別の舗装の考え方

道路ランクの違いによる道路の使

われ方､性格の違いに応 じて､概

ね右記のように舗装材を設定する｡

道路整備が建築工事に先行して行

われているため､工事による損傷

の影響の少ない素胡 ･修復の行い

やすい素胡 (強度 市場性の高い

もの)を用いて設計する｡

③交差点の設計内容

(a)交差点形状

交差点の歩道巻き込み半径は､道

路のランクに応 じて以下の通 り設定

する｡(不要な交通流入が生 じないよ

う半径を小さく設定する｡)

幹線道路 10m

補助幹線道路 8m
･区画道路 6m

･シンボル道路 4m
･歩車融合道路 4m

(b)交差点内の車道舗装

主要な歩行者系道路が車両系道

路 を横断する部分 (シンボル道

路 歩車融合道路 主要歩行者専

用道路の横断部)では､歩行者動

線の連続性と歩行者の安全性を確

保するため､車道部を歩道と同程

度の舗装とする｡

舗装材は､補修時の容易性を考

慮 し､インターロノキングプロノ

ク舗装とするC

(C)横断歩道のマーキング

横断歩道のマーキングは､r路面

表示設置の手引きJに則 り行うこ

とを原則とする｡

標準の横断歩道の帽はW-43m

とし､シンボル道路Aなど歩道幅

員が大 きい道路の横断歩道では､

歩道の幅員に合わせるようにする｡

歩行者専用道路の横断歩道のマ

ーキングは､歩行者専用道路の幅

員で行う｡
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(C)歩行者専用道路の舗装の考え方

道路ランク別舗装材一覧

歩道iI我 車道諸芸

幹扱適格 7スフTルHI我 5 7スフ丁九.トSi笈 ユ

福助仲良適格 4 7ス7アルトii滋 3

区肖追払 3 2

2 ILt3靖註 1

2 IL3舗'& 1

自鉄石Si鼓 1 2

ランクによる舗装材のグレード分け

ランク 退路 請-'&

I

2

)

原則として､隣合う横断歩道と

妙車道境界で接するようにして､

交差点が′トさくなるようにするo

停止線の位置は､原則として隅

切 り角のライン内に納まるように

設けるO横断歩道のマーキングと停

止線の間隔は原則として2mとす

る｡

(d)設計内容のまとめ

車道部をプロ ノク舗装とする交

差点の白線表示は､表面にガラス

ビーズを塗布 した白色ブロックを

使用する｡また､地となる部分は

白線部分が目立つように出来るだ

け真如 ､インターロッキングブロッ

クを使用する｡

交基点タイプ tvLr置 車道Sf装 u好事透等指示来示 信号枚の位正について について のiiL正 その他

自然石タイプ(A) シンボル連FatA)の交差点小Si石 l;l色7ロック(ガラスビーズ入) +f;東口号良を註毘できるまう､亀T-尺Et干わglfiLでおく.をil罷†る. ●'j基点の.rllli.I?米Llサ技を校正するF5に̂繋できる▲うな佃止としておく○ ●拡色の掠咋タイ1t.17A†る○
]LBタイプ(B) 各市軸回遊軸等の交差点 tLB

④その他の留意事項



④ストリートファ二チュア設計指針

ストリー ト77ニチュア (道路付

帯施設)の計画にあたっての基本的
な設計指針は次の通りである｡

(a)総合調整の場の必要性

個別のス トー)- ト77ニチュア

(以下 ■̀SF")デザインを進める

際の拠り所となるタウンセンタ-

全体のデザインテーマの明確化と

個別要素のデザインテーマを設定

する｡

個別SFの配鑑や､デザインの

競合を避けるためにも､検討段階

での調整 ･情報交換 ･議論の場を

設ける｡

(b)照 明

照明の配位は､高木植栽等､他

の道路付帯施設と同時に検討する｡

(C)信号機 交通規制標識

車両信号 歩行者信号は出来る

限り共柱化 し､交差点部の乱雑さ

を防ぐ｡

将来的な信号計画を現段階で検

討 しておき､増設の際に道路の再

掘削を行ったり､架空線の敷設を

行う必要がないよう,予め管路を

敷設しておく｡

交通規制標識は計画的に配置し､

乱立を防ぐ｡また､照明や信号と

の共柱化を推進する｡

(d)消火栓表示 (ポール)

照明ポール ･信号ポールへの共

柱を検討する｡

(e)サイン

他のSF (電話ポノクス ･ヘン

チ ･情報板 ･歩道照明など)との

車道照明 .歩道照明は出来る限 組み合わせ方を検討する｡

り共柱化し､支柱の本数を減らす｡

⑤植栽計画の基本方針 種を選定する｡また､車両優先道路

道路槌赦は､通 りごと･ランクご は連続植栽､歩行者優先道路はポイ

とにテーマを設け､高木 下木の樹 ント植栽とする｡

枯載帯の空間1書成EZl

一･三;･一一 __･

共権化の事十和)

(名古屋市)

信号他の退路EU明 交通娩

糾怖旺 消火栓は示が共桂化

されている｡

共棲化の事例②
(名古屋市)

交AIBL制は鉄は取付け位置

や大きさを放竃しないと､共

は化しても乱綾な印象を受け

る｡

(i)その他のストリート77ニチュア

電気を使用するSF (電話ボック

ス 照明付きサイン等)は､設置工

事の際の舗装損傷を防止するため､

舗装工事の前に予め花源用配線や基

礎工事が行えるよう十分に配置を検

討しておく｡

素材 ･色彩については､通りこと､

地区ごとのまとまりを考慮 し､その

デザインを検討する｡

幹線道路 ･補助幹線道路

･⇒常緑商木 下木連続植栽

区画道路 歩串融合道路 ンンポル通路

=〉落架高木 下木ポイント植栽
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8)横断歩道橋

①設計条件

図のように､タウンセンター-の

ゲー ト性を意識させる橋と､歩行

者空間としての連続性を図る橋に

区分するとともに､都市軸 回遊

軸に沿って次のような方針で設計

する｡

(a)都市軸 (シンボル軸)

センター北地区 センター南地区

のそれぞれの中心部から､タウン

センター周辺住宅地を結ぶ東西

南北に貫通する歩行者軸で､セン

ターを象徴するシンボルス トリー

トとして設定する｡

車椅子 ･自転車 乳母車等の利用

も想定 し､勾配67% (1/t5)の

スロープと階段をセットで設ける

ことを原則とする｡ただし､用地

的に不可能な場合は織機処理施設

を併設することで勾配を変えるこ

とが出来るものとする｡

幅員は原則として60mとする｡ま

た､この他の歩専橋も歩行者動線

上重要な歩専横は幅員を60mとな

るようにした｡幅員の内訳は以下

のとおりである｡

･地 程 05mX2-tom

･歩行者 075mX4-〕om

(設計歩行者数は120-160人/分)

･自転車 10mX2-20m

(b)回遊軸 (買物軸)

駅と核的複合施設や集合駄車場等

を回遊する歩行者軸として､都市

軸と連環した地区内のショッピン

グストリートとして設定する｡

自転車 ･乳母車等の利用を想定し､

修正マスタープランでは勾配83%

(I/t2)のスロープと階段をセ ノ

トで設けることを原則とする｡

幅員は20m以上､管理用車両が通

行する場合は30m以上とする｡

(C)共通項目

幹線道路に架かる歩専橋は､道路

レベルでの歩行者の往来動線を必

ず確保するO

自転車が利用出来る1/4スロープ

119

171き階段を導入し,采街者の利便 ②スロープ･階段の設計条件

性を高めるようにするo (a)I/15スロープ 1/12スロープ

横浜市の管理区分は､荷重の区分 幅員 設計寸法2,500mm以上

分けで以下のように設定したo

TL-14 道路局橋梁課所管

W-350kg/rn2道路局施設課所管

橋台のセノトハ ノク (スロープ取

付け部も含む)を右のように設定

する｡

幹線道路沿いセンター側橋台

2m

※幹線道路沿いは店舗の張 りつき

には歩道幅員が十分でないため､

民地側建物の2mの壁面後退を ｢ま

ちづくり協定 (策定中)｣のなかで

検討しており､橋台等もこれに合

わせて2m後退させる｡

上記以外の橋台 ･- -･1m

橋梁リス ト

内法有効寸法 2,000mm以上

勾配 縦断勾配67% (1/15)

(1/12スロープの場合83%)

横断勾配20%の両折れとする｡

踊り場 高低差720m毎に】,500mm以上

の水平面 (踊り場)を設ける｡

スロープの始終点前にもl,500

m以上の水平面を設ける｡

手摺等 両側に手摺りを設けるo

転落防止柵の高さは路面より

12mとする｡

手摺りの高さは路面より080

-085mとするO

転落防止のために50mm以上の

地覆､または側壁を設ける｡

設計推力は150kg/m2とするO

舗装 舗装は滑り止めを考慮する｡

皆既区'J} 寸耗成 i比榊TJfl槍白子鮎良 棚 ㌫1=l 朋拷 iju'#

北地区 Aイ浩 W- 3511 35.I) 3uu 2-1 4.75 イ{

T3イ缶 W-35:) 35.6 ち)A 2--.1 丘0) l

C {̂] W =■35O 332 20J) 2-1 CL(I) 桃IIJlll イ√

Eイ浩 W-35U - - - 4_5O 桃山1l イ{

Fイ朽 W-Ⅷ 385 3lD 2---1 6JD l

llJj也区 J橋 1t-l4 GZ4J)) 3)⊥) I-1 6_7O イf

Kイ籍 W-113) :i)2 /h t 2-2 +LIT イJ-

M伯 1t-14 2235 nO l-l 6JX)

N付き W-1又) I(),O l4.0 l-0 川 い

○桁 W-39つ は⊥) トlll l-l (Ltl)

Pイ缶 W-35:)lBL} l4.0 l-0 3_9つ

Q棉 W-15O 42_6 37.0 2-2 6JX) イ[

R析 W-350 245 lHj 2-2 4.In

S析 11一一14 373 30.0 2-2 llLJ) イ/

T柄 ハ'-いい 52_0 nO l-0 4_1:)

UL.rd W-γ丸) 29_() 215L) l-I 6JX)

W舵 W-31) 34⊥) 2Xf) 2-l (7_(I) イl



(b)1/8スロープ

幅員 設計寸法 2500mm以上

内法有効寸法 2000mm以上

(ど)管理系車両用通路

幅員 有効3000mm以上

勾配 120% (約1/8)を基数とす

勾配 】200/O(約】/8) るo

踊り場 高さ1,500m以内に】,500m以上

の水平面を設ける｡

手摺等 Ⅰ/15スロープと同じ｡

(C)】/4勾配スロ-プ付き階段(l/4鴨劫

幅員 内法有効寸法 2,]00rrnl以上

スロープ寸法 600mm以上

勾配 250% (1/4)

踊り場 高さ3,000m以内毎に､直階段

にあっては1500mm以上､その

他の場合にあっては階段幅員

以上の水平面を設ける｡

階段 蹴上げ高 125-150cmの範囲

(通学路等の学童の利用が多い

場合は､100-Ⅰ25cmの値とす

る｡)

手摺等 1/15スロープと同じ｡

建築限界全幅貝に対して高さ25以上確

保する｡

(d)階段

幅員 1,500mm以上

蹴上げ 150mm以下

(やむを得ない場合】80mm以下)

踏み面 300mJll以上

(やむを得ない場合260mm以上)

踏み込み 20mm以下

踊り場 高さ3,000nu以内毎に､直階段

にあっては1,500nW以上､その

他の場合にあっては階段幅員

以上の水平面を設ける0

7m以上の高低差のある階段の

踊り場の長さは､2カ所に】カ

所は30m以上の長さをとる｡

排水 排水のため階段の両側に排水

稀を設ける｡

跨み面に1/30程度の排水勾配

を設けるO

地襟 階段の地覆幅30cm､高さLOcm

手摺等 1/15スロープと同じ｡

(e)歩行者通路

幅員 2,000nm以上

勾配 都市軸 67%以下 (1/15)

回遊鮒 830/o以下 (I/12)

※ス13-プ 階段等の封画にあたっての技
術基準は､下記の4つの韮狸をもとに設定し
ている｡
スロープ
｢福祉の都市環境マニュアル｣一概浜市
｢立体械新施設技術基堆 同解説｣-El本道
路協会
｢道路構造令｣
階段
｢横浜市北部新都市第1地区及び節2地区土
地区画整理事業 道路設剖指針｣-住宅
都市整備公団/港北F凋発局

③ トータルデザインコンセプ ト

タウンセンターの橋梁について､

先ず トータルデザインコンセプトと

して以下のように設定された｡

(a)幹線道路の路線ごとのルート性

の創出

移動する車から見る場合､道路に

架かる歩専橋が皆ばらばらなデザイ

ンであるより､通 りに架かる幾つも

の橋が共通の要素によってデザイン

されているほうが､通 りことの特徴

が掴みやすい｡

そこで､路線ごとのルー ト性を創

出するため､橋の構造様式 ･材料 ･

色彩等によってルー トごとのまとま

りを持たせる｡

例外として､タウンセンタ-のシ

ンボルとなる歩専橋と､駅前広場へ

の日印となる橋は､サイン性 シン

ボル性を高めるようにする｡

(b)道路からの見上げ景観への配慮

歩専横は､下を通過する車両及び

歩行者からの見上げの対象となる｡

そのため､歩専橋の下を通過する

場合に橋体の構造形式や､側面 ･底

面のディテールによっては圧迫感を

与える可能性が生じる｡橋体の計画

にあたっては､タウンセンターの郡

市性を高め､見上げに対する圧迫感

を軽減するよう､スレンダーで軽快

な桁橋にする｡

(C)要に位置する歩専橋のゲート性

の創出

歩行者にとって､タウンセンター

のゲー トとなる橋は､土地利用の変

化点としてゲー ト性をもったフォー

マルな空間作 りを行なう｡特に橋詰

空間は､ゲー トポイントとしての演

出を行なう必要があるoまた､歩専

道用地に余裕がある場合には､スロ

ープや階段の配置に工夫を凝らし､

小さな囲まれたボケノトパ-ク的な

場をつくる｡

(d)歩行者ルートのルート性 まと

まりの演出

都市軸に位置する歩専橋 回遊軸

に位置する歩専椅 ･業務ゾーンに位

置する歩専横は､それぞれ周辺と調

和するように計画する｡

歩専橋は地区と地区の間のゲー

ト 分節点としての性格とともに､

歩行者空間を結び付けるという相反

する役割を持つ｡そこで,歩行者空

間の連続性 一体化を確保するとい

う役割に合わせ､舗装や手摺 り等の

エレメントを､歩行者ルー トごとに

まとまりを持たせる｡

(e)高低差を活かした見晴らしを楽

しめる場の創出

港北ニュータウンセンターは非常

に高低差に富んだ地形であり､道路

のパターンも高低差が有効に活かさ

れるように計画されており､街のあ

ちこちにビスタが通る｡

アッパ-タウンからダウンタウン

へ､外周の歩専横からタウンセンタ

ー内部へといった高所から下る場所

では､道路の軸等によるビスタ景観

が楽しめ､街を様々な角度から眺め

られる場 (テラス ･デノキ等)を設

けることは､驚きや発見のある街づ

くりにつながる｡

手摺 り等のデザインもPC下路橋

のような閉鎖的なものではなく､透

過性の高い開放的なものとし､見上

げ ･見下ろしがあちこちで出来るよ

うにする｡
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9)駅前広場の設計方針 地区のそれぞれの位紀や､ シ ン ボ ル

単なる交通広場としてではなく､ 広場や周辺街区との関係等を読んで､

人々が憩える広場としても機能する それぞれのデザインテ-マを ｢光｣

よう､センター北地区 センター南 と｢緑｣に設定している｡

センタ-北地区駅前広場の言十画

センター南地区駅前広場の計画

iiiiiiiiiiii【:==:⊃⊂二二二⊃
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10)シンボル広場

歩行者空間 タウンセンター空間

の要となるシンボル広場は､これま

での日本の都市空間にはなかったス

ケールをもつ｡

センター北地区 センター南地区

それぞれに設計されたシンボル広場

は､その形態や地形 ･方位 ･周辺地

区規模などを考慮 して､特徴あるシ

ンボル広場とすることが方向づけら

れた｡

rコンセプト～自然と人間の関係性

を象徴する広場]

現在､これまでの日常生活にお

ける何気ない利便性の追求が,大

きな環境破壊をもたらしたという

認識が急速に広まりつつあり､日

常的実践のなかで､広く自然との

対応というレベルまで戻って､こ

の間超にどう取り組んでゆくかが､

それぞれの個人に問われる時代に

なったといえる｡

自然は人間にとって時には他者

として ｢知｣の探究の対象となり､

また時には自然に共感する ｢惜｣

を育む源となった｡

｢グリーンマトリノクス･シス

テム｣により､都市開発における

自然環境問題への対応の先進性を

唱ってきた､港北ニュータウンの

シンボルゾーンのテーマとして､

まさにこの ｢自然との関係性｣と

いうテーマこそ投もふさわしいテ

ーマといえるだろう｡

都市開発という狭い範囲にとら

われず､｢自然との関係性｣という

問題を､港北に暮らし､また訪れ

る人々が広く怒訊し､また自らに

問いかけるきっかけとなるものを､

この広場が発信出来るならば､都

市がシンボルをもつという意味に

現代的な意義を付け加えることに

なるだろうo

(株式会社山手総合計画研究所

管孝能)

2つのシンボル広場のコンセプト

センタ-北地区

地区イメージ

艇 偶成

広肋の形

･ン/メトノック 穀形指する

旭物

DTイメ-ジ

当初MP

広lAテーマ

非迎テーマ

広場イメージ

-パレード

各テーマ するO

モニュメント御)イメージ

2つのシンボル広場の対置

ノヽ̀皐- ㌧ /_..二 打 q l n.__一

J l

1t..■潤I # 頭 翫 ......_.竺!殿 .

符 i_ f≒.■ml.J'､ -t- 鎚 廼
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センター北地区シンボル広場の空F;別井戊の考え方

センター両地区シンボル広場の空間構成の考え方
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2.タウンセンター北地区整備計画

1)シンボル広場のデザインコン

セプト

センター北地区タウンセンターの

シンボル広場は "初"の広場として､

●ストイックな空間づくりとシンプ

ルな形

●自然と人間の親杏な交流を感じさ

せるエコシステムの導入o

●大子構造の空間がつくりだす､貫

入しあう広場o

●人間の知識 ･理性 ･感覚を象徴す

る広場

という4つのテーマに基づき設計 し

た｡

2)シンボル広場の空間特性とテーマ

①シンボル広場の地相

●平坦な造成

センター北地区のシンボル広場

は､センター北駅の北側に揺るや

かな南下がりに造成された､ほぼ

平坦な南北に長い空間が中心とな

っている｡

●整形な広場空間

広場の中心となる空間は､隣接

宅地の敷地形状により､幅60m､

ンンポル広場の地相

(デザ イ ンコ ンセ プ ト)

F知の広場』
水と緑､エコロジーとエネルギー

21世紀に向けた､環境にやさしい都市空間づくりの ｢知｣
(新技術､情報､提案等)を発信する広場｡

▽ ▽ ▽

広大な広場
を全て舗装材
で埋めつくさ
ないで､雨水
が地下に浸透
するように配
慮する｡

人々に心理
的な快適性を
与え､かつ周
辺の微気象も
混和するo

エネルギー
の自立性向上､
クリーンエネ
ルギーの使用O
屯力を必要と
する大水面等
のエネルギー
補助o

奥行き約170mの矩形の大空間となっ

ているO

●南へ開き､北に奥深い空間

中心に駅前から北に奥行きのあ

る矩形の空間が広がり､その東西

には約7mの高低差で南に広がる

立体的な広がりを持った空間が連

続 して､それぞれダウンタウンへ

とつながっている｡さらにその東

西には､隣接住区へとつながるペ

デ橋が位置する｡

●広場空間の中のパビリオンとして

▽ ▽

気温上昇時
に徴純な務を
空気中に噴務
し､その気化
熱で周辺の気
温の低下を図
り､過ごしや
すい都市環境
を創り出す｡

シ ンボ リ ッ

クな樹形であ
ると同時に､
凶李の変化に
敏感 に反応す
るイチョウ｡

の施設計画

シンボル広場北側に位置する保

留地に建設される建物は､8-8街

区の建物の壁面までの奥行き感を

隠さないよう留意して計画する｡

広場と一体になったシンボル性

を持った形態と､一体となった利

用が可能な施設としたい｡
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②シンボル広場の空間構成

空間を中心に据えて､東西に立体的

な広場を据える構成

様々な様相を持った空間

南北の人の動きは均質な空間内で

行われる｡それぞれの動きの軸 (動

線)はずれており､連続する1本の

軸にはなっていない｡

この動きの軸のずれを吸収 し､ア

ノバ-タウンとタウンタウンのレベ

ルの違う空間を､お互いに平面的に

も立体的にも噛み合わせる (インタ

ーロックさせる)空間を設ける｡

シンボル広場内には様々な形態の

シ ンボル広場 の空 間構 成

インターロノク空間が､串団子のよ

うに動きの軸によって貫かれており､ 空間の相互貫入と分附 ヒの仕掛け

人の動きに沿って多様な空間の変化

が生まれる｡

③空間の相互貫入と分節化の仕掛け

それぞれの空間を東西 ･南北の明

確な軸で相互itt1人し､それぞれの場

を分節化する｡

･多様な空間を貫く軸

東西の軸は､様々な形態 機能を

もった空間 ･軸を貫き､多様な空間

体版を引き起こす軸となるo

エコロジカルな仕掛け

空間の相互IEtl人と分節の仕#Eけに

エコロジカルな機能を盛り込ませる｡

④シンボル広場の計画テーマ

･環境に共存する都市空間

人間と都市を耽 り巻 く自然環境と

のこれからのあるべき関係や､エコ

ロジーをテーマに広場を創造する0

21世紀に向けた､環境に対してや

さしい都市空間づ くりの r和 (新技

術 情報 ･提案等)｣を発信する｡

自然の要素の特性や特徴について

検証し､シンボル広場のデザインに

取り入れる｡
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3)シンボル広場のテサイン要素

①デザインコンセプト

･芝生広場の雨水地下還元

広大な広場を全て舗装材で埋め

尽くさないで､雨水が地下に浸透

するように配慮する｡

･タウンセンターの環境を映す水鏡

人々に心理的な快適性を与え､

かつ周辺の徴気象も楊和する｡

･太陽電池発電システム

エネルギーの自立性向上､クリ

ーンエネルギーの使用｡

7電力を必要とする大水面等のエ

ネルギー補助｡

都市徴気象変換裳置

気温上昇時に微細な謀を空気中

に噴霧し､その気化熱で周辺の気

温の低下を図り､過ごしやすい都

市広場を創り出す｡

･環境装置としてのイチョウ並木

シンボリックな樹形であるとと

もに､四季の変化に敏感に反応す

るイチョウ｡

ンンポル広場偏的l回

(診空間構成要素

･芝生広場

シンボル広場に静的空間の中心

となる場所で､イベント時にはハ

レの舞台として機能

30mX30m-900m2

照明灯と噴霧装紀を付けた列柱

(h-8m/16本)

階段部分にも噴務装鑑と照明器

具を大水面の照明グリッドに合わ

せて設置

階段ブロックには発光ダイオー

ドを内蔵

･大階段 (歩専道用地内)

シンボル広場にシンボル道路空

間が大きく貫入する大空間

高低差LOm､幅員22-60m

中央にカスケー ド (流れ)(幅員

2m､延長30m)と沌 (幅8m)

下部に水上ステージ (9mX10m)

上部に流れ (帽1115m､延長50

m)

動力源はフォリーの太陽電池も

使用

(診主要施設

･シェルター (歩専道用地内)

駅から商業施設へのアクセスと

もなる屋根施設であり,シンボル

広場の中心空間と大階段 ･駅前広

場の各空間を分節する仕切り

2ヶ所､幅員4m､延長各45m､

高さ5m､太陽電池組み込み

大水面のポンプ等の動力電

パーゴラ (歩専道用地内)

幅員3m､延長loom､高さ3m

屋根部は溶接金網で､ツタを絡

ませる

･フォリ- (歩専道用地内)

太陽のフォリー

(高さ9m､35mX3.5m)

月のフォ1)-



4)基盤施設

シンボル広場の基飴を構成する施

設について､基本方針 ･デザインコ

ンセプト･素材 ･モジュール等につ

いて示す｡

①舗装計画

シンボル広場の舗装は､タウンセ

ンター内で最もクレー ドの高い公共

空間である｡その空間に相応しい舗

装材として自然石舗装を行う｡

舗装は,3mと6mの複合グリノ

ドをモジュールとする｡グリノド那

分は桜御影､面部分はグレーの御影

石を使用する｡

また自然石の大きさは､シンボル

広場の大空間に相応しく､300×600

の大判のものを使用する｡

階段部分の舗装も基本的に自然石

(グレーの御影石)で行う｡

② 階 段

シンボル広場の階段は､大階段 .

芝生広場外周部 歩行者専用道路橋

橋詰の3ヶ所となっている｡

大階段は､I/2勾配 ･I/4勾配共

に､自然石を用いて風格ある空間を

創り出す｡グレーの御影石を使用し､

仕上けは踏面を小叩き､蹴上げをコ

プ出しの仕上げとして､自然石の素

胡感を活かした仕上げとする｡

芝生広場の階段は､発光ダイオー

ドを内蔵した擬石コンクリー ト階段

プロノクを使用する｡発光ダイオー

ドは､大水面の水中照明と連動 して

夜間のシンボル広場を演出する｡

歩行者専用道路橋の階段は､擬石

コンクリート階段フロノクを用いるO
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③擁 壁

シンボル広場の擁壁は､大階段周

りのみとなっている｡各擁壁の考え

方について以下に整理する｡

Wl●パーゴラの支柱 (□600)､及

び流れの構造体と一体的に造

る擁壁o

W2 ●上部に植栽帯が乗る直擁壁､

表面は､縦 リブの化粧型枠を

使用 した打ち放 し仕上げとし､

足元にツタ類を植えて表面を

這わせる｡

W3 .階段上の植栽桝 と一体になっ

た擁壁｡表面仕上げはW2と同

様とする｡

W4 .電機機械室と一体的に造る擁

壁｡上部中央にフォリー､上

部外周に植栽帯が乗る｡表面

仕上げはW2と同様とするo

W5 ●上部に植栽帯が乗る擁壁｡表

面仕上げはW2と同様とする｡

W6.エスカレーターと階段を分け

る直擁壁｡エスカレーターの

整備が公共空間内でなければ

不要｡表面仕上げは打ち放 し

とする｡

W7●W6と同様｡

W8●ェスカレータ-と民間宅地を

分ける直擁壁｡W6 W了と同

様にエスカレーターが公共空

間内で整備 しないならば必要

ない｡

④芝生広場

シンボル広場に静的空間の中心と

なる場所で､イベント時にはハレの

舞台として機能する｡

･30mX30m-900m2

･照明灯と噴霧装置を付けた列柱

(h-8m/16本)

･階段部分にも噴鍔装置と照明器

具を大水面の照明グリッドに合わ

せて設置

階段プロノクには発光タイオー

ドを内蔵
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5)主要 施 設

シ ンボル広 場 を構 成す る主 要施 設

となる構造物 である各要素 について､

そ のデザ イ ンコ ンセ プ ト ･構造 素

材 ･収 ま り等 を示す｡

①シェル ター

シェル ターは､ コ ンク リー ト柱 の

上 に鉄 骨道 の フ レー ム を乗せ ､ その

上 に太 陽電池 パ ネル を設 置 す る構 成

となっている｡

鉄骨道の フ レームは､四角錐 を2つ

連続 させ た もの をテ ンシ ョン材 でバ

ラ ンス させ る構造 と している｡

②フォリー

フ オ リー は大 階段 上部 の左 右 に位

置 し､ それぞ れ太 陽 と月の対 にな っ

てお り､6本 の コンク リー ト柱 の上 に

鉄 骨 迄 の屋根 が乗 る構 造 にな ってい

る｡

屋 根 は太 陽 電 池 パ ネル で 校 わ れ ､

大 階段 の水 施 設 の ポ ンプ運転 の電 力

源 として機能 している｡

また､屋根 の最 上部 には､そ れぞ

れ太 陽 と月の シ ンボルが付 き､その

中心 に設 け られ た高輝 度発 光 ダイオ

ー ドに よる夜 間演出が行 われる｡
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③パーコラ

パーゴラはコンクリー ト柱の上に

鉄骨道のフレームを乗せ､テンショ

ン材でハランスを取る構造である｡

フレ-ムの間にはツタを絡ませる溶

接金網を斜めに溶接 し､プレースを

兼ねる構造とするo

柱には歩専道部分の照明のための

ブラケット照明 (高演出型ナ トリウ

ムランプ70W)､及びツタを絡ませる

ためのガイドが取り付けられている｡

柱の足元にはツタ類を植えるため

の植え桝も用意されている｡

6)水施設

①水施設の系統

シンボル広場の水施設は,大きく2

つの系統に分けて計画している｡

ひとつは､北駅出入口の北側 ･シ

ンボル広場の中央の都市緑地内に位

置する大水面､もうひとつは､歩行

者専用路に位置する大階段の流れで

あり､シンボル広場とシンボル道路

Aとを結ぶ大階段の最上部から滋下

部へと流れ落ちる流れであるo

(a)大水南 (都市緑地内)

大水面は､都市緑地の南半分であ

り､芝生公園と駅舎前広場の間に位

置し,東西に大きく3つの水面に分

けられている｡左右の水面は周辺広

場のレベルから40cm高くなっており､

4辺のエッジから水がこぼれる｡中

央の水面は周囲から25cm下がってお

り､その中央には雁行 した八つ橋が

難けられているO

八つ橋はステンレスグレ-チング

で造られており､水底が透けて見え

るoまたグレーナングの隙間からは

霧が吹き出すo

バーjラ三面EZ]

(b)大階段水施設 (歩専道用地内)

大階段の上部左右から水が流れ出

て中央に集まり､見晴らし台の足元

から滝となって流れ落ち､再び集ま

って1本の流れとなって大階段下母

衣場の池まで流れる｡

上部の流れに沿った擁壁の壁面に

水施設位置図

吐水口があり､太陽電池発電の発電

量に合わせて吐き出す水の量が変化

する仕掛けとなっている｡

大階段の水施設は､同じ流れ落ち

る水の動きに対して多様な動きを与

え､水の様々な表情を楽しめるよう

になっている｡

些 』1.~皇室≡≡.-.-.｣L.一.｣,'

■岬 ■■一■⊂■■+ 大船段流れ温 れ OB I

∫∫大鮮度下池
I チ
l

ー 1l ll l ∫.-.-.-,-.ー/｢肩 r房 1
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② 大水面施設

(a)大水面の水演出の考え方

大水面の水の演出は､グリッド

状に並んだキャンドル状の噴水と

霧噴水のより行うO

(b)水施設の系統

1つのポンプに接続されるノズル

のグループを1系統とすると､以下

のように系統が組まれる｡

･噴水･･-･･-･左右の水面毎に引2系統

･噴霧 左右の水面の各縁取り各1系統

-･中央の八つ橋同りt締 13系統

･池のあふれ-左右の水面毎に言12系統

･大水両の系統合剤

-7綿 -噴水系統+噴琵

系統+あふれ納

これらの各系統の中でさらに紺

かい演出を行う場合には､電磁弁

の開閉によってコントロールする｡

(C)太陽電池発電システムと東電系

統連携

大水面の水施設は､シェルター

の屋根に設置された太陽電池によ

る発電力を補助エネルギーとして

使用する｡

噴水や噴霧による動きのある水

を表現するため､発電量と水施設

の使用量にタイムラグやハランス

のずれが生じるが､これは基本的

に太陽電池による発電電力は東電

に売電し､水施設に必要な電力は

必要なときは必要な量だけ東電か

ら買電するシステムとする｡

これらのコントロ-ルに必要な

機器類は､大水面北の地下に設け

た電気機械重に設置する｡

(d)大水面の規模

･保有水量･･･- ･-･約1釦m】

ポンプ電力容量･.-･- ･.約50kw

照明電力容量--･･ 約2)kw

(e)太陽電池発電システムの性能

･最大発電能力 約3)kw

･1日当たり平均発電量･ 約】oDkwh

(関東では年間を平均すると､1日約

33時間の平均日照が得られる.)
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③ 大階段水施設

流れの規模

･保有水量････ ････-約1射mJ

ポンプ開電力量････ ･.･-約2)kw

･照明用電力量-･･.･･ ･.･･約 5kw

･水の出口･1硫れ最上部 2ヶ所

卿 即面吐水口 7ヶ所

(a)大階段水施設と太陽電池発電シ

ステムの連携

大階段の水施設は､基本的に階

段上部にあるフォリーの屋根に設

置された太陽電池による電力で水

の循環を行う｡太陽電池とポンプ

をダイレクトにつなぐことで､日

射量の変化に合わせて流れる水IB

が変化する用にする｡夜間や雨天

時に行う運転及び水の油過 ･殺菌

に必要な電力は､東電からの受電

によって行う｡(タイマー等により､

時間をコントロールする｡)

これらのコントロールに必要な

機器は東側のフォリーの地下に設

けた電気機械茎に設置する｡

(b)太陽電池発電システムの性能

I1日当たり発電能力 約 10kw什1



大階段水施設と太陽電池発電システムの系統

7)照明電気設備言十画

①照明計画の考え方

このシンボル広場の空間構成の特

徴は､整然とデザインされたスクエ

アな広場を中心に明確な軸線を持つ

ことであるO照明デザインもこの空

間的な特徴を活かすように計画する｡

(a)南北軸 :フロアウオッシャー

ライト+樹木のライトアップ

広場の北側からアプローチする2

本の緑の南北軸には､フロウオノ

シュ型の低照明を配置し､光の織

機を創り出すo同時に樹木のライ

トアップを行うことにより南北軸

を強調する｡

(b)東西軸 ●フラケノト照明

広場の東西軸は､嫌々な空間形

態 ･空間権能を持つゾーンと､そ

れに結びつく幾つかの南北軸や幾

つかの構造物を結んでいる｡これ

らの構造物に付属する形で照明を

配置し､軸線の照明と構造物のラ

イトアップを行う｡

(C)芝生広場

2本の緑の南北軸に挟まれた芝生

広場は､両側に立てられた柱の頂

部側面に埋め込まれたスポノト照

明によって明るさを確保する｡

階段には発光ダイオードを内蔵し

た階段フロノクを用い､光が波の

ようにうごめく光の仕掛けを行う｡

(d)大水南 .噴水 ･噴霧のライト

アップと光柱

大水面の照明は､噴水のノズル

脇にライトアップ用の水中照明を

配置し､噴水の運転や周辺環境に

対応して点滅する｡

池の周辺部と八つ橋の噴霧ノズ

ルにもライトアノブ用の照明を設

置する｡

八つ橋の両側に立つ2本の柱の中

には2kwのキセノンランプを内蔵

させ､夜間に強力な光の柱を創り

出す｡この象徴的な光は南北2つ

の街を視覚的に結び付けるための

大切な要素となるO特にこの光の

柱は､遠方からもタウンセンター

の位置を示すものとなる｡

(e)その他 広場空間の照明 :

ポール照明

駅舎の北側､共同化毅務街区の

配線系統澱略図

南東角などの広場空間は､建物側

の卜 2階部分の照明の効果を活か

すようにシンプルな低ポール照明

とし､目立たないように照明するO

大階段はシンボル道路を受ける

ように計画されている｡階段は下

のステージを中心に計画されてお

り,照明もステージを中心とした

配光とする｡

(塾電気設備計画の考え方

センター北地区シンボル広場は一

般的な照明だけでなく､都市空間に

おける豊かなアメニティを創 り出す

ため大規模な水施設2ヶ所を擁してい

る｡その運転のために多くの電力を

必要とするが､ランニングコス トの

負担を軽減するために太陽電池発電

システムを導入し､管理者の負担に

寄らず都市のアメニティ施設を維持

出来るようにしている｡

･全体配電システム

シンボル広場に必要な電力はパ ノ

トマウントに一括受電し､シンボル

広場を大きく2つのエリアに分け､大

水面北側と大階段上部東側の電気粍

機室に分電する｡

それぞれの電気機械茎からエリア

内の照明や水施設等への電力供給を

行うO個別の分電鰻もそれぞれの電

気機械室に配置し､地上には置かな

いようにする｡
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8)植栽計画

センター北地区シンボル広場は､

センター南地区とは対照的にスクエ

アな形態を持った広場である｡セン

ター北地区では港北に昔からある樹

種を用いて幾何学的な構成を採用す

ることで､空間のシンボル性を演出

しているO

イチョウの2列植栽 ▲南北軸

シンボル広場は帽6m ･奥行き

170mの長方形の大空間である｡こ

の奥行き感を強調すると同時に､

広場内の南北軸である歩行者動線

を示す軸として,広場の両側にイ

チョウを2列に配置するo

･シンボル広場の中央に置かれた

緑の純色 (芝生広場)

イチョウの並木に挟まれた大水

面の北側は､4段の雛壇状の芝生

の広場である｡日常は街のなかに

置かれた緑の拭後として､イへン

ト時には様々な装置が並ぶ場とな

る｡

シンボル広場南北断面図

東西軸を構成する緑 .東西軸

東のG橋と西のC橋を結ぶ動線

はシンボル広場の東西軸である｡

西側は駅前広場のデノキとなるが､

パーゴラの足元に瀧木植栽を行い､

出来るだけ緑の量を増やしたいO

東側はパーゴラだけでなく高木

(クスノキ)の植栽を行うO

シンボル広境の緑の配置の考え方

シンボル道路空間の買入

大階段下はシンボル道路空間が

広場に貫入してくる空間であるの

で､シンボル道路と同じケヤキ植

栽を行う｡

i 日 日 Ll圭lLll日､日日5YLl皿 皿 YL J22 YL l21 Y.35芸!?tHi ;iiJ28 Y皇9日 .,l32Yも5



通路徒別 畢農故 道路将fL(m) 歩道沸 くm)片bI-植栽含走行帯 JJ}KW 側帯等 ′ト 計

小両系追鼎 斬殺退路 中北 一任北斡 6 28_0 3.25 l.5 L0 2l.0 3_0

4 20.0 100 2.0 1_0 15.0 2_5

4 22.0 3ー00 2.0 l.0 l5.0 3.5

一般部 2 20.0 3.00 0 5.0 lt.0 4.5

2 l8.5 3.00 0 5.0 日.0 4.5/3.0

一般部 2 14.0 3_00 0 l_0 7.0 3.5

2 17.0 3_00 0 3_0 9.0 4_5/3.0

ヰ行者系近路 2 22.0 3_00 0 l_0 7_0 7.5

l 16.0 3.50 0 l.0 4.5 6.5/5.0

l 12.0 3.50 0 l.0 4.5 3.75
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(参歩車道段差

(a)少車道段差設定の原HIJ

･車両系道路

明確な歩車分離をEl指すため.

歩車道段差の高さは20cmを基本と

する.ただし間口の狭い宅地が連

担する区F馴ま両側とも5cmとするD

道路幅か書成 ･歩車道段差図

歩行者系道路

車両の時JuJ規制等も考慮 し､歩

車道境界を強調しないため段差高

さを2cmとする｡

(b)センター北地区での考え方

･車両系道路

センター北地区では､周辺幹線

道路の横続する補助幹線道路の-

部を除いて､沿道宅地の規模が小

さい宅地が多いため､歩車道段差

高さを5cmとする｡

周辺幹線道路に取りつく一区間

は沿道宅地からの出入りがないた

め､歩車道段差高さを20cmとするC

歩行者系道路

前述の原則どおり段差は2mlとする｡
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(a)地区別の舗装計画の考 え方

セ ンター北地 区 ･セ ンター南地区

の基本的なまちづ くりの方向性か ら､

各地区の舗装計 画 は右記 の方針で行

う｡

(b)センタ-北地区の舗装計画の考

え方

セ ンター北地 区の基本 的な まちづ

くりの方向性 か ら､舗装計 画 は右記

の方針で行 う｡

セ ンター北地区で は 3つのエ リア

ごとに個性 を創 り出す ため､街路空

間を構成す るそれぞれの素材 の個性

を以下の ように設定す る｡

センター北地区 センター南地区

素材 ･コンクリ-ト 洗い出し.擬石等の ･コンクリート レンガ等素材感がシックなものを

自然の風合いを感じさせるものを基本とするo 基本とするo

色彩 ーグレーを基調に､自然素材の色彩を ･コンクリート系舗装榔ま､素地仕上げ.グレ-系

考え方

素材材質 ･自然の舗装材､或いは自然の素材感を活かした舗装材を使用するo

表面の ･表面のテクスチャーはツルツルした光沢をもつ素材ではなく､ショットプ

テクスチ ラスト仕上げや小叩き仕上げなど表面を荒らした仕上げとして､しっとり
ヤー とした質感を持たせるようにするo

色 彩 ･グレーまたは淡いパステル調の自然素材の色彩を用い､色自体が強く主張

しないようにするo

L地区のエリアごとにテ-マカラ-を設定するO

収容継走 ･収容満は､ダウンタウン初期エリアの既施工部分が化粧対応の蓋で施工さ

の仕上げ れているため,タイル等の薄物の仕上げ材を貼り込むものとするO
･今後施工する収容溝は､洗い出しまたは擬石の工場プレコンとするoまた

エリアごとに仕上げを揃えて､それぞれのエリアのまとまりを出すo

縁 石 ･歩車道境界縁石は､収容沸等と同様にエリアごとに仕上げを統一するO

エリアの性格

ll

ル■

目指すD El給すo

鋪珊 イメージ ･非しな ･白.し

考え方 ･+

格をもたせるO

緑石 ･材質･米所
Jyする.
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④植 栽

(a)タウンセンターの緑の体系

タウンセンターは自然環境の豊

かな港北ニュータウンのセンター

であるので､そのイメージを損な

わないように街路空間も出来るだ

け多くの緑を配置し､緑溢れる街

を創造する｡

･タウンセンターの中でも街路空

間は均質なものではなく､街路の

ランク等に応 じてその役割も異な

る｡

そこで右記のように街路の個性

や役割に応 じてタウンセンターの

植栽の考え方を整理するO

右記の体系から日を除く各街路

を､大きく車両系 ･歩行者系の空

間として区分し周辺土地利用の性

格等を考慮 して､候補街路樹を選

定する｡

(b)センター北地区植栽計画

タウンセンター全体の植栽の考

え方を踏まえて､タウンセンター

北地区における植栽計画の考え方

を右記のように設定する｡
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ケート植栽･-.タウンセンター-のゲート性を創り出す.

周辺幹線道路からタウンセンター内へのアクセス箇所となる補肋幹線追

路 (一部区画道路)の入口区間に植栽帯を設け､ベルト状の撞木の植栽
を行い､緑のタウンセンターを印象づけるo

高木は通常の植栽間隔よりも狭く (4m-6m)し､緑の密度感を高める

港木は､季節の花を咲かせる樹種を選択する｡

Ll)車両系ルート植栽･･-- 道路のルート性 (道路の個性)を創り出す｡
ゲートをくぐった先の車両系道路 (補助幹線道路と一部の区画道路)は､

緑が豊かで且つ明るい通りを創るため､落葉高木を列柏させる｡

･高木の樹種は､青葉の芽吹きや紅葉などによって季節感を感 じさせ､且

つ陽光を透かす薄い架をもつ樹種を選択する｡

･高木はパンチング植栽とし､足元には根締めの植栽を行う｡

Hl)歩行者系ルート植栽- -･季節の花の咲く木により､通りの個性を創り山す｡
歩行者系道路 (歩車融合道路 シンボル道路B･区画道路の一部)は､
より人の五感に近い植栽の計画とするため､季節感を強く感じさせる花

の咲く樹種を選んで植栽を行う｡

歩車融合道路 ･シンボル道路Bはランダムに植栽し､ランダムな人の動
きを誘発する｡区画道路は列棺とする｡

･足元はツ1)-サークルとして植栽の根元を保護する｡

lV)シンボル植栽 ･･ -タウンセンターのシンボル性を演出するo

･シンホル広場及びシンボル道路Aはタウンセンタ-のシンボル空間であ
り､植栽はそのシンボル性を強調するように樹種を選択する｡

･シンボル広場は､広場空間を縁取り垂直な方向性を持たせるイチョウを2

列で植える｡
･シンボル道路Aは､緑豊かな港北ニュータウンのシンボルとしての風格
を持たせるため,樽の2列植栽を行う｡



i)ニユ-タウンの基調としての緑 ii)タウンセンタ-をネットワ-ク iii)タウンセンターへのゲート性を演
(幹線道路) する緑 (車両系､ルート植栽) 出する緑 (ゲ-ト植栽)
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2)補助幹線道路

設計仕様一覧
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補助幹線道路詳細図 (アンバータウン ゲー ト部)
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3)区画道路

･設討仕様一党
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①シンボル道路Aのデザインコンセ

プト

センター北地区ダウンタウンの東

側地区の中央を南北に貫き､シン

ボル広場から歴史博物館までを結

び､沿道に大規模核的複合施設の

立地を予定し､タウンセンター内

の来街着の大動脈となる都市軸の

一瓢を担うメインス トリ- トであ

り,且つセンタ-内で最も長いシ

ンボル道路である｡

シンボル階段から歴史博物錨に向

けて大きく下っており､歴史博物

館を超えセンター南地区まで見晴

らせるビスタの通った通りとなる｡

･主役は人と沿道の施設群であると

考え､幅員22m､延長335mという

街路空J71ヨの拡がりを感 じさせるよ

う､道路本来はシンプルでシノク

なつくりとする｡

･メインテーマを ｢環境と人の共鳴

する広域通 り｣として､道路の空

間的な拡がり､緑 水 ･光といっ

た自然の夢窓､そしてここを訪れ

る人々が一体となるよう計画したo

･具体的には次のように計画した｡

(a)一体感 ･脹わいの演出

広場通り

通りの起点と終点にはそれぞれ

シンボル階段と歴史博物館があり､

JI-ス(歩事由舎道路)

完結 した一つのまとまりある空間

を創り出す｡

･販わいの演出

通りの賑わいづくりのための装

置 (看板 ･バナー ･照明等)は沿

道施設で設け､道路空間ではベー

シックな要素のみを設置する｡

沿道施設との一体感

沿道施設の腰わいや夜間の明か

りを通 りに出すことで通りと一体

となった賑わいを創り出す｡

(b)柔らかで親密な歩行者空間づくり

･親密性

シンボリックな通 りであるが､

ケヤキの大木の列植によりフォー

マル性を出すと同時に､自然に揺

するような親密性を大切にした環

境づくりを行う｡

･手触り感

畷境箕素 (街路樹や照明器具等)

の配位はフォーマル性を基本とす

るが､紫舶自体は手触りの質感を

大切にする｡

夜問の照明も道路上はフットラ

イトを中心にとして､建物のショ

ーウインドウなどから洩れる光も

考慮 して､まぶしい明るさではな

く路面や建物の壁両が柔らかく明

るい計画とする｡

･安全性､安心性

交差点などは歩行者の安全性を

高めるよう計画する｡

ダウンタウン空間塀念囲B

雪 上 雲芸ら;d こi JF.コ 三:--'q慮 1..jL

諦 議

那こIJì噂

蕪㌫㌫R=-.

(参シンボル退路Bのデザインコンセ

プト

メインテーマを ｢ダウンタウンの

要となる賑わい通り｣としてダウ

ンタウン西側エリアの中心となる

プロムナー ドとして賑わいづくり

を道路空間として考える｡

･具体的には次のように計画した｡

(a)ダウンタウンの一体性の演出

･中心軸

中央部で接続する歩車融合道路

と十字を構成し､田の字型のダウ

ンタウン地区の歩行者ネットワー

クの中核となるよう計画する｡

･中心点

十字型の業となる交差点に向か

って舗装バターンのグラデーショ

ンを付け中心性を演出する｡

(b)娠わいの演出

装 髄

歩道照明としての低ポール灯

に､バナー (加害)用のア-ムやフ

ラワーバスケットを吊るすフック

等を設け､賑わいづくりに貢献す

る｡

･十字広場

中心点となる交差点部分は高照

明によって領域性を明確にするよ

うにする｡

シンボル適格イメージ/i-ス
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5)歩車融合道路

設計仕様一覧
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路揺抑(名相 柏 載 早.那 偏 平石 本 I 十 柵 蛸 記号 も 鈷 緊和浦 光頗 客土W 鮎渡K
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(3)橋梁修景設計

1)デザインコンセプ ト

センター北地区の橋梁は都市軸上

のセンター外周道路上に架かる橋で

あることから､タウンセンターの領

域性を悲識できるデザインとした｡

即ちタウンセンターのゲー トやサイ

ンを演出するようにデザインすると

共に､幹線道路からの見上げにも配

慮した｡

デザインコンセプトは次の通りで

ある｡

①光によるゲート性の演出

タウンセンターの領域性を演出す

るため､｢光｣をテーマとして橋梁

のゲート性のデザインを行う｡

･昼間は金属両による光の反射や､

光を透かすガラスのきらめきによ

り光をデザインするO

夜間は親柱照明 ･高欄に取り付

けられたフットライト 低ポール

照明により､境界 ･結界としての

空間演出を行う｡

･親胡三はそれぞれ形態的に個性を

持たせる｡

(診シンプルでスレンダーな軽快感の

ある橋

タウンセンターの都市的な街並み

イメージと調和させるため､スレン

ダーで軽快感のあるデザインを行

う｡

･高欄及び転落防止柵は軽快感の

あるアルミを素材とし､且つシン

プルで透視性の高いデザインとす

る｡また､デザインは3橋共通とし

て､センター北地区としてのまと

まりを持たせる｡
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各橋梁ごとの設計の考え方は以下

の表の通りである｡

考え方 形態

C ●C橋の考え方 拒==[叫二一拝=♯瑚f.. ..1王引t- ■一I

-駅前広場に隣接し.駅のサインであると同時にセンター北地メ

のシンボル的な橋であるo

●親柱のデザイン

棉 -センター北地区のシンボルとなる橋に相応しいグレードを持

た親柱とする.

-ゲート及びサイン橋としての個性を出すため､キャストガラ

スの組み合わせによる高欄と同じ高さの盤上のガラスの塊で lIl親柱を造る○

-ガラスは昼間は太陽光を拡散し､夜間は仕込まれた照明器具

によって光の塊となり､強いゲート性 ーサイン性を持つ○

E棉 ●E橋の考え方 l｢iE冊

-タウンセンタ-北側住区からゲートとしての空間演出を行う.

-E橋は全体に緩やかに登って降りる形態になっているため､
橋梁全体でゲ-ト性を演出するo

●親柱のデザイン

-E橋の親柱はポール状のスレンダーな形態とし､連続して配
置することで全体でゲート性を演出する○

-親柱は妙行空間の照明を兼ね､細身の銅管を組み合わせたシ
ンプルなデザインとするo

G●G橋の考え方 並立邑

-シンボル広場空間が連続し､タウンセンター東側住区からの

ゲートとなるo 昌 阜i一 山l t一 一 日｢

棉 ●親柱のデザイン

-キャストガラスを柱状に組み上げた形態とし､ゲートとして

のしつらえを創り出すo
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2)高欄デザイン

高鰍 柏 行者の転落を防止するこ

とが帥 であると同時に､人 が橋を

渡る時に傭上の空問を舶 批 印象

づける人にFR-も近いヒューマ ンスケ

ールのエレメントである.またその

一方で寄掛 絹 全体に渡ってLrlり付
けられるため･億の側面形状を構成

する重要なェレメントでもある｡

そこで､タウンセンター北地区の

触 計画は､光と軽快感を安臥 て

次のように考え方を設定する｡

･光を反射する素材 ･透過性のある
素材を用いるO

･シンプルで軽快感のあるデザイン
とする｡

各部の考え方は次の通りである｡
①構造部材

･高欄の構造部材は､光を柔らか

く反射 し､軽快感のあるアルミを
任用する｡

･デザインは出来る破り部材数を

少なくし､ディテールも単純にシ

ンプルな構成とする｡
②幕板

･静板は､光を透過あるいは反射

するガラスを用いて､割れた場合

にも飛散しない配慮をする.

･ガラスは強度を考慮 して､内側

に強化ガラス6mm､外側に鰯 度

カラス6mn-とするo内側の強化ガ

ラスは足などで蹴られた場合に割

れにくく､外側の倍弥度ガラスは

粉々にならすに大きく割れるため､

道路への落下防止の機能を持つC
③手摺り

･手摺りは手の触れる箇所である

ので,耐蝕性の高いステンレスを
用いる｡

･棟か らの見えがかりが/J､さく見

えるり に､横長断面の部 材 を倍
用する｡

(株式会社山手結締 醐 究所 管 孝能)
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G揺 視権

G橋 親権完成写其
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3.タウンセンター南地区整備計画

1)シンボル広場のデザイン

コンセプ ト

①シンボルについて

港北ニュータウンのセンター南地

区のシンボル広場は､センター北地

区の ｢知の広場｣に対して､｢情の広

場｣として位置つけられている｡そ

れ故にセンター南地区の広場のシン

ボルは､躯の5感を通じて感じられる｡

自然との接点によって構成されてい

る｡すなわち､知識として理解され

る ｢自然｣ではなく､木陰の爽やか

さや､木の床の暖かさ､吹き抜ける

風の爽快さ､木や革の香り､樹冠一

杯の花に囲まれる驚き､水音の豊か

ノンポル広場イメージ図

さ､風に揺れる風鈴の音の涼しさ､
陽だまりのぬくもり,日向水の暖か

さ,等々といった ｢自然と共に居る

ことの豊かさ｣という体験そのもの

が､心のなかに自然を喚び起こすこ

とのシンボル性を目指している｡そ

のための装置が ｢フォーリ-｣の卜

5までの要素として配置されている｡

これらのシンボルは自然の持つ多様

な豊かさを示すものであるので､一

つの中心的な焦点はもたない多焦点

型となっている｡丁度､神社の境内

に多数の社を持つような形をとって

いる｡これらの一つ一つの ｢社｣が

季節､季節に応じて自然の豊かさを

感じさせてくれるのである｡

これらの自然の ｢力｣そのものを

はっきりと示すために､装置そのも

のは極めて人工的でメカニカルな形
態としている｡すなわち装置そのも

のの持つ ｢ムードに栴らないで自然

の ｢力｣を感じることを狙いとして
いるOまた､この広場には5種の木を

シンボルとして計画している｡これ

は ｢植物｣という人に攻も身近な､

しかし ｢動物｣としての人間とは全

く異質な､しかし動物にとってなく

てはならないパートナーとしての植

物を請えるためであるOこの5種の木

は､人と植物の永い､多様な付き合

いの歴史のシンボルである｡すなわ

ち､在来種､外来種､花を見るもの､

味を利用するもの､和木を利用する

もの､自然種､l卦芸種等々といった､

多様な植物との接点の在り方が表現

されているO
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2)空間の機能

シンボル広場にとって､躯の5感を

通じて ｢自然の豊かさ｣を感 じさせ

てくれる装置としての ｢フォリー｣
が置かれ､様々な行為が行われる空

間 ･場について主要なものについて､

その機能性とデザインコンセプトを

示すo

①イベントプラザ (ウッドチッキ)

｢イへントプラザ｣は南地区シン

ボル広場の中心となる空間であり､

ダウンタウンからの連絡橋を受ける

｢サンクン広場｣と一体となって野外

劇場的な空間を造り出す｡｢サンクン

広場｣は､｢イベントプラザ｣の舞台

となる｡間口約30m､奥行約20mの広

場であり､周辺より4m低い｡広場の

舗装は石貼り (クオーツサイト)､一

部はアルミ､チェノカープレー ト貼

りとするo舞台の背紫となる壁は､

sUsパンチングメタルn占りとし､そ
の表面に水を流して縄とする｡｢イベ

ントプラザ｣は､約50mX40m､約

2,000mZの台形で､｢サンクン広場｣

と広場東側との4mの高低さを利用 し

た階段広場とし､イベント時は観客

席となる｡(収容人員2,000-2,500人)

階段広場の床は､間伐材等を活用 し

た木製のデ ノキとし､通常はベンチ

として､また日向ぼっこ用の床机と

して使われる｡階段広場の脇にはス

ロープを設ける｡広場北側の壁は

SUS等のメタル粘 りとする｡両側の
壁および階段状床の蹴上部には埋込

照明を設ける｡

②ウッドランド

｢ウノドランド｣は､センターエ

リア-の ｢総合公園｣方向からの
｢緑の貫入｣をシンボライズする空間

(約1,500m:)であり､都心部におけ

る ｢ウエ ノト｣な空間として､シン

ボル広場中心部の ｢ドライ｣な空間

と強いコントラス トを形成する｡喬

木とグランドカバーよりなる疎林で

あるが､西側の広場入口付近は,中､

低木を混じえたやや常.=植地とする｡

南側の ｢バンプ-テラス｣よりの林
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床はワイルドフラワー等花物とする｡

植栽地はゆるい築山状をなし､中心

部では約15mほどの盛土とする.ま

た､｢ウッドランド｣の一画には､シ

ンボルとして ｢クス｣の大木が植え

られる｡林は落葉樹を主体とする混

交林とし､林床は夜間ライトアップ

され､林床全体が明るく浮かび上が

る｡

③円形階段広場

｢円形階段広場｣は､ダウンタウ

ンとシンボル広場の共同義務街区の

公開道路を結ぶ動線を形成する｡5m

の高低差を持つ階段である.広場は､

｢イベントプラザ｣の舞台となる ｢サ

ンタン広場｣がそのまま階段状にな

った部分である｡この階段は略半円

形の平面を持ち､｢サンクン広場｣を

舞台とする､間口L5m､奥行15TTlのア

ンフィシアターを形成しており､小

規模なイベントの場となる｡階段は

石村製とする｡

④パンフーテラス

｢バンプ-テラス｣は､｢豊かな時

間を過ごす場としてのシンボル広場｣

を形成するための施設であり.公的

空間内に設けられ ｢カフェテラス｣
である｡カフェテラスへの飲食のサ

ービスは隣接する共同裁務街区内の

施設整備に期待している｡

シンポJL'広1品平面図

｢バンプ-テラス｣は文字通り竹

(マグケ)を植えた､やや束洋的な趣

を持つテラスであり､その全面には

池を介して ｢ウノドランド｣の林床

には,ワイルドフラワー等の草花が

咲き乱れる｡都会の喧騒を一時忘れ

る空間である｡テラスの床は御影石

敷きとし､シンボル広場の中にリノ

チな空間を造り出す｡

⑤緑陰広場

｢緑陰広場｣はシンボル広場の南

側の入口であり､｢シンボル道路A｣
を受ける広場である｡緑陰の休息広

場として､また植木市や盆踊 り等の

イベントに使われる｡

広場は約20mX40mの矩形であり､

フラノトに造成される｡広域の仕上

げはダス ト舗装とし､｢軟らかい｣広

場として､様々な仮設工作物の設置

を容易にしている｡広場と周辺の高

低差は階段によって処FJiする.階段

は石材穀とする｡広場の南側には､

階段に張り出す形でガゼポ (約13TTlZ)

が設けられ､広場を見下ろすことが

できる｡広場とガゼポ床面との高低

差は約075mである｡｢緑陰広場｣は

その四周を2列の喬木によって囲まれ

る｡広場を取り巻く樹種は ｢ケヤキ｣

である｡



3)主要施設

シンボル広場を構成する主要施設

となる構造物である ｢フォーリー｣､

｢シェルター｣､｢ガゼポ｣､｢フレーム｣

について､そのデザインコンセプト,

構造,素材､納まり等を示す｡

①フォーリー

センタ-南地区シンボル広場の中

心部は､｢階段広場｣､｢サンクン広場｣

からなるピノトした空間 (約60mX

35m)の周りに ｢陽の言｣｢木の言｣､

｢花の宮｣､｢風の宮｣および､｢水の

宮｣という5つのフォーリー (辛)が

設けられている｡これら5つのフォー

リーは､自然的要素との接点のアメ

ニティーをシンボライズしたもので､

それぞれ陽光の暖かさ､水の涼しさ､

花の華やかさと移ろい､風の爽快さ､

樹木の生命力と大地の力の与える感

動といったものを接する人に与えて

くれるOまた､これら5つのフォーリ

ーは､地- ｢木の宮｣､水- ｢水の宮｣

火- ｢陽の宮｣､風- ｢風の宮｣､

空- ｢花の宮｣という5大要素のシン

ボルともなっている｡

｢鳩の宮｣

/ ･ _l 郡 肝門"柵幽_ 水を映すメタルの蚊+'

-_b'_I-
/'L

番のする木つる

l′:,q'-
/

守ニ

パンチングメタル-77k# 水書%
石の虻′く､チ

二塁'f

㌔ 4};L.ti,..拓 明るし地 相 / I

･色 シンポリ憲 票 墓誌 -1 芝芸. 叫 梢

･ r'-を - 響 .rT,__ .～. 鼻 ∴ 吹き抜ける見
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②シェルター

シンボル広場の ｢シェルター｣は､

地下鉄駅と広場南側のプロノクを結

ぶ雨と日差しから守られた動線を造

り出す｡

｢シェルタ-｣は帽4m､延長約

112mで略放物線を1ETlくD｢シェルタ
ー｣は鉄骨で､鋼管柱に同じく鋼管

を組んだ小屋組によって構成される｡

屋根の高さはレベルで､駅前から南

側プロノク迄の敷地の高低差により､

南側では桁下25m､駅前では45mと

なっており､駅前部分では緊急車両

が通過できるクリアランスを持つ｡

屋根はガラス繊維股張りとし､屋根

材と′ト屋組材の間に.EI.'i明を組み込み､

｢シェルター｣の屋根全体を照明とす

る｡雨水は屋根両脇の樋からそれぞ

れの柱に設けられた壁樋で処理され

る｡

③カセポ

｢ガゼポ｣はシンボル道路からの

焦点 (但 し､軸線は合っていない)

を形成すると共に､｢緑陰広場｣にち

ょっとした雨のあたらない場所を造

り出す｡｢ガゼポ｣は鉄骨道の躯体に

ポリカーボネートの屋根を持つ｡床

はガラスプロノクで､床下のビット

に設けられた照明によって下面から

I照らしだされる｡｢ガゼポ｣径約4m

の略円形平面を持ち､その床の中央

部3m画の部分がガラスプロノクで､

その他の部分はアルミ チェッカー

プレー トである｡′ト屋組も銅管で同

じくフッ素樹脂塗装 (グレ-)とす

る｡′ト屋組も鋼管で同じく77素樹

脂塗装とする｡手摺りはアルミ･パ

ンチングメタルとする｡

(彰フレーム

｢フレーム｣は特に機能を持たな

い構造物で､T橋橋詰広場に奥行と､

ものの影を与えている｡鉄骨造 (7

ノ薫樹脂塗装)で､屋根は持たず､

鉄骨の小屋組があるだけである｡T橋

の横軸線上に位起し､橋に面する方

は中央に円形の窓を開けたアルミ

パンチングメタルのパネルによって､
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ダウンタウンの景色をフレーミング のアイストップを形成するO

している｡このパンチングメタルの

面は広場床面から照らしだされ､T橋
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1)センター南地区公共空間の

デザインと街路空間

センター南地区は､区の総合庁舎,

総合病院､ヒジネスコア､シンボル

広場､総合公園等が予定され､多種

多様の活動が融合するまちの形成が

期待されている｡こうしたことから

｢人とまちとの共鳴-躍動感溢れるま

ち｣が公共空間のデザインテーマと

なっているo

このことは､一つにはシンボル広

場における大胆かつダイナミノクな

デザインとして具現化されるO

もう一つには,多様な活動と広が

りあるタウンセンターを､グリーン

マ トリックスシステム及び都市軸 ･

回遊軸といった歩行者系空間の系と

して秩序立てながらも､街区の特性

にみあった個性を創出するような街

路空間によって具現化されるものと

考えられる｡

2)街路空間デザインの秩序

街路空間デザインの課題として､

センター南地区タウンセンター全体

としての秩序と､街区ごとの個性創

出を統合化することが上げられる｡

全体の街路空間デザインの秩序形

成に関しては､舗装材をレンカブロ

ック (赤又はマンカン)とコンクリ

ー ト擬石 (グレー又はベージュ)と

いった限定された素材 ･色彩とする

こと､ファニチャー類はベ-シyク

な形態としその色彩をフラウンまた

はグレーに統一することで対応する

こととした｡このことは､極めて個

性的な街区を形成するダウンタウン

以外の部分で適用 し､全体としては

緑濃いアースカラーのまちをイメー

ジしている｡
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3)街区の個性を創出する街路空間

前述のように限定された舗装材の

使用を前提としながらも､街区の敷

地利用特性や空間スケールに応じて､

舗装の各種組合せパターンをデザイ

ンすること､また､街路樹の大きさ

や特徴を選択して､街区ごとの個性

の創出を図っているo

また､小規模な宅地からなる街区

には､ブロックの形状が210×50×60

厚といった小さな形状の舗装材を多

用 し､あまり大きくならない花木を

植栽してヒューマンな雰囲気を醸 し

出すようにデザインし､補助幹線道

路や都市軸となる歩行者専用道路等

のスケールの大きな街路空間には､

300×300の平板をベースとした舗装

とすることを基本としている｡

センター南地区街路空間のソーン区分

以上のような事柄を基本としなが

ら､センター南地区を以下の4つのゾ

ーンとして捉え､その特性に応じた

街路空間のデザインとしている｡

①シンボル広場 ･駅広ソーン

自然と都市的活動が融合するダイ

ナミノクかつ緑濃いゾーンを形成す

る｡(詳細に関しては別掲)

②アッパータウン

全体としての統一感と街区ごとの

個性を持った回遊性あるソーンを形

成する｡

③総合公園 ･ヒジネスコアソーン

全体として緑濃いながらもフォー

マルな装いを持つゾーンを形成する｡

(彰ダウンタウン

界隈性と賑わいに溢れた極めて個

性的な空間を形成するo



4)アッパータウンの街路空間 シンボル道路A整備イメージ

アノバ-タウンは､シンボル広場､

区総合庁舎の南側のゾーンで核的複

合施設､大規模商業施設のほかに中

小規模商業系の敷地利用が想定され

ていて､これらの街区を回遊軸が串

刺しにしている｡

全体として商業系の敷地利用が多

く､賑わいをともなった回遊性を引

き出すため､ゾーン全体のキーカラ

ーとしてレンカ (赤)を使用 し､道

路種別ごとに他素材との組合せパタ

ーンの舗装としている｡

街路の構成は以下のようである｡

①補助幹線道路

(幅員200m､歩道45m)

②区画道路 (幅員】40m､歩道35m)

(動シンボル道路A

(幅員220m､歩道75m)

①歩車融合道路

(幅員140m､歩道35m)

⑤歩行者専用道路

シンボル道路Aは､レンガと自然

石の組み合わせ舗装としたほか､シ

ンボル広場に連続するケヤキ並木を

植栽して､タウンセンターの内外を

結ぶシンポリノクな都市軸空間の形

成が目指されている｡

また､歩車融合道路は､レンカと

インターロッキングの組み合わせで

歩車道に一体感のある快適な歩行空

間の確保を目指 したほか,区画道路

とあわせて,特徴ある花木をいくつ

かのゾーンごとに樹種を変えて植栽

して､回遊性を引き出すこととヒュ

ーマンな界隈性を醸し出すことを意

図している｡

dキ3/-~~･p d.,,-.つ. ＼ ､才等;ヲ≡

シンボル道路A舗装バターン

158



5)糸E合公園 ･t:ジネスコアソーン

の街路空間

総合公園 ･ビジネスコアゾーンは

アノバ-タウンの一部で､区総合庁

舎等の行政施設､総合病院､ビジネ

スコアなどが立地する大規模宅地と

しての敷地利用が計画されている｡

タウンセンターから総合公園､緑道

へ至るゾーンであることから､シン

ボル広場とともに全体として緑濃い

ゾーンの形成が目指されているO

街路の構成は以下のようである｡

①補助幹線道路

(幅員200m､歩道45m)

②区画道路

(幅員140m､歩道35m)

(む歩行者専用道路

補助幹線道路､区画道路は車輔交

通は予測されるものの､歩行者の通

行は多くはないと考えられることか

ら､ベージュとグレーの洗い出し平

板からなる落ち着いた歩道舗装とし

ている｡また,総合公園へ連続する

緑として､ケヤキ､シラカシ等の郷

土種からなる街路植栽としている0

-万､ソーン内の歩行者専用道路

は都市軸､回遊軸に位置付けられ区

総合庁舎やビジネスコアへの主要な

歩行空間であるため､明確な軸性と

フォーマルな装いを持ったデザイン

としている｡具体的には､区総合庁

舎前は自然石 (桜ミカゲ)､その他は

擬石平板 (グレー)をベースとした

舗装にシンボル広場と共通のレンガ

(マンカン)のボーダーをあしらった

舗装としている｡
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また､歩行者専用道路の交差部は

特徴的な舗装パターンとし､単調さ

に変化を加えている｡植栽は､ケヤ

キ､メタセコイア等のシン

ポリノクな樹木の整然とし 補助幹線道路･区画道路舗装パターン

た並木として緑濃いながら

もフォーマルな装いとなる

よう心掛けた｡

歩行者専用道路平面図
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6)ダウンタウンの街路空間

ダウンタウンは,センター南駅と

都市計画道路に囲われたゾーンで､

地形的にも他とは独立した街区とな

っている｡シンホル広場 とスポー

ツ 文化施設予定地を結ぶ都市軸､

センター南駅とビジネスコアを結ぶ

回遊軸が設定されているが､中小規

模の商業系の敷地利用が想定される

ことから､軸性が明確な街区と言う

よりもむしろ､面的に極めて個性の

ある街路空間を創出して賑わいある

街区の形成の一助となることを目指

している｡

街路の構成は以下のようである｡

(丑幹線道路 (駅前停車場線

幅貞220m､歩道35m)

②補助幹線道路

(幅員200m､歩道45m)

③区画道路 (幅員140m､歩道35m)

③シンボル道路B

(幅貞160m､歩道6.5-50m)

①歩車融合道路

(幅員140m､歩道35m)

⑤歩行者専用道路

幹線道路及び補助幹線道路は擬石

平板 (グレー)を基調とした歩道舗

装､植栽帯を設けた街路植栽でオー

ソドノクスなデザインとしている｡

一方､上記以外の街路は同一の歩

道舗装で､舗装パターン及び色彩を

斬新なものとして極めて個性的な街

区の形成を狙っている｡また､植栽

も路線ことに基調となる樹種は定め

ながらも､交差点部などには特徴的

な樹種を植栽し変化ある街路空間を

演出することとしている｡

幹線道路舗装バク-ン

-- I - -" - ･･一 ･J＼ ｢ .二二

シンボル道路B舗装パターン

補助幹線道路舗装パター ン
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1)修景設計について

タウンセンター橋梁のデザインは､

I.架橋位置の特性､2橋梁前按の空間
の連続性､3橋梁上下の連結､等の

観点から地形,土地利用や､基幹イ

ンフラとの関係によって区分され特

徴づけられる0

本修景設計では､これらの条件に

より各橋梁に求められる共通性､特

殊性を抽出し､それらを ｢外部景観

(橋をくぐる人､車からの視点)｣､

｢内部景観 (稔をわたる人の視点)｣
に反映させるべく､16の橋梁につい

てタイプ分けを行なった｡

各橋梁はこのタイプ分けに従って

いるが､同時にデザインエレメント

を共有しながら共通性にも配慮した｡

しかし､基本的には各位置の空間特

性によって ｢外部景観｣､｢内部景観｣
の二つの側面から､橋梁全体の形態

的特徴､立体処理の機能性､あるい

は橋面前後の空間の関連などによっ

て橋梁全体の個性が与えられている｡

2)橋梁のテサイン方針

上位計画のデザインコンンセプ ト

をみると-riLでタウンセンターに

架かる橋の共通性と各橋梁の特性を

活かした個性のふたつの側面からの

デザインのアプローチの重要性をデ

ザイン方針のひとつとしてあげてい

る｡

基本設計においては ｢シンプルで､

スレンダーな軽快感のある橋｣とい

うタウンセンター共通の橋梁景観イ

メージによって構造形式の設定｡橋

及び橋まわり､アプローチ部の納め

方等が検討され､各橋梁について一

般図の作成までが行われている｡

そのため基本設計の段階では統一

された上部工形式により,その外部

景観は同一の物となっており､総合

公館に架かるN､P橋を除いて特に個

性は与えられていない｡各橋梁を特
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外部形態のサイン性

内部空間の連続性

散づけ内部景観を決定する (外部景

観への効果も当然ある)エレメント

デザインについては本業務で検討す

ることとなっている｡本兼務ではそ

のエレメントデザインによってタウ

ンセンターの橋梁に,それぞれの特

性に合わせた個性を与えることが目

的のひとつとなっているが､｢個性｣

を意識することで個々にデザインの

アプローチを行なうとデザインの氾

濫やコス トのかかりすぎといった事

態の原因となったり､エレメントレ

ベルのデザインにおいてすべての橋

梁に共通性を与えようとすれば不自

然なものになるおそれがある.

そこで､具体的なデザイン方針を

検討するにあたっては､まずタウン

センターの構造を把握 して全体の関

連の中で橋梁の機能 ･立地その他の

条件から共通性､特殊性を抽出して

デザインの手がかりとする (アーバ

ンデザインからの検討)｡即ち街の各

部の特性を橋のデザインに反映させ

ることで橋梁崇観が都市構造の視覚

化 (街のわかりやすさ)の一助を担

うことなり､同時にデザインの氾荘

を防ぐことにもなる｡

7-ハンデザインからの検討は特

に次の側面から行なわれた｡

(ヨタウンセンターゾーニング

(参歩行者動線軸

③歩行者系道路計画

(む車両系道路計画

以上の側面により次のような都市

俳道の視覚化が行われる｡

(a)系的明確化 ()レート性)

-主に外部景観

(b)位置的明確化

(サイン性､シンボル性)

-外部景観 ･内部景観

(C)ゾーン的明確化 (領域性､施設

との関連性､空間の連続や分節)

･外部景観 内部景観

以上のようなデザイン方針により､

各橋梁の外部景観 ･内部栄観それぞ

れのデザインに求められる共通性

特殊性を抽出し､その中で強調すべ

き共通性 (場合によっては特殊性)

によりグルーピングを行う｡これに

より個々の橋梁デザインを検討する

lヨ削二適当な抑制作用が与えられる｡



3)アーバンテザインからの検討

センター南地区橋梁のクルー

ピンク

外部茄観､内部景観の考え方とい

う事でデザインのための手がかりを

ビノクアップした｡

つぎに個別のデザインの検討を行

う際に全体の方向性を失わないよう

にするために､先の外部景観､内部

景観の考えをもとに橋梁をいくつか

のグループに分けて､各グループご

とにおおよそのデザイン方針を設定

する｡

幹娘道路舗壬毒パターン

グループ デザインの基本方針 特殊性を与える聴

1.中山北山田線に ー幹線道路のルート性 S聴 :タウンセンターのシンボル橋

架かる橋 ･車に対するタウンセンターの領域の表現 (ゲート性) としでデザインする

K,S.Q,W ー歩行者に対するデザインはそれぞれの立場の特殊性をいかし Q橋 :アッパータウンとダウンタウンの

た個性あるデザインとする 高低差をデザインに反映させる

ll.籍合公園に架かる橋 N_P ･籍合公園とタウンセンタ-との空間の分節を明確に表現する

一橋自体のデザインは目立たせず (歩行者が橋を意識しない)､

内に架かる橋 _アッパータウンの街区のまとまり､幹線歩専道のエレメン

M.0 トレベルでの連続性を表現するo

ⅠV.鉄道 .駅周辺に ･T､U橋の機能の処理がデザインの重要なテーマとなる

架かる橋 ･上部工とエレメントデザインを耗-させて､駅と鉄道が形成

R.T.U するゾーンの構成要素としての共通性をもたせる

･センターの入口であることを表現する L､V橋は東西の都市軸上に位置し

入り口に架かる橋 (Dセンタ-側のイメージを橋梁部に取り込む L その動線計画上の重要性からも

H,IJl,L.V (診センター外側のイメージを椅染部に取り込む H,I,Jー センターの入口としてのデサイ

③橋梁自体を目立たせて歩行者に空間の分節を意識させる ンを特に強調する
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4)アーバンデザインからの検討

外部景観の考え方

外部景観は橋梁の下を通過する車

および歩行者の見上げのIB.観であり､

また別の視点からの橋梁本体､附帯

構造物を対象とした ｢眺め｣でもあ
る｡

本橋部については基本設計におい

て,外部景観を意識した ｢シンブル

でスレンダーな軽快感がある橋｣と

いうコンセプトで上部工形式が選定

されており､高欄等のエレメントデ

ザインは ｢スレンダーなイメ-ジ｣

を損なわないデザインとする｡また､

外部貴校の考え方

高欄､親13三等のエレメントデザイン

によって次のような ｢街の構造の視

覚化｣が考えられるo

①特殊な構造や高欄､橋染上のオブ

ジェや親柱による位置的明確化

(差別化によるランドマーク､

サイン性の付与)

②ェレメントデザイン (主に高欄)

の耗一によるルート性､ゾーン性

の表現

③幹線道路等での車からの見上げの

景観を意識した親柱等によるゲ

ート性の表現

階段 スロープ等のアプローチ部

の附帯構造物ではそれぞれの立地条

件を生かして下記のような ｢街の構

造の視覚化｣が考えられる｡

アプローチ部において高低差が

ある個所では歩行者からの視線を受

けるためそれぞれの条件に応 じてタ

ウンセンターの領域､動線の終点､

地形 (ア ノバ-タウンとダウンタウ

ンの高低差)といった空間の構造を

怒識させる景観のポイント (ビスタ､

アイス トノブ)を創造するよう､構

造物の形態に工夫する必要があるO
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5)アーバンデザインからの検討

内部景観の考え方

内部景観は歩行者が橋を渡る際の

アプローチ部を含めた橋梁内部の景

観で橋梁前後の空間の関係を明確に

するのに内部景観のデザインは非常

に有効であると考える｡

ここでは橋梁が連絡する二つの空

Itrりと主動線とから下記のように橋梁

を分類し､それぞれの特性にあった

内部景観となるようエレメントデザ

インを検討する｡

①橋梁の分類

(a)車道が掘割りとなっており橋領

域の主動線に高低差 (階段等)が無

い橋梁｡

このタイプの橋梁はその両側の土

地利用により内部媒観で表現するも

内部景眼の考え方

のが異なってくる｡両側の空間が同

質の空間である場合 (M､0桧)は橋

梁と前後の歩専道を連続させてまと

まりを与え (この場合歩行者は橋を

橋として意識しない)､全く異質な空

間を連絡する橋梁 (N､P､V橋)で

は非行者が明確に槽を慾言放するよう

な結界を表現する｡

(b)アノバータウンとダウンタウン

のような高低差のある空間を連絡す

る橋梁｡(H､1､J'､L､T､U､W橋)

このタイプの橋梁は高低差のある

空間を連絡するという機能の処理が

デザインの要件となり,階段 スロ

ープ ･昇降施設の納め方が橋の利用

者の橋梁空間へのイメージに大きく

影響するoこうした柄造物の納まり

を検討する際には圧迫感の軽減､探

光､デッドスペース等の点を考慮 し

て負のイメージを与えないような形

管 (スペースを生かした/ト広場の創

出等)としなければならない｡また､

タウンセンターの入り口にかかる橋

梁 (H､t､Jr､L橋)では構造物の形

態を工夫 して歩行者がタウンセンタ

ーの入り口を明確に怒弛するような

しっらえとする｡

(C)一般的な歩道橋によくみられる

形態で車道を横断するために前後に

階段を必要とする橋梁.(K橋)

このタイプでは階段によって歩行

者動線が分断されないように､歩行

者動線を誘導するようなアプローチ

部を含めたしっらえとする｡
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②中山 ･北山田線に架かる橋 考える｡また､歩行者からの視点に いるため､個別に条件を整理し特殊

KSQW
幹線道路である中山 北山田線に

架かる橋梁は､外部景観に共通性を

もたせることで幹線道路 (中山 北

山田線)のルー ト性を表現 し､歩行

者空間においてはそれぞれの橋梁の

機能と立地の特殊性､の二点からデ

ザインするO

まずS橋はシンボル広場と区総合

庁舎前歩専道を連結する機能性と特

徴ある空間的関連からタウンセンタ

ーのシンボル橋として位置付け､デ

ザインの考え方としてはシンボル広

場の延長として､区総合庁舎前歩専

道まで連続した空間となるようシン

ボル広場の要素を取り込んだものと

するOまた外部景観においても特化

したデザインによりシンボル橋とし

て他の棒との差別化を図るo

K､Q､W橋は車道からの外部景観

において,統一された構造形式と高

欄デザインによりルー ト性を表現す

る｡K､W橋はその位置から幹線道

路における2地区タウンセンターの入

口として一対の物としてテザインを

K橋

対 しては,動線計画､橋の前後の空 性を生かしたデザインとする｡

間､アプローチ部分に現われる高低

差等の条件が各橋染で全 く異なって

■_
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③総合公園に架かる橋 NP

N､P橋はビジネスコアの都市的な

空間と公園緑地系統の核となる総合

公園の里山空間という異質な空間を

つなぐ橋である｡

神社における太鼓橋はその視覚的

なインパクトと渡るのが容易ではな

いその形態とにより神域と俗界とを

物理的にはつなぎながらも心理的に

は結界として作用した｡N､P橋にお

いては物理的にはレベル差もなくセ

ンターの歩専道から総合公園への入

口となる橋であるが内部空間を強調

(倍自体を目立たせる)することによ

り樵の前後がセンターと総合公園と

いう異なった領域であるということ

を歩行者に意識させるデザインを提

案したい｡

Nll

抱合公EF

(むアッパータウン内に架かる橋

M0

アノバータウン内に位監するM､0

橋は歩申分離の趣旨を徹底させて橋

の存在を感 じさせないような歩車道

の自然な連続をデザインのテーマと

する｡

ここでは､行政施設ゾーンとビジ

ネスコアとにより形成される街区を､

｢空Z.'iJのまとまり｣と ｢幹線妨尊道の

連続性｣というデザインテーマのも

とに分断することなく連絡させる｡
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⑤鉄道 ･駅周辺に架かる橋 RTU

R､T､Uの三橋は鉄道､駅 とい

う共有のキーワー ドのもとに関連性

をもたせたデザインとする｡特に駅

前停車場線に架か りダウンタウンと

ア ノバ-タウンの段差を連絡すると

いう同様の機能をもつT､U橋は一

対の物 としてデザインする｡R橋は

駅周辺のゾーン性の視覚化 というア

ーバ ンデザインレベルでのコンセプ

トのもとに､T､U橋に従ったテサ

インとする｡

T､U橋は基本設計が行なわれて

おらず橋体の納まり等の検討 も本業

務で行なうわけだが､いずれの橋 も

鉄道高架橋 との関係で外部景観は圧

迫感を軽減するものが望ましい｡そ

こで､よりス レンダーに見せる上部

工の断面形態 と上部工 とアウ トライ

ンを一体化 させる高欄のデザインに

より､スレンダーな外部景観 となる

ようにするo

T､U橋の上部工型式は他の橋梁

とおなじコンクリー ト構造 とし､高

欄デザインとあわせてよりスレンタ

一に見えるデザインを提案する｡

Aヽ.7ふ､一
ントデザインはT.U耕

rヽ

補助や投進路 906. Iril九._-.

磨 A_r-.翠rpよ 封

歩行者帝用道路 Jq前広均m@UI:
T偽

;--耕r㌔.′諒-5:rH⊃.
セ～頼Jt号,I-

Rqb仲群等浪 三.

押 蒸

シンボル広蛎

蕪 妻襲 要撃 ≡享
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⑥センターとの入り口に架かる橋

HlJ■LV

これらの橋梁はセンタ-とその外

側を結ぶという点においては一致し

た性格をもっているが､センター内

の橋としてそれぞれの橋領域の持つ

性格や条件は異なっており､そのデ

ザインも各橋梁により大きく変わっ

てくる｡本提案ではセンターと外側

の結節点としての橋領域の空間の質

を右図のように分類し､デザインを

考える｡(H･I J･Ⅴ橋は橋梁本
体施工演でセンター側アプローチ部

のデザインを提案する｡また､J橋と

J■橋については一体のものとして考え

る)

(株式会社エキープ ･エスパス

田中喜一 水田柘志)

(ヨセンター側のイメージを橋梁部に取り込む橋･- .･･I.

セン,;,.,y/そJ7?, g W y+1Try

事一議4何歩書式10号 -竺 :『 ≡ J

②センター外側のイメージを橋梁部に取り込む橋 - -HIJ-

I,,,チ,t,サ斬褒ニヲ_+lil
③橋梁自体が結界の意味を持ち空間の分節を表現すいる橋-･･-V

YTS: .∴ ∴
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第ⅤⅠⅠⅠ章 計画 ･設計のとりくみ

1.タウンセンター北地区基盤施設計画

1)概要

(D計画 ･設計経経

日建設計では平成2年度より､セ

ンター北地区及びセンター南地区の

駅前広場地下駐車場､ベデス ト.)ア

ンデッキの基本計画に芳l手し､引き

続いて､センター北地区同上施設の

基本設計 (平成3年度)､実施設計

(平成3-8年度)､さらにセンター

北地区シンボル広場の実施設計 (辛

成7年度)を担当した｡

現在､駅前広場は､一部を除いて

工事が完了し､平成 7年より供用さ

れている.地下駐車場は躯体部分を

平成6年に完了しているが､建築 ･

設備工事は平成9年度未に竣工予定

である｡ペデス トリアンデッキは今

後順次着工していく予定であるo

全体配正回

②計画 ･設計コンセプト

センター北駅 ･南駅の駅前広場は､

タウンセンター地区の中心であり､

交通の拠点としてバスや自家用車等

と鉄道の乗 り換えの便利さや快適な

歩行者の動線が求められるのと合わ

せて､まちの顔としての都市景観の

形成が求められるため以下の点に留

意して計画設計に当った｡

(a)使いやすい駅前広場

センター北地区､センター南地

区とも駅前広場周辺地形にはレヘ

ル差があり､高齢者や身僻者の方

にも催いやす くするため,地下

(地下駐車場)､地表 (駅前広場)､

上空 (歩行者デノキ)との連絡が

容易に行えるように歩行者デノキ

の配位やエレベータ､エスカレー

夕の配位を工夫するD

(b)新しいまちの顔となる郡市-,qt放

駅前のシンボル広場と連担した､

新しいまちの顔をつくるため､セ

ンター北地区､センター南地区の

テーマを定めるとともに､設計段

階での両地区の基本的な仕様の統

一を図る｡

(C)段階的なまちづくりに対応した

施設

施設丑備は､まちの成熟に合わ

せて段階的に進められるが､これ

に対応した段階鮭備ができるよう

な配慮を行うO

また､傾斜地形を利用 した駐車

場計画や､デノキの下部に駐輪場

を設駐できるようにするなど経済

的な施設計画とするo

′llI: @Il:;I /仁亘亘コ Il… ｢､~ー7ー f l
/

L≡ 三 重可 ∫一

C機 JIlllJMll ′ ー_.____ .A_qJ皿rl ∫

セノタ-北駅 l: /__.._｣rrr

一十一.- -.----一一--l[=亘至亘=]ll;亡空亘コtーt目Eilll1

i:

lI
日 .D; 】＼ー_.ノ. 8日lDデフli､l地下班JH｢

I(lq



1)空間構成の考え方

タウンセンターセンター北地区は､

地区全体が緩やかな勾配をもってお

り､その中で当駅前広場は地形的に

はアッパータウン (TP+35)とダウ

ンタウン (TP+22)の中間レベル
(TP+28)に位置 している｡また､
広場周辺は商業施設によって困まれ

た空間となっている｡そのような敷

地条件の中で､駅前広場と周辺街区

との避耗性､一体化､さらに駅前広

場としてのシンボル性を創出するた

めに,以下のような空間構成の考え

方を基本とした｡

タウンセンターの都市軸である東

西軸及び南北軸を空間構成要素と

して取 り込みながら,駅前広場と

周辺街区とのl司遊性を図る｡

シンボル広場と駅前広場､駅舎

(自由通路)と駅前広場を視覚的に

繋げるとともに､歩行者動線とし

て魅力ある空間にするため､ビス

タを設定する｡

駅前広場とシンボル広場､アッパー

タウン及びダウンタウンとの接合点

等の人の流れの結節点となる所は､

待ち合わせ､休憩､広場への眺望

等を考慮した空間整備を行う｡

駅前広場の中央はシンボル性を表

現する空間とする｡

2)整備内容

① 駅前広場中央部のアイランド

･自由通路やシンボル広場からの

視'北上のポイントとなる､駅前広

場中央部に位饗する地下鹿車場の

給排気塔は､ピラミッド型をデザ

インモチーフとしてガラス及び構

造フレームを強調 したものとし､

夜rLりの光の演出を考えたo

パス乗車バース前に位置する地下

駐草城の採光ロは､同じくビラミ

ノド型をデザインモチーフとし､

光とガラスによる演出を考えた｡

②駅前広場とシンボル広場をつなく

大階段

シンゴル広場と駅前広場をつなぐ

大階段の軸線上にシンポリノクな

交番 (将来計画)を､また大階段

の脇にはカスケー ドを整備 し､駅

前広場としての入口らしさを演出

する｡

(》ペデス トリアンチ ッキ

･A､C､Dデッキで駅前広場及

び周辺ビル､地下鉄駅の歩行者の

回遊生を確保している｡

･Aデノキは､シンボル広場とC橋

とをつなぎ栄西軸を形成する｡

･C･Dデノキは,アッパータウンと

ブラザビル自由通路さらにダウンタ

ウンへの南北軸を形成している｡

IAデノキは､共同化耗務街区の商

業施設と接続 し､ポケットパーク

的要素を持った賑わいのある空間

と歩行者通行機能を確保するため

に広幅nとなっている｡南面には

駅前広場を眺められる位置にベン

チと植栽帯による人々が憩うスペ

ースを確保する｡また､自転車歩

行者が利用できるように計画され

ており,斜路付階段を有している｡

さらに､地下駐車場､駅前広場､

デノキを結ぶ垂直動線に対して弱

者対応としてエレベータを設置し

ている｡

･A､Cデッキともに下部に地下駐

車場があることによる荷重制限か

ら鋼製とし,外装材には商業施設

に囲まれた駅前広場という華やか

な雰BfE気に合った素材であるアル

ミパネルを用い､フッ素樹脂塗装を

行って耐久性の向上をEgっている｡

･高欄は､駅前広場､シンボル広場

共通のデザインとし､パラスター

のデザインによって軽快なリズム

感を創出している｡

(彰共同化義務街区前のオープンスペース

共同義務街区前のオープンスペー

ス (TP+28レベル及びTP+35レベ

ル)は,アッパータウンへの入口

部であることから､人の休憩､待

合の空間として､′ト広場的な整備

を行い､人の動線の誘導を図る.

･地下駐車場の階段及び給気 ･排煙

塔を修景施設として整備を行う｡

デッキ下の空F711は､プリズムガラ

スの トノブライ トにより自然光を

取 り入れ､明るい空間づくりを行

うO

⑤交番､公衆 トイレ､公衆電話､将

来駐輪場

･交番 (将来計画)､公衆 トイレ及び

公衆電話は駅利用者にとって視認

しやすい位位に設置する｡

･将来駐輪場の設置スペースは共同

化義務街区前のデッキ下に設ける｡

⑥シェルター

･バス､タクシー乗降場のシェルタ

ーは,リズム感のある形態と､軽

くて柔らかいイメージを演出する

ために膜構造とした｡連続させた

シェルターの屋根部は､夜間は照

明により光が通過 して淡く照らさ

れる｡

駅前広場パスシェルターと地下駐車場採光が
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駅前広場の有効利用を図り､併せ

て地区の利便性に寄与することを目

的に､駅前広場地下に駐車場が計画

された｡タウンセンターの総鮭車場

謂要は､約11,000台と見込まれ,そ

のうち公的駐車場は約 2,400台の整備

を目標としてお り､本駐車場はその

一興を担うことになる｡

1)設計方針

設計方針として以下の5点を掲げ

て設計に望んだ｡

車の出し入れが容易

わかりやすい草 ･歩行者動線

地下での位置確認が容易

地上､地下を含めた周辺環境との

調和

従業員の居住環境も禿視

2) 本駐車場の特徴

･当該地が傾斜地にあることを利用

して,地表から同一レベルで地下

1階へ直接出入りできるようにし

た｡

･滞留車が公道へ出ないように､駐

車場内へ滞留車線を2車線 (210

m､35自分)確保 した｡

･隣接 ビル (ブラザビル､共同化義

務街区)との接続を考慮 した｡

･管理室､中央監視室には外光を採

り入れ,従業員の作業環境に配慮

した｡

･駐車場上部にペデス トリアンデ ノ

キが直接載る構造とした｡

3)計画概要

収容台数 516台

延床面積 24,385m2

構 造 鉄筋コンクリー ト造

地下2層､自走式

】71

平成6年度に策定された ｢港北第

1地区タウンセンターシンボル広場

基本設計｣を受けて､シンボル広場

全体のうち約 7,000nfの広場 (舗装､

捌水､階段)､地上工作物 (バーコラ､

シェルタ-､フカ1)-)､ステージ､

水施設､照明の実施設計を行ったo

1)舗装

既に一部が施工清であり､舗装パ

ターン及び舗装材の制約を受けた｡

使用された舗装材は､グレー系､ピ

ンク系花尚岩のビシャン仕上げであ

り､広範囲に使用されていると色の

コントラス トがはっきりしないため､

東iI封水路､流れ､ステージの化粧材

は､自然石の持ち味と色を強調させ

るように配色した0

2)水施設

ダウンタウンのシンボル道路の軸

繰上に､地形の高低差を利用した水

施設 を導入 し､一連の流れの中に

様々な水の表情が味わえるように水

路､滝､流れ､池を配した｡

3)地上工作物

(Dバ-コラ

煎西水路と並行 して祉つバ-ゴラ

は､将来はナツヅタがからむ展望地

の日陰スペースとなり､水平に伸び

る刺のラインと垂直に伸びる柱のラ

インは､大腸段下からの眺めにアク

セントとなっている｡

②フォリー

高さ9mの2つのフォリーは､ア

ルミパネルと太陽光発電パネルに覆

われたモニュメンタルな施設として

大階段の両脇に建つ｡

太陽光発電パネルは､水施設の動

力の一部として利用されるものであ

り､太陽光の強弱によって水施設の

演ILiJ.が行われるO

(株式会社日建設計 岡部冶正)

芦F■■r
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lR前広場と地下駐車堰



2.タウンセンター南地区基盤施設計画

おりである｡また､この広場の地下
に的】2,800mZの地下鉱車城が都市施

殻として平成4年 1月に都市計画決

港北ニュータウンセンター南地区 走されているO

では､横浜市営地下鉄3号線のセン ②設計対象施設

ター南駅が平成5年3月に開設され 実施設計を行った対象施設､数量

た｡本駅前広場は､駅の東側に高速 を以下に示す｡

鉄道4号線､及び駅ビル建設予定地 (a)道 路 .車道及び駐車スペ-

を挟む形で位置 し､敷地面積は約

13,900m2となっている｡平成8年11

月現在､駅前広場は整備が完了 し､

一般開放されバス､タクシー､一般

車両等も乗入れているOなお､ペデ

ストリアンデッキについては引続き

施工中のところである｡本線文はセ

ンター南駅前広場の設計概要につい

てとりまとめたものである｡

1)設計条件及び対象

①駅前広場の設計条件

センター南駅前広場は昭和62年2

月に交通広場 (A-13,913127m2)

として都市計画決定された｡広場内

に設置すべき交通施設は表に示すと

平面図

ス (約4,900rn2)
歩道 (約3,300m2)

排水等地下埋設物

(b)附属施設 バス及びタクシーシ

ェルター (30mX

210m)

照明設備他駅前広場

附属施設 (1式)

両統2 /てスノヾ - タクシータクシー 自家用 車I(-ス
(m ) /ヽ-ス プール

【第 2地区 】IIL平面図 回 目 ノ--.l+
Utl 巾 託ト訂 恒 也 一 日"苛■P

mH Fl lll琶室転塾 琶 還 塁琵琶喜望遠鼓室還詔 一一 -----iR襲撃==±±=二_ノ

】
I/ . ∠夢一一-.
-N 5..LT選~垂ー ､̀''SJ讃熟一一l

2)設言十方針

(訂基本方針

交通広場としての機能発揮を第-

誠とし､自動車､歩行者に対 して

交通動線の交錯を避け､安全でわ

かりやすい駅前広場とする｡

･自然と都市が融合し､21世紀の情

報発信拠点を目指 したタウンセン

ターの ｢顔｣として位駐付ける｡

･郡市的アメニティ-と自然的アメ

ニティーの両方を兼ね備えたヒュ

ーマンスケールの駅前広場とする｡

②デザインコンセプト

ーくつろぎを与える ｢緑｣あふれ

るステーションパーク-

自然的アメニティーの蔵も基本的

要素である ｢緑 (-植款)｣を多用し､

駅前広場もタウンセンターにおける

都市と自然の融合したアメニティー

の一つとなるように計画する｡即ち,

緑が融合された広場とも呼ぶべき広

場を計画し､駅前広場のアメニティ

ーを高めるo修景施設のイメージは､

落ち着きが感 じられる崇観を展開し

ていく｡
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3)設計概要

①平面計画

ハスバース､タクシーハース等

の配置計画にあたっては､各交通

機関の公共性､利用者に対するサ

ービス水準を考慮 し計画 した｡言l

画にあたり留意 した点を以下に列

記する｡

(a)公共性の高いハス､タクシーの

降車バースを極力駅に近づけサー

ビス水準を高くした｡

(b)自動車動線の分離 ;広場奥をハ

ス専用ゾーンとし､タクシー､一

般車両の浸入を避けた｡

②造成計画

駅広地上面の造成計画高は以下の

事項に留意し設定したO

(a)センタ一両停車場線高さとの整

合 ｡

(b)広場地下に建設される地下駐車

場の土被 りを極力抑える｡

③個別施設計画

(a)舗装

･歩道

緑の質としては､周辺地城を構

成する雑木林をイメージし､雑木

林を残 しながら駅前広場の施設を

設置するような形となる｡

このため歩行空間を構成する舗

装材は主に天然素材のレンガフロ

ノクを利用 し,棟数との調和を図

り,自然で潤いのある空間を表現

する｡

パ ター ンプラ ン (舗装面積

3,300m2)

擬石平板 (300× 600×60)と

レンガプロノク (230× 114×65)

を用い､擬石の規則的なボーダー

グリノトとそれに囲まれたレンガ

ブロック舗装 (ダークブラウン)

との落ち着いた色彩の組合せとす

るo

･車道

バス停車帯は､車両の発着時に

オイルのこぼれや､わだちぼりが

生じやすく､路面への負荷が高い｡

そのため耐流動性に富み､耐油､
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耐熱性に優れている舗装を施す｡

(b)照明

駅前広場のまわに樹木を密集さ

せることによりまわりの環境と分

離 し､かつ自然林を表現 している

ことから､街路の照明手法を駅前

広場の中まで入れるのはなじまな

いと考えるo

･ロータリー内の自然林に対 しは､

特別な照明をほどこさずより自然

に近い､ トーンを落 した茂みを演

出する｡

･車道照明を担当するハイボール灯

は､人の視界から極力離れたH-

20mとするO

･歩道は高さ46mのポール灯により

照明を行う｡

デ ノキ下には軒天ダウンライ トに

より照明するO

各場所の設計平均照度は､車道約

151x､歩道 71x､パーゴラ部151x､

階段201x､デ ノキ151x､デ ノキ下

歩道381xである｡

(C)柏裁

デザインコンセプ トを踏まえ､駅

前広場全体が雑木林を背景として四

季の移ろいを展開する施設となる案

を提案する｡

･ロ-タリー部

ハスターミナルのロータ1)-は､

給気塔が 2基立上 り視覚的なポリ

ュ-ムを持つ｡給気塔壁面は常緑

の樹木等で被い､その存在感を緩

和すると共に高木としてはケヤキ､

コナラ､シラカシ等不規則に植親

し雑木林的雰囲気を創る｡林床は､

笹や芝を用いて地面をおおい､ 1

m程度の築山を設けてのびやかな

景観を演出する｡

タクシーターミナルのロータリ

ー及び分離帯もこれに準ずる.

･通路

人々が行き交う広場であり､広

場外縁部の建築群によって囲まれ

た空間となるため自然の風景を演

出する必要があ り､緑陰が求めら

れる空間となる｡より自然風の空

11
*l

間としてランタムな高木の配置､

四季を演出する花潅木等を林床に

配 し､緑陰の中の散策路のような

広場とするO

･南東部の植裁地

外周道路と駅前広場の綾衝地で

あり､比較的まとまった植裁スペ

ースを持つ｡

常落とりまぜた植栽を施 し､外

周路との高低差を処理する｡四季

感を演出するために樹木の中に花

木 (コ7シ､ウハメガシ等)を混

植する｡

･西側の植栽地

排気塔の立ち上がる狭い空間で

あり､植栽するスペースも狭いた

め特に排気塔と西側を走る外周道

路との間は,常緑中木の列植とな

る｡駅前広場側は､若干ゆとりが

あるためシラカシ等高木の常緑樹

を植裁する｡足元も常緑を主体と

した植え込みとする｡

車寄せ付近

道路に沿った部分であり､広場

からの自由な出入 りがあるため､

緑陰樹のランダムな植数を施す｡

(d)シェルター

W-30mX延長 210m

歩行者の歩行やハス ･タクシー

待ちの滞留などが降雨時や日照時

でも快適に行なえるようシェルタ

ーを連続化 (ライン化)させ利便

性の向上を図っている0

-万で､ラインシェルターが広

場の景観を圧迫 しないよう軽やか

な印象の膜素材を採用 した｡

･支柱+フレーム ;スチール (フノ

素樹脂焼付塗装)

･屋根 ;テフロン膜



4)あわりに もし出され､駅利用者が安らぎを棉

センター南駅前広場の特徴の-つ られることを切に願っている次第で

は､何といってもその面積の広大さ あります｡

にある｡現在はまだ周辺施設が整備 (日本技術開発株式会社 石毛秀樹)

途上であり､人々や車の集中も少な

いため,より一層ゆとりのある空間

に感 じられることだろう｡この様な

条件の中で､駅前広場の交通機能が

充分発棟されるよう､ハス等の公共 シェルタ_

輸送機関と一般車との利用ゾーンを

明確に分離 し､各車道部分について

も広めの幅員を確保 し､将来の交通

量増大にも充分対応が可能となるよ

う配燈した｡

デザイン面においては､■■緑"を特

に意識し､自然で潤いのある空間の

創出を目指した｡この駅に降りたっ

た人々が何の抵抗感も無 くこく自然

な気持ちで広場を進むことが出来る

ことが理想である｡今後､植樹類も

順調に成長を重ね､数年後には､理

想としている雑木林的な穿開気がか

北側広場イメージスケッチ
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平成6年秋､港北ニュータウンの

地下駐車場の躯体工事が完成した｡

タウンセンターの総腰三車需要台数

は､将来約11,000台が見込まれてい

る｡住宅 都市整備公団は公的駐車

場の整備の一環として､センター北

駅とセンター南駅に､それぞれ収容

台数 516台と591台の地下駄車場を整

備することとなったO地下駐車場の

形式は､地下2層 2階､自走式で地

上部は駅前広場が計画されている0

本報文は､センター南駅地下駐車

場 (仮称)の言1画及び設計について

とりまとめたものであるo

1)駐車場計画位置

当該駐車場は､ア ノバ-タウン

(TP+350m) とダウンタウン (TP十

146m)の中間部に位置する｡この

ため､その高低差を生かした駐車場

計画を行い､土工量削減による工費

縮減と施工性の向上を図った｡

2)駐車場計画

① 計画概要

駐車場の計画概要を右表に示す｡

②対象車種

本駐車場は不特定多数の利用者を

対象とする公共駐車場であることや､

近年の3ナンハ一車両 (普通乗用車､

ワゴン車等)の増加傾向を考慮 し､

仝車重を普通乗用車対応とし､広 く

て駐車 しやすい地下駐車場とした｡

(車両寸法は､幅180mX長さ500m)
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計画概要

駅FI]■ム槻 t )39】3TTl!

形 式

捕追汁画 矩体手辞退

欄遊形式

班顎了別辞 】2.0】Om～

規彬!延床面珊及び薮雑台数(3ナンハ一一対応型) 床両横 台数

BIF ]2.010m 259台
82F 】2.0】Om 332台

許｢ 24.020m} 59】台(うちLJ粁者用6台)



③車室計画 (彰出入口計画

一般車重 (障害者用を除く)につ (a)車両の出入口

いては､構造的に有利で経済性に優

れる柱スパンの検討結果から､1ス

パン当たり3台の敷革とする01台

当たりの車重寸法は､駐車場設計 ･

施工指針に基き25mX 60m (A-

150m2)としたO

また､車椅子利用者用のスペース

車両の出入口は､混雑を避ける

ため､慶事場利用者と駅前広場利

用者を分離した｡

即ち,地下駐車場出入口は駅広

北側地下 1階に､駅前広場出入口

は駅広南側地上部に設け､利用し

やすい形態としたo)

が大部分であると想定し､駅広西

側 (両駅に而して)にA､B､C

の3段階を配置したOまた､利用

頻度の少ない駅広東側にD､E､

Fの3階段を配置した｡このうち､

E階段は非常用とした｡)

⑤駐車場動線計画

出入口計画及び地下駐車場内車重

計画､場内滞留計画を踏まえて､安

は､横浜市の福祉のまちづくりに準 (b)歩行者出入口 仝性､円滑性を高めた､場内動線計

じ､同じ柱スパンの間に2台駐車と 歩行者出入口は､センター両駅 画を行った｡

し､250+125mを確保した｡ と南側アノバ-タウンへの利用者

冒 ⊂ ≡ ∈亘≡二百

馳 I幾 ノtJ
l 二三l llT肌

ノー ′ >出口

〆∋

BIF外周路

I 人口
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⑥構造形式

構造形式はフラノトスラブと梁柱

による比較検討を行い､フラットス

ラブ形式を採用したOその理由とし

て,(丑梁柱形式より全高で 15m低い､

(む経清的に有利である､③姓車場内

の排煙､給排気のダクト工事等設備

=事が容易で工期短縮が同れる､な

どが挙げられる｡

⑦話室配置計画

駐車場内の諸重配置は､各室の接

能を考慮 し以下のように行った｡管

理諸茎 (管理事務室､中央監視室)

は､管理上､機能上有利と考えられ

る出口付近に集中的に配位した｡

横桟諸重は､敷地南側のセンター

停車場線の共同溝からの引き込み等､

接続上有利な南側にまとめた｡

利用者スペース (自販機､公衆電

請,身障者用EVおよびトイレ)は､

利用頻度の高いセンター南駅とアノ

バータウンへの接続を考慮 し西側A

階段付近に設置した｡

センター南地区地下耳主事唱

3)地上部計画

(D地上構造物

地下駐車場から地上部に突出する

構造物は､給 ･排気筒､捌蛭筒､エ

レベーターシャフト,階段等であるO

これらの形状は､駅前広場計画のコ

ンセプトに配慮するとともに､材判､

色彩等についても､調和のとれた計

画とした｡

② トップライト

中央監視室上方には トップライト

による採光を採 り入れ､地下茎内と

いう暗い､閉塞された空間からのイ

メ-ジアノブをlg]った｡

∴

一二二

4)あわりに

地上部駅前広場の工事は､平成8

年4月に竣工し､駅前広場は供用を

F;]始した｡

平成6年秋に躯体工が完成した地

下駐車場は､場内の意匠､給13F水衛

生設備､電気設備の各工事が､平成

日年の供用開始を目指 して進められ

ている｡

港北ニュータウンの発展とタウン

センタ-の活性化のために､地下駐

車場の早期完成が待たれる｡

(El本技術開発株式会社 上野茂樹)

話室配置図
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港北ニュータウンのセンター北地

区 (センター北駅) とセンタ-南地

区 (センター南駅)は､ニュータウ

ンの中心地区であると同時に横浜都

心部を補完する副都心 としても位置

づけられる重要な拠点である｡

そういう位置づけから当センター

北地区センター南駅前整備は､過年

度策定 した整備計画方針に基づ きそ

の具体化を図ってきているOつまり

21世紀を目指 した港北ニュータウン

全体の街づ くりの基本理念､=緑の環

境の保存､ふるさと創出､安全性､

高水準のサービス"これらを具体化

し実現させることを最終日標に設計

を進めている｡

デッキ平面計画に係わる周辺施設とチ

ッキの位置づけ

①センター両駅

Q)ア ッパー
タウン

①地下駐車場

また､当地区の特徴のひとつに地

形的要素がある｡早淵川に向ってア

ッパータウンとダウンタウンで構成

される当地区はその高低差が約14m

あ りタウンセンター内在大 となって

いる｡当デ yキ設計の良 し悪 Lは､

こういった縦断的空間に対 して､駅

ビル､広場､鹿車場などの周辺諸施

設とアッパータウンを含めた歩行者

動線の利便性に富むネットワーク化､

さらに､当地区全体のハランスした

景観構成の達成であると考える｡

本報文ではこのような状況をFEIJ'え

て実施 した当デ ノキの構造計画､テ

サイン計画､主要施設の計画等につ

いてその概要をとりまとめたもので

あるO

1)構造計画概要

(Dテ ソキの平面 ･縦断計画

(a)平面計画

デ ノキ平面計画に係わる周辺施

設 とデ ノキのあ り方 (位置づけ)

を表に示 した｡これらの施設相互

の歩行者動線 を機能的に､また､

都市軸､回遊軸 として位置づけ､

ネ ットワーク化の実現できる平面

計画案3案を提示 し比較の上選定

Lf=O

なお､駅前広場及び周辺施設は

段階的に整備 される計画があ り､

それらと歩調を合せるべ く､当デ

ッキも段階的に進めることとした｡

デ ノキの構造は各段階での動線を

配慮 してその主要骨格を定めた｡

決定 した平面計画図を示すO

lI102,0oor'///67,000(デッキ部)上目 L +⊂=)CO⊂⊃l +■■■■†

葉 t'--:.-:-.l 琵警 讐 ゝ＼ 亨 CE=ヨく=⊃く11Lr)I

⊂〉⊂)rJ⊂〉く=)二■十珊 lI 地下駐車場出入口

-L!.

‡こ=頭七∃･S/ l□□□｢｢ ｢

178



(b)縦断計画

デノキのレベルはアノバ-タウ

ンとの連絡､駅前ビル自由通路､

駅前広場､地下鹿車場の4つとの

取合いを考え計画した｡このうち

アッパータウンとの連絡はセンタ

ー南停車場線直上に計画された歩

道橋 (U橋)との接続により行っ

ている｡ したがって,デ ノキのレ

ベルはU橋の高さをコントロール

として設定した｡

一方､駅ビル内自由通路との高

さ調整は今後の駅前ビルの計画に

よるところであるが､今回は百貨

店等の階高の実態値に基づき､駅

前ビルの2階レベル付近に自由通

路の出入口が計画されるものと想

定し､デノキのレヘルを設定したo

駅ビル側想定断面図とデノキの

断簡計画怪】を示す｡

駅ビル側断面計画の想定固

(訂デッキの構造計画

(a)橋種と形式

橋種は､一般に鋼構造とコンク

リー ト構造が考えられるが､次の

理由から鋼構造としたD

･地下駐車場への負担荷重の軽減

･駅ビル前面の修景上からの自由

度とデノキ下の空間余裕の確保

現場施工の容易さ

構造形式は､地下鮭車場の柱の

位置にデ ノキの支柱を合せて､各

支柱を格子状の梁で結ぶ立体ラー

メン構造とし､床はデyキプレー

トとした｡

(b)基礎形式

地下敷車場の頂版上に直接支持

させた直接基礎とした｡また,也

下臥草城への影響軽減のため駐車

場の壁および柱の位置に基礎を合

せることとした｡

』====∃ RT /4禁 ト

3号埠プラ-/ト7Jf-ム

也,__ ｢血 l 攻はlアトリウム dLA

構造断面図

2000 67000

IlーIlI.A.
田 ∩ 十 ‥ M L讐 r

I7L)



2)テサイン計画

① 全体修景イメージ

当デ ノキは駅前広場だけでなく､

アノバ-タウン､U橋､駅ビル等と

連動 した空間を持っているoLたが

って､それらの各々の位置からの

｢見え方｣を意識して､模型の製作に

より全体的調和を確認しながら修景

イメージをつくりあげた｡

②各種修景施設と仕上げ計画

デ ノキは梁､柱といった構造部材

以外に修景イメージを具現化する化

粧板､植栽､床面仕上､ス トリー ト

77ニユチュア-､サイン､照明な

ど種々の施設から成立っている｡こ

こではそれらの施設についてその仕

上げ計画について述べる｡

(a)床面､地覆､柱､高欄について

床仕上げは磁器質タイルとし､

そのデザインはア ノバ-タウン､

U橋との連続性を意識して計画し

たO地符はアルミパネル (焼付塾

装)天井はアルミスパンドレルを

設置した｡柱は立上り部H･18m

を石月占､上方部をアルミパネルと

L/=O

高欄は全体を極力シンプルに見

せる方針とし､軽支柱形のデザイ

ンとした｡

(b)ストリートプアニュチュア-､

サイン計画

くつろぎを与える ｢緑｣を意識

しデ ノキ上にプラン トホ ノクス

(植裁)とヘンチを配置した｡

サインはデ ノキ自体が狭いスペ

ースであることと､周辺施設の連

結スペースであることを配慮 して

総合案内板を1ヶ所にかつ､わか

り易さを重点においたデザインと

した｡

(C)照明について

不快グレアの減少､シンプルな

黄綬展開を意識 し､高欄照明､フ

ノトライトなとで光源を目線下へ

集めたOまた､U橋橋詰-シンボ

リックなタワー照明を配置した｡

3)あわりに

駅前の整備の主要施設としてのデ

ノキは､近年多方面で具体化されて

いる｡我社も港北に限らず数ヶ所の

デ ノキの設計にたずさわる機会を得

て種々の経験を蓄積 してきたo当然

回を重ねるたびに配慮する項目や内

容は深みを増 し､具体諸元を決定す

るまでの過程も徐々にそのスタイル

ができつつある｡しかしながらその

時々の世の情勢 (バルブ前 と後と

i S留 ‥:千十十丁字 ;iii･T;･i★:

か?)や地元の協誰等の結果によっ

てはその優先すべき事項やサービス

水準が大きく変わってくるOまた､

一部には主観的要因で決定されるも

のも多く､設計者としてどこまで強

く掟言し､また､ここまでは許せる

といった強い意識が-技術者の範暗

にない場面も多い｡修景か機能性重

視か? 弱者への配慮や維持管理面

など数値的に評価できない要素は今

後増々その度合を深めるものと思わ

れるが､多くの事例で目をこやし､

また設計段階で踏みとどまることな

く工事施工へのタノチや完成後には

それを利用する一市民としての立場

としての日も含めて今後の都市交通

施設､ひいては都市づくりの真の担

い手となれるよう心がけていればと

思っているO

(日本技術開発株式会社 岩田金成)



1)設計概要

シンボル広場から広がる歩行者空

間に沿って､区の総合庁舎等の行政

施設 ･総合病院 ビジネスコア ･総

合公園等が予定され､多種多様な活

軌が交流する街｡

補助幹線 区画道路の歩道景観 (b)道路ネノトワークの構築

設計約6,600m 個々の路線での性格附 ナとして､

シンボル道路 歩輩融合道路景観 わかり易い明確な道路｡

設計約日00m
上記景観実施設計を行う｡

ランク1 幹線道路 (対面通行

4車線 :幅員22m)

また､歩行者を歩行者尊用に限定

することなく､道路の歩道幅貝にゆ

とりを持たせ､植栽された快適な空

間とする｡

(C)道路別舗装の考え-)7-

･来朝

コンクリー ト､レンガ等素材が抑

梨のきいたものを基本とする｡

コンクリー ト系の素材は表面ショ

ノトブラス ト仕上げ等落ち着いた

ランク2 補助幹線道路 (対面 滑りにくい仕上げとする｡

2)基本設計

港北センター南地区タウンセンタ

ーは､r港北センター南地区タウンセ ランク3

ンター街路空間設計｣(車両空間編
平成 5年10月)を基に､車道 ･歩道

設計を行う｡基本設剤における方針

は､以下の通りである｡

(a)センター南地区テーマ

r人とまちの共鳴-躍動感あふれ

るまちJ

ゾーン及び軸の構成イメージ

通行2車線 :幅員

20､185m)

区画道路 (対面通行

2車線 :帽月14m)

ランク4 歩行者優先道路

(-1JJ過行一車線 .

シンボル歩車融合)

樹ランクの道路を制定し､車利用

者にとって明確に道路の性格が理解

できるようにする｡
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色彩

コンクリー ト系舗装材は､素地仕

上げおよびグレー系の擬石仕上げ

を基調としながら部分的にベージ

ュ系を用い､全体としては､落ち

FJrいた色彩とするO

シノガルEEAl tR広ノー/-
£含公Elノーノ 一･･･.･.･.･-,--
小dh等IIJ-ノ tTッ/{一夕ウ/)
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3)設計内容の概要

基本設計を基に,路線別にデザイ

ン 色彩のカラー標準バターン図を

作成し､港北開発局において､セン

ター北､センター南地区全体での舗

装材 (素材 色彩)を提供し､市

公Eflとの確認作業を行う｡

確認作業として

素制において基本設計での全体テ

サイン･コンセプト

素勅において高齢者や身障者も安

心して歩ける機能｡

･素材において地域の個性､多様な

町並みを尊重した抑制のきいた統

一のあるもの｡

以上の確認作業の後､詳細設計を

行った｡

4)舗装等

①幹線道路 (車両系)

道路のデザイン･材質として､幹

線道路 (駅前停車場線)は､歩道幅

員が30mであり､平板舗装による抑

制のきいた､グレー色とし滑りにく

い表面ショノトフラス ト仕上げとす

る｡

②補助幹線道路 (車両系)

歩道幅員45mあり､植樹帯により

明確な歩車分離を行う.地区西側で

は､行政施設等のデザインとマノチ

した､洗い出し平板での白御影とサ

ビ御衛によるボーダーとし､抑制の

きいた色彩を採用する｡東側では､

レンガを貴重にしグレー系のインタ

ーロノキング ･擬石平板を適度に配

した設計とする｡

③アッパータウン

区画道路 (車両系)

歩道幅員35mあり､植樹桝を車止

めによる歩車分離を行う｡地区西側

の総合公園廻りは､補助幹線と同様

洗い出し平板とする｡東側は､レン

ガプロノクを使用し､色彩としては､

赤焼過色75%とマンガン色25%とす

る｡

(彰シンボルA (歩行者系)
タウンセンターの街づくりの象徴

的道路として､シンボル広場につづ

(都市軸としての機能を十分に満た

す道路ととするO歩道幅貞75mと広

く､｢風格｣という面で最高の胡質で

ある､自然石 (御影)を使用 し､抑

制のきいた､グラデーション (ミカ

ゲ グレー ･タ-クグレー)とし､

その廻りをレンガプロノク (赤焼過)

を配したデザイ ンとする｡

6)歩行者融合道路 (歩行者系)

主に歩行者空間としての機能する

道路で歩行者と車両が安全かつ快適

に往来できり一方通行とする｡

胡質としては､車両部 .歩道部もイ

ンターロノキング舗装とする｡歩道

部は､抑制のきいた､グラデーショ

ン (ミカゲ ･グレー ダークグレー)

とし車道と一体的な色彩とする｡

(むダウンタウン

早期解放エリアとして使用してい

たため､歩者道境界ブロック形状が

アッパータウンと異なるo植樹帯幅

で5%-日%と急勾配のすり付けを行

っている｡その解消案を検討 ･協議

した結果､横断勾配部 (20%)とす

り付け部 (5%-11%)間に縦断曲線

を入れ,車の出入りに支障ない構造

とする｡デザインパターンとしては

縦断曲線を考慮し格子状とする｡

朝質としては､華道部 .歩道部もイ

ンターロノキング舗装とするO歩道

部は､抑制のきいた､ミカゲ ･ダー

クブルー ダークブラウンを使用 し

車道一体的な色彩とする｡

5)おわりに

タウンセンター地区にふさわしい,

周囲の景観にとけこみ､広がりと潤

いのある､快適な歩行者空間として

人々に楽しみながら歩いていきたい

と思います｡

(株式会社オオハ

酒井正之､斎藤好二)
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6)盛土解析他実施設計

①設計概要

本設計は､港北南地区 タウンセ

ンター (S3)北側横浜市用地に於

ける軟弱地舞上の高盛土について対

策工法を中心とした設計である｡そ

の内容は､軟弱地鯉対策工法の設計

及び､鉄道高架下検討であるO

盛土形状及び地盤桃成を図に示す｡

本業務の技術的特徴は､下記に示すo

(a)軟弱地盤上の約9mの盛土に対す

る地盤の安定解析及び､対策工法

の検討

(b)盛土の一部が鉄道高架下の橋脚に

接 した状態であり､民地に隣接し

ているため､橋脚及び家屋への変

形影響とその防止対策の検討

②設計条件の整理

本設計に於ける制約条件を下記に

示す｡

(a)盛り土部の用途として駐車場が計

画されているため土地利用面積の

確保が必要ある｡

(b)将来計画を考慮すると,構造物

(擁壁等)による対策=法はできな

い｡

(C)橋脚部設計時の上載盛土荷重は､

FH- 1600以下であるoそのため､

FH- 1600以上の土庄に対する対

策工法が必要である｡(本計画高

FH-2200)

上記の制約条件と地組の安定解析

上必要な設計条件を併せて検討を行

った｡

盛土形状及び地盤14成EA

③模討内容と計算結果

埴初の検討は､計画に対 し盛土本

体と現況地盤を含む盛土部について

円弧すべりを想定した安定計算を行

ったCその結果､盛土本体は､安全

率Fs>15となった｡
しかし､現況地盤を含む盛土部で

は､安全率Fs<15となり,対策工

法の必要性が生じた｡

@対策工法

安定計算の結果より､本検討箇所

では､せん断変形の抑制及びすべ り

抵抗の増加対策が必要であることが

判明した｡

対策工法として､(a)置換工法､(b)

押え盛土工法,(C)盛土補強工法､(d)

サンドコンパクシパイル工法､(e)杭

工法､(f)矢板工法､(g)探層混合工法

等について検討を行った｡対策工法

の中で､次の理由により深層混合処

理工法を採用したO

(a)軟弱地盤と改良体との複合地盤

として強度増加と圧密沈下量の軽

減ができる｡

(b)施工時の蛋音､振動など周辺環

境への影響が比較的小さく､構造

物や民家が近接 している箇所での

実績も多い｡

(9深層混合処理工法

本工法は､塊状､粉末状あるいは

スラリー状の主として石沢､セメン

ト系の安定剤を地中に供給して､原

位正の軟弱土と混合することにより

煉位置で深層に至る強固な安定処理

土を形成する工法である｡

深居混合処理工法断面図

深層混合処理工法の施=は､招拝

方式により安定材と原位置土を授拝

瓢で混合する楼械穫拝方式と安定材

を高圧で地盤中に噴射し混合する噴

射撹拝方式とに分類される｡

(a)機械撹拝方式 (DJM､CDM)

･均一性が良いo

･撹拝巽による改良のため改良径

が碓実である｡

AJrAlJ'植土にも適している｡

(b)噴射椎拝方式 (JSG､CJG)

･均一性が良い｡

土質により改良径が確保できなく

なる｡

･腐植土に対 し､検討の必要があ

る｡

改良径の確保､土質,謹萌性を

考慮し､cDM 工法に属する変位対

策型深層混合処理横による排土式

深層混合処理工法を採用 した｡図

に断面を示す｡

(むおわりに

本工事も無事終了し､変位もほと

んどなかったこと等を顧みて､各関

係者方々に感謝をするしだいである｡

(株式会社オオバ

酒井正之､斎藤好二)
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3.照明施設計画

タウンセンターの照明計画のテー

マは､｢安全で美しい街あかり｣の創

造であるOこれまでの都市照明設計

は､照明器具の形態デザインと水平

面の照度分布設定に終始し､夜の都

市景観の本来あるべき姿について十

分に談論がなされることが少なかっ

た｡21世紀に向けて開かれる新しい

街､タウンセンターの夜景がと､んな

風に人々の眼に映るのか｡また新 し

い街に住む人々が街に住む誇りを感

じるような夜の景色とはどんなもの

なのか?夜間にとし空間を歩く人々

にとって快適な光環境とはどんなも

のか?- ･都市照明の計画は､こ

れらのテーゼに対する回答でなけれ

ばならなかった｡人々の生活スタイ

ルの変化にともない夜の価値観が､

｢寝る為の時間｣から ｢楽しむ時間｣

へと変化 しつつある｡一方でエコロ

ジーが叫ばれ電気エネルギーの有効

利用も時代の要望でもある｡いずれ

にせよ都市照明への人々の関心の高

まりは､時代の要求に相違ないと考

えられる｡

そんな期待にこたえるために､こ

こでは5つの光のコンセプ トを制定

し､具体的な照明設計をすすめる中

で繰り返し確認された｡

(5つの光のコンセプト)

1)地球に優 しい21世紀照明

(エコロジカル ライティング)

都市照明が夜を畳に近づける努力

をするのではなく,夜は夜ならでは

の楽しい表情をつくる｡明るさと暗

さのめりはりをつけることOこれは､

意図が希薄で撫駄な電気エネルギー

を排除し､その上で賛沢に効エネル

ギーをデザインすることである｡

2)人間尺度にあった照明 ちがう人の顔が優しく照らされたり,

(ヒューマノスケール ライティげ ) 自然な色に見えるようにすること｡

人間の視点と歩く速度に基づいて､ 照明器具のスケールもなるべく低 く

街がどのように見えるのかを考慮し 抑えることなとがポイントである｡

た照明設計を行うこと｡また､すれ

シンボル道路の光のじゅうたん

シンボル道路に設置されたフロアウオソシャー型器具
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3)絵になる夜の街並

(ヒ●クチエnスト ライティ/ク)

魅力あふれる夜の景色をつくるに

は､照明器具から発せられる不愉快

なグレア (まぶしさ)を排除するこ

とからはじまる｡そのうえで､人間

の視野の中で光によって照らされた

路面や樹木､適正な輝度をもつグロ

ーブ形の照明器具などがバランスよ

く構成されることによって印象的な

夜の景色がうみだされる｡

4)時のデザイン

(/-クエンソヤん･ライティげ)
El没後の街並もいくつかに分割さ

れた都市機能上の時間帯によって理

由ある変化を見せるべきである｡日

没直後のブルーモーメントと呼ばれ

る照明が大変印象的な時間､店舗が

官業していて人々の往来も多い時間､

店舗がEyl店し終花までの遅い夜の時

間､これらの夜の環境をデザインす

ること｡

5)印象に残る光のテザイン

(7イテ◆ンティテト ライティげ )

タウンセンターの個性を表現する

ための光を創造すること｡街の夜景

を印象づける光の色は､徹底して白

熱色とすること｡これにより人に優

しく親しみの持てる街の夜景がつく

られる｡また､駅前広場やシンボル

広場では光のオブジェを配置して特

化された光に出会えるような計画を

行うこと｡

これらのコンセプトは照明設計に

おいて､巧みな光源の選定 ､線番な

照明機器のレイアウト､光学性能に

こだわった照明器具のディテールに

置き換えられ､さらに丁寧につくら

れた照明施設によって実現されてい

る

(株式会社ライティげ 7oラントスo7ソ/i-ツ

東海林弘椅)
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4.タウンセンター歩道橋計画
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タウンセンター北地区

1)E橋の設計について

(DE橋の位置つけ

横浜市営地下鉄 ｢センター北駅｣

出口からタウンセンター住宅地を結

ぶ歩行者軸で､センターを象徴する

シンボルス トリー トに位置する橋で

ある｡

幅員20mの都市計画道路牛久保 ･

中川線を跨ぐ本線倍 (スロープと階

段を並列で設位)とこの本線橋から

都市計画道路に平行に南側-スロー

プ橋が設置され､橋上までタウンセ

ンター側ベデのイメージを取り込み､

さらに､橋詰めにて住宅地区との分

節を囲っている｡

②設計の概要 :

E橋の全体一般図及び橋梁計画条

件を下図に示す｡

･橋梁計画条件

基礎形式

TP.190m-200m付近の上絵層

群中の細砂層がN値50以上で地盤耐

力 ･性状とも安定していて､支持層

として信頼できる土層と考え､杭基

礎 (PC杭≠600mnl)の採用が適切と
判断した｡

rtlE] 円 等

道路規格 歩行者専用道路

溝荷重 350kg/〟 (主桁 .主版設計時) .500kg/〟 (床版設計時)

有効幅員 本橋部 5.0m及び8.7m､スロープ橋部 2.0m

勾 配 橋梁部 0.50%､斜路部 6.70%､アプローチ部 6.70%

本橋部全体一般部

側面tg]
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3)設計上の特色点

固定 可動支承の選定により下部

工橋脚断面がかなり左右されるが､

本橋及びスロ-プ橋の構造形式のう

ち､RC5径間連続であるスロープ

橋の ｢支承条件の選定｣について述

べる｡

①選定方針 :

･スロープ橋は支間艮IOmのRC5

径間連続床版桁橋として計画 し､

上部工の主版高さ500mm(高さ/

支間比-1/20)でスレンダーな景

観を重視 しているので､下部工も

スレンダーな構造でかつ､橋脚断

面が揃えられないか検討すること

とした｡

･スロープ勾配 67%のため､橋脚高

さがH-486m､H-424m､H-

36Lm､H-290mと段差的に変化

するため､隣接 しているハスベイ

の利用者等に対 し､圧迫感を与え

ないように重量感を排除した｡

(診スロープ橋の支承条件の選定

桁端は､本橋Pl-P2間のRC

単純中空床版橋と､スロープ折返 し

部の踊場にゲルバー構造で支えられ

ているため可動支点としたC

･Pl､P2､P3､P4支点の固

定 可動支承点数を順次変化させ､

橋脚断面を比較することとした｡

(a)Pl､P2,P3支点を可動､

P4支点を固定支承の場合

1点国定のP4橋脚に地震時水

平力が集中することから､P4橋

脚 (1_20m)のみ太くなり､可動

橋脚 (050m)と並列するとバラ

ンスが劣る｡

(b)中央部のP2､P3支点を固定､

Pl,P4支点を可動支承の場合

2点固定にしても橋脚幅が080

mであり､上部工とのバランスが

坊るo

(C)Pl､P2､P3､P4支点す

べてを固定支承の場合

水平力が分散され､全支点の橋

軸方向幅 (060m)が統一される｡
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③冶論 (株式会社東急設計コンサルタント

全支点を固定支承の場合､橋脚幅 Itl日収志､苦言和紀)

が上部工の主版高さとも大きな差が

なく､スレンダ-で､橋脚幅バラン

スも均-に感 じられ景観上好ましい

といえる｡

スロープ橋全体一般図



1)｣橋実施設計について

①計画 ･設計の範囲および概要

本橋は､基本設計時において概略

の平面 ･縦断計画 (斜路 階段の計

画を含む)及び橋梁形式の選定が行

われており､また､修景設計におい

てはさらに景観検討が行われ､平

面 ･縦断計画の修正､外部 ･内部景

観の検討及びエ レメントデザイン

(舗装､照明､高欄他)の検討が行わ

れている｡本実施設計ではこれらの

設計結果をもとに､上部工､下部工

(橋台) ･基礎工 ･橋梁付属物及び付

帯構造物 (階段 斜路 ･擁壁)の詳

細は箕計を行った｡

②デザインコンセプト

本橋はタウンセンターと地区外を

結ぶ橋梁で､アプローチ部を含めた

橋全体の領域が街と街との結節点と

なる｡また､都市軸上に位置してお

り,その機能的役割が大きいことか

らも空間の分節を強く表現 したデザ

インとする.緑道四号と歩専道から

センター-の入り口となる西側アプ

ローチ部分 (Al側付属構造物)で

は､建築的な形態でゲー トを表現し

たスロープと広い用地を活用した中

庭的な広場の構成により､歩行者に

センターへの ｢外｣｢内｣とを明確に
感 じさせ､センターへの来客者に対

して入り口を明確に意識するような

構えとする｡

また､スロープの下部は開放的なキ

ャラリーとし､単に隣接する民有地

とのアクセスを確保するだけでなく

街角広場としての多様な可能性を創

出する｡基本設計において､タウン

センター共通の橋梁景観イメージで

ある ｢シンプルでスレンダーな軽快

感のある橋というイメージ｣で丈夫

工形式が選定されており,橋梁本体

には特別な装飾は行わず,また､高

欄等のエレメントデザインは ｢スレ

ンダーなイメージ｣を損なわないデ

ザインとする｡

③ 設計内容の概説

本実施計画においては､先づ橋梁

計画条件の整理を行い､用地の制限

及び周辺の土地利用計画により橋梁

及付帯構造物の配置計画を座標計算

をもとに行い､縦断計画も宅盤高の

変更等に伴い再度行った｡

次に､構造形式の検討を行った｡

上部工形式は基本設計に基づきPC

ポス トテンション方式中空床版橋を､

採用 し､桁高検討を行い桁高を決定

した｡株工 (橋台)形式としては､

Al橋台は背面が2連ホノクスカル

ハー トとなっているので､道路の段

差の発生を防ぐために同種の構造を

連続させることとして箱式橋台を採

用した｡A2橋台は逆丁式台との比較

により経済的な箱式橋台を採用した｡

基礎工形式は､経済性よりAl橋台

には中掘りPHC杭¢500くお､A2

橋台には､支持層までの約70cmを砂

で置き換えた直接基礎を採用 した｡

付帯構造物の形式は,Al橋台側が

2連 ホ ノクス カルハ ー ト3基

(312m),ラーメン構造物 1基(287m)､

1連 ホ ノクス カルハ ー ト1基

(108m)､重力式擁壁 1基(ll1m)であ

り､A 2橋台側が U型擁壁 5基

(445111)重力式擁壁 2基(200m)であ

る｡

照明器具の配置は､本橋部高欄用

フットライト8灯､斜路下部プラケ

ノト型ダウンライト6灯､ポール型

照明15灯となっているO
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④設計上の特記事項

平面配正計画において､橋梁部､

Al側 ･A2側斜路部の各々の有効

幅員地樫幅が異なり､また､各々が

一直線上に配粧されていないため､

地種等の取合い関係や座標計算が非

常に複雑であった｡付帯構造物の形

式決定及び目地割にあたっては､隣

接構造物との取合い関係に配慮 し行

った｡

Al側ラーメン構造物の設計では､

上床版を梁に田lまれた四辺固定版と

して解析し､柱及び梁の設計は長手

方向 ･短手方向の2方向の平面骨組

解析によった｡フーチングは柱下端

に支持された梁として解析したO

排水装虻の配位計画及び形状の決

定は､流未処理を用地内で行うこと

や京trい舗装厚の中で排水処理するこ

とを条件として行ったO

照明装鑑の配位 配線計画にあた

っては､う了:.観上の配慮からベースプ

レー ト等が地獄や壁高欄上に突出し

ないよう工夫し､また､プルポ ノク

ス等が目立たぬようその個数を殺′ト

隈に止めるように計画した｡

高欄形状については､本橋部の高

欄形状と斜路階段部の転落防止柵の

形状が異なること､斜路部には壁高

欄や手すり擁壁付きの手摺等がある

こと､および,照明が高欄の間に配

置されることを考慮 して計画した｡

(株式会社セントラルコンサルタント

鴫原徹 LLl崎潔)
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2) S橋 ､0橋､｣'橋の設計に (b)景観上の配慮事項

ついて

タウンセンター地区に施工される

歩道橋は､ニュータウンの機能を確

保するだけでなく住環境の形成等に

おいても重要な役割を担っており､

｢シンプルで､スレンダーな軽快感の

ある橋｣をデザインコンセプトとし

て計画された｡当社は､このうち3

橋の歩道橋実施設計を担当した｡以

下に､S橋､Q橋,J'橋の設計に
ついて述べるものとする｡

①S橋の設計

(a)S橋の概要

センター南駅より都筑区新庁舎へ

至る歩行者動線上に位置するととも

に､中山 ･北山田線上に架かる中心

的橋梁としてシンボル性が望まれる

歩道橋である｡

長:38.5m
上部工形式 :PCパイプレ中空床

版橋

下部工形式 :逆丁式橋台

附 帯 工 :階段工,擁壁工

･
･
l

主桁の側面形状 S橋

中山 ･北山田線の トライハ-か (C)構造上の配慮事項

らの見え方に配慮 し､主桁側面に 歩道の計画高と交差道路の建築

面取 りを行い､スレンダー感を高 限界の制約より上部工の桁高を絞

めたデザインとした｡ る必要があったためPCハイプレ

橋上整備 形式を採用した｡

両側に植裁スペースを設け,う

るおいのある空間とするとともに､

サイン塔を歩道の両側に設置 し､

シンボル性を高めた｡

S橋
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(診Q橋の設計

(a)Q樵の概要

センター南駅前の西側に位置し､

中山 北山田線上に架かる歩道橋

であるD駅側の昇降施設には車椅

子等の利用者に配慮 し､エレベー

タ設備を設けている｡

:420m

上部工形式 :PCバイプレ中空昧版橋

下部工形式 :逆丁式橋台

附帯工 :斜路付き階段､斜路､階

段工エレベーター施設,

擁壁エ

(b)景観上の配慮事項

･斜路付階段

橋脚を1本柱とすることにより､

駅側からの利用者に対し､エレベ

ーター設備の視認性を高めるとと

もに､開放感のあるデザインとし

た｡

エレベーター塔

タウンセンターのデザインテー

マである ｢水,繰､光｣を受けて､

シルハーメタリノクに苛色を取 り

入れたデザインとした｡

193

(勤J'橋の設計

(a)J'橋の概要

センター両駅の南側に位置し､

新羽 ･荏田線上に架かるJ橋 (氏

設)に連続する歩道橋である｡

上部工形式 :鋼床版坂桁棉

下部工形式 :逆丁式橋台

附常二 :斜路付き階段､斜路､

階段工､擁壁工

(b)環観上の配慮事項

･斜路

閉鎖的な空間とならないように

側壁を柱構造とした｡

(C)構造上の配慮事項

本橋の基礎は地下鉄 トンネル上に

位置することから､荷重軽減を図る

ために鋼床版蔽桁橋を採用した｡

④あわりに

タウンセンター内に整備される歩

道橋は細部にまで配慮されており､

その分設計にかかる労力も多かった

と感じるO住都公団､横浜市の方々

をはじめ､お世話になった方々に謝

意を表すとともに､これらの歩道橋

が住民等の利用者から末長く親しま

れ､愛され続けることを望む次第で

ある｡

(株式会社オリエンタルコンサルタンツ

米沢栄二 ･宮園和歌奈)

･高欄

憐に並ぶ既設 J桁の高欄形状を基

本に合わせた形状とした｡材質は､

アルミ製である｡



3)W橋実施設計

①計画､設計の範囲､概要

本実施設計は､港北第2地区内､

都市計画道路 中山 北山田に計画

されている横断歩道橋 (タウン セ

ンターW橋)の実施詳細設計を行っ

たものである｡

なお､タウンセンターW橋は､横

浜市営地下鉄線 ･センター南駅と総

合公園を最短距離で結ぶ歩行者専用

道路の一部である｡

②設計､デザインコンセプ トまたは

方針について

(a)総合公園にアクセスする歩道橋

上部工の形式は､特に栄観設計を

重視する観点から､桁高が低 く､

スレンダーに見える ｢鋼床版鋲桁

橋｣とするo使用鋼材は､耐候性

鋼材 (塗装)とする｡

(b)｢タウンセンター地区街づくり

協定｣により,P2橋脚側は歩道

端より20mセットバ ックする｡

･横浜市直轄で施行する総合公園

内高架歩道橋との取合せ等を考慮

して設計する｡

(C)根付階段工は､中山 北山田楓
歩道との連絡の利便性 (Pl例)､

周辺設置予定設備 (P2側-スポ

ーツセンター)との関連 (桁下空

間利用)を考慮 してレイアウトす

る｡

③設計内容の概説

(a)デザイン計画

･高欄デザイン､ ･親柱デザイン等

を中心に比較検討を行い､他の検

討要素を含め ･トータルデザイ

ンとして全体を評価する｡

(b)設計計画

･上部工 (階段工を含む) ･下部工

基礎工について実施した｡

(C)応力計算 照査

･上部工 ･下部工 ･基礎工について

実施した｡

④設計において苦労した点､工夫し

た点

(a)デザイン面から

･高欄は,すっきりしていて軽快な

印象を与えるポス トレスタイプを

選んだ｡

･親柱は､高欄との調和を基調に､

表面タイル張り 長方形型とした｡

すなわち､タイルの色彩を選定す

ることにより､鮮やかな印象を演

W摘

出できる方式を採用することがで

きた｡

主桁部と階段部の側板満を統一し

連続性を強調した｡

沓座において支承を隠し,不連続

感をなくした｡

･橋脚形状は､側面にテーパーを設

けることと形を多角形とすること

により､威圧感をやわらげた｡

トータルデザインは､添付 ｢イメ

ージバース｣のように表現される｡

(b)構造面から

･Pl橋脚の支持層はP2橋脚のそ

れより約 25m深いが､共に直接基

礎として設計した｡

･耐震設計

･･復旧仕様に基づき､固定側と可

能側にそれぞれ落橋防止装置を設

けた｡

I.地宗時保有水平耐力及び動的解

析 (簡便法)の照査を行った｡

(株式会社国際土木コンサルタント

田中浩平)
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5.電線地中化整備計画

1)日的

港北ニュータウンのタウンセンタ

ー､駅前センター及び近隣センター

地区における地下埋設のあり方につ

いては､昭和60年5月の ｢港北地区

センター地下也設物に関する調査｣

において検討された｡その後､当初

のマスタープラン策定時からの村会

情勢の変化に対応して土地利用や道

路体系の見直 しが行われたため,本

調査では､この新たなマスタープラ

ンに基づいたタウンセンタ-地区に

おける地下埋設方法の基本方針につ

いて検討したものである｡

2)地下埋設方法から見た地区特性

当地区の位置づけ､開発理念及び

供給処理計画から見て地下埋設方法

を検討するために次のような地区特

性について留悲する必要がある｡

(》当地区は､地域冷暖房等の新都市

施設が導入され､また高水準の道路

整備が行われるなど高いサービスが

提供される地区であるO

(参タウンセンター地区では配電線を

地中化することが横浜市､東京電力

及び公団の三者間で締結されており､

また他のケーブル類もこれに従って

地中化される地区となっている

③ 多数の民有地を有するタウンセ

ンタ-を土地区画整理事業で整備す

ることから､民有地の開発単位､開

発時)調､開発内容が現状で不確定で

ある｡

従って､供給処理施設に対する需

要が段l;削l勺に発生する可能性が高く､

その規模､時期､取付位置等も不確

】95

走な地区となっている｡

3)地下埋設の基本方針

以上示した当地区の特性を踏まえ､

タウンセンター地区に望ましい地下

埋設方式として､以下の機能を有す

るように検討した｡

(∋安定的かつ信軸性の高い供給処理

施設の建設が図れること｡

堰)将来にわたり､地下埋設物の設置

に制約を及ぼさないこと｡

共同,瀕標準横断図

(勤民有地からの需要発生に対 して､

発生時期､発生場所など現状で不確

定な計画要素に対して柔軟に対応で

きること｡

④道路交通､道路束観等の道路の持

つ諸機能を十分に発揮すること｡

以上の諸条件から､当センター地

区では､大画地や中小宅地などの街

区特性及び帽E3や利用形態が異なる

道路特性に応 じた適切な共同埋設方

式を選定することとした｡



4)収容物件と共同埋設方式

道路内に占用位置を確保しなけれ

ばならない供給処理施設として､上

下水道､電力､ガス､電話､CATV

等の情報及び地域冷暖房施設を想定

した｡ただし､地域冷暖房施設につ

いては､施設計画が未確定であるこ

とから､共同埋設の対象とする場合

と､しない場合の2通りについて検

討した｡まず､これらの収容物件の

口径 ･粂数を概略想定し､検討の対

象とした共同埋設方式である供給管

共同溝及びケーブル類だけを共同収

容するシステムについてそれぞれの

断面を計画し､比較評価した｡

①共同溝の形状を検討するにあたっ

ての比較横討案

(a)民有地からの舗輩発生に円滑に

対応できるように､敷地規模に応

じた取り出し部を放ける｡

(b)取出し部では､桁要発生時の取

出し工事を容易にするため､取出

し管やケーブル類を共同溝内で立

ち上げ､歩道内に敷設されている

共同溝内に占用しない物件を上越

しして取り付ける｡

(C)取出し部は､拡幅せず標準部と

同じ内空幅と｣非占用物件に対し

離タt:弼 壬轡を生じないようにする｡

②ケーフ)し類の共同収容システムの形状

を検討するにあたっての比較模討案

(a)建設省が推進しているU型の構

造であり､朝ミ電ケーブルと弱電ケ

ーブルをU型構造の両側にそれぞ

れ設置する｡

(b)沿道需要規模が比較的′トさい路

線に収容するシステムとして､

強電ケーブルと弱電ケーブルを

別室とするW型の構造とする｡

浅層に埋設することと′トさな構

造断面であることから建設費が

削減できる｡取出し部では特殊

部を設けて対応する (電線共同

収容満)0

(C)必要な粂数相当の管路を一体化

した構造として敷設する｡取出し

部では特殊部を設けて対応する｡

5)共同埋設方式の選定

以上示した共同埋設方式及び従来

型の直埋設方式について､(D不確定

な新規需要への対応性､(参占用空間

の大小､③占用物件敷設工事の容易

性､径)維持管理の容易性､⑤修景性､

(む道路機能の保全性､及び(う経済性

導入することとした｡

(り共同構整備

幹線的楼能を有する路線及び､沿

道需要が明確な路諌

(2)電線共同収容溝

ケーブル類の地中化を促進させ､

道路空間を有効に活用するための共

といった評価項巨=こついて比較検討 同だJV;-整備道路以外の路線

した結果､当地区の地区特性､道路 (株式会社E]本環境技1JJFT日:l挙)

特性から以下の基本方針に沿って各

方式を適切に組み合わせた図一3に

示すように路線別の共同埋設方式を

共同理言責システムの路授別事入方式



1)共同溝基本設計

①目的

港北ニュータウンにおける地下埋

設物に関する敷設方法の基本方針に

沿って､準用共同林の基本設言)を行

った｡当地区の共同溝は､国の補助

金を受けず ｢共同溝の整備等に関す

る特別措置法 (以下､共同桃法とい

う)｣によらない共同溝であることか

ら､占用企業者等との公的な手続き

を進めるときなどは ｢準用共同溝｣

と称 しているが､本報告では以降

｢共同溝｣と義視するO基本設計では､

共同溝を占用する各企業者と調整し

た上で､満内の収容図を作成し､内

空断面を確定したO

②共同溝ルート

共同沸ルートは､｢港北ニュータウ

ン･タウンセンター地区共同埋設シ

ステム基本設計報告書 (平成2年12

月)｣(住都公団 ･港北開発局)に示

されているルートとするoセンター

北地区に1N､lSルート､センター南

地区に2W､ZN､2Sルートの合計5

ルートを整備し､延長はセンター北

地区で約 700m､センター南地区で

約 1,300mである｡また特殊部はtN､

1Sルートで31箇所､2W､2N､2Sルー

トで43箇所の合計74箇所を計画した｡

③共同溝占用物件と単独埋設物件

共同満の主要物件は､以下のとお

りであり､このうち上水道管､電気

通信線､電力線が共同溝法に規定さ

れている占有物件 (法上物件)であ

る｡

(共同溝占用物件)

上水道管 (横浜市水道局)

電気通信線 (NTT､TTnet)
電力線 (東京電力㈱)

熱供給管 (港北ニュータウン熱

供給㈱)

cATV線 (住都公団)
その他情報通信線 (道路管理者)
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④形状計画

当地区の共同社には法上物件とそ

れ以外の物件を収容することになる

が､形状計画にあたっては､設置ス

ペースをなるべく小さくすることに

よって建設費が削減でき､また合理

的に管理ができるようにとそれぞれ

の断面を合築した構造物として整備

するO共同港の形状計画を進めるに

あたっては､各占用企業者から得た

施設計画及び共同溌内での敷設条件

に基づくとともに､各占用企業者と

延べ数10回にわたる調整をしたうえ

で設定 したものである｡当地区の共

同満の形状計画を進める上での留意

阜 特徴は､以下のとうりであるo

(a)共同満ルー ト上で小規模宅地が

連担する街区に対して､共同満か

ら連続して取り出すことが可能と

なる標準部を拡幅した断面を取り

入れた｡

(b)特高ケーブル (66kV以上)ま

たは地域冷暖房の配管を耽り出す

必要のある大規模宅地に対 して

は､才虫立した特殊部を設置し､官

民境界線まで取 り出し部を設け

た｡

(C)それ以外の宅地に対しては､特

殊部からの取出し位置を歩道部柏

裁帯の下部まで設置する計画とし

た｡

(d)地下鉄を横断する部分がセンタ

ー北､センター南地区とも1箇所

ずつあり､特にセンター南地区の

横断部では地下鉄が浅い位置に敷

設されるため共同溝の横断標準部

は､通瑞の内空高さを確保できず､

基準の位小値で計画した｡

(e)供用中の幹線道路を共同溝が横

断する部分では､交通遮断せずに

工事を行う必要があり､フロンテ

シャノキ工法で対応した｡

(f)共同溝整備路線以外に設置され

る電線共同満には本共同溝特殊部

からケーブルを分岐する｡

⑤附帯設備計画

共同満附帯設備とは､共同沸本体

の維持保全及び構内での管理作業を

円滑にかつ安全に行うために設置す

る設備であり､｢共同構設計指針｣の

設置基準に基づくとともに

(a)設置する機器及び利和は､市場

なお､給水設備についてはその

使用頻度が非常に少ないこと､

建設費増になること及び既存の

供給管共同満でも整備されてい

ないことから､当地区において

も整備 しないこととした｡当地

区の共同満では､以下の附帯設

の汎用品を使用する 価を計画した｡

(b)溌内の湿気によって支障が生じ

る恐れのある電気の盤類等の設備

には,ヒーターを設置する

(C)附帯設備の整備以前に占用者が

作業するために必要な換気､排水

及び照明等は､当該占用者が独自

に行うことを基本に設計した｡

標準EB断面図 (1Nルー ト)

(a)排水設備

(b)換気設備

(C) 照明設備

(d)受配電設備

(e)防災安全設備

(f)中央監視設備

標準部断面図 (2Nル- 卜)
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センター北地区

(1Sルート)

平縦断面図 その 1
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センター南地区

(2Nルート)

平縦断面包 その3
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2)共同溝中央監視システムの設計

①目的

共同溝中央監視システムは､港内

に設置 した附帯設備の管理､港内状

況の把握及び入出状の管理等の業務

を中央で一括して管理 し､共同溝内

を占用するライフラインを将来にわ

たって安定的に､信瓶性高 く確保す

るシステムである｡ここでは､共同

7'lVli管理者である横浜市道路局と中央

監視の管理内容 ･方法について調整

し､システムの設計をした｡

②中央監視システムが有する機能

中央監視システムでは､以下の機

能を有する監視システムを構築する｡

(a)防犯 ･防災の徹底

不正入溝の阻止

･不正入構者の確認

･大概者の識別

災害発生時の設備の連動運転

･入滞者の位置確認

(b)附帯設備の信軌性の確保

･附帯設備の状態監視情報の収集

(停電､運転､故障)

･附帯設備の稼働履歴(運転回数､

運転時間､更新時期等)

(C)共同溝管理者の利便性確保

･人称申請の迅速化 省力化

管理費用算定の迅速化 ･省力化

･構内状態の遠隔監視

･保安要員の省力化

･構内作業者の有難確認

･稚内作業者への連絡

(d)占用者の利便性確保

･入溝申請の簡略化

･災害発生時の迅速な伝達

･災害発生時の避難誘導

③システム構成

本共同洗中央監視システムでは､

前述の諸権能を補足させるために次

の監視機能を連動させた総合管理シ

ステムとして設計した｡

(a)設備監視機能

排水設備､換気設備等の機械設

備及び照明,動力 監視設備､酸

繋検知警報設備などの電気設備に

ついて､停電､故障､運転回数､

運転時刻､運転時間,設置時期､

更新時期について管理するととも

に､出入口の扉については､開閉

時刻及び開閉回数を管理する｡

(b)状態異常監視機能

共同溝内に設駐する検知器によ

って異常浸水､輿常温皮及び酸欠

について常時監視し､異常が発生

した場合にも収容物及び入溝者へ

中央監視システム図

の影響を事前に回避することがで

きる｡また､異常状態の発生を検

知した場合は､それを回避するた

めに横器を連動させるシステムが

附帯設備において構築されてい

る｡例えば酸欠状態になった場合

には排風機に連動し､また排水ビ

ノトが満水になった場合には排水

ポンプが自動運転されるようにシ

ステムが構成されている｡
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(C) 入出満監視システム

共同fFVJ管理者が認めた者以外

は､共同溝に入ることができないよ

うにし､不正に浸入することを防

止するシステムである｡万一､不

正に侵入された場合には中央監視

室に警報が自動的に伝達され､迅

速に対応することによって高い安

全性を確保できるシステムである｡

これまでのようにシリンダー錠

等によって,出入口の扉を開閉す

るのでなく､占用企業者は､あら

かじめ渡されたカードを出入口に

かざすだけで扉の開閉ができるよ

うになる.鍵の代わりとなるカー

ドは､複製することが困難である

ため､常時占用企業者に預けてお

くことができる｡従って､道路管

理者及び占用企業者 とも鍵の貸

出､返却の手間が無くなり､この

ような手続き業務が削減できるこ

とになる｡またカー ドによって､

監視区全体図

占用企業者名も判断できるように

なっており､時計と連動すること

によって企業者ことの入出満時

間､滞在時間が計算でき､入出港

記録簿も自動的に作表することが

できる｡さらに､電力量計及び電

力会社からの利金請求額と連動さ

せることによって､各企業者への

電力料金のアロケーションを自動

計算し､請求書の発行までをコン

ピュータによって処理することが

できるシステムである｡

(d)設備構成

中央監視設備としては､まず地

区内の4ルート (1Nルート､tSル

ート､2W･2Nルート､25ルート)

を結び､特殊部2N-1B内の区域制

御盤から地区内の中央監視室まで

連絡する専用線がある｡この各ル

ー トを連絡する共同構外の配線に

ついては､1Nルー トとlSルート間

は､雑線類収容溝と電線共同収容

港内に敷設し､2Nルー トと2Sルー

ト聞及び第1地区と第2地区間は

経線類収容溝内に敷設するものと

したO

中央監視室に設置する中央監視

設備は､各ルー トからの情報を処

理するコンピュータ本体､状況を

ビジュアルに見せるためのモニ

タ､入力作業をするためのキーボ

ード及び各種の帳票等を出力する

プリンタ等から構成されている｡

このほかに､中央監視室には､共

同溝の案内図を兼ねたグラフイノ

クパネルを設置し､トラブルが発

生した場合その箇所のランプを点

滅させ､-呂で トラブル発生箇所

を確認できるようにした｡また､

トラブルの内答等の細かな状況を

把握するときは､ トラブル発生箇

所についてモニタで確認すること

になる｡

(株式会社El本環境技研 下田撃)
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横能項目 橋能内等 備 考

1.プロセス ･共同構内に設置されるコントローラー (プロセッサモジュール)と光伝送 ･プロセッサモジュー
入出力機能 ケ-プルを介してデータ-の授受を行う ル ー ー5台

DⅠ:監視入力- 512点 (391) ･ⅠTV映像入力楼能
PⅠ:監視入力 ..10点 PO:発停出力 - 23点 (マルチウインドウ)付

2.監視機能 ープロセス入力機能で作成された情報によりCRTで機器故障､暫報監視､監 ･CRT表示､ブザー､
視も行う○ 印字出力 (ブザー印

(1)楼器故障監視 (発生､復帰) 字は暫報扱いのみ)
(2)苦報発生監視 (発生､復帰)
(3)機器状態監視 (運転､停止)

(4)入出港扉監視 (開閉､施解錠)
(5)監視周期 - ..貴大5秒

･グラフィックバネルは場所毎に替報一括監視を行う

3.データ叫又非 ･プロセス入刀横能で作成された情報により排風横､排水ポンプの運転時問､ ･分単位で積算･loKwh単位で積算

機能 運転B]数及び使用電力量の積算を行して､CRT表示､及び帳票出力を行う○

(1)運転時間概算 (排風儀､排水ポンプ) . .78点(2)運転回数概算 (俳風機､排水ポンプ) . .78点
LIL

4.制御機能 ･予め設定されたスケジユ-ルプログラムにより排風横のスケジユ-ル発停を行うo ･自動交互遊転のため
(1)スケジュー/レ設定画面にON時刻､OFF時刻を設定する〇一5点 設置場所毎で設定

5.操作機碓 ･操作卓 (キーポ-T.I)により各梗衣示､印字の出刀､及び下記操作の設定を行う○ ･迎:r脚引EZiHj:i-99

(1)排風機手動発停機能 . .lo貞
(重)操作卓 (キーボード)によりスケジュールに優先して排風機の
発侍が任恵に行えるものとするo

②手動発停画面により発停俳風機ブロック､自動 (スケジュール)
/手動,運輸噂問 (避拡時のみ)及び運転/停止を設定できる
ものとするo 分で指定

(2)入出満扉監視 - .13点
①苔報発生時にはCRT表示､7'ザ-鳴動､印字出力する○
監視解除中に界がF馴こなつた場合はCRT表示のみO
②扉が関の状態での鑑視設定操作は受け付けないものとする○
(CRTに朋であることを表示)
③入溝登録ない場合の出入口扉の開放は異常状態と判断する○
(む入出満配監視画層に各出入口の監視中､監視解除を設定するo

⑤操作卓 (キーボード)によりデータ表示､入出ロ扉の施解錠操
作 (一斉及び個別)が行えるものとするo

(3)操作卓 (キーボード)により､排水ポンプ､排風機､入出溌扉の動
作状態もプリンターに印字が可能なものとする○

6.CRT衷不 ･カラーディスプレイ上に監視機器状態､各牲椅算データ､及び操作幽面を零 一年は西暦の下2桁

横能 示する○
(日 系耗監視画面

①共同溝のプラント7ロ-の中に機器運転状態を表示する.
(区域毎に1画面表示)
a.運転 - ..機器シンボルを赤色連続表示
b.正常 .. ..機器シンポ)i,を自色表示
C.停止 .. - 機器シンボルを緑色連続表示

d,督報 - ..横器シンポ)L,を赤色点線表示
e.故障 .. ..機器シンボルを赤色点滅表示
②全体囲 (全区域表示) 1画面,苔報発生区域名を赤色反転
表示､ファンクションキーにより､各区域画面の表示が選択
できるものとする○

(2)警報発生履歴画面
故障､苔報､共同構内コントロ-ラ､伝送ライン､及びプリ

ン夕-の異常履歴についてその内容と発生年月El､時刻及び役
帰年月日時刻を表示するO(粒大80件) 表示

(3)カレンダー表示

画面右上に年月El,時刻時分を'FIl'時 不するo ー1月分のテ｣夕-を表示
(4)新規アラーム表示

系統画面表示中などに新規に発生した警報を画面了設上部1行に時
刻､内容を表示する○ ･1月分のデータ-を表示
(5)概算データ表示
(亘淵F凧機､排水ポンプ遜紀時間､逆転回数の概算データを表示D
②使用'電力品データを表示.(前年同月値の表示可能)

(6)スケジュール設定画而
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機能項目 lE 横能内容 ll 備 考

(7)操作画面

(謝F風横発停操作画面○ ②入溝者デ-夕登録画面○

(萱:帳票出力操作画面o 径)データバンキング操作画面o
(亘)保守操作画面o

7.故障警報 ･故障 .警報の発生､頂帰及び帳票をプリンタ-により印字出力するo ーl36桁漢字プリンタ監視 .帳票 (1)故障 .苔報印字

印字機能 故障 .普報のう己生復帰時､その名称と発生後旧年月EI時刻を印字する (帳号"1:出力中は帳璽LJ_J力終了後に印字)

7J､一 一 グ,-(2)月報印字 .L - 月末に下記耶項の印字■を行うo ･排風機 - .lo貞①運転時riり柄井催 (排風機､排水ポンプ)

一点数 .- 78点 .単位､桁 .時間×4桁 ー排水ポンプ .68点･電力使用量デ-タは

②逆転回数概算値 (排風横､排水ポンプ)
L点数 .- 78点 .単位､桁 - .拭×4桁

(3)電力使用量概算値印字
･1年 (1月-12月)間のデータを印字
一点数 日 ..各区城の電灯､動力 10点
･単位､桁 .H KwhX4桁 月毎に自動計井

･帳票デ-タをフロツビ-ディスクへ格言嗣する. ･内蔵フロッピードライブキング機能 a.帳票データ (運転時間､運転回数及び電力使用量)をキーポ
-ド操作によりフロッピーディスクへ格納する○

b.運転時岡､運転回数は月単位､電力使用量は年単位で各々の
ディスクへ格納するo

C.格納デ-夕はCPU-のロ-ドも可能なものとする○
9.悼 .復電 (1)商用電源が侍従の時は停電 .復電メッセージをCRT表示､及びプ ーUPSによる
処理機能 リンター出力する○

(2)停電がUPSの能力時間以上となった時はCPU動作を停止させるo
複電時にはCPUは自動復帰できるものとする○

10.停電補償 ･停7_鑑がUPSの能刀時rI"以上となりCPUが停止しても設冠円等､収雑デ-
機能 夕､内蔵時計を補慣するo
ll.システム ･システム構成機器に異常が発生した場合メッセージ表示､プリンタ-出刀を
監視機能 行うo

(1)現場プロ七 Lyサ-､伝送系異常の城合はメッセージをCRT､プリ
ンクーに出力する○

(2)CRT異常の場合はメッセージをプリンタ-に出力する○
(3)プリンター非常の場合はメッセ-ジをCRTに出力する.

12.伝送横能 ･信号変操業置を介して共同満円コントローラ (プロセッサ-モジユ -ル)と ･耐熱光ケーブルを使用
情報交換を行うo

機能項目 機能内容

1.通話ブロック <なし>.共同溝は1N､1S､2N､2Sの4ブロックに区分して対応するo
2.呼出し通話 ･中央監視室からブロックの呼出し通話

中央監視室の規模でlN-2Sのいずれかのブロックを選択し､迷受取器で呼-出しを行うo当該ブロック
では全スピ-カーによる音声呼出しにより､該当者は嶺寄りの子樺の送受51.]-器を取り上げ､親機用の選択釦

を押して応答通話を行う○なお､通話中は当該ブロックのスピーカ-はOFFとするo
･各ブロックから中央監視室の呼出し通話

ブロック内の任悪の子機を取り上げ､親機の選択釦を押して中央監視室を送受話器で音声により呼

出しを行うoなお､親機を呼出し中及び通話時にはブロック内のスビーカーをOFFとする○中央監
視茎では親機のスピーカーからの呼出しに応じて送受話器を取り上げ､ブロック選択釦の点滅してい

る釦を押して当該ブロックとの通話を行う.

･ブロック毎の呼出し通話

ブロック内の任意の送受話器を取り上げ､ブロック選択釦を押した後､呼出し釦を押しながら音声

による呼出しを行う○当該ブロックでは全てスビーカーによる呼出しにより該当者は蔵寄りの千億の

送受話器を取り上げてブロックの選択Sr1を押して応答通話を行うo呼出者は相手が応答したら呼出し

釦を離して応答通話を行う○

3.通話雌 ･2者通話路
任意のブロック内では､子機と親機の通話中でも当該ブロック内の子機間での通話は可能とする

･3者通話路
各ブロックは他の7■ロックと通話を行う場合は､中央監視室の親機を介して行う○中央餌監

視室の親機は他ブロックの呼出要請を受けたら､送受話器をそのままに当該ブロックの選択釦

を押してスピーカーによる呼出を行う.呼出されたブロックの該当者は親楼用の選択釦を押し
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1)目的

港北ニュータウンにおける地下埋

設物に関する敷設方法の基本方針に

沿って､電線共同収容満の基本設計

及び実施設計を行った｡基本設計で

は､電線共同瓶を占用する企業者か

らの収容条件に基づき､各占用企業

者と協試 して標準部及び特殊部の形

状計画を行った｡実施設計では､基

本設計で設定された形状による構造

計算を行い､部材厚及び鉄筋量を算

定するとともに､電線共同溝を敷設

するための実施設計図面を作成したC

2)基本設計

当センター地区では､電線共同硯

に電話線の幹線を収容するため､そ

のセキュリティ確保の観点から企業

者の要望に基づき､標準部の断面形

状をW型とし､電話線とその他のケ

ーブルを分離することを基本としたo

標準部の内空寸法は､図のように

設定したが､具体的には､断面の下

部に幹線を収容 し､上部には､幹線

から分岐した配線を敷設するように

した｡従来の方法では､ケーブルを

敷設するにあたって全ての登板を開

けなければならなかったことから､

これを改良し､取出しのない幹線は､

収容滞下部の管路内に敷設し､蓋板

を開けずに､送り配線でケ-プルを

敷設できるようにした｡また､宅地

ごとに取出す配線は､収容溝上部の

ケーブル支持部材の上に敷設するこ

ととし､需要に合わせて必要な蓋板

を開けて敷設することとした｡また､

宅地のどこにも取り出せるようにと

標準部の下部にノックアウト部を設

け､電線共同収容稗を設置した後で

も必要な個所に取出し用の穴を自由

に開けられるようにした｡

標準郡の部材の材料としては､

(D立板の開閉があり端部の強度を確

保しなければならないこと､
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②道路の曲線部では標準部を曲げて

設置していくために標準部を任意

の位置で切断しなければならない

こと､

から通常のRC造ではなく､鋼繊維

をコンクリー トに混入した工場生産

による鋼繊維補強コンクリー ト S

(標準部構造計算条件)

FRC (steelrlberremfoTCedconcTeat)

道を採用した｡登板は､誰でもが開

けることができないように,ある程

度の重量を持たせるとともに､特殊

の工具がないと開閉できないように

した｡標準部の設置位置は､ケ-7

ルを敷設する場合に道路部を再掘削

項 目 設計条件

W型寸法 0.780×0.650×1.600 (BXHXL)

藍頼寸法 0.330×0.090×l_600 (BXlXL)
荷 重 土庄力 主働土圧を考慮

活荷重 T-20を考慮

衝撃係数 蓋板及び底板 i-0_I

側 壁 i-0.0

土質定数 単位韮J-iiiL γ-1500..I-
内部摩擦角 〆- 25●

仕様材料 鋼繊維補強コンクリ-ト ock-40()..r-

許容応力度 許容曲げ引張応力度 Jba- 35.../--

｢ ~7i /I // ,′'̂～>-
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することなくできるように官民境界 設置横断面図 906､908＼909号繰

の道路側とした｡

特殊部は､ケ-フルを分岐させる

ための空間を確保し､交差点部では､

宅地の隅切 りの形状に合わせた三角

形の構造とし､それ以外の歩道部に

設置する特殊部については､矩形の

構造とした｡三角形の特殊部は､交

差点の表面仕上げとなじむように標

準部の立板の敷設位置は隅切 りまで

とし､そこから特殊部までは暗渠で

接続するようにした｡また､三角形

の特殊部へ作業員が出入りするとき

は､丸形のマンホールからとし､矩

形の特殊部ではケ-フル類を地上に

引き出して作菜することから四角形

のマンホール蓋を採用 したOいずれ

の立板も､表面の仕上げは歩道と同

一のものとするために､後仕上げが

できるようにした｡特殊部の構造は､

その空間が大きいことから､いずれ

の形状のものも工場生産のRc道と

したo道路横断部は､車両の荷重に

耐えられるように管路とし､その内

部にケ-プル類を敷設した0

3)実施設計

実施設計では､基本設計で設計し

た内容寸法を確保するようにまた､

設定した使用材料等の条件に基づき

構造計算を行い壁厚及び鉄筋量を算

定した｡構造計算の前提とした標準

部における条件は､表のとおりであ

るO歩道内に設置する標準部の活荷

重については､電線共同収容溝設置

後も宅地内工事のために重車両が入

ってくることが想定されることから

横浜市の指示に基づき､T-20荷重

とした｡

また､実施設計においては,部材

の構造設計以外に電線共同収容溝の

敷設位置を設定するための平縦断面

図を作成したO平縦断面図では､標

準部の並べ方及び切断寸法､並びに

特殊部の位置等を明記した｡

(株式会社日本環境技研 下田嬰)
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平面Egl･断面図 908号線その1
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排水管設置標準図 (特殊部2N-日
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宅地取付書群準園

Ut給処理端役 取 付 管 径 ー灸 教

記号 名 称 ランク】 ランク2
冗 下水道 (雨水)

S 下水道 (汚水)

W 水 道

G ガ ス

T 託 話

E 電 力

TV CATV リである.2



4)タウンセンター共同溝実施設計

及びタウンセンター電線共同収容溝

実施設計 (センター北地区)

当センター地区は横浜市北部の商

業の中核となるのみならず､首都圏

域にも及ばんとする広拡的かつ多様

な機能を有する商業々務地として計

画されたものである｡ところで都市

の形成は中長期に渡って熟成する為

に都市基盤施設のなかでも特に供給

処理施設については年次経過に伴う

社会経晴等の発展に伴う需要対応と

管理上の適確性と安全性が要求され

る｡

そこでそれらの要件を満たす為に

共同満と電線共同収容溝を併用設置

することとなった｡

当社はタウンセンターのうち北側

の第-地区の実施設計を行ったO

①設計概説

(a)タウンセンター共同溝実施設計

標準部断面 H-25mW-225m

延長760m

特殊部 31ヶ所

(通常出入口2ヶ所,排気換気口

2ヶ所､器材搬入口9ヶ所他)

当センターの土地面積は大小存

在 しておりそれぞれの供給処理施

設を対応する為に基幹施設を収容

する共同溝と主として直接共用す

る電線ケーブルを収容する電線共

同収容満とから構成されているた

め､共同溝からの供給施設の取出

しヶ所即ち取出し用の特殊が多く

なっている｡またガス管､下水道

管については共同満に収容するこ

となく､直埋設管となっているこ

と及び市営地下鉄が計画されたこ

とにより各施設との整合が必要と

なったO

(b)タウンセンター電線共同収容溝

実施設計

標準断面 H-065m W-076m

延長3,300m

当施設は道路横断部以外は路面

と同一面に設置され､その中に共

同溝等からケーブルを取 り込みそ

れを必要に応じて各敷地に地下配

線する共同収容溝である｡

(C)タウンセンター共同満 (付帯設

備)実施設計及びタウンセンター共

同溝特殊部共通金物その他実施設計

共同満の付帯設備とは､共同溝

本体及び収容物件の機能保持と満

内への入港者の安全と利便をはか

る為に設置されるものである｡

②設計概説

(a)当共同溝に設置される付帯設備

とその役割は次の通りであるO

･排水設備 :

満内に投入した帯水を特殊部の排

水ピットから液面制御による自動

または手動運転により水中ポンプ

を使って構外に排水するO

･換気設備 ●

港内で発生するカス類の排除､湿

気及び温度の上昇 (40℃以下)を

防止する為に所定容量の換気フア

ンを設置する｡今回は北側及び南

側路線に各1ヶ所とした｡

･照明設備 :管理者等の大瓶時に使

用する照明 (平均照度】5ルノクス)

･受配電設備 ●動力､照明の電源引

込及び配電設備であり､浸水の恐

れのない場所に設定した｡

･防災安全設備 :共同溝本体及び収

容される公益物件を火災その他の

災害から守るとともに保守点検者

や作業員等の安全を守る等のもの

である｡その主なものは､異状浸

水督報､温度検知､酸欠検知設備O

消化器､避難誘導表示､連絡用満

内通報設備等である｡

･ケーブル設置用金物設備 :電力､

情報､照明等のケーブルを設置す

るためのラノク及びラノク架設用

たで金物を設定した｡

(b)タウンセンター共同満特殊部共

通金物その他実施設計

共同満の本体は標準部と特殊部

とに分けられるが､当設計では､

共同満のうち特殊部に設置される

付帯設備に類するものを設計 した

ものである｡

(参設計概説

特殊部に設備される付帯設備は次の

通りである｡

(a)鋼製歩廊 '

配管､ケーブル等の取 り出し部で

あり又その付属機器が設置される

部屋であり標準部に比 してかなり

大きいものであり､それを渡る為

に歩廊や階段､手摺が設けられて

いる｡

(b)換気口隔壁 :

強制換気フアンが設置されるヶ所

に鋼製の隔壁で仕切ることになっ

ている｡

(C)ケーブル等設置用金物 :

電力､通信用ケーブル等を設置す

るための水平ラックとそれを固定

するたて金物を設計した｡

設計するうえで苦労したことは特

殊部の配管､ケーブル等とその付属

機器が多種多様であり､そのうえに

歩廊や階段を設置するもので､その

取り合せに労を要した｡

(エス･テ一･コンサルタント株式会社

曽田祐司)
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当地区の地域冷畷房益本設計を行

うに当り､｢港北ニュータウン･タウ

ンセンター地区地域冷暖房等事業化

検討調査報告書｣(第2回委員会検討

資料)において検討された基本的条

件を守りつつ､具体的な提案を行う

こととした｡事業化検討調査報告書

においては､地域冷暖房の整備理念

として ｢港北ニュータウンセンター

地区共同埋設システム基本設計｣に

基き､次の通りまとめているO

①港北タウンセンター地区は､他の

地域冷暖房導入地区と比較して､同

等以上の熱需要規模､密度を有する｡

(参当地区は､地域冷峻房の様々な長

所を活かし得る地区であり､都市基

収器配tEg](センター南地区)

盤施設としての導入が望まれる｡

(卦基鯉施設としての整備の安当性､

公平性に基き､公共用地 ･公団換地

等を当初の供給対象区域として一体

的な地域冷暖房の整怖 ･迷宮を図るO

(む将来の需要増大､段l削 勺整備に柔

軟に対応できる地域冷暖房システム

とし､また未利用エネルギーの有効

活用を図る｡

当基本設計においてはプラント設

備､地域導管設備､洞道､プラント

の建築計画について設計図告を作成

し､概算工事費の算出を行った｡

1)プラント設備

都築化検討調査報告智に基き,セ

ンター北地区､センター南地区各々

2ヶ所､計4ヶ所の熱源プラントを

設置することとし､各プラントから

の供給範囲､規模についての検討を

行い､機器の容量､機器配位,必要

スペースの算出を行った｡

熱源システムの基本的な考えは､

センター北地区についてはヒートポ

ンプによる電気主体方式とし､第2

地区は比較的高温熱媒を必要とする

ことから､蒸気ボイラ､吸収式冷凍

接によるガス主体方式を採用するこ

ととした｡センター北地区､センタ

ー南地区共冬期の冷房排熱を有効に

活用する熱回収ヒー トポンプを取り

入れ､また夜間電力利用の苦熱槽を

設けることとした｡各プラントは先

行投資を極力小さくし､熱料金の低

減jEに事業性の向上を目的として､

熱の常要に合わせた段階的な整備が

可能なシステムとした｡
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2)地域導管設備､洞道計画

地域導管については､各需要家の

熱需要想定に基き､導管サイズの決

定を行っているが､当面はセンター

北､センター南各地区とも1プラン

トでの供給を行う串から,地域導管

についてもプラント計画に合わせた

敷設計画の立案を行った｡

地域導管は基本的に洞道的に収容

する計画としているが､地下鉄躯体

に近接する部分では一部直埋設工法

の採用も検討 している｡また洞道は

センター北地区では専用洞道とし,

センター南地区では共同価への収容

と専用洞道を併用している｡

地冷西プラント吐度

3)プラント建屋計画

当地域冷暖房施設プラントの一期

工事として､センター南地区西プラ

ントが専用槌屋として計画された｡

計画敷地及び建築概要は以下のとお

りである｡

建築計画の特徴としては､地域の

景観との調和を考慮 し､地上部には

事務部門､クーリングタワー置場､

電気量及びフアンルームを配置 し､

地下部分に冷凍横室､ボイラ室､監

視盤室を設けた｡機械室を地下に設

け､又,冷却塔の周囲は防音壁で開

むことにより周囲への音の影響を抑

えた｡

(三を地所株式会社 堀俊博)

敷地概要 計画地 横浜市都筑区荏田東4TEl)0-4

地域 .地区 近隣商業地域 .防火地域 一第4種高度地区

敷地面積 3,433.20m2

保存緑地両横 746.34m2(21.73%≒保存緑地両横/敷地面積)

指定容積率 400%

容柄限度 13,732.80m2(4,】54.17坪)

指定建敵率 100%

前面道路 東側道路 幅員14.0m

建築概質 主翼用途 地域冷暖房プラント

階数 地下2階 .地上2階 .塔屋 1階

構造 SRC造及びRC造

高さ 軒 高 GL+9.95m

壊高高さ GL+19.98m

建築面概 945.04m2 (285,87坪)

建蔽率 27.52%≦lOO%

延べ床面積 4,085.05m2 (1,235.72坪)

(駐車場両横 )44_43m2 (43,69坪)含む)

容積対象 3,940.62m2 (1,192.03坪)

床面横 容積辛 目4.77%≦400%
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第IX章タウンセンター全体整備スケジ、ユールの流れ

l. タ ウンセ ン ター全体整備スケ ジュ ール

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
1 )合ウンセン 合 ーの整備スケジ

ュール

タウンセンターの整備スケジュー

ルは、

①平成 5 年早期の市営地下鉄 3 号線

の開通

②平成 6 年秋の行政区再編(分区)

③平成 6 年末の民有地の全面供給

を目標とし、この整備 目標を達成す

るため、タウンセンター全体

(72. 8ha ) をセンター北地区、センタ

南地区でそれぞれ 5 工区づつの 1 0工

区に分割して、大規模工事として施

工を行うスケジュー Jレとした。

工区割図

2 )工区設定の前提条件

地下鉄 3 号線が、ほぽ中央を南北

方向に開架で通過している。

供用開始の済の都市計画道路が、

南北方向に通過している 。

7 ツノマー タ ウ ンとダウ ン タウ/で

は約 1 5m の差がある 。

適切な工事規模を確保する 。

工事概要

工区 近路、電線共同収合目L工共事同概接車、下水道、儲梁(1橋)
総工期 品質毘哨

NI 1-14. 12お-8. 8.30 1ii芋 大豊 I怨tJ V 

N2 f蛸?、電線共同収お耳、共同端、下水迫、橋梁(1椅) H4. 12.23- 8.山3D 腿応対〈松村JV

N3 道路、電線共剛l:ß:i品、共同昨、下本道、橋梁(1橋) H4.1223--8. 8. 4 西松日嚇JV

N4 道路、電線共同収自耳、下水道 H5.3.25-7.1I.17 減也市目 ・ 耳鞠JV

N5 道路、電線共同収創耳、共同溝、下水道、僑梁 H5. 4. 3-8. 8. 4 対ミ在琵J V

51 道路、電線共同収谷溝、共町耳、下本泊、駅前広場、 H5. 3.25-8. 6.12 枇水福E 気掛íJ V

地下駐車場、橋梁(1橋)

52 道路、電穆共同収街茸、共開拝、下水道、帰梁(1橋) H4.1223--8. 921 醐TI. 勝十岩IllJV 

53 道路、電線共同収創払共同溝、 下水道、橋梁(1橋) H5.327-8.10.31 日*吉川J V

54 道路、電線共同収窃耳、共同枇下水道、橋梁 ( 5栂) 1-14.10.24-8.10.31 H硲lW羊 ヨ附l雄JV

55 道路、買取共剛E街品、共同払下水過、橋梁 (5 1-14.10.24-8.10.30 ガ占拠ι沼剣 V

o 50 100 200 
・園、-・・・『 み
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2.工事監理の経緯

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
1 ) 工程管理

①整備スケジュー Jレの統括監理

②各工区施工境界において効率良〈、

且つ連続的に施工展開が行えるよ

うに各工区間の統括的工程管理を

行う。(出合工事業者の施工調整)

2 ) 品質管理

①使用材料の統一化

(色見本等を提出させる)

②I照明区器具等については互換性を

要求する。

タウノセンター工事スケジュール

事 Il 3 年 E

3 ) 安全管理

①現場内への立入り 禁止柵及び案内

板による安全対策の巡回確認指示

②降雨時は流末排水処理の点検、確

認、指示

③周辺家屋等に対する防塵対策の巡

回、確認、 指示

4 ) そのイt!l

横浜市等の関連機関との工事に関

する調整及び各種検査の立会い

(株式会社都市開発技術サービス高山敏正)

平正 4 年度 | 平成 5 年 E 平成 6 年r-T 手証 7平E
工 種 1 1 /4 ， i�4: 3ﾌ4' 4/4 1/4: 2/4: 3/4' 4/4 j 1/4 214: 3/4 414 1/4 2/4 i 3/4 41斗1/4 . 2/4: 3/4 4/4 

a ・

切 コ主 工 事

u '17 ・
下車道工 事

.1 E 体工 事 ， 3 ...""λ ヱ$ ' 民 間圃 工 事 て世/f仲Sr

.膚肱周エリ7 l i 

ムム2• • エ 司修

。
J 斗 ~t，~ 土

'何 者専用竃雌 工 事

:10 仮盟主事

• 
ヨ 巨体 工 事 T : ・: 8 ・ 羽F

J~ープ以地下 直車場工事

.プy @ 

恩師 広 岨工事

ヂ ν キ工 事 !
2晶盟

よ
' シンボル広 咽工事

' ' • ~ エ 事

e ・時・ E ・ゐli m0 陥制l同可大ム工程 ヨ

地 ‘ 市 圏厨 E ・ 工 事

堅堅四Ln腕工事工曙 , 

" E 
他企 車 工 事

刊

:+.同田プ皿イ'ト肘山ザ-ヒ2!AH-am旬県，ドR則dφF 問aビRジネ舎ス闘コア闘岬ERlm 間四割• .. ‘' [ 予 定 3
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第X章 都市基盤施工のとりくみ

1.タウンセ ンター北地区

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
I (I)北駅前広場の施工に ! …肝駐車場開

ついて I 1 , 

I I j し土 」
横浜市営地下鉄 3 号線センター北

駅前に、第 1 J制工事として、地下駐

車場 (地下 2 F 5 1 6台収谷 RC構造)

を建設しました。 第 2 期工事は、セ

ンタ ー北駅前広場工事として地下駐

車場防水工事、埋戻 L駅前広場排水

管布設工事(雨水、汚水)が、平成

6 年 7 月に発注され随契工事として

駅前広場を共用できるよう 諸設備の

工事が発注されました。

1 ) 工事概要

センヂー北駅広場は大別すると交通

広場 ( 10 ， 3 0001 ') 、歩専道 ; 都言|道

(4 ， 3001T川、歩専道 ; 区画整狸 (3 ，000

m') 、前 1 7 ，600m'に分けられます。

今回の工事は主 とし て交通広場

(管理主体 ， 横浜市道路局)を整備し、

センター北駅を利用する地下鉄の乗

降客および地元の方々のパス タク

シ ーへの乗降、また自家用車等の乗

り入れができるよう交通広場として

機能させる目的で建設しま した。

また、歩専道については、将来的

に共同化義務街区と プラザヒ'ルとの

連絡道路として計画されているが、

双方とも工事着手が遅れるため、砕

石敷で完了させ、今回の工事では楚

備 しませんが、 部、電気、設備、

雨水、汚水の埋設管で交通広場を将

来、楓起ししなければ施工できない

箇所は、先行して施工しました。

平成 6 年 7 月に受注して、追加契

約を行いながら、工事を進めてまい

りました。平成 7 年 4 月 15 日 に共用

開始することが決定されており、ま

た設計や横浜市、他企業との協議を

進めながらの工事であり、工程的に
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工事内容を下記に列挙します。

( a ) 地下駐車場地上部構造物

( b ) 地下駐車場埋戻工

躯体築造工

(0) 地下駐車場防水工

防水工

意匠工事 (建築工事)

( d ) 駅前広場整備工

排水管布設工

舗装工 (パスレーン、タクシー

レーン、歩道部)

街築工

公園緑地工(アイラン ド部造憧l

工事)

道路付属施設構造物工(デッキ

基礎、シ ェ ルタ一、カスケード、

階段、 エスカ レー ター )

パス 、 タクシーンエ Jレタ ー工

付帯工 (パスポール、タクシー

ポー ル、 ベンチ 、 パス感知器等)

駅前広場電気工事(駅広照明、

埋設管)

電線共同収容構

防火水村i

( e ) 地下駐車場および駅前広場保守

管理施設工(交通広場境界仮囲

い、地下駐車場保守施設)

(1)プラザピル土留工事 (SMW杭)

2 ) 施工順序

概略の施工手順を示すと次の通り

です。

①地下駐車場地上部構造物築造工

(給気筒、排気筒、排煙筒、階段、 ト

y プライト 、 消化用補給水槽) E V 

シャフト

地下駐車場と 一体構造で駅前広場

に突出する上記の構造物を築造しま

した。

②地下駐車場本体の防水工 (アスフ

ア ル ト系シート防水)

③地下駐車場I里i棄しおよび駅前広場

盛土工

④駅前広場排水管布設工 (雨水、汚

水)

⑤地下駐車場地上部構造物築造工

①の構造物の仕上げ工事(意匠工

事)で主にサツン、タイル、石、鋼

製およびステンレス製建具等を施工

しま した。

⑥駅前広場整備工事

工事概要で記述した工種を随時施

工 しました。

⑦地下駐車場および駅前広場保守管

理施設工

地下駐車場と歩専道は今回解放し

ないため、保安設備を (仮囲い等)

施工 しました。

③プラザビル土留め工事 ( SMW杭)

プラザピルと隣接しているエスカレ

ーター基礎構築に伴い 、 駅広工事完

了後に SMW杭施工は不可能なため、

一部競合する部分のみ公団発注で

SMW杭の施工を行いました。

3 ) 施工上の配慮点

積工前状現

地下駐車場情築完了

舗装工について、車道舗装 (パス

レーン)が半たわみ性舗装であり 、

工程的に厳しいことと、車道を工事

用道路にしていたことで通行止の日

数を最小限にするため、セメ ントミ

ルク注入後の養生日数が問題でした

が、早強セメントを使用したこと、

~ilì装 日 を昼夜交代で 3 昼夜分割施工

にし、また、週末に施工することで

養生日数と通行止を極力必要最低限

に押さえるこ とができました。

他企業埋設省について、東京電力、

NTT 、 ガス、水道の各企業が先行配

管として埋設計画していました が、

工程的に厳しいなか、 各々が配管作

業に入ると 、 本体工事と輔鞍作業に

なり収拾がつかないため、各企業と
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協議を重ね、共同掘削を行うことで、

極力 l エリアに配管を集めるよう調

整し、本体工事の支障とならないよ

う施工完了できました。

SMW杭施工に際し、センター北駅

駅舎の近接地で、駅舎工事埋設時に

混入したと思われる障害物(鉄筋等)

が多数埋設しており、施工に支障を

きたしましたが、 三軸掘削では掘削

できないため、推力のあがる一軸で

先行掘削してから掘削しましたが、

杭長が24m と長く、継杭であるため

障害物にあたると鉛直精度が悪いた

め、何回も掘削し直したり、土質が

細砂であったので、孔壁が崩れやす

いのでセメントミルクの配合を変え

て施工しました。その結果、当初予

定していた工程を 2 ヶ月オーパーし

ましたが、駅前広場取り合い部であ

るエスカレ ー タ ー構築の工程を縮め

ることで所定の工期には収まりまし

" 
~。

4 )おわりに

地下駐車場築造工事、駅前広場整

備工事と約 2 年半の長きにわたり、

多種多様な工種があるなかで、非常

に厳しい工期ではありましたが、無

事故で工期内に完了できたことを住

宅 都市整備公団港北開発局をはじ

め関係者の方々に深く感謝するもの

であり、港北ニュータウン事業とい

うビッグプロジェクトに参加できた

一員として、発展する横浜市の新し

い動脈の礎になれば、望外の喜びで

あります。

(j~i也ー:主沼・不動建設工事共同企業体

川口満)
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現在も|摘発が進められている港北

ニュータウン内で、横浜市営地下鉄

3 号線センター北駅前に、駅前広場

およびその地下に地下駐車場を新設

する工事です。 都'L、のベッドタウン

として港北ニュータウンの中核をな

すタウンセンタ一地区の北エリアの

中心部であるセンター北駅前に、近

い将来、人口増加が見込まれるため、

通勤客、近接する商業エリアへの買

物客を収容するスペースとして計画

されました。

1 ) 工事概要

工事区域は、センタ ー北駅から北

に 、 プラザピ Jレ用地と県道中山 ・北

山回線にはさまれた立地になってお

り、敷地而積約 1 5 ，290m 'に地下 2F 、

5 16台収容、 自走式地下 2 層鉄筋コン

クリ ー ト造という構造となっていま

す。

床面積は、地下 2 階 12 ,024 m' 

( 298台収容) 、地下 I 階 : 12,068m' 

( 2 1 8台収容) 、地上部 294m!で、階

寓は B 2 F : 3.85m 、 B 1 F ・ 4.00m

(防水層含む ) 、ピット部 1. 55 m で

土被り平均 l .5 m とな っ ています。

地下駐車場出入口は、南西部に l

箇所で南側道路( 8 15号道路)より

スロープなしで直接連絡しています。

また、隣接するプラザピルとは、プ

ラザピル干すきぱき車用として、 l 箇

所 2 スパンの連絡を、共同化義務街

区とは、車両用 3 箇所、歩行者用 1

箇所の連絡ができるように計画され

ています。

掘削工事は、 平成 4 年に完成 i斉で

あり、オー プンカ γ トで法面は、種

子吹付、コンクリート吹付処理した

状況で受注しました。 主な施工数量

は、地下駐車場躯体工事としては 、

右記の通りです。

タウンセンター北地区地下駐車場

伝一一一

コンクリ ー 卜 28 , 100m' 

支保エ ー 87 ，800m'

型枠 55 ,000m' 

足場工 4，300m '

鉄筋 4,500 t 

2 )施工順序

前述したように、掘削工事完了後、

工事受注したため、まず床付面まで

のすき取りから開始しました。 床f寸

け簡の支持層は制砂および固結紺l砂

で、設計地耐力 (50 t /m' ) を平板

載荷試験により確認しました。

また、躯体工事に入る前に、地下

駐車場施工ヤードが繍告IJであり、ま

わりの工事JfI 道路より 5 - 10m低い

ため、南制IJ から床付而まで工事用進

入路を造成 し、資機材を自走で搬入

できるよう剖闘しました。 躯体構築

は、平而的に全体を 1 2プロァクに分

け、北側の 1 -3 プロックから構築

に入り 、 4 、 7 、 10プロ ッ 夕、 6 、

9 、 12ブロ ッ クと順次施工 し、最後

に 5 プロッテを構築後、工事用進入

路を撤去 し、 8 - 11 プロックの施工

を行いました。 (次貰図)

断面的には、耐圧盤→ B 2 F キャ

ピタル→ B2F柱盤、 B 1 F スラプ

• B 1 F 柱盤、 BRFスラプという順

に構築しま した。
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基盤整備工事躯体立ち上がりまでの工事の流れ(セノタ 北地区 N 4 地区)

0\恒盆ML即 時 (2 低没排水路 ・・ :11，Ji刷 1 __ ' l ' ~J し CON

、占l
〆i 似.&ìffi人 l'ii

九月

8 月

12月

3 )施工上の配慮点

構築作業の工程としては、主とし

て鉄筋工、型枠工、コンクリート工、

支保工、足場工の流れ作業であり床

面積が 12 ，600m 'あるとはいえ、工期

的に約 1 年で躯体完了させるために、

種々の輯鞍作業はやむを得ないため、

相当量の資材の置場とその資材の揚

重作業がポイントとなりました。

揚重機については、検討の結果、

57' ロックに 100 t クロ ラークレ

ーンを西側(中山 北山回線側)、東、

南側に50 t クローラーク レ ー ンを配

置し、ほぼ全体をカバーで きました。

資材置場は、鉄筋については工事

加工で、現地置場には必要量のみ置

くことにしました。型枠材の加工は、

構築場所にて行い、現地加工の難し

い柱上のキャピタルは、銅製型枠を

工場加工し対処しました。また、構

... 
H . 7 月

9月 j())-I 

l 月 2 月

することで、次の施工場所への移動

もスムーズに行二えました。

また、構築施工計画の段階で、

BRFスラブコ ンクリート打設時、支

保工の支えとなる B 1 F スラプの許

容荷重をオーパーすることがわかり 、

BRFスラ ブコンクリート打設まで、

B2F の支保工を存置し なければな

らず、材料の転用がきかず、工程、

材料管理上ロスが大きかったが、労

務を増員することで対処できました。

躯体構築にあたり、将来駐車場と

して機能させるため、建築、設備、

電気工事を先行的に躯体工事段階で

もりこんで施工しなければならない

ため、建築工事、設備、電気工事担

当者を配置し、施工図の作成、設言|

者( (株) 日建設計)との協議を行い、

将来の仕上げ工事に対し、落としの

ないよう配慮しました 。 例えば建築

築終了後、解体後発生する材料は、 仕上げ工事については、サッシ、タ

フォ ークリフト、ユニック車を使用 イル等の取り合いを考えて、コンク

223 

-・ 3、 幅.fj (CO!\

ち、 lliiJ l コ J ク 1} - 1

圃'

6 7月

11 月

3月

リ ー ト寸法を変更したり、 設備電気

工事については、構造壁、梁部にス

リープ管を通し、将来構造体に影響

しないよう配慮しました。

また、センター北駅と地下駐車場

の聞に商業施設として港北プラザピ

ル (仮称)が計画 されており、本駐

車場は隣接するプラザピルに先行し

て建設されるが、プラザピルは敷地

境界ぎりぎりに地中連続壁 (SMW杭)

を打設する計画が事前に知らされ、

本駐車場を先行施工すると SMW杭が

施工できないため、公団、港北都市

開発センヂーとの協議により、当社

にて駐車場構築前に SMW杭を施工す

ることとなりました。それにより、

工程的に 6 、 9 、 12ブロックの躯体

築造が延びましたが、作業員の増員、

資材の投入により、当初予定の約 l

年で構築を完成できました。



4 )おわりに

工事の施工にあたって短期間で、

地下駐車場を構築できたのも住宅

都市整備公団港北開発局、港北都市

開発センタ 一、 (株)日建設計の皆様

のこ指導と、協力業者各位のご協力

の賜物であり、ここに紙面を借りて、

御礼申しあげます。

(鴻池 ・ 浅沼不!lijJJ:!l官主工事共同企業体

川口満)

'93.7.28 

93.9.28 

93.10.9 

プラザビル{則SMW工

'93.11.25 

B2F 柱壁型枠組
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シンボ Jレ広場は、都市と人間の調

和をめざし人の交流をはぐくむ空間

として 、 水、緑、光をモチー 7 とし

た魅力的な空間です。 JV職員一同こ

のような工事に携わる事が出来大変

感謝しています。

シンボル広場のメイン工事である

大階段の施工については、オープニ

ングセレモニーに合わせて一般解放

の期日が決められており、 当初より

突貫工事に近いものでしたが無事オ

ープニングセレモニーを迎える事が

出来ました。

大階段1

本工事は大階段工、駅前自然石舗 大階段2

装、暫定エリア整備に分かれますが

メイン工事である大階段について報

告します。

1 ) 工事概要

大階段は前面自然石(花岡岩)仕

上げ。

東西水路から滝へ落ち、大階段の

真ん中に流れをつくり下広場の池へ

循環する水の設備。

照明電気設備

構造物 . 擁壁A 、 B 、 C 、 D 、 E 、

F 、機械室、オーハーフローピァト

東西軸を構成するパー ゴラ。

2 ) 施工順序

東西水路とパーゴラがクリテイカ

ルパスとなった。東西水路はパー ゴ

ラとの複合体で東西水路の床付けの

下にパー ゴラの基礎がはいる 。 また 、

水道本管が脇に埋設してあり自立式

親杭山留にて掘削しなければならな

いため実質 2 ヶ月の施工期間を要し

た。

工事順序としては雨水管、汚水管、

排水設備、他企業埋設管、電気配管

等地下埋設物を先行させ、大階段の

上から下への構造物の施工がセオリ

ーとなる。しかし、 一般解放の決め

られた期日を守るため 、 効率的、経

済的な工程管理を逸脱していたが、

すべてを同時進行とせざるをえなか

った。

3 ) 施工上の配慮点

①曲線美

放射状に広がった形状で階段の一

段ごとに曲線半径が変化するためそ

れぞれ違った台形状に階段石を加工

した。また、できるだけ曲線状に見

える階段石 l 個の最大す法を検討し

た。

擁壁の前面は化粧仕上げで R =41 
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~ 47.7m の由線がついており 一般の

型枠では仕上がりが滑らかにならな

いため、工場で R型枠を製作し曲線

の美じさを出した。

②埋戻地盤の沈下対策

構造物まわりの埋戻部分はイ分な

転圧を行っても沈下は妨げない。埋

戻後すぐに階段の施工を行うと将来

階段に悪影響を及ぼす恐れがある。

そのため埋戻土にはセメント系改良

材で改良した土で埋戻し転圧を行っ

た。

③工程管理

最盛期は構造物築造、 大階段基礎、

地下埋設、他企業埋設管、大階段石

貼りと混在した状態であり日々の工

事調整、週間、月間、全体工期を常

に見直しながらの工程調整が一番重

要だった。特に歩専道の切り回し計

画、他企業との調整には気を使った。

大階段3
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4 )おわりに

鉦事、工期を守り、無事故鉦災害

で工事を終わらす事が出来たのは一

致団結した協力会社の力なしでは出

来なかった事と思います。 ここに感

謝の意を表します。

また、 100回を越えた横浜市の検

査を出来るだけ工事の遅れにならな

いように調整をしてくれた駐理会社

の三建企画の方々にも深く感謝いた

します。

(五洋大豊 ・ 浅野酷主工事共同企業体

小原、冬樹)

:l', 



空
シン京万蓮蕗B

センター北地区タウンセンター内

市営地下鉄 3 号線と中山 北山回線

とにはさまれたセンター北駅に通じ

る車遊 歩道共にインターロッキン

グプロックを{史用したメインストリ

ートである。

歩行者の安全性を重視して、歩道

巾を広〈、車道とのすり付け部分は

段差を少なくし、歩道照明を随所に

設置した歩道融合道路である。

施工には美観上歩道のインタ一口

y キングブロックの色あいを中央交

差点部分を波くし、放射状にうすく

同
L

E蒋方面工について

i1f北ニュータウンセンター北地区

4 怖の l つ E橋はセン ター北駅を北

へ牛久保地区とを結ぶ歩行者専用橋

である。師長 5 m、橋長33mで PHC

杭を基礎としてPC単純中空床版橋で

ある 。 また車椅子用の福祉スロープ

を備えた人に優しい歩道橋である 。

1 )施工

E械は、 交通量の多い牛久保 ー 中

川橋を跨ぐもので、交通を遮断して

施工することが不可能なため、中央

分離帯に支柱を設け、 二径間支保工

していく施工法であり、開放部分、 で施工した。 PC単純中空床版は 7 レ

建築工事ケ所を含んでいた為安全に シネー工法を採用した。

は特に気をつけて施工を行った。

(大木・松尾建設工事共同企業体

岩崎背生)

二次整備として、強化ガラスを鋳

物枠で組み合わせた高棚、 小柱 4 本

のデザインの照明柱を配し、橋面は

南~北 化粧平板プロックを敷設した。ンノポル週路B

2 )施工上の配慮

一般交通と供合する上下の作業帯

であり、交通の文郎、事故防止はも

ちろん、歩行者の災害防止に昼夜に

渡り気を配った。

jt-南 おかげさまで無事故無災害で工

J明も無事おさ えることができた。

(西松伊藤建設工事共同体

渡升俊介)

南側

施工中

コ/クリ ト打殴

完成

巴

L i 
228 



L ゆ施工ωて 標準断面図

5200 
-I[)O 50(旧

当工事は、佐北線にセンタ ー北駅 | Il的 -I~m 

に通じる歩行者専用の人道橋として

施工し、 A 1 橋台は直接基礎、 A2

橋台は杭基礎とし PHC杭 (1 600 、

富三L~18.0m) を 20本十丁目生しました。

又、橋梁部はPC中空式スラブとし、

スラ 7 上部にはPC鋼榛で所定の圧縮

力をかけ、スラブ下部にはPC銅線で
-I@)[[附}斗(附)

引張力をかけるノミイプレストレ y ン 5250 

ング工法で施工しました。

施工においては佐北線がまだ開通

前でしたので、第三者災害というこ

ともなく主張事施工出来ました。

(五洋大豊浅野建設共同企業体

小原冬樹)

円筒型枠 完成写真

，ー

上部工配筋

〆・
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同
L

共同溝付帯設備工事

港北ニュータウンセンター北地区

の街の機能を果たす各種設備(電気、

水道、ガス、 C A TV ほか) は 1 N 

Jレート、 1 S ルートの共同溝に集約

管理される 。

各設備それぞれに重要な役割を果

たすものであり、敷設工事に当たり

工程の調整、配置についての現地で

の詳細にわたっての立ち会い、各設

備に対する損傷回避の打ち合わせ、

共用開始の調整に各担当者の頻繁な

打ち合わせ等により順調に工事を終

わらせることができた。

共同溝の付帯設備工事ほと他企業

と協力なくして成し遂げられる工事

は少ない。 今回は成功の部類に属す

るほどスムーズにいったのではない

だろうか。

(西松・伊藤建設工事共同企業体

波井俊介)

空
鉄道高架下近接工法

当工事は港北ニュータウン内を南

北に横断している横浜市高速鉄道 3

号線の高架下に共同溝を布設する工

事である。

施工に当り特に注意する事は、作

業中鉄道の桁を破損しないこと、高

架下掘削りにより橋台を変位させな

い事である 。

鉄道高架下では施工恭盤面と鉄道

桁下のクリアランスが 5 .5m しかない

為 、 橋台、桁の内側に鋼材で防談構

台を設置し 、 鉄道桁を防護しながら

の施工となった。

鉄道高架下近接工法着工前

銀矢板の打設には、伸縮リーダ一

式アースオーガ一、吊り込み用ミニ

クレーン、サイ レ ントパイラ ー を併

用して分割した鋼矢板をボルトで継

ぎながら打込んでいく 工法により所

定の深さまで打込を行った。

横浜市交通局との施工協議により、

橋脚前部の地盤変動の把握 、 橋脚自

体の挙!lij!の把握の為、観測計器を設

置し観測所により集中管理を行った。

許容変位量は鉛直変{立を 5 mmと指

導された為現場では 4 111mで施工を中

止する様な処置をして作業を進めた。

こうした制約の中細心の注意をは

らいながら平成 6 年 8 月 ml体工事は

#，~ ~Jj.完成した。

(大木松尾工事共同企業体

岩崎背生)

7 ス オ ガ削孔 サイレノトパイ ラ 圧入
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当工事は 、 センタ ー北駅付近を中

心 とする センタ ー北地区にエネルギ

ーの一括供給をするために導入され

る地域冷暖ンス テムの工事で、当現

場はその内の推進工事部 ( L=5 1.4

m ) を施工しました。

施工方法は、 土質柱状図、ボ リ

ング制査の結果にもとづいて検討し、

泥水加圧推進工法を作用し ました。

結巣として、何のト ラブルもなく岨

~Jì � 3000mmの推進管が施工出来まし
た。

(五洋 ・大豊 i恕子建設エヰ1-3引司企業体

小原冬樹)

lal. 間|
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l呼び径

推進延長

本数

残土

注入材

目 j也モルタル

3，∞Omm 

43.21m 

管2 1 本

439.83m' 

材 9.86m '

込め材 1.463m' 

9.07m' 



2. タウンセンター南地区
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センター南駅前広場は、自然と都

市が融合した情報発信拠占を目指す

2 )施工手順

地下駐埋戻完了後、路床改良を行

い、路盤工にはいった。車道舗装に

ついては、パス・レーン部は、半た

わみ性舗装を行い、タクシー レー

車道完了後、歩道舗装、シ ェルター

(ハス、タクシー)の施工を行った。

最後に照明設備を設置した。以下

にブロ ーチャ ー トを示す。

タウンセンターとして位置付けられ ン等は密粒アスコン舗装を行った。

た。 このため、自動車や歩行者に対

して安全でわかりやすく都市的アメ

ニティーと自然的アメニティーの両

方を兼ね備えた、 くつろぎを与 える | 駅前広場工事施工フローチャート
緑あふれるステー ション ー パー クと

なるよう施工者として、方針 計

画設計を執知し、施工を行った。

1 ) 工事概要

〈工期〉 平成 7 年 4 月 l 日~

平成 8 年 4 月 20 日

〈工種〉

車道舗装工 (密粒表層工 879 m'、

半たわみ性舗装

3,927m') 

歩道舗装工(レンガ 2，205 m'、

擬石平板 588m' 、

Y リーサークル他)

街築工 (411.1m) 

シェルター工(延長 2 1 0m 、

鉄骨 工 : 31 t 、

膜屋根工・ 630m')

照明設備工(昇降式ハイポール 4 基、

H =20m、デザインポー

ル: 1 4基、 H ニ5m、丸

グロープポール: 7 灯、

H= 3.4m) 

半たわみ舗装完了

， - ・帽帽ー'・ーーーー;-ーーーーーーーーーー'ーーーーー'ーーーーーー， 司ーー?ー-- -~ ・ー-- - -、

アスフアルト舗裟完了 歩道舗装完了

232 



3 ) 施工上の配慮点

①半たわみ性舗装を施工するに当た

り、次の点に注意を払った。

所定の厚さ 、 密度が符られるよう

に連続施工を最優先に母体アスコン

を施工 した。セメントミルク注入は、

セメントミルク製造機にて連続的製

造をし、 P ロート試験にて流動性を

雌認しながら人力で敷均し 1土入を行

った。 また、振動ロ ーラー及びプ レ

ー トで充分に浸透させた。 仕上げは、

ゴムレー キにて余剰 ミ ルクを撤去し

仕上げを行った。

②シェルター(パス、タクシ )を

IDt世す るに当た旬、次の点に注意を

払っ た。

鉄骨の通り芯、建入精度及び柱天

端の管理が不充分であると、 工場で

加工された膜(テント)及び金物の

納りが狂ってくるため、測量チェッ

クを頻繁に行った。

③昇|峰式ハイポールの設置に際し 、

次の点に注意を払っ た。

ポー yレが20m ( 2 本継ぎ) と高〈、

100 t レァカ一、高所作業者を使って

昇降機をポー lレに取付けるため 、 仕

ょがった本構造物にJî'l傷を与えない

よう鉄板等での養生、純工打合せ、

安全打合せを密に行って完了させた。

@工期を遵守するのに特に他企業と

の工程調整を重視した。

ンヱルタ 工鉄骨撞方

シェルター工膜損状現
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4 ) おわ りに

今回工事が港北センター南地区タ

ウンセンター (S 1 )基盤挺備の仕

上げであった。そこで、!神、明設備 、

特にハイポール 4 基の施工が最終で

あり、ポイントとなる工事であった

ので、工場製作 (ポール、昇降機、

灯!'\.)、検査 、 搬送、現地組立 ー 設置

とハードスケジュールのなかであっ

たが、発注者、元詰(下íìj~ )、 メ ー カ

ーの述鴻プレーで、品質、 工程、安

全而をクリ アさせ、駅前広場を仕上

げることができた。

夜空にそびえたつ 4 基の昇降式ハ

イポールは、都市的アメニティーと

自然IYF メニテ ィ ーを兼ね備えたヒ

ューマン スケールの広f品にふさわ

しい趣きをもっていると考える 。

(i~f水橋問 。 丸lJIb奇建設工司8~ 1司企業体

淘11三喜夫)



4 )おわりに

今回採用した工法は、工期内竣工

及び鉦災害竣工で埋戻しまで無事に

完了した。 しかしながら、最後の 3

7 ロァク(全体で24プロック ) にお

いて、仮設進入路の撤去・復旧の工

程が入って来たため、資機材(型枠、

クレ ー ン重機)の転用率がダウンし 、

工期を充分に短縮できなかっ た 。 今

後共に、工事での最新の工業化工法

や地球にやさしい工法の採用をも っ

とも っ と取り入れて施工を行ってい

きたい。

(ì青泳・福田 ・ 地崎建設工事共同企業体

淘11三喜夫)

これらを採用した経緯としては、次

の理由が上げられる 。

① 同形状のものが多数あるため、

転用回数をあげ工期の短縮及び施工

の簡略化を計る 。

センター南駅前面下，

車場躯体工事施工に
ついて

② VH工法施工に伴い、作業の標準

化及び安全性の工場を計る 。

③ 品質精度の向上を計る 。

④ 仮設足場の作業量の削減を言| り、

安全性の向上を計る。

⑤ 環境保全の一環として、型枠残

材の減量化を計る 。

また、労働力の高齢化のため、仕

事量の軽減を目的として、支保工と

根太 ・ 大引材等の型枠材を軽量で曲

げ剛性の高いアルミ材を使用したも

のでユ施工を行った。

アァノ〈ー タウン

とダウンタウンの高低差を利用し、

地下駐車場内の施設構造物について

は、限られた空間の中で、 天井の寓

さを有効に活用したフラットスラブ

構造が採用された 。 基礎は、良好な

岩盤に直接支持されるように計画さ

れた。 そこで施工に際しては、高低

差 と狭い工事エリアを鑑み、仮設進

入路を設置し、また工期内完成と安

全性を考慮して、工業化工法を採用

して施工を行っ た。

本地下駐車場は、

1 ) 工事概要

平成 5 年 3 月 25 日

~平成 7 年 3 月 3 1 日

く 工期〉

〈構造〉

形式 : 自走式地下 2 層駐車場

躯体構造鉄筋コンクリート造

構造形式・フラットスラブ形式

建築面積 12,OIOm' 

躯体寸法 126mX97mX 9.6m 

駐車台数 591台 (身障者用 6 台含)

埋

戻

7 

除砂

6

躯
体
工
事除砂

5 

耐
圧
C
O
N

惨砂

4

均
し
C
O
N

除砂

3
-

鋤
取
り
整
正

.砂

2
e

仮
設
排
水
路

除砂

施工フロ

-
仮
設
進
入
路

2 )施工手順

施工手順は、アヅパータウンとダ

ウンタウンの高低差 ( 1 5m) 、狭い工

事エリア及び工期内完成 (短縮) を

めざして、底版部まで進入できる仮 工

di;ι￠ 

施工順序回

設道路を最初に設置した 。 さらに、

耐圧 CONと躯体工事は、品質、 工期、

安全性等を確保するためにブロ y ク

工法を採用した。

以下に施工手順を示す。

6 府lf.1包より
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3 ) 施工上の配慮点

プロック工法を採用するに当たり、

品質確保、工期遵守、安全施工の効

果を上げるために工業化工法として

以下の工法を採用した。

独立柱システム型枠工法

大型パネル型枠工法

フライングショ 7工法

①
②
③
 



.工前 大パネル撞込み

柱 ( 8 1 F) 上床版コンクリ打 フライノグンヨア工法

¥J 

防水工プライマー塗布

工事中 控工
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横浜市営地下鉄 3 号線センター南

駅の南東側の S 2 工区を担当しまし

た。工事は、平成 4 年 1 2月に着工し、

I 橋の付帯工事を残し、平成 8 年 3

月末にほぼ完成に至りました 。 施工

面積が 7.2haで、整地ー土工工事、地

冷洞道工事、共同構工事、初水工事、

舗装工事、電線収容溝工事、 H . 1 . 

V橋梁付鞘工事及びシンボル広場整

備工事等全般を施工しました。

当JVでは、特に工期及び施工面に

於いて苦労を強いられたシンボル広

場とそれに付随した V橋付帯階段工

事の施工について記したいと思いま

す。

I)作業帯

図に示した平面図の通り、 V橋か

らセンター南駅へ歩行者専用道路

(歩専道)が設置されており 、 シンボ

ル広場の施工にあたって、撤去が必

要でした。

しかし、この歩専道は、茅ケ崎方

面からの通勤・通学路としてZ重要で

あった為、公団側からの指示で歩専

道を確保しながら工事を進めてほし

いとの事で、 工事着手前に公因 。 設

計者 管理員 JVの四者で協議を行

い綿密な施工計画を企て施工に臨み

ました。

特に V橋付近での通路の確保が困

難で 、 道巾も狭く何度も切替の施工

となりましたが、歩行者の理解を得

る事が出来、大きな苦情もなく無事

完成に至りました。

2 ) 施工順序

V栃からシンボlレ広場へ向かう箇

所の工事では 、 歩行者通路を確保し

平面図

ながらの施工となった為 、 極めて難

工事を強いられました。 概略の施工

手順を示すと以下の通りです。

①歩専道の切り回し

②整地・土工

③擁壁築造

シンボJレ広場

設置

擁壁の構築

一寸­

排水路築造

一寸­

街築排水路

以上の順序で施工を行い、最後に

レンガ舗装が落ち着くまで目地詰め

を繰り返し、完了に至りました。

v 橋付帯階段

同ïIj . 7-7，アンカー併取 |

擁壁構築工

I 
排水路埋戻 し
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3 )施工上の配慮点

①歩行者通路を確保しながらの施工

だった為、仮歩専道の日常整備及び

歩行者の事故に注意を払いました 。

その為、ガ ドマンの人選をし配置

したり、工事終了後の照明 戸締ま

り等の日常管理を、チ ェ ツクシ ー ト

により確実に行いました。

②V橋とシンボル広場へつながる箇

所の施工方法については、公団側の

意見も取り入れ、歩行者通路を確保

する為の施工を行いました。

通常、工期短縮及び経済性を考慮

してオープンカ y 卜工法を用います

が、歩行者通路を確保するという前

提条件に立ち、アースアンカー工法

を採用しました。工事は、 工期的に

厳しく夜間施工 (歩行者通路の仮覆

工)を強いられた時期もありました

が、生活道路を確保出来たという事

で、地域住民からの苦情も鉦く最良

工法の選択であ旬、特に、公団側の

意図が反映された結果でもあった為、

JV施工者側としても、工事が安全か

っ容易に進められて良かったと確信

しております。

4 )おわ りに

港北ニュータウン開発工事の集大

成である最後の街造り基盤整備工事

に土木技術者の一員として、微力な

がら貢献させて頂き感謝致しており

ます。 又、シンボル広場はこれから

迎える高齢化社会及び社会の弱者問

題に配慮、したシピックデザイ〆(高

欄昭明による特徴である連続照明な

と)が映え、この広場を利用する

人々に安らぎや落ち着 きを与 えてく

れるものと確信します。 最後に、セ

ンター南駅を利用された方々には、

工事中の通行に際して多大なご協力

を頂き、無事工事完了に至 りました

事に厚 く 感謝する次第であります。

(前田 新井 ー 岩田工事共同企業体

竹亀谷健三)
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V橋付近平面図

シンボル広場断面図

着工前全景

完了後全景

工...，旦

盟! J唱。‘ F " 

E-f!!?士LF 号車
三語手話直璽Ettr血; ~ I 

下段

1jJ鴇耕吋必H~斗 n
己hV 川

中断 上段



ンンポル広場揖削状現 V構付帯障段構蝿状現 シンボル広渇完了全畢

シンボル広場繍盤情堕状況 V帽fサ都階段構簸完了 シンボル広場完了全景

ンンポル広場中央階段部完了全景 シンボル広場上段部完了金量 ンンポル広場中段完了全景

シンボル広唱中央階段部在畢 シンボル広場上段部在景 シノボル広場中段部在最

V構付帯陪段部全畢 ンンボル広場上段師完了全畢 シンボル広場上段部全曹

V橋付格階段部夜景 シンボル広岨上段部夜曹 シンボル広場上段部夜景

-・ 一一」二.-

穿墨誼
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センター南シンボルA

道路工事について

シンボルA道路 (902 号線)は、セ

ンター南駅の南側に補助幹線道路

(903号線)と 区両道路 (9 1 0号線)と

を結ぶ形で、計画されています。

設計上、センタ ー地区のシンボjレ

道路として歩行者空間を多く取り、

舗装材も、本物の自然素材を中 'L、と

して用いるよう設計されています。

1 )工事概要

延長 t ニ 1 29m

巾員 W=22m 

車道 W= 7.0m 

歩道 W二 7.5m X 2 

L 型側構(擬石)

e = 225m 
車道舗装(ホットロールド)

A = 685m' 

歩道舗装

A = 1 ，345 町ず

自然石 794ば レンフ7..551m' 

植樹桝 n =20 ケ所

車止メ (シンボルタイプ)

n = 1 2基

照明灯 n =45灯

車道照明 3 灯

歩道照明 42灯

2 )施工順序

シンボル道路 A (902号線)には、

センター南駅と住宅地を結ぶ仮設歩

行者専用道路が設置されているため、

下記の順序にて、施工を行なった。
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3 )施工上の留意点

①シンボル A道路直下には、地下鉄

3 号線が開削工法で、施工されてお

り、埋土となっており、路床時に不

良ケ所の改良を行な っ た。

②ホットロ ールド(表層 ) 舗装時の

温度管理は細心の注意を払っ て行な

っ た。

又、ロールド混合物(ブルー セラ

ミックーシノパール)の散布は、均

ーとなるよう、管理した。

③歩道部のレンガ・石張り施工につ

いては、切物があまり小さくならな

いよう留意すると共に、目地等の通

りに留意した。

施工圃序

4 )おわりに

工事の施工に当っ ては、関係各位

の皆様方には、多大なご指導 ご協

力を l頁き、鉦事工事を完了 させる事

が出来ました 。 この紙面をお借り し

て、御礼申し上げます。

又、シンボルA道路がゆ っ たりと

した歩行者空間を活かして、その機

能を十分発揮する日が早 く来る日を

願っております。

(熊谷東洋三井不動産建設工事共

同企業体田崎正明)

歩道部(西側) 車道部 歩道部(東側)

|f酬慨ガス旭ト→ 他企業(ガス)

|仮設歩行者専用道設置|

スリ取り •• 

照明工事

路床

「 路盤 仮設歩行者専用道設置

レンガ石張り



センタ 南地区歩道舗装平面図

日tC.-~5 判長 路線名 名祢

22.0m 901 平!坂 w レー〕

γョ 7 ト r'j 7，トイJ:上げ

22.0m 901 駅iÌÍi広場と同級

20.0m 903 特イ担ノ可殊?皆事王口l7l戸キ瓦FyirE7 (山口? ット?、
905 

1201 洗い出し平板
( 白御影、牝御影〕

18.5m 906 22524Fr 
14.0m 908 耳明lエリア
909 

910、 915 特殊マ事l持i瓦ー9 3話
1229 

1207、 1 230 洗い出し平板
〔白旬H;~、サピ御);~)

12.0m 913、 914 特イ樽Y殊p石-事ロ平I7I4瓦柿YP f ゲ7 ト日71 P 
(地町民1白人口)

22.0m 刀ホー凶鋭jA 自然石(翻JI弘 rト、
..・・・・・ f-Wい〕 特殊対i瓦

16.0m 刀fル必E布B 早期エリア....... 
12.0m 

懇思? WJゐ211f
911 、 912 早期エリア

セノタ 南地区ンノポル道路A
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主亜里1

歩道舗甚揮準図 (902号輯、収容潟無部)

互亙国

道路横断面閲シンボル道路A

3c冨 収容構剖レンカ

路盤工 ラッンャーラ ン(C-40) 修正CBR>30 川口

基礎工 アスフアルトコンクリート{租粒)

JU付部舗袈構成図 転圧前転圧接
(ゾンオミル道路町

道路横断面図シンボル道路B

虫宜並並珪卸唱

1.!l!. 

レノガ( ，j 地過)
2 10，， 50 ，，(，・11

自然石{ま目地込み寸法r その他は白地寸法九酬とする.

五品些単品主組出 通撃
クレー}

自然石は白地込み寸法。 その他1;目地寸法，~とする.

一一 クラシャーラ :/(C-40)
プライムコト 修正CÐR>30 10団

粒度調聾軒石川崎}修正CBR >SO 25団

クラ ッン ャーラン(C-40) 修正CBR > 30 30叫

()内の世他は共同収容溝がない場合

上層路盤粒度調整骨石(M'O) 畦正CBR >曲目団 1 '&層工アスフアル トコンク リート(置度) 5四
下層路盤 クラツゾヤーラン(C-40) 皆正CBR>30 15四!表層工 ホ ット ロ ルド舗装 5四

16M道路
1叫山 寸E玉量...--

3500 立盟二組110 4500 

1750 1750 

2
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Y
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府
モ
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世
世
収

路，.工 クラ ッソャーラノ(C-40) 修 IECBlb)1l lfJ目

表層工 インター ロッキ ングフロック 6回
世モルタル("'))空振り 3印
収容締部イノターロ ッキングブロック

路盤工 クラゾ ャーラ ノ(C-40) 修正口問>30 10団

イノター ロッ キ ノダブロック 8目 監モルタル("'))空振り 3四

土層路盤工 位置調整時石(M40) 修正CJ3 R>80 10m 
ヂ眉路盤工 クランャーラン(C-40) 世庄口問 ;;..30 15clD 
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車道 歩道
路床 路床

路盤 路盤

舗装 レンガ張り

完了 石張り

完了 完了
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モンダー南シンボルB

道路工事の施工について

センター南駅西側、歩行者専用道路

と交差する形でシンボルB道路 (907

号線)がある 。 幅員 1 6mのうち車道

が 4.5 mあ り、これが一方通行で蛇行

している。

全面インターロッキング張りで、人

と車が共生する歩車融合道路である 。

地下鉄開業に伴う早期エリア施工

の後を日東・吉J1 I JVが受け継いだ。

1 ) 工事概要

延長 151m 

巾員 16m 

車道 4.5m 

歩道 5.0m-

6.5m 

植樹帯 擬石コンクリート 49m 

フロック

車道舗装 インターロァキング 118m' 

(グレー)
tIIi道舗装 インタ一口、ノキング 1 ， 184 rri'

(混合)

エプロン 平板プロック 157m'

(グレー)

歩車道境界擬石緑石(グ レ 315m 

収容Wi (インターロッ 266m 

キング張り)

車止め 49本

街路灯 昔前道照明 24基

車道照明 6 基

排水工 I 式
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シンボルB盟路平面図
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2 ) 施工順序

仮設で開放されている道路を、切

廻しながら施工を行っ た。

他企業との密なる調整が要求され

た。

概略の施工手順を示す。

-仮設アスフアルト舗装撤去

排水工

電収榔宅地供給施設設置

他企業地下埋設工事

- 街路灯、信号等配管工事

街築工 歩車道境界及びエプロン

路盤工 (歩道 、 車道)

車止め設世

インターロッキング張り店主道、

車道)

ー 街路灯建柱

3 ) 施工上の留意点

開放された駅前道路であり、朝夕

は特に混雑した為、分割jで施工を

行った。

ー 他企業との占用、工程調整に手間

取り又、被触事故等引き起 こ さな

い様気を使った。

- 舗道部インターロ ッ キングの目地

合せ模様の取合いが難しかった 。

道路の蛇行、 及び電収の室長部での

石のカァトにかなりの労力を要 L

" 
~。

点字プロック張りでは、身障者の

身にな っ たつもりで位世を検討し、

協議を重ねた。 又出来るだけ段差

を無くした。

4 ) おわり に

近い将来、人 車 ー 建物も増え、

樹も植えられ、その時歩ll!.融合道路

は機能を果たす。

そんな様を思い浮かべながら、工

事を無事終えた満足感に浸っ ている。

最後に、関係者各位にこの紙面を

借りて御礼申し上げる 。

(日東古川建設工事共同企業体

若田和隆)
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空
タウンセンタ

施工について 同
ータウンセンデー L橋は、横浜市高

速鉄道 3 号線センタ ー南駅から都筑

区総合庁舎を経て住宅 ー 都市整備公

団港北開発問、まちづくり館に至る

歩行者専用道路の一 部をなすもので

あり、都筑区総合庁舎に隣接した位

置に計画されました。 従って、設計

上、周囲の環境に7 '7チする様、形

状仕上げ材等に配慮するとともに、

身障者の利用に対しでも車いす用の

スロ ー プを設世等の配慮がなされて

い ます。

主体一階図

1 ) 工事概要

タウンセンタ ー L 橋は、総延長約

1 80m、幅員 2.5m - 4.6mの歩行者用

道路であり、術造型式別の内訳は下

記の通りにな っ ています。

①ラーメン式橋台一寸

2 基 |橋梁本体下部

②PCポストテンション| 上部工

方式単純中立床版桁

i 述

部チ
物一品
単

ロ
構
プ
帯

7

附

「
||
」品
川

基
器
製

4
5

向

ト
式

控
ス

一

ン

擁
ク
バ
メ

型

y

ル
一

U

ポ
カ
ラ

③

④
⑤
 

以下、本工事の主要栴造物である

橋梁上部工の施工を中，レに述べます。

上官1\工の精元は、橋長25 .lm 、 支

間長 24.32m 、中自民 5.0m 、桁下空|制

約 5m であり 、架設方法として は、

場所打工法として施工 しました。

架設場所は、来供用の道路上

( 1 20 1道路) ですが、工事用車両を通

行させなければならないため、型枠

支保工は、枠組l式 。 支柱式併用で施

工 しました。

ょg事情盗標準断面目

伎点宮部宜間忽)

型枠宜保工

斜高図

書

4叩

~F 

ι
ι
 

鵠

「ι
ト....~. ，. .

~rI~I ~I- I寸 1 ! 1111 
4~ ",. I ,," I ,,"'....."m t 鍋 l 川 l澗」
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2) 施工順序 (橋梁下部 ・上部工)

(下部工)

(A 2 橋台)

((A 1 橋台)) (( A 2 橋台)) 

平板~在荷試験

(上部工) 工
一

盤
一

路
路
一

一
道
部
一

一
例
道
一

一

口

車
一

!L 型街渠工 ! 

i道路舗装工
』一一一一一一一 一一一一 一一一一 一____.J

3 )施工上の配慮点等

①工期が非常に厳しく、橋梁架設完

了とほぼ同時に、下部の 1201 道路を

一般開放する必要があり、型枠支保

工解体後すぐに道路舗装工を施工 し

なければならない状況であった。従

って、上部工を施工 しながら街築工

を施工できる様に型枠支保工を設置

しました。(図参照)

②橋梁架設場所の仮道路は 、 当企業

体工事用車車両の他に都筑区総合庁舎

建設工事の工事用車輔及びその他関

連車鞠を常時通行させる必要があり、

道路規制時の他の進入路の確保等、

関係官庁、施工業者と、 工区全域に

わたる綿密な連絡調整を実施のうえ

施工 しました。

③上部工施工中、下部の工事用道路

には大型の工事用車輔の通行が多く、

型枠支保工への接触防止には特に留

意し、万全の対策をほとこしました。

④本橋梁は、縦断曲線があるうえ、

斜角がついているため、橋梁の高さ

に関しては、綿密な施工管理を行な

いました。

5 )おわ りに

工事の施工に当たり、関係各位の

皆線には、強力なご指導、ご協力を

頂き、~正事、工期内に艇災害で完了

することができました。この紙面を

借りて御礼申しあげる次第です。

また、 一般市民の方々がタウンセ

ンター L橋を周囲の景観を楽しみな

がら渡っていただければと、工事に

携わった者の l 人として願っていま

す。

は成・鉄建・安藤建拡E事共同企業体

臼井哲)
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同
」

百宿あ商工について

S 橋は、横浜市高速鉄道 3 号線

「セン ター南」駅及びシンボル広場と、

都筑区総合庁舎、 住宅都市整備公団

港北開発局及びまちづくり館とを、

結ぶ歩行者専用道路の一部をなすも

のであり 、都筑区総合庁舎に隣接 し

たタウンセンター(南地区)のほぼ

中心となる位置に計画されました。

従って設計上、タウンセンターの

シンボJレとなるよう、形状 。 景観等

に配慮がなされています。

1 ) 工事概要

S 絡は歩専橋とはいえ、管理車両

の通行が出来る よ う設計されており、

構造型式は 、 下記の通りとなってい

ます。

。韮T剣喬台

2基 (A 1 橋台直接基礎)

(A 2 " 杭基礎う

引ff帝擁壁
1 式 (逆T擁壁霊力式擁豊島

③積投 2 ケ所
⑥、イプレストレス陀中自未版桁

l 連

橋絡 寸L= 14

橋長 385m 

支間長 375m 

巾員 邑5m惰完/) 邑.om)
斜角 79' 51 38" 

架設方法

場所打工法

⑤仕上工
l 式

(flrカバー、サイン搭、

ノマーコラ)

付直裁照明鮒i劇的
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2 ) 施行順序

(下部工)

三:大愚削工

埋臣工

守n~I I 

一次掘削工

(上部工)

i 
| 重力式制基礎抗工 |

i 
| lli力式擁壁躯体工 | 

よ
階段工 | 

] [ 

宜保基礎工

主桁製作工
( 

仕

冊上

段げ

工

L一一

跡片付工



3 )施工上の留意点

① 都筑区総合庁舎の開業が決っ てお

り、その 1 ヶ月前には橋梁を完成開

放する事とな っ ていたため、工期が

非常に厳しく、 主桁製作が完了した

らすぐ仕上げ工が乗り込める様、早

期に資材 ー 職人の手配を行なう等、

綿密な工程管理を行ないま した。

② 橋梁架設場所が都市計画道路「中

山 北山回線」で供用されており、

般車両が多数通行してお り 、事前

に交通量調査を行ない、それを基に

港北警察と車線規制及び作業時間等

について協議を行ない、許可を得て

上部上に着手しました。

③ 上部工施工中、下方の中山・北山

回線は、大型車両が多数通行してお

り、型枠支保工への接触防止には、

特に留意し万全の対策をほどこしま

した。

又、下方への落下物等のないよう、

養生を十分行なうと共に、作業員 に

教育等を行ない、飛散落下のないよ

う、細心の注意を払っ て施工を行な

いました。

④本橋梁は、縦断曲線があり、斜角

(79
0 

59' 38" ) がついているため、

橋梁の高 さに関しては、上げ繰り量

の検討を含め綿密な施工管理を行な

いました。

4 )おわりに

工事の施工に当た っ ては、関係各

位の皆様方には、多大なご指導 ご

協力を頂き、無事工期内に鉦事故に

て完了する事ができました事を、こ

の紙面をお借りしまして、お礼申し

上げます。

また、 5 橋が長きに渡って、市民

Al 橋台

A2樋台

高さ制限門(警告門柱)

宜保工設置

型枠工

の方々に愛され利用していただける 鉱筋工

ものと、工事に携わった者の l 人と

して願っています。

(熊谷・東洋・ 三井不動産建設工事共

同企業体回崎正明)

コンクリ 卜工

緊強工

宜保工撤去

身E体完了

完了

完了
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本工事は、水道・電気 ・ 電話等を

一括して地中に収容する共同溝築造

工事であり 、港北センタ ー南地区地

下鉄 3 号線セン ター南駅から、幹線

道路中山 ー 北山回線道路横断までの

区間を日東吉J1 IJVが施工した。

この区間は、 三連ボックスタイプ

で、水道管 電力ケーブル ー 電話通

信ケーブル 地域冷暖房管 CATV 、

その他の情報ケー ブlレが収容される。

一般部(標準部)、特殊部は現場打

ちの開削工法で施工し、道路横断部

は特殊工法である 7 ロンテジャァキ

ング工法にて施工した。

.~ 
口，0， FG; 
品F互l正
由E国止

1 ) 工事概要

特殊部 5+2= 7 基

標準部 75+24士 99m 

フロンテ 工 法部 25m 

(けん引部)

7ロンテジャッキ 150t X12基

哨甲しジャ γキ 150t X 12基

問自Ij pc ボックス 16m 

カルパート部

薬液注入工 333,000 L 

2 )施工順序

7 ロンテジャァキング工法は、道

路下で共同溝躯体(三次製品)を組

立て、ジャッキでけん引して地下構

造物を埋設する工法であり、ここで

は地山を反力体とした、片側けん引

工法を採用した。

概略の施工手順を示す。

1. 仮土留矢板打設工

2. 立杭掘削工(仮設工含む)

3 水平ボーリング削孔工

4 発進台築造工

5 刃口組立、吊り下し工

6 カルパート吊り下し工(第 l 回)

7 けん引設備準備工

反力壁築造工

ジヤソキ架台築造工

PC鋼線挿入鋼

・ 土砂搬出設備鋼

. 定着具取付工

ンヤツキ、油圧コニッ ト取付工

8 固体空引き 、刃口貫入工

9 掘削 固体けん引工

1 0. けん引設備取り替え工

11 スカート組立、吊り下し工

12 カルハート吊り下し工(第 2 回)

13 第 l 函所定位置体到達工

14 中押しジャッキ撤去工

(函体間接続)

15 けん引設備撤去工

16 刃口処理工
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3 )施工上の配慮点

開発地域開業のため工期が限られ

ている為、 工期短縮、安全及び施工

性を重点に置き、施工検討から行っ

た。

地下水が被圧されていて湧水等に

よる土砂崩壊が懸念された為、薬

注にて止水を行った。

地下埋設管が多く、沈下管理を入

念に行い、変化無しであ っ た 。 特

に 2 ，000mmの下水管は要注意とさ

れていた為 、 クリアランスを 1 m 

取り施工した 。

特殊部の位置を道路部よりはずし、

発進到達立杭を標準部に設ける事

により 、 けん引工事と同時に施工

し、工事短縮が出来た。

立杭の仮設を再検討し、腹起し、

切梁、火灯 等 を変更し 、 ポヅクス

の吊り卸し空間を確保した。

'N値が50以上の強固な土丹で掘進

に手間取っ た 。 ボックス自体が重

く 、 中だるみ蛇行修正に気を使 っ

た。

4 ) おわりに

懸念された事項を施工検討を幾度

となく繰返す中で、この工法が選定

され 、 又それを現場に即した形で変

更を加え、限られた工期内に安全に 、

しかも経済的にも効率良く、主張事工

事を完了出来た。 開放された幹線道

路下の工法として、今後も広く採用

される事と思われる。

2 1 世紀に向けての 、 多犠且つ高度

な都市機能を有する港北ニュ ー タウ

ン 。 その中心に位置し、その街づく

りに参画出来た事を光栄に思い、又

協力を頂いた皆様に、この場を借り

て深 く 感謝する次第である 。

(日東 ・ 吉川工事共同企業体

若田和隆)
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について

(Nルート ;2NA-8-2NW

W!レート; 2NW-2Wー 7)

本工事は、港北ニュ タウン地区

内の生命線ともいえる電力、通信、

情報、水道、地域冷暖房等の主要幹

線を、一括して収容する為に構築さ

れた共同溝躯体工事の一部である 。

本工区内の共同溝は、都築区総合

庁舎 地冷プラント附及び将来的に

見込まれる病院 警察署 郵便局等

の主要機関と隣接した位置に計画さ

れている為、各箇所に特殊部を配 し 、

主要幹線の接続を可能な形で構築さ

れています。

1 ) 工事概要

本工区内の共同摘は、総延長 450

mであり、場所打工法として施工し

小含めて特殊部 1 5箇所を 自己し、その

聞を図 2 で記すように、 2 種類の標

準部によ って連絡されております。

2 ) 施工上の配慮点

①共同溝山留打抜工事において、作

業地盤の勾配、 土丹層への打込み及

び住居 店舗への影響等を考慮の上、

ウォ ー タージ ェ y トを併用したノミイ

ブハンマー及びサイレントパイラー

工法を各施工箇所の作業条件に応じ

て選択の上、随時施工を行いました。

②施工箇所の水位が高い為、 共同溝

の防水工事及び各ジョイント部の施

工について、漏水防止の為綿密な施

工管理!を行い、 結果と し て、品質的

に問題姫く施工完了出来たものと思

われます。

③共同構構築後、 当社施工の構内設

備 水道工事及び他企業施工による

電力 ・ 情報管 地域冷暖房管等の配

ました。 又、図 1 で記すように、大 管工事が予定されているとともに、

国1

75x40x5 

Aニ4

迅封iι

均しコンクリート
(135-8 お)

基礎砕石(C-40)

都築区総合庁舎のオー プンと周辺道

路の開放に伴い、 工期が非常に厳し

く、工程管理の上で特に問題となる

各箇所の特殊部の施工について、同

時施工及び、施工手順を十分検討の

上、 工程確保に努めました。

④特殊部の同時施工に伴い、仮設通

路確保が難しく、各工種の工事車

両・ 重機等の配置言|画を検討の上 、

仮設桟橋を 4 箇所設置 し、常に仮設

通路が確保できる様工程管理を行っ

た。

3 )おわりに

当現場が、無事故無災害で工期内

に完了する事ができたのも、関係各

位の皆様の強力なご指導と、ご協力

の賜物であり、ここに紙面を借りて

御礼申し上げる次第です。

(大成ー鉄ill 安藤建設工事共同企業体

臼井哲)

一7芳x40x芳

駁体コンクリート
(210-R-25) 

均しコンクリート
(135-8-25) 

革礎砕石(じ 40)

Adl. 
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|第XI章 否回 • 設言「 • 施工担当者一覧
1.公団工事部担当者一覧(昭和50年度~平成 8 年度)

仁二コ | 平茨 1 r S50 1 r S 51 1 r S52 1 r S53 S54 

イ主

宅

者日

市

整

備

公

団

港

北

開

発

局
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全体計画 ー 設計 勝目本都市総合研究所

ザ品山手総合計聞研究所

側 7Jレテ ップ

日本技術開発骨!jç)

制j 匡仕朗箔矧可否形Eセンター

腕日本不動産研究所

側7 日本開発構想、研究所

側 三菱総合研究所

側東建コンサルタンツ

側港北都市開発センター

道路関連 制山手総合計画研究所

紛エキープエスパス

胸囲|祭土木コンサルタント

セントラルコンサルタント紛

紛争オオパ

紛日建設計

側日本技術開発

的言H丑計画研究所

側都市みらい推進機構

日本技術開発紛

紛大石造園設計事務所

紛社会システム研究所

側 グラ γ ク

紛港北都市開発センター

的都市開発技術サービス

ー橋梁関連 側計画エンンニアリング

紛山手総合計画研究所

側エキープ ーエスパス

紛国後土木コンサルタント

紛争セン トラlレコンサルタント

紛東急指十コンサルタント

紛三松設計事務所

側共同誌十コンサルタント

紛 日本技術開発

側オリエンタルコ戸ナJレタン7

紛長大橋設計センタ ー

紛争アジア共同設計コンサ

ルタント
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種 別 1 [ 

ー 地下埋設物関連

- その他関連

企業名

性』日本交通計画協会

日本環境技研 側

側 オリエンタルコ汁lレタンツ

G1$協和コンサルタンツ

側エス・←コ日ナルタンツ

側三菱地所

事特日建設計

制住宅共栄

港北ニュータウン剤投給側

側高品テクノロジーセンター

日本技術開発(1'，1$

側東洋設計事務所

梶谷エンジニア紛争

制オオパ

側日本水道設計社

側パーンズ

側宅地設計

紛港北都市開発センター

a!iJ者[1市計画協会

紛エキープエスパス

開エステーコ片初レタンツ

紛争日本不動産研究所

約リブアンドアソシエ.-'J

紛日本能平協会総合研究所

粉浜銀総合研究所

G1$ ライテイ ング・ プランナ

-7， ' 7 ソシエーツ

総石本建築事務所

側斉藤邦彦&了、ノンエイツ

側ジイケイ設計

総ウ オーバJレ

骨神大石造園設計事務所

紛港北都市開発センタ 一

事持者[1市開発技術サービス



同に関する

工事

ー 基盤整備工事

-歩行者専用道路

整備工事

'CATV関連

整備工事

その他関連工事

業名

-五洋大豊浅野

建設工事共同企業体

・ 鹿島大本松村

建設工事共同企業体

・西松伊藤

建設工事共同企業体

鴻池浅沼不動

建設工事共同企業体

大木松尾 。 西松

建設工事共同企業体

本多工業 (栂

佐藤工業(株)

(株)山田富士組

ミハル通信(株)

マスプロ電工(株)

(梼 NHKアイテック

竹中土木 ・ 安藤

建設工事共同企業体

大成束急

建設工事共同企業体

佐藤工業(附

(株)みやした園芸

(株)田口園芸

阿久津造園(株)

山加電業側

(株)港北都市開発センター

工事他監督業務 I I 側日建設計
三建企画併ミ)

宅地設計(株)

(株)港北都市開発センター

~ 
「

タウンセンター南地区

種 別 1 [ 企業名
市に関する

工事

基盤整備工事

橋梁デ γ キ

整備工事

-歩行者専用道路

車産自ii工事

ー CATV関連

盤調ü工事

- その他関連工事

-清水福田地崎

建設工事共同企業体

前回新井岩田

建設工事共同企業体

。 日東吉川

建設工事共同企業体

熊谷東洋ー 三井不動産

建設工事共同企業体

。 大成鉄建安藤

建設工事共同企業体

西武建設(側

川田工業(槻

奈良建設備品

東海興業(株)

ドーピー建設工業(株)

側松本建設

川田建設(林)

古久根建設(林)

古河総合設備i (附

(林)協和エクシオ

ホーチキ株)

川田工業(株)

(株)エヌシ一

大林道路(株)

東光園緑化(側

(林)尾林造園

慮花園植木(械

同*)港北都市開発センター

工事他政督業務 I I 0株)オオパ
日本技術開発(附

(林)都市開発技術+トビス
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編集後記

本紙は、タウンセンタ一地区の計画 ー 設計及び施工の実務に携

わった方々に本誌編集の主旨をご理解いただき、ご多忙の中、設

計 施工の時期をふりかえり、原稿のご執筆をいただいたもので

あります。

タウンセンターの整備は、基本計画及び基本設計業務を事業部

門において、総合公園及びシンボ lレ広場整備を工事計画謀、 S 5 

工区の工事を工事第二謀、そして、それ以外の基盤整備及び地下

駐車場整備全般について、都市施設課で実施してまいりました。

そして実務に当たっては今回ご執筆いただいた方々以外にも数

多くの方々のご協力を得て実施しました。

編集にあたっては、紙面の構成上限られた方々のご執筆となっ

ておりますが、この場をおかりしまして全ての関係各位にお礼申

し上げるしだいです。

また、工事部門の技術書として構成をしている関係から基本計

画の内容については省略しました。

項目毎のご理解を深めるために、内容が重複する形式となって

おります。ご担当各位のご理解をお願い申 し上げます。

なお 、 本誌が次世代の計画 ー 施工へ向けて活用されることを期

待して編集後記といたします。

平成9年4月
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